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は じ め に

ジュニアスタディ ーツアーは、 海外の沖縄県系人子弟を本県に招待し、 県内の中 ・ 高校生

とともに、 沖縄の歴史、 文化、 自然等について学び、 母県・沖縄との絆を深めることにより、

海外県系人社会の発展と次世代のウチナ ー ネットワ ー クの担い手を育成することを目的とし

ています。

本事業は、 平成13年に「第3回世界のウチナ ー ンチュ大会」のプレイベントとして実施さ

れましたが、 海外県人会等からの強い継続要望を受け、 平成14年度から継続して実施してい

ます。

平成19年度は、 平成19年7月23日から7月29日まで一 週間の日程でツア ー を実施しまし

た。 今回のツアーには、 海外8カ国、 13の沖縄県人会から17名の参加者と4名の引率者、 沖

縄県内から4名の中学生と13名の高校生が参加し、 県内各地で様々な体験学習を行い、 無事

全日程を終了しました。

ツアー 期間中、 参加者は首里城見学等を通して沖縄の歴史について学ぶとともに、 琉球舞

踊や空手、 三線などの伝統芸能を体験し、 琉球王朝時代に育まれた沖縄の伝統文化にも触れ

ました。 また、 国際通りの散策や美ら海水族館の見学を通して、 現在の沖縄についても学び

ました。 さらに平和学習では、 戦争体験者から直接体験談を聞くことにより戦争の悲惨さと

平和の尊さを学び、 自然学習では比地大滝をトレッキングし、 沖縄の自然を十二分に満喫し

たことと思います。 そして世界に広がるウチナ ー ネットワ ー クに関する理解を深めてもらう

ために、 移民に関する講話や移民について考えるワ ー クショップを実施しました。 これらの

学習プログラムを通して、 沖縄に関する理解を深めることができたと思います。

また、 前年度に引き続きエイサ ー 学習も行いました。 ツア ー 期間中遅くまで練習に励み、

みんなで一つのことを成し遂げることによって、 同じウチナ ー ンチュとしての絆、 そしてア

イデンテイティ ーを強く実感したことと思います。

この報告書は、 参加者や引率者の感想文とツアー日程や写真等をまとめたものです。 この

冊子が生涯にわたる記念になるとともに、 参加者の皆さんが、 このツアーでの経験をきっか

けとして世界へ視野を広げ、 将来、 様々な分野で沖縄と世界の架け橋となる国際人として活

躍することを期待しています。

結びに、 平成19年度ジュニアスタディ ーツアーの実施に御協力を頂いた多くの関係者の皆

様に感謝の意を表し、 発刊のあいさつといたします。

平成20年3月

沖縄県観光商工部長 仲田 秀光
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1. 趣 旨
海外沖縄県系人子弟を沖縄県に招待し、 県内の児童生徒とともに沖縄の歴史、 文化、 自然などの

体験学習をとおして母県・沖縄との絆を深めることにより、 海外の沖縄県系人社会の発展と将来の
ウチナー ネットワ ー クを担う次世代の人材育成に貢献する。

2. 事業内容
(1)実施期間：平成19年7月23日（月） ～7月29日（日）

来 沖日： 7月17日（火） ～7月22日（日）
離沖日： 7月30日（月） ～8月1日（水）

(2)参加者
〇海外参加者

14歳～18歳までの沖縄県系人子弟 17名
※国別内訳( 8カ国・17名）

ブラジル 3名 アメリカ合衆国
アルゼンチン 2名 カナダ
ペルー 2名 フィリピン
ボリビア 2名 ドイツ

〇県内参加者

5名
1名
1名
1名

沖縄県内の中学・高校生17名（中学生4名、 高校生13名）

〇海外引率者
海外参加者の引率及び通訳の役割 4名
ブラジル、 ボリビア、 ペルー、 アメリカ 各1名

(3)学習プログラム
① 自然学習

沖縄の自然や動植物等に触れ合いながらその大切さを学ぶ。
② 歴史学習

沖縄の歴史的な史跡等を巡り、 沖縄が琉球王国だった頃の歴史とロマンに触れる。
③ 伝統工芸・芸能体験学習

沖縄の伝統工芸・芸能の体験学習を行う。
④ 平和学習

沖縄の戦跡等を巡りながら、 平和の意味を考える。
⑤ 社会学習

沖縄県庁見学、 国際通り散策等をとおして沖縄の現状を学ぶ。

- l -



時＼間

7/23（月） 7/24（火） 7/25（水）

1日目 2日目 3日目

6 30 6 30起床

7 00 7 00朝食 7 00起床

7 30朝食

8 00 800レクセンタ ー出発

8 30引率•主催者・スタッフ集合 8 30出発
ミーティング

9 00 

9 30全参加者集合
9 30 

（集合県庁1階県民ホ ール）
10 00 自然学習（海）

自然学習（山）
●比地大滝

10 30海洋博記 念公園到着
・トレッキング

11 00 11 00県知事表敬訪問 11 00イルカショ 一見学
・歓迎セレモニー 、記 念撮影

11 30県庁出発
11 45昼食·弁当

12 00 12 00昼食 12 00昼食・弁当
かんぽレクセンタ ー

12 45美ら海水族館見学
13 00 

13 30開講式
～ オリエンテ ーション

ro 
1400 ・学習ツール配布

1400トレッキング終了

・諸説明

15 00 目①参加者自己紹介 15 00●エメラルドピー チ到着 15 00ホテルタニュー到舟
分け、班長紹介 海水浴
語学習 （ホテルにて休憩）
国の概要紹介

16.00 

17 00 17 00交流ブログラム 17 00エメラルドビー チ出発 17 00夕食 ホテルタニュー

かんぽレクセンタ ー （バーベキュー）

18 00 1800終了～荷物部屋移動 18 00ホテルタニュー到舟
18 15夕食

18 30ウェルカムパーティ ー ホテルタニュー

かんぽレクセンタ ー

19 00 19 00交流プログラム

19 30 ～ 日程終了 ～
～キャンプファイヤー

スタッフミーティング
※JST6期生7名ポランティア

20 00 2000パーティ ー終了
～ 日程終了 ～ 20 30 ～ 日程終了 ～

スタッフミ ーティング スタッフミーティング

21 00 

22.00 

宿泊地 かんぽレクセンター ホテルタニュー ホテルタニュ ー

7/26（木）
4日目

6 30起床

700朝食

800出発

1000 

歴史学習
●首里城
●金城町の石畳

12 30昼食
フ ードコロシアム

13 30 

文化学習
●テンブス 館体験教室
①

② 
琉球舞踊
空手

1500 

社会学習（産業）
●琉球ガラス ・ 壷屋焼見学

15 30三線教室開始

1640三線教室終了
17 00 

●琉球芸能「唄舞～ い」見学

18 30「唄舞～ い」終了

19 30夕食
かんぽレクセンタ ー

2030エイサ ー 講習

21 30 ～ 日程終了 ～

スタッフミーティング

かんぽレクセンター

7/27（金）
5日目

6 30起床

7 00朝食

8 00出発

9 30 

平和学習
●

・職平員和説祈明念
～資ビ料デ館

オ

●公園内散策

● 平和の礎見学

12 30昼食

15 00 

社会学習（街·人々）
●マチグワ

ー
散
6名
策ポ※JST6期生1 ランティア

17 00散策終了

17 45レクセンタ ー着
18 00夕食

かんぽレクセンタ ー

19 15エイサ ー講習

20 45 ～ 日程終了 ～

スタッフミーティング

かんぽレクセンター

7/28（土）
6日目

7 00起床

7 30朝食

900 

歴史・社会学習
※沖縄の移民
①講話（前原信 ー 氏）
「世界中に広がるウチナーンチュの心J

②ワ ークショップ

1200昼食
レクセンタ ーレストラン

※ワ ークショップ再開

16 00学習終了

16 30エイサ ー讀習

17 30終了 ～ 解散

ホームステイ

ホームステイ

7/29（日）
7日目

ホームステイ

14 00参加者集合

14 30-15 30リハーサル
（かんぽレクセンター体育館）

15 30-1615 
学

（か
習

ん
成

ぽ
果
レ

発
ク

表会
（ センタ ー体育館）

16 20-16 40 
修了式

17 00さよならパーティ ー

18 30終了 ～ 解散

ホームステイ

ホームステイ



T＼ ime 
Jul 23 (Mon) Jul 24 (Tue) Jul 25 (Wed) Jul 26 (Thu) Jul 27 (Fri) Jul 28 (Sat) Jul 29 (Sun) 

Dav 1 Dav 2 Dav 3 Dav 4 Dav 5 Dav 6 Dav 7 

6 30 6 30 Wake-up time 6 30 Wake-up time 6 30 Wake-up time 

7 00 7 00 Breakfast 7 00 Wake-up time 7 00 Breakfast 7 00 Breakfast 7 00 Wake�up time 

7 30 Breakfast 7 30 Breakfast 

8 00 8:00 Departure 8 00 Departure 8 00 Departure 

8 30 Escorting Staff and Organizers' 8 30 Departure 

9 00 
Meeting 9 00 History/ Social Study *Stone pavements in Kanagusuku Homestay 

9 30 Participants Assembly town 9 30 Nature Study (Mountain) 9:30 Peacs Study ※Okinawan Immi訂ation

*Trekking in the Great HUi Falls •Peace Memorial Museum 
①Lecture "The hearts of 

1000 10 00 History Study Explanation from the museum 
Uchinanchu throughout the world" 

11 00 Courtesy call for all *Shuri-jo Castle staff -video session - ②Wo水shop
participants in the prefectural 10:30 Nature Study (Sea 1) *Stone pavements in Kanagusuku 

11 00 building *Ocean Expo Park town *Stroll in the park 
*Welcome Ceremony 11 00 Dolphin Periormance Show •Orientation in the Cornerstone of 
11 30 Departure from prefectural Peace 
building 11 :45 Lunch 

12 00 12:00 Lunch 12 00 Lunch 12 00 Lunch 

12 30 Lunch 12 30 Lunch 
12 45 Orientation in Chraumi Aquariun Woホshop

13 00 

13 30 Opening Speech ＇ 13.30 Culture Study 

し

-Orientation- *Naha T enbusu Hall 
1400 *Distribution of study tools 14 00 End of trekking (1) Ryukyuan Dance 14 00 Participants Assembly 

•Further explanations (2) Karate 14 30-15 30 Rehearsal 
(1) P arti c i pants'se lf-i ntrodu ction 15:00 Social Study (daily life 

15 00 (2) Group allocation, selection of 15 00 Arrive at Emerald Beach 15 00 Arrive at Hotel 15 00 Social Study (Industries) 
public market place) leaders sea bathing •Ryukyu Glass,T suboya--yaki •Stroll in Machigua Market Place 15:30-16 15 Presentation of (3) Language study 

(4) General introduction of your own 15·30 learning outcomes 

16 00 country (Break time in hotel) *Sanshin Class 16 00 End of Workshp 
16 20-16 40 Closing Ceremony 

16 40 End of Sanshin class 16 30 Eisa Class (3) 

17 00 17 00 Exchange Program 17 00 Departure from Emerald Beach 17 00 Dinner (B B Q) 17 00 Traditional Entertainments 17 00 End of Stroll in Machigua 17 00 Farewell Party ” Utamai ·" Market Place 

17 30 Picked up by host families 
17 45 Arrive at Hotel 

1800 18 00 End of Exchange Program 18 00 Arrive at Hotel 18 00 dinner 
1815 Dinner 18 30 End of Program 18 30 Welcome Party 18 30 end of "Utamai" 

~mmer ↓ -Dismissed-

19 00 19 00 Camp Fire 19 15 Eisa Class (2) 

19 30 Group Meeting (with the 19 30 dinner 

presence of chaperones and 

20.00 20 00 End of Welcome Party organizers) 
Homestay 

Group Meeting (with the presence of 20 30 Group Meeting (with the Homestay 

presence of chaperones and 20 30 Eisa Class (1) 20 45 Group Meeting (with the 

21 00 
organizers) presence of chaperones and 

21 30 Group Meeting (with the 
presence of chaperones and 

2200 22 00 Bedtime 22 00 Bedtime 22 00 Bedtime 22 00 Bedtime 22:00 Bedtime 

Lodging Kampo Recreation Center Tanyuu Hotel Tanyuu Hotel Kampa Recreation Center Kampo Recreation Center Homestay Homestay 



こ
Lun. 23/7 

1er dia 
Mar. 24/7 

2do dfa 
Mie. 25/7 

3er dfa 
Jue. 26/7 

4to dfa 
Vie. 27/7 

5to dfa 
Sab. 28/8 

6to dfa 
Dom. 29/7 

7mo dfa 

6:30 

7:00 

8:00 

9:00 

10:00 

11:00 

12:00-112:00 Almuerzo 

13:00 

中 14:00 

15:00 

16:00 

17:00 

18:00 

19:00 

21:00 

8:30 Reuni6n de Tutores, 
Organizadores y Personal 

9:30 Reuni6n con todos las 
participantes ． 

Naturaleza (Mar) 

1 1:00 Visita al Gobernador 

13:30 Apertura 
-Orientaci6n 

· Entrega de material 
• Descripci6n del programa 

①Presentaci6n personal 
②Present. de grupos y If deres 
③Ta lier de idiomas 
④Presentaci6n de c/pafs 

17:00 Activ. de lntegraci6n 

18:00 Hrmino-transporte de 
equipa」es a sus habitaciones 

18:30 Fiesta de Bienvenida 
Cena (en Kamporekucenter) 

20:00-120:00 T ermino de la fiesta 
~Hrmino de lajornada del dfa~ 

Reuni6n del personal 

22:00-122:00 Hora de dorm,r 

6:30 Levantarse 

7:00 Desayuno 

8:00 Partida del hotel 

10:30 Ocean Expo Park 

• Ceremonia de bienvenida, foto 111 :00 Show de delfines 

11 :30 Partida de la Prefectura 
11 :45 Almuerzo 

12:45 Acuario Chura Umi 

15:00●Playa "Emerald beach" 
bai'los de mar 

17:00 Partida al hotel 

18:00 Llegada al hotel 
18:15 Cena 

19:30 ~ Termino de la jornada ~ 
Reuni6n del personal 

22:00 Hora de dormir 

7:00 Levantarse 

7:30 Desayuno 

8:30 Partida 

9:30 

Naturaleza (Montana ) 
●Catarata "Huiootaki" 

·Caminata 

12:00 Almuerzo 

17:00 Cena 

(parrillada) 

▼
 14:00 Hrmino de la caminata 

15:00 Llegada al hotel 

(Descanso en el hotel) 

19:00 Activ. de Integraci6n 

~Fogata 

22:00 Hora de dorm,r 

6:30 Levantarse 

7:00 Desayuno 

8:00 Partida 

10:00 

Historia 
● Castillo Shun 
● Caminita de piedra en 

Kanagusuku 

12:30 Almuerzo 
▼
 

15:30 
●Taller de Sansh,n 

16:40 Hrmino del taller 

17:00 
●Presentaci 6n artfstica 

” ”  応ukyuniana ..Utamaai 
Cena (comedor T enbusu) 

18:30 Termino de la presentaci6n 

19:30 Cena 

20:30 -Hrmino de la jornada - 120:30 Pr�ctica de E1sa 
Reuni6n del personal 

21:30 -Termino de lajornada
Reuni6n del personal 

22:00 Hora de dormir 

6:30 Levantarse 

7:00 Desayuno 

8:00 Partida 

9:30 

Estudio sobre la Paz 
●Museo Conmem. de la Paz 

• Explicaci6n-video 

●Recorrido por el parque 

●L,pidas de la Paz 

12:30 Almuerzo 

13:30 

Cultura 
●Centro artesanal T enbusu 

①Danza Ryukyu 
②Karate 
15:00 115:00 

Sociedad (Industria) |Sociedad(ciudad-gente) 
●Visita: talleres de cer �mica ●Recorrido por el mercado 

y vidrio Ryukyu 

17:00 Termino del recorrido 

17:45 Llegada al hotel 
18:00 Cena 

19:15 Pr�ctica de E,sa 

20:45 ~ Hrmino de la jornada ~ 
Reuni6n del personal 

22:00 Hora de dormir 

7:00 Levantarse 

7:30 Desayuno 

9:00 

Historia • Sociedad 
※Emigraci 6n okinawense 
①Expositor:Shinichi Maehara 
(El Sentimiento Okinawense en 
el mundo) 
②Taller 

12:00 Almuerzo 

※Continuaci 6n del taller 

16:00 Hrmino del taller 

16:30 Pr釦ctica de E,sa 

17:30 Hrmino-Separaci6n 

Homestay 

Homestay 

14:00 Reuni6n con todos los 
participantes 

14:30~ 15:30 Ensayo 
(Gimnasio kamporekucenter) 

15:30-16:15 
Presentaci6n final 

16:20~16:40 
Clausura 

17:00 Fiesta de despedida 

18:30 Hrmino ~ Despedida 

Homestay 

Estadf a I Hospedaje Kamporekucenter Hotel Tanew Hotel Tanew Hospedaje Kamporekucenter I Hospedaje Kamporekucenter Homestay Homestay 



， 
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海外参加者出迎え 7月17日ペルー 、ドイツ
7月18日カナダ ・ アメリカ

ブラジル ・ アルゼンチン ・ ボリビア
7月22日フィリピン

r.I.て)1l-
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7月23日（月） 県庁表敬・ウェルカムパーティ＿
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7月24日（火） 自然学習（海洋博記念公園・エメラルドビーチ）
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7月25日（水） 自然学習（比地大滝） ・交流プ ロ グラム（キャンプファイヤー）
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7月26日（木） 歴史学習（首里城・玉 陵・金城町の石畳） 伝統芸能体験学習
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7月27日（金） 平和学習（平和祈念資料館・平和の礎） 社会学習（マチグヮ ー散策）

- 10 -



7月28日（土） 歴史・社会学習（講話「世界 中 に広がるウチナーンチュの心」）
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7月29日（日） 学習成果発表会・修 了 式・さよならパーティー
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7 月 3 0 日 （ 月 ） ～ 8 月 1 日 （水） · , . ' ' ' . ' . ;息一
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宮里 賢征
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

MIYAZATO UETA MAURY MASSAYUKI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
1 7 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ブ ラジル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー は僕の 一生の思 い 出

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は僕 に と っ て 一生忘れ ら
れな い い い体験 と な り ま し た。 初 め て会 う 親戚 の 人た
ち は、 み ん な優 し く て、 親切で、 又沖縄 の い ろ い ろ な
こ と を 教 え て、 い ろ んな所へ連れて も ら い ま し た。 毎
日 た く さ ん の ご馳走があ っ てびっ く り し ま し た。

親戚の こ と を絶対忘れ ま せん、 又沖縄へ行 く と き は
必ず訪ね た い と 思 い ま す。 JSTの プ ロ グ ラ ム は凄 く 忙
し く 感 じ ま し た。 エ メ ラ ル ド ビ ー チでは 2 時間では短
い と 思 い ま し た。

も っ と 遊びたか っ た です。 そ こ へ い く と き の格好 を
僕はそばで見て こ っ け い に 感 じ ま し た。 そ れ は、 大 き
な荷物 を 担 い で、 遠 い 旅 に で る よ う な格好で し た。 そ
の理 由 は、 そ の 日 に ホテル を移動す る た め です。

比地大滝の ト レ ッ キ ン グでは、 沖縄の木、 花、 草 を
見て ブ ラ ジル と 同 じ く 感 じ ま し た。

それは沖縄 も ブ ラ ジル も 暑 い か ら だ と 思 い ま す。 そ
こ でガイ ド がみんな に 自 然 を 守 る 大切 さ を 教 え て く れ
て、 感動 し ま し た。

那覇テ ン ブス 館体験教室では、 空手 の授業で、 守 り
方、 立ち 方、 攻撃方 を 習 う 時 に 、 先生は大 き な声で教
え た け ど、 と て も 楽 し か っ たです。

平和祈念公園で戦争 の 話 を 聞 い て凄 く 感動 し 、 平和
の 大切 さ を 感 じ ま し た。 沖縄戦 を 反 省 し て、 二度 と 過
ち を お こ さ な い よ う 叫びた い と 思 い ま す。 世 界 中 か ら
集 ま っ て き た 人 た ち の文化、 習慣、 環境、 考 え 方が似
て い る と こ ろ と 違 っ て い る と こ ろ を感 じ ま し た。

みんな 素直で、 一度 も 悲 し い思 い を し た こ と は あ り
ませんで し た。

みん な と 一緒 に 話 を し なが ら 食事 を し て い い 思 い 出
に な り ま し た。 最後の夜はダ ン ス を し た り 、 話 を し た
り 時問 の 経つ の も 忘れて、 遅 く ま で遊びま し た。

みんな に メ ッ セ ー ジ を 書 き た い け ど、 なが く な る の
で、 た だ言 い た い 事は、 一 人 一 人 か ら い ろ ん な事 を 学
びま し た。 みんな努力 し て、 成功す る よ う 念願 し、 又
い つ か ど こ か で会っ て、 沖縄で の 思 い 出話を し た い と
思 い ま す。 メ ー ルで も 手紙で も 交流 を続けた い と 思 い
ま す。 沖縄で会 っ た 皆 さ ん の こ と は一 生忘れな い と 思
い ま す。

来 年 の 8 月 に は ブ ラ ジル移 民 1 00周 年 の イ ベ ン ト を
行な い ま す の で 皆 さ んが来 る の を待 っ て い ま す。 た っ
た二週間 の 短 い 期 間で、 た だ沖縄 の 文化、 歴史、 自 然
を学んだだけでな く 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 心 の 温か さ を
感 じ 自 分 も ウ チ ナ ー ン チ ュ で あ る こ と を誇 り に 思 い ま
す。 沖縄県の 交流推進課の ス タ ッ フ の皆 さ ん、 い ろ い
ろ お 世話 に な り ま し て有難 う ござい ま し た。 ブ ラ ジル
沖縄県人会 の 皆様 に も 心か ら 感謝 申 し 上げ ま す。

JUNIOR STUDY TOUR: Uma lembranca para a 

vida toda 

Junior Study Tour foi uma experienc ia inesquecivel na 

minha vida. 

Era a pr imeira vez que encontrava meus p arentes de 

Okinawa, mas todos foram gentis, simpaticos, alem de me 

ensinarem muitas coisas sobre Okinawa e me levarem a 

muitos lugares. Assustei-me com a quantidade de comida que 

me davam em todas as refeicoes. Eu nunca me esquecerei 

deles, e da pr6xima vez que for a Okinawa, com certeza irei 

visit企los.

A programacao do JST era muito apertada. Tanto que ficamos 

apenas duas horns na Emerald Beach. Foi  engracado ver 

todos com malas grandes indo a praia .  0 motivo para as 

malas era porque iri皿os trocar de hotel naquele dia, e alguns 

tiver皿 que levar tais malas, por nao terem outra menor. 

No trekking de Hりi (Hiji Taki) percebi algumas semelhancas 

com a flora de Okinawa e do Brasi l .  Provavelmente e por 

serem ambos, paises de clima quente. Quando nosso guia turf 

stico falou sobre a importancia de preservar a natureza, fiquei 

muito contente. 

E m  Nah a  Ten b u s u  Hall (Nah a  Te n b us ukan Ta iken 

Kyoushitsu) ,  na aula de Karate,  enquanto aprendiamos 

como nos defender, atacar e como ter a postura correta, 

nos divertimos muito com o professor que gritava a todo o 

momento (GENKI! ! ?) .  

No Parque Memmial da Paz (Heiwa Kinen K6uen), ouvi hist 
6rias sobre a guerra, e me emocionei muito. Percebi a import 

ancia que tem a paz em nossas vidas e espero que, o que 
aconteceu na batalha de Okinawa sirva de exemplo para que 
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nao cometamos o mesmo erro novamente. 

Tive oportunidade de conversar com jovens do mundo todo, 

e perceber diferencas e semelhancas sobre as culturas, os 
costumes e as formas de pensar de cada um. Todos eram 

muito legais ,  e nao houve nenhum momento em que fiquei 

triste (apenas na despedida). Guardei muitas lembrancas boas 

como quando conversavamos enquanto todos almocavam. 

Ou en tao quando na ultima noite que passamos j untos ,  

ficamos dancando, conversando e nao vimos o tempo passar. 

Gostaria de deixar aqui,  uma mensagem para cada um de 

voces. S6 que como o texto ficaria muito extenso, apenas 

direi que : podem ter certeza que aprendi algo com cada um 

de voces . Quero que todos se esforcem, e sempre almejem 

o sucesso. Espero encontra-los algum dia, em algum lugar, 

para relembrarmos dos bons momentos que passamos em 

Okinawa. Vamos continuar este interciimbio por meio de 

cartas e e-mails. Nunca me esquecerei de voces ! 

Como em agosto do ano que vem vai acontecer o Centen紅io

da Imigracao Japonesa aqui no Brasil, conto com a presenca 

de todos neste grande evento. 

Nestas duas semanas que estive em Okinawa, nao aprendi 

somente sobre a cultura, a hist6ria e a natureza de Okinawa. 

Mas tambem pude sentir o calor dos corac;;oes Uchinanchu, e 

agora sinto mais orgulho de ser Uchinanchu. 

Agradeco do fundo do corac;;ao aos organizadores, e a todos 

envolvidos com o Junior Study Tour. Agradeco tambem ao 

Okinawa Kenjin do Brasil. Muito Obrigado ! 

- 1 6  -



上江洲 小百合 シル ビ ア
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
UESU SIL VIA SA YURI - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
1 5 歳 4 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of  Brazil 

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

ブ ラ ジル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

私は沖縄か ら 帰 っ て き て、 こ の すば ら し い ジ ュ ニ ア
ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参加 し た こ と で沖縄 を と て も 好 き
に な り ま し た。

沖縄は緑がた く さ ん あ っ て、 海 も 空 も と て も き れ い
で、 それ に も ま し て美 し い文化があ り 、 普及 さ れて い
る こ と は、 と て も よ い こ と だ と 思 い ま し た。 そ し て空
港では私 を 幼 い こ ろ か ら 知 っ て い る よ う に、 家族の よ
う に 温か く 迎 え て く れ ま し た。 遠 い お じ い ち ゃ んおば
あ ち ゃ ん の ふ る さ と で、 こ の よ う な喜び に 出会 っ た こ
と は私は一生忘れ ません。

見せて い た だい た 水族館、 守礼 の 門、 比地大滝、 国
際通 り 、 平和記念塔な ど大変感動 し ま し た。 私 の 一生
の思い 出 に な り ま し た。 ボ リ ビ ア 、 ペル ー 、 ア ルゼ ン
チ ン、 フ ィ リ ピ ン、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ、 ド イ ツ 、 沖縄
県の みな さ ん に始 め て 出会 っ た 人 た ち と 言葉は違 っ て
い ま し た け ど、 早 く お友達 に な り 「イ チ ャ リ バチ ョ ウ
デー」 と い う の は こ んな こ と だな ー と 気づき ま し た。

すば ら し か っ た 2 週間 の ツ ア ー の お 友達一人 ひ と り
にお礼 を し て、 お元気で居 ら れ る よ う に、 そ し て私 を
温か く 歓迎 し て く だ さ っ た、 ご親戚 の 方 々 に心か ら お
礼を 申 し 上げ ま す。

い つ ま で も 忘れ ら れな い 、 こ の プ ロ グ ラ ム に私 を 薦
め て 力 に な っ て く だ さ っ た 家族、 それか ら 特別 に ブ ラ
ジル沖縄県人会 に お 礼 と感謝を 申 し 上げ ま す。

沖縄は と て も 良 い と こ ろ 、 ま た行 き た い と 思 っ て い
ます。 沖縄の 文化は と て も すば ら し い も の で、 大勢の
若 い 人達が沖縄の 島 を 知 っ て く れ る よ う に 、 私はブ ラ
ジルでがんば り た い と 思 い ま す。 沖縄の 島、 そ し て沖
縄のみな さ ん に 心か ら お礼 を 申 し 上げ ま す。

あ り が と う ござい ま し た。

Junior Study Tour 

Eu nunca imaginei que me sentiria como me sinto depois 

de ter voltado de OKinawa . Essa oportunindade de ter 
participado do Junior Study Tour fez com que eu descobrisse 
meu amor por Okinawa. Nao apenas pela sua paisagem 
exuberante, onde voce nao sabe onde termina o mar e comeca 

o ceu. 

Nao apenas por sua cultura encantadora, repassada de geraca 

o em geracao. 

Nao s6 pelos tao calorosos uchinanchus, que me acolheram 

como se eu fosse da familia, como se me conhecessem desde 

pequena. 

E tambもm pela alegria, de mesmo de longe, poder fazer parte 

disso tudo ! 

A cada lugar que fui, como o Aquario Chura Umi, Shurijo,  

Hij iootaki, Emerald Beach, Kokusai doori, Memorial da paz 

de Okinawa aprendi licoes que levarei para o resto de minha 

vida. 

Consegui tambem, perceber que eu tinha um Jaco muito forte 

com as pessoas que convivi, mesmo nunca as tendo visto na 

vida. Bolivia, Peru, Argentina, Fi lipinas, Estados Unidos, 

Canada, Alemanha, Brasi e Okinawa. As grandes diferenc;as, 

como por exemplo as diferentes linguas que falavamos foram 

superadas, pois a forca de vontade de nos conhecer era muito 

maior. "Ichariba Choude", eu os considero meus irmaos. 

Eu gostaria de agradecer a cada um de voces, que passaram 

essas duas maravilhosas semanas comigo, aos meus parentes 

que me acolheram com tanto carinho, a Associacao Kenjin de 

Sao Paulo que me escolheu para participar deste programa, 

e principalmente a minha familia, que me deu forcas desde 

o comeco para que este sonho que jamais esquecerei, fosse 

realizado. 

Aqui do Brasi l ,  farei de tudo para que todos conhecam a 

cultura de Uchina, porque depois de ter voltado, Okinawa 

passou a ser o meu maior motivo de orgulho . E podem ter 

certeza, eu volto ! 
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ニヘ ー デー ビル

「ジュ ニアスタディーツアー」 、 こ れは忘れ ら れ な
い思 い 出 と なり ま し た。

家族や友達 と はなれて旅行す る の は初め てで、 と て
も 不安で し た。 飛行場 に着 い た ら 、 ブラジルか ら い っ
し ょ に行 く 皆 さ ん に会っ た事で少 し 安心 し ま し た。 親
切 に 声 をかけて く れて、 仲良 く し て く れたおかげです。
だが、 沖縄に 着 い た ら 「 ま た わかれ る んだ」 と 思 い、 「一

人で大丈夫な の だ ろ う か」 と ま た不安が も ど っ て き ま
し た。 で も 、 沖縄に 着 い た と た ん、 そ の 不安は ど こか
へ 消 え ま し た。 話 し た事が一度 も なかっ た親せ き の方
達は と て も 親切 に受 け入れて く れて、 と て も 嬉 し く 思
い ま し た。 それか ら ジュ ニアスタディーツアー が始 ま
る ま で、 い ろ い ろ 教え て く れたり 、 い ろ んな場所 を 案
内 し て く れ ま し た。

ジュ ニアスタディーツアー の 一 日 目 。 参加者全員そ
ろ い ま し た。 かんぽ レクセンター で の 自 己紹介、 ゲー

ム 、 ドキ ド キ し なが ら 参加 し ま し た。 ウェルカム パー

ティー で は 同 じ く ブラジルの マウリと ボリビアの広大
と い っ し ょ に三味線 を ひき ま し た。 ち ょ っ と 練習がた
り なかっ た け ど、 皆 さ んが歌っ て く れて、 本 当 に嬉 し
かっ た です。

二 日 目 はイルカのショー を見学 し ま し た。 すば ら し
かっ た です。 そ し て、 美 ら 海水族館。 言葉 に 出来な い
く ら い す ごかっ た です。 そ の後のエメラルドビーチは
と て も 楽 しかっ た です。 沖縄の海は き れ い だけ で は ま
と め ら れ ま せん。 写真 1 枚で も そ の すば ら し さ は伝わ
る 事が出来な い と わかり ま し た。

三 日 目 はトレッ キ ング。 比地大滝 に 着 く ま で の道は
と て も 楽 しかっ た です。 自 然の 中 に い る 感 じ が と て も
気 持 ち 良かっ た で す。 ホテルタニ ュ ー に 帰 っ てか ら
のバー ベキ ュ ー 。 自 分達で作 っ て食べま し た。 お い し
かっ た です。 それか S ら キ ャンプフ ァ イヤ ー 。 ジュ ニ
アスタディーツアー 6 期生 7 名ボランティアが来て く
れて、 も り あ げて く れ ま し た。 い ろ んなゲー ム を し た
り 、 歌 っ て お ど っ たり 、 楽 しかっ たです。

四 日 目 。 首里城へ行 き ま し た。 すば ら し い 場所で し
た。 そ の 後 の空手、 むずかしかっ た けれ ど楽 しかっ た
です。 そ し て三味線 の 教室。 琉球芸能は何度かビデオ

で見た事は あり ま し た が、 目 の 前で見 る 事が出来て嬉
しかっ たです。 ブラジルで も 沖縄の文化 を学んだり し
て い ま す。 三味線やお どり 、 いつか沖縄で見た よ う に
美 し く お ど っ たり し た ら い い な と 思 い ま す。 そ し て、
私が大好き なエイサー講習。 ブラジルで も エイサー は
や っ て い て、 本 当 に好き です。 楽 しかっ た です。

五 日 目 は平和祈念資料館で実際 に 戦争 に 参加 し た方
の 話 を 聞 き ま し た。 つ ら い事やかな し い事、 そ し て今、
こ こ で幸せ に く ら し て い る 事が何よ り 大事だ と 思 い ま
し た。 そ の後は、 ま たボランティアの方達 と マチグ ワ ー

へ行 き ま し た。 い ろ ん な場所 を案内 し て く れたり 、 と
て も 楽 しかっ たです。

六 日 目 は沖縄の移民の話を し ま し た。 そ の 日 はホー

ムステイ。 そ ろ そ ろ ツアー の 終わり を感 じ 、 さ び し く
なり ま し た。

七 日 且 最終の 日 。 修了式で皆 さ んが 自 分達 の 国 の
踊り や歌を歌っ て、 すば ら しかっ たです。 そ し て さ よ
な ら パ ーティー 。 こ の み じかい間で 出来た きずなは こ
われな い と わかっ て い て も 、 かな し く て、 わかれ る の
はつ らかっ たです。

こ の ツアー に 参加 出来 た 事 は 本 当 に 嬉 しかっ た で
す。 そ こ で会っ た皆様 に は感謝の気持ち で い っ ぱい で
す。 皆様、 こ こ ろか ら 感謝い た し ます。 本 当 に あり が
と う ござい ま し た。
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ボ リ ビア 沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー に参加 し て

僕は、 生 ま れて初めて祖父母の故郷沖縄県 に行 っ て
き ま し た。

沖縄県では、 僕 た ち の よ う に海外に住む 日 系沖縄人
の子供た ち が集 ま り 、 沖縄の歴史、 文化、 伝統、 自 然
環境 に つ い て学ぶ 毎年一 回、 短 い 期 間 で は あ り ま す
が、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー と い う すば ら し い研修
が行われて い ま す。 僕は、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー に参加す る こ と がで き て、 と て も う れ し く 思 っ て
い ます。

沖縄 に 到着 し て、 会 う 人皆初 め て だ っ た の で、 ち ょ っ
と不安な気持ち も あ り ま し た が、 ホー ム ス テイ 先 の 名
幸房男お じ さ ん は と て も 優 し い方だっ た の で、 安心 し
ま し た。 お じ さ ん は、 親戚の方達 を 呼んで、 僕の た め
に歓迎会 を 開 い て く れ ま し た。 ボ リ ビ ア の 話や、 沖縄
に住んで い る お じ さ ん、 おばさ ん達 と め ぐ り 合 う こ と
がで き、 楽 し い ひ と と き を 過 ごす こ と がで き ま し た。
それか ら お じ さ ん は、 沖縄の い ろ ん な 所 を案内 し て く
れま し た。

沖縄 に 着 い て三 日 目 に は、 現在ボ リ ビ ア に沖縄県派
遺教師 と し て い ら し て い る 松尾剛先生が、 一時帰国で
実家に 帰 っ て い た た め 、 僕は先生 の 家 に 招待 さ れ ま し
た。 そ し て、 先生 と 一緒 に 三 メ ー ト ルの 海底 に 水 中 散
歩に行き、 直接 自 然の魚 と 触れ合 う 体験 を し 、 と て も
感動 し ま し た。 それか ら 、 恩納村祭 り に も 連れて行 っ
て も ら い、 ボ リ ビ ア で は見 る こ と の で き な い 大 き な花
火 を 見て き ま し た。

ホ ー ム ス テ イ も 終わ っ て、 い よ い よ ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー が始 ま り ま し た。 参加国 は ブ ラ ジル、 ア
ルゼ ンチ ン、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ、 ド イ ツ 、 フ ィ リ ピ ン、
ペ ルー 、 ボ リ ビ ア そ し て沖縄県、 八 カ 国 か ら の研修生
たち で し た。 ホテル に宿泊 し 、 お客様 と し て招待 さ れ、
い つ も お い し い 食事 を し なが ら い ろ ん な 国 の 人 た ち と
交流する こ と がで き 、 ま た、 県内在住の 中 学生、 高校
生た ち と の 交流 を 通 し て、 ウ チナ ー ン チ ュ の ア イ デ ン
テ ィ テ ィ ー を 知 る こ と がで き ま し た。 そ し て、 沖縄人
と し て の 絆 を深め る こ と がで き 、 ま た、 今 回 ソ ア ー で
出会 っ た 参加者達 と も 仲良 く な り 、 こ れか ら は、 メ ー

ルや イ ン タ ー ネ ッ ト で意見交換 を し なが ら 付き 合 っ て

い き た い と 思 い ま す。
僕は、 ボ リ ビ ア で 生 ま れ育ち ま し た が、 日 本語 を 不

自 由 な く 話せた た め 、 先生方や 同 じ仲間 た ち と も す ぐ
仲 良 く な る こ と がで き ま し た。 人 と 人 と の 出 会 い は、
や っ ぱ り 言葉の 大切 さ だ と 知 り ま し た。 僕が通 う 、 オ
キナ ワ 第一 日 ボ学校の下級生た ち に も 、 日 本語はぜっ
た い忘れて は い け な い よ う 、 努力 す る こ と を 教 え て い
き た い と 思 い ま す。

こ の ツ ア ー を 通 し て、 沖縄人 と し て 生 き る すば ら し
さ を 学ぶ こ と がで き ま し た。 沖縄県の 自 然、 歴史、 文
化、 平和、 社会な ど、 すべて に つ い て学ぶ こ と がで き 、
と て も よ か っ た と 思 い ま す。 僕た ち は、 い ろ い ろ な こ
と を見学 し ま し たが、 見 る も の、 聞 く も の、 すべてが
初 め てで、 びっ く り す る こ と ばか り で し た。

こ れ か ら も 、 海外 に 住 む 日 系 沖縄 人 の 子供 た ち を
も っ と 多 く 沖縄県 に 招 待 し 、 沖 縄 の 歴 史、 文 化、 自
然のすば ら し さ を 身 に つ けて も ら っ た ら よ い と 思 い ま
す。

沖縄県の 皆様、 僕た ち の こ と を こ こ ろ よ く 迎え て く
れて、 本 当 に あ り が と う ござい ま し た。
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ボ リ ビア 沖縄県人会

私の沖縄県で の 冒 険

まず始め に 、 ジュ ニアスタ ディーツアー と い う すば
ら し い体験の機会を く だ さ い ま し た、 沖縄県知事様 と 、
沖縄県人会へ感謝を 申 し 上げた い と 思 い ま す。 ツアー

は私 に と っ て二つ と な い 、 すば ら し い体験で し た。
私の沖縄県で の 冒 険は、 次 の よ う に は じ ま り ま し た。
それは、 ボリビアで参加者 を 選考す る と きから は じ

ま り ま す。 私 の 名 前が発表 さ れた と き は、 う れ し さ の
あ まり 、 言葉 も 出 ませんで し た。 私は、 そ の 時か ら う
れ し く て、 う れ し く て、 ジ ュ ニアスタ ディツアー の こ
と を いつ も 考 え て おり ま し た。 「私 の 日 本語が通 じ る
だろ う か ？ 」 「沖縄の ひ と び と は親切だろ う か ？ 」

そ し て、 い よ い よ そ の 日 がや っ て き ま し た。
7 月 16 日 にボリビアを 出発 し ま し た。 旅行はサンパ

ウロー ニ ュ ーヨー ク ー 成 田 空港 一 羽 田 空港 ー 那覇空港
へ と 続 き ま し た。 私 に と っ て 初め て の 長 い 旅で し た。
サンパウロに てアルゼンチンとブラジルの 参加者 と 合
流 し ま し た。 刻 々 と沖縄県へ近づ く につれて、 わ た し
は緊張 し て い ま し た。

那覇空港 に 着 く と 、 大勢の 方 々 が私た ち を 待 っ て く
れて い た の を思 い 出 し ま す。 親戚の 方 々 、 スタ ッ フ の
み な さ ん、 そ れか ら カメラマンが た く さ ん の 写 真 を
取 っ て く れ ま し た。

ジュ ニアスタ ディーツアー は、 7 月 23 日 から 始 まり
ま し た。 参加者全員 に と っ て、 新し い体験 の は じ まり
です。 私は、 知 っ て い る 人が い な く 、 と て も 緊張 し て
い ま し た が、 ツアー が始 ま る と 共 に 、 突然かわり ま し
た。 ま る でずっ と 前から 知 っ て い るかの よ う な、 心が
通 じ 合 っ て い る よ う な気持ち にかわ っ た の です。

7 月 24 日 はオーシャン ・ エキ スポ ・ パー クヘ行 き ま
し た。 言葉で言い表せな い ほ ど大き な水族館です。 私
に と っ て は じ め て の 水族館です。 大き く て、 い ろ ん な
種類の魚 を 見 る こ と がで き ま し た。 私 の人生 の 中 で見
た こ と も な い い ろ い ろ な水 の 生物 を見 ま し た。 ボリビ
アに は海があり ま せ ん の で、 自 分の 目 で見て確認す る
こ と がで き た こ と は、 すば ら し い体験で し た。

ま た、 イ ルカショー も よかっ た です。 イルカは わ た
し の大好 き な 生 き物ですの で、 こ の よ う に 近 く で見 る
こ と がで き 、 う れ し く 思 い ま し た。

ショー の あ と は、 ビーチヘ行 き ま し た。 澄んだ水の
美 し い 海 を 見 る の は初め てです。 みんなでバ レーボー

ルを し て、 楽 し い 一 日 が過 ぎ ま し た。
7 月 25 日 は比地大滝へ行 き ま し た。 滝へ着 く ま で の

道のり は長かっ た け ど、 途 中 い ろ い ろ な生 き 物 と 出会
い、 楽 しかっ た です。 へび と 遭遇 し た こ と を覚 え て い
ま す。 自 然の に お い と 、 美 し い 景色、 滝 の音、 見 る こ
と 、 体験す る こ と すべてが新し く 、 美 し い こ の 自 然 を
大切 に し な ければい け な い こ と を 実感 し ま し た。

そ の 日 の 午後 は バ ー ベ キ ュ ー パー ティー で し た。
バ ー ベキ ュ ー を準備 し なが ら 、 お し ゃ べり がつき る こ
と があり ませんで し た。 ひ と と き も みん な と 一緒 に い
る 時間 を 無駄 に し た く なかっ た の です。

キ ャンプフ ァ イ ヤ ー の 前 に は、 以前ジュ ニアスタ
デ イ ツアー に 参加 し た方 々 が い ろ い ろ なゲー ム を用 意
し て く れ ま し た。 い く つかの グルー プ に 分かれて、 な
ぞなぞや、 早食 い競争、 腕相撲な ど競 う ゲー ム で し た。
最後 に は新し いステ ッ プ を 教 え て い ただき、 ダンスを
し ま し た。

キ ャンプフ ァ イ ヤ ー が始 ま る と 、 参加者全員で腕 を
組んで 「島んち ゅ ぬ宝」 を 歌い ま し た。 そ の と き私は、
みんなが兄弟の よ う に思え ま し た。

7 月 26 日 は首里城 を 訪問 し ま し た。 城 につい て の 説
明 は興味深 い と 思 い ま し た。

午後から は、 琉球舞踊 と 空手 の 二つの グルー プ に 分
かれ ま し た。 私は舞踊 の 方へ行 き ま し た。 舞踊 を覚え
る こ と は大変で し た が、 楽 しかっ たです。 そ の後、 三
味線 を 弾 き ま し た が、 初め て の体験で難 しかっ た です。
びっ く り し た の は、 大勢の 参加者が三味線 を 弾 く こ と
がで き た こ と です。 （海外か ら の 参加者 を 含 め て）

エイサー の練習 に は 力 を 入 れ ま し た。 た く さ ん ま ち
が い ま し た が、 う ま く で き る ま で練習 し ま し た。 時 々
は 夜 の 12時 ま で 練 習 し た こ と を 覚 え て い ま す。 エイ
サー の先生（お 兄 ち ゃ ん）は、 と て も ゆかい な方で 兄
弟 の よ う な存在で し た。

7 月 27 日 は、 平和祈念館へ行 き ま し た。 あ る お じ い
ち ゃ んが、 戦争体験談 を 聞かせて く れ ま し た。 戦争の
映像 も 見 ま し た。 多 く の人々 が戦争で死んで い る 映像
を見て、 心 の 底から 悲 し み を感 じ ま し た。 赤 ち ゃ んや
子供 ま で死んで い る の です。 私 の 印 象 に 強 く 残 っ た こ
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と は、 多 く の 人 々 が 自 殺 し て い る 現在 に 比べて、 戦争
と い う 厳 し い 状況 の な か で、 苦 し い 立場 に あ っ て も 、
生 き る こ と に望み を 失わず懸命 に 戦 っ て い る 姿 を みた
こ と です。

戦争の 悲惨な 姿 を みて、 戦争を知 ら な い われわれは、
ど れ だ け 「幸せ」 か と い う こ と を 実感 し ま し た。 生
き て い ら れ る こ と を 大切 に 思 い 、 命 の 尊 さ を感 じ ま し
た。 今 ま で、 食事 を し た り 、 学校へ行 っ た り 、 遊んだ
り 、 寝た り す る こ と が 当 た り 前 の 大 切 さ を 知 り ま し た。
生 き て い る こ と の あ り がた さ を 神様 に 感謝 し てお り ま
す。

7 月 28 日 は、 前原 シ ン イ チ 氏 の講話があ り ま し た。
前原氏が現在 ま で触れ合 っ た、 世界 の ウ チナ ー ン チ ュ
の こ と 、 世界に広が る 沖縄の心意気 の こ と 、 な ど に つ
い て話 し て く だ さ い ま し た。 私 の 夢 の 一つ は、 前原氏
の よ う に、 世 界 に広がる ウ チナ ー ン チ ュ の こ と を学ぶ
こ と です。

そ の 日 の 夜 は 眠 る こ と が で き ま せ ん で し た。 実 は
み ん な と 過 ごす最後 の 夜 だ っ た か ら です。 ミ ニ パ ー

テ ィ ー を みん な で企画 し 、 ラ テ ン音楽で踊 り 、 最後 に
は枕投げを し ま し た。

そ し て、 い よ い よ サ ヨ ナ ラ ・ パ ー テ ィ ー です。
各 自 、 代表 し て き て い る 国 の 踊 り を披露 し た後、 私

たち ラ テ ン 系 の 国 の 参加者で 「ア ミ ー ゴス」 の 歌 を み
んな に プ レ ゼ ン ト し ま し た。 そ の 後は、 全員で練習 の
成果を見せ る エイ サー で し た。 大勢の 方 々 の 前で披露
する こ と に、 私 は と て も 緊張 し ま し た。 し か し 、 そ の
最後の ひ と と き を、 私は 「沖縄が大好き」 と 言 う 気持
ち を こ め て踊 り ま し た。

「島ん ち ゅ ぬ宝」 は、 全 員抱 き 合 っ て、 涙 を 流 し な
が ら 歌い ま し た。 短 い 時間 に こ んな に みん な と 仲 良 く
なれ る な んて信 じ ら れな い こ と です。 私は、 あ の 瞬間
を一生忘れ ま せん。

みんな と 過 ご し た楽 し い 時 間 の 数 々 。 言葉では言い
表せな い すば ら し い体験で し た。 前 に も 言 い ま し た が
私 の 「二つ と な い 貴重 な 体験」 で し た。 い ろ い ろ な
情報 を 交換 し 、 い ろ い ろ な習慣があ る こ と を知 り ま し
た。 世界各地 の み ん な の こ と に つ い て た く さ ん学びま
し た。 こ れか ら 私は、 ま だ ま だ学習 し な ければ い け な
い こ と がい つ ばい あ る こ と も 確認 し ま し た。 ですか ら 、
ま たみんな と 再会 し 、 こ の ツ ア ー の続き を み ん な と 共
に実行で き る 日 を 目 標 にがんば り ま す。 本 当 に ツ ア ー

は短 く あ っ と い う 間 に終わ っ て し ま い ま し た。
ツ ア ー で知 り 合 っ た み ん な は、 私 に と っ て家族の よ

う な存在 と な り ま し た。 住む と こ ろ は違 っ て も 、 こ の
ツ ア ー で培っ た友情は永遠の も の です。 みんなは私 の
心の 中 の 一部 と な っ て い ま す。

みな さ ん、 ま た再開で き る こ と を 楽 し み に し てお り
ます。

それか ら 、 ボ リ ビ ア に も い ら し て く だ さ い。 両手 を

大 き く 広げて待 っ てお り ま す。
最後 に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で知 り 合 い 、 す

ば ら し い体験 を共 に し た みんなへ感謝の気持ち を伝え
た い です。 そ し て、 み ん な の あ た た か い 友情 に 感謝 し
ま す。 あ り が と う ござい ま し た。

MI AVENTURA EN OKINAWA 

Primeramente, quiero darle grac ias  al Gobernador de 

la  Prefectura de Okinawa y a los Sefiores Directores de 

Okinawa Kenjinkai por darme est.a Beca Inolvidable. Fue una 

experiencia UNICA: 

Asi comenz6 mi aventura a Okinawa: 

En el Kenj inkai que pertenezco, nos reunimos para elegir 

a los participantes de! Junior Study Tour. Cuando sali6 mi 

nombre no tenia palabras que decir. Estaba muy, pero muy 

feliz. Desde ese dia no deje de pensar en el Junior Study Tour. 

Me ponia a pensar muchas cosas . . .  sera que entenderan mi 

japones.？ しSera que las personas son arnigables? 

Y el dia lleg6. 

El dia 1 6  de Julio partimos de Bolivia. El itinerario fue de 

Sao Paulo - New York - Narita - Haneda - Naha. Fue 

mi primer viaje  largo y muy cansador. En Sao Paulo nos 

encontramos con los participantes de Argentina y Brasil. 
Cada vez se acercaba a Okinawa . . .  y cada vez estaba mas 

nerv1osa. 

En el Aeropuerto de Naha me acuerdo que habian muchas 

personas esper釦donos. Los familiares, miembros del Staff, y 

tambien los fot6grafos que nos sacaban muchas fotos. 

El Junior Study comenz6 el 23 de Julio. 

Fue un nuevo cornienzo para todos los participantes.  

Estaba un poco nerviosa por lo que no conocia a nadie.  Pero 

eso cambi6 . . .  de un dia para otro sinceramente eramos muy 

unidos. Es raro porque sentia que los conociera desde hace 

mucho tiempo. 

El 24 de Julio fuimos al Ocean Expo Park. 

Ni que hablar. Fue mi primera vez que hice una visita al 
acuario .  Fue espectacular. Era muy gigante con muchas 

variedades de peces . Era algo impresionante porque podia 

ver especies de animales acuaticos que nunca en mi vida he 

visto. Ya que en Bolivia no hay mar. Y lo mejor fue que pude 

ver con mis propios ojos. Ademas me encant6 el show de los 

delfines, ver de tan cerca por que desde chica era uno de mis 

animales preferidos. 

Despues de todas esas presentaciones, fuimos a la Playa. 
Es  la primera vez que pude observar un mar tan hermoso 

con aguas cristalinas. En la playa jugamos volley entre los 

participantes. Lo pasamos muy bien. 

El 25 de Julio fuimos a la catarata de Hij iootaki .  Fue una 

caminata muy larga pero era divertido . Por que mientras 
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caminabamos encontrabamos muchas especies de animales. 

Me acuerdo que hasta encontramos serpiente . Me gustaba 

mucho el olor, la vista y el ruido de las cataratas. Relajaba y 

cada vez me iba gustando mas y mas. Y valore la naturaleza, 

es muy importante para los seres humanos y senti que teni 

amos que cuidarla. 

En la tarde hicimos nuestra parrillada entre todos .  Todos 

cocinamos y mientras comiamos no parabamos de hablar. 

Por que no queriamos desperdiciar el tiempo que estabamos 

juntos. 

Antes de hacer la fogata los Exparticipantes del J皿ior Study 

nos organiz6 unas dinamicas de juegos .  Nos dividimos 

en grupos  y era como una competenc ia .  Jugamos a las 

adivinanzas ,  quien come mas rapido,  pulsetas y hasta 

bailamos y nos ensefiaron los pasos .  En la  fogata nos 

pusimos a cantar el Shimanchu nu Takara, abrazaditos entre 

todos los participantes . . .  Ese momento senti y me di cuenta 

que ermnos todos como hermanos 皿idos.

El 26 de Julio fuimos al Castillo de Shuri . Fue interesante la 

charla, y pude apreciar el lugar. 

En la tarde nos separamos en 2 grupos, ill1 grupo de los que 

querian aprender danza de Okinawa y el otro grupo los que 

querian aprender Karate. Yo entre al grupo de danza. Fue 

muy dificil aprenderlos, pero fue muy lindo. Despues con el 

tema de sanshin tuve muchos problemas. Ya que nunca antes 

habia tocado este instrumento. Lo que mas me sorprendi6 fue 

que la mayoria sabian tocarla. (Hasta los extranjeros) 

En las practicas de Eisa, todo poniamos 血imo. Nos equivoc 

abamos muchas veces pero practicamos hasta que salga bien 

… . Me acuerdo que una vez practicamos hasta las 1 2  de la 

noche. El Profesor (Oniichan) que nos ensefiaba era muy 

divertido, no era s6lo profesor si no era como un hennano ma 

s. 

El 27 de Julio fuimos al museo Conmemorativo de la Paz. 

Un abuelito nos cont6 lo que habia vivido en la Guerra y nos 

mostr6 un video. Escuchando y viendo eso sentia un dolor 

muy profundo ver c6mo morian las personas. Hasta bebes y 

nifios. Me impresion6 como la gente dmante la guerra sentia 

esa esperanza y las ganas de vivir. Ver que hoy en dia muchas 

personas se suicidan. 

Viendo eso nos demostr6 que ahora nosotros somos muy 

MUY FELICES.  Porque no sufrimos nada de eso. Yo creo 

que nosotros debemos apreciar mas de los que nos da la vida 

y reflexionar sobre su importancia. A mi todo me parecia 

obvio comer, ir al colegio, dormir, jugar. Pero pensandolo 

muy bien, es algo muy pero muy grande . Asi vivo dando 

gracias a Dios. 

El 28 de Julios nos dio una charla el Sr. Shinichi Maehara, 

el senor nos cont6 el sentimiento Okinawense en todo el 

mundo. Sus experiencias en el recorrido de sus viajes .  Uno 

de mis suefios es ir a conocer a los Okinawenses que es血 en

todo el mundo. Y aprender mucho de ellos. 

En la noche no donnimos porque iba a ser la ultima noche 

que ibamos a estar juntos .  No queriamos desperdiciar el 

tiempo. Entonces organizamos una Mini Fiesta. Bailamos m 

usica latina y tam bi en jugamos a tirar almohadas. 

Lleg6 el dia de! SAYONARA PARTY. 

Presentamos bailes representando el pais. Nosotros los latinos 

dedicamos una canci6n de AMIGOS para toda la gente que 

conocimos en el Junior Study Tour. Luego bailamos Eisa. 

Tanto nervio bailar delante de muchas personas . Pero disfrut 

e ese momento mostrando que me gustaba mucho Okinawa. 

En la hora de cantar Shimanchu nu Takara, era el momento 

que todos lloramos .  Es increible c6mo nos encarifiamos 

mucho y en muy poco tiempo. En lagrimas de cada una se lo 

demostraba. Y no me voy a olvidar esos abrazos fuertes que 

<limos entre todos. 

Tantos momentos y aventuras que pasamos juntos .  Fue el 

mejor de lo mejor. Algo que no se puede expresar en palabras. 

Como dije antes ,  una experiencia UNICA. Compartimos 

cosas e intercambiamos informaciones de nuestra costumbre. 

Aprendi mucho de ellos y se que me falta aprender mas y m 

as. Por eso espero al邸n dia volver a verlos a todos de nuevo 

para poder seguir esta experiencia. No termina aqui, continu 

a. Por que sinceramente era demasiado corto el tiempo. 

Esas personas que conoci en el Tour, para mi es como una 

Familia. 

Aunque estemos aqui o alla, no cambia nada porque esta 

amistad que nos hicimos es etemo. Igual los considero como 

mis hermanos y siempre van a estar en mi coraz6n. Espero 

reencontrarnos de nuevo . Y no se olviden que en Bolivia 

estamos esperandolos con los brazos abiertos. 

Por ultimo quiero agradecer a esas personas que he conocido 

en el Junior Study Tour por compartir esta inolvidable 

experiencia. Tambien agradecer por esa amistad que cada 

uno de los participantes me dio. 
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在亜沖縄県人連合会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー 2007

7 月19 B
アルゼンチンと 日 本では時差があ る の でそ の 日 は と

て も 早 く 目 が覚 め ま し た。 で も 、 それは一 日 を有効 に
過 ごす事がで き る の で い い こ と です。

私 の ホ ー ムステイ 先は親戚 の 叔父 さ ん の 家で し た。
私 は 日 本語 が あ ま り 上手 で な い の で 最初はコ ミ ュ ニ
ケーションに 苦労 し ま し たがだんだん と 慣れて い き ま
し た。

沖縄の 朝 食 はアルゼンチンの そ れ と は違 っ て お り 、
初め て の 朝食はミ ルクコ コ ア、 トースト、 お に ぎり と
そ の 他 に 見 た こ と の な い も の で し た。 （朝 食 に お に ぎ
り を 食べた の は は じ め てだっ た）沖縄は多 く の も の が
アルゼンチンと は違っ て い ま す。 例 えば車。 ハンドル
は右 につい ており 道路は と て も 安全で車 と 自 転車が整
然 と 走 っ て い ま し た。

沖縄 に 着 い て 次 に 驚 い た こ と は お 店 で す。 あ ん な
に 大 き な お 店 は 見 た 事 が あ り ま せ ん で し た。 例 え ば
JUSCO。 アルゼンチンに あ る アバスト と い う ショ ッ ピ
ングセンター に似て い ま すが違 う 点は建物 の 中 に た ＜
さ ん の書店があ る こ と です。 そ こ で色んな本 を 買 い ま
し た。

そ し てヤマダ電機 と い う 電機店。 こ こ も そ の大き さ
に 驚かさ れ ま し た。 （ま だ東京 の秋葉原へは行 っ た こ
と は あ り ま せ ん が。 。 。 ）そ の 日 の 夕 方は綺麗な 夕 焼 け
を見 に 海へ行 き ま し た。

それに し て も 沖縄の 食事は美味 しかっ たです。 初日
の 夕 食はそば と 刺身 を 食 べ ま し た。 それ ら は私の 国 で
は 日 常食べ る こ と が少な い も のですか ら ね。

7 月 20 B
今 日 も ヤ マダ電機へ行 き ま し た。 本 当 に 驚かさ れ っ

ばな し で気づ い た ら 6時間 も そ こ に い ま し た。 沖縄の
ス ー パ ー マーケ ッ トは と て も大き く 、 種類 も 豊富です。
そ し てな に より も 買 い物 に 来 る人の数が多 く て印象的
で し た。

親戚の お じ さ ん と 空手古武道の 教室 に行 き と て も 楽
し か っ たです。 道 具 を 使 っ て ま し た。 日 本の伝統的な
空手は何 も 使わ な いか ら です。 空手は防御 の た め で厳

し く 辛 い も の です。
沖縄で は毎 日 早 い 時間 に夕 食 を し て22時 に は寝て い

ま し た。

7 月 21 日
沖縄に い る と き は毎 日 朝早 く 起 き て い ま し た。 朝 食

は お に ぎり と アイスコ コ アで し た。 （毎 日 気温 は33度
以上）

そ し て今 日 も ま た ヤ マダ電機 に 行 っ て 来 ま し た。 咋
日 買 い 忘れた も の があ っ たから です。 帰り にスー パ ー

マーケ ッ トに 寄り 、 美味 し い う ど ん を 食べ ま し た。
そ の 後、 米軍基地 を 遠 く か ら 見渡せ る 場所 に 行 き 、

ビデオカメラの ズー ム を使 っ て軍用 機 を 見 ま し た。
そ の 日 の 夜 はサ ッ カー の アジアカッ プ 中 継 が あ り 、

日 本 とオーストラリアが対戦 し ま し た。 以前か ら 日 本
代表の 試合 を見た い と 思 っ て い ま し た の でつい に そ の
夢が叶い ま し た。 特 に 背番号10番 の 中 村俊輔選手が好
き です。

アルゼンチンか ら 来た叔父 さ ん の 友人を紹介 し て も
ら い30年前の沖縄につい て た く さ ん典味深 い お話 し を
し て い た だき ま し た。

7 月 22 日
今 日 はメイ ンシティ と い う デパ ートに 行 き ま し た。

そ こ に は服、 本、 CDショッ プ、 食品、 な ど さ ま ざ ま な
売り 場があり ま し た。 特 に 服売り 場では浴衣や着物な
ど興味深 い も の がた く さ ん あり ま し た が、 そ れ ら は と
て も 高価な も の で し た。

7 月 23 日
今 日 はジュ ニアスタディー に 参加 し た人た ち と 合流

し ま し た。 私達はカンポ レクセンター に移動 し 、 コ ウ
ダイ 君 とヨシオ君 と 同室 に なり ま し た。 コ ウダイ 君 と
はスペイン語 を 使 っ て話す こ と がで き ま し た が、 私は
日 本語がそ ん な に 上手 く な い の でヨシオ君 と は最初は
あ まり 話せ ま せ ん で し た。 しかし 日 が経つにつれて話
す よ う に なり ま し た。 そ の 日 の昼食は と て も 豪華で美
味 し い 昼食 を ホテルで食べ ま し た。
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24 日
世界で 2 番 目 に 大 き い水族館 に行き、 イ ル カ シ ョ ー

や さ ま ざ ま な魚 （サ メ 、 ク ジ ラ 、 エイ な ど） を 見 る 事
がで き ま し た が、 今度は時間 を か けて ゆ っ く り 見た い
と 思 い ま し た。 そ し て今 日 も と て も 暑か っ た。 沖縄は
ア ルゼ ン チ ン の夏 よ り は る か に 暑 い ！ ！ 

ホ テル に 戻 り 軽食 を と っ た後、 ア ルゼ ンチ ン の 国紹
介 を し ま し た。

今 日 は タ ニ ュ ー ホテル に 泊 ま り コ ウ ダイ 君、 ヨ シ オ
君、 ダイ ス ケ 君 と 同室で し た。 そ し て、 みんな と 45℃
の 猛烈 に熱 い 大浴場 に 入 っ た後、 と て も 心地 よ い浴衣
を 着 ま し た。

25 B 
今 日 は 自 然学習 と い う こ と で 山 に登 り ま し た。 野生

動物、 昆虫、 滝、 川 な ど と て も 素睛 ら し か っ た。 昆虫
は 小 さ い 蟻か ら 大 き い ク モ、 動 物 は お と な し い ト カ
ゲか ら 檸猛なヘ ビ ま で見 る 事がで き ま し た。 川 に は変
わ っ た石 も あ り 、 そ の石 を つ か っ て絵の 具 を つ く る こ
と がで き る と の こ と で し た。 山 の 上 に 雲がで き 、 やが
て雨が降 っ て滝の水量が増 し そ し て川 に な っ て い く 説
明 を 聞 き ま し た。 そ の 日 は暑 い 中 た く さ ん歩 い て と て
も 疲れ ま し た。

26 B 
以前か ら 行 き た か っ た首里城 に 行 き 、 沖縄のすば ら

し い歴史 を 知 る 事がで き ま し た。
そ の 後 レ ス ト ラ ン で 食事 を し 、 沖縄伝統舞踊、 三線、

歌 を 聞 きま し た。
ホ テル に 戻 っ て ヨ シ オ と 一緒 に エイ サー の 練習 を し

た。 な か な か難 し く 、 し か も で き る ま で解散で き な い
の で大変で し た。

27 日

沖縄 の 歴 史 を 知 る こ と がで き る 平和 博物館 に 行 き 、
当 時 人 々 は ど ん な 生活 を し て い た か な ど と て も 興味深
い も の で し た。 ガイ ド の 人が沖縄で の 戦争 に つ い て 説
明 し 、 と て も 悲 し く 衝撃的で し た。

平和祈念公 園 に 行 き、 そ こ に は 石碑 に 戦 争 で 亡 く
な っ た 人 の 名前がた く さ ん書かれて い ま し た。 私は叔
母の両親 の 名 前 を探 し 、 写真を撮 り ま し た。

そ の 後、 中 心街 に 行 き ま し た。 お 寺 の 入 り 口 に は シー

サー が あ り ま し た。 私は素晴 ら し い お 土産がた く さ ん
あ っ た の で 買 い 物が し た か っ た。

今 日 も エ イ サ ー の 練習 を し ま し た。 徐 々 に 上達 し 、
エ イ サ ー が ま す ま す楽 し く 感 じ ら れ ま し た。 そ し て、
そ の 日 は み ん な と 泊 ま る 最後 の H で も あ り ま し た。

28 日
と て も 興味深 い沖縄移民 の 話 を聴 き ま し た。 そ し て、

こ れ ら の 話 を ア ルゼ ン チ ン 戻 っ た ら も う 一度ゆ っ く り
聞 く 為 に ビデオ を撮 り ま し た。

そ の 日 は最後の エ イ サー の 練習 を し ま し た。

29 日
送別会は と て も 楽 し か っ たが友達 と 別れ る の は本 当

に 辛 い です。 友達 と し て い つ ま で も 忘れず に、 そ し て
も う 一度再会 し た い ！ と 感 じ ま し た。

30 B 

今 日 は、 昨 日 ま で の 団体行動 と は違 っ て 一 人 に な っ
た の で沖縄の 田 舎 を 散歩 し ま し た が、 道端 に は だれ も
歩 い て い な か っ た の に は驚か さ れ ま し た。

夜 に は叔父 さ んが実 に美味 し い 寿 司 を 持 っ て き て く
れ ま し た。

3 1 日
叔父 さ んが忙 し か っ た の で叔父の友達を紹介 し て も

ら い、 い ろ い ろ と お 世話 に な り ま し た。
ジ ャ ス コ と メ イ ン シテ ィ ー に 買 い物 と 食事 を し に行

き ま し た。 私は こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー に つ い て書か
れて あ る 新 聞 を 買 い た か っ た が ど こ で 買 っ て い い の
か、 誰 に 聞 い た ら い い の か分か り ませんで し た。

1 日
朝早 く 那覇市 に 向か い ま し た。 期 間 中 お世話 に な っ

た叔父 さ ん に お 礼 を 言 い ま し た。
多 く の沖縄 の 人 が見送っ て く れ ま し た。 ツ ア ー が終

わ っ て も こ の友情はな ん と し て も 続 け た い。 私は 「別
れは と て も 悲 し い が、 い つ か ま た必ず再会 し よ う ！ ！ 」
と 言い ま し た。

嬉 し か っ た事は以前か ら 行 き た か っ た 国 に行 く こ と
がで き、 た く さ ん の 人 と 知 り 合 っ た こ と が う れ し い。
そ し て彼 ら の こ と を い つ ま で も 忘れ ま せ ん。

お わ り に、 今回の ツ ア ー はと て も い い経験 に な っ た
と 思 い ま す。 本 当 に 楽 し く 、 充実 し た 日 々 を 過 ごす こ
と がで き ま し た。 他 の 国 の友達、 沖縄の方 々 、 親戚 の
叔父 さ ん、 ツ ア ー 関係者、 沖縄県政府、 県人会 の 皆様
に深 く 感謝致 し ま す。 本 当 に こ の よ う な 素晴 ら し い 機
会 に 参加で き た こ と を心か ら 嬉 し く 思 い 、 こ れか ら の
私 の 人 生 に お い て か けがえ の な い経験 に な る と 確信 し
てお り ま す。

本 当 に あ り が と う ござい ま し た。

JUNIOR STUDY TOUR 2007 IN OKINAWA 

Home Stay: 

Dia: 19 de Julio 2007 

Por el cambio de horario que teniamos de Argentina a Jap 
6n me hacia despertarme muy temprano. Pero estaba bien 
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porque asi tenia mas cosas para hacer en el dia. 

Mi Home Stay foe en la casa de mi tio, la comunicaci6n 

al principio foe complicada porque no entendia muy bien 

que digamos lo que me decfa, pero me llevaba bien. Los 

desayunos en Okinawa son muy diferentes a los mios aca en 

Argentina. Mi primer desayuno fue cocoa (para ellos es la 

Jeche chocolatada) con pan tostado, onigiri, y otras cosas que 

no conocia (Lo del onigiri para mi es nuevo como desayuno). 

Okinawa es muy distinto a la Argentina en muchas cosas, 

uno de los ej emplos son los autos ,  que tienen el volante 

a la derecha, las calles son mas tranquilas,  no hay nadie 
caminando en las calles solo se ven autos y/o bicicletas. 

Lo que me sigue sorprendiendo de Okinawa son los negocios. 

Nunca vi negocios tan grandes, por ejemplo: JUSCO, para m 

i es un Shopping grande, como el Abasto para nosotros, pero 

mejor. Dentro de JUSCO hay secciones de Revistas y libros 

que me sorprendi6 la cantidad que habia y compre muchas 

cosas interesantes de ahi. 
Las comidas para el almuerzo o cena en Okinawa son 

deliciosas. Mi primer dia he comido Soba y sashimi, el soba 

en Okinawa es muy rico y el sashimi tambien, pero no estoy 

acostumbrado a comerlo. 
Otras de las  t iendas que me sorprendi6 foe YAMADA 

DENKI, nunca vi  un negocio de electr6nica tan grande… eso 

que no fue a AKIHABARA de Tokyo. Es para vivir en ese 
lugar. 

Para terminar el dia fui a ver el mar con una hermosa vista, 

ver como baja el Sol. 

dia: 20 de Julio 2007 

Hoy fui nuevamente a YAMADA DENKI, me sorprendi6 
tanto este lugar que me quede 6 horas y no exagero. 

En este d ia  conoc i  a mas pariente s ,  como s i empre l a  

comunicac i6n se  me compl icaba un p o c o  al  menos a l  
principio. 

Los supermercados en Okinawa son muy grandes, tienen 

mucha variedad. Pero es impresionante la cantidad de gente 
que va a comprar. 

Fui a una clase de Karate Kobudo con mi tio,  el Karate 

Kobudo es muy interesante, se usa armas, comparado con 

el Karate tradicional de Jap6n que no usa. Lo que tiene el 

Karate en si es que es solo para la defensa, se respeta mucho 
al sensei y a sus superiores, es duro y estricto. 

En Okinawa generalmente se acostumbra comer temprano y 
dormir a partir de las 22hs. 

dia: 21 de Julio 2007 

Me desperte temprano como todos los dias en Okinawa, 
desayune onigiri y Ice Cocoa (Aclaro que hacia mucho calor 
todos los dias, minimo 33° C). 

Hoy fui nuevamente a YAMADA D ENKI, para comprar 

unos accesorios que me faltaban. 

Fui mas tarde a la hora del almuerzo al supermercado de 

Okinawa l l amado UNION a comprarme comida ,  muy 

rica! !  ! ! ! .  

Fui a visitar las fuerzas aereas de Estados Unidos, l o  unico 

que vi es la base (a lo lejos) y los aviones, pero con la camara 

de video podia hacer Zoom para verlo de cerca. 

En este dia jug6 Jap6n vs.  Australia para la Copa Asiatica, 

uno de mis suefi.os era ver partidos de Jap6n en la Copa Asia 

tica y alla se hizo realidad, yo soy fanatico del futbol japones, 

fanatico de Nakan1ura Shunsuke ( 1 0) .  

conoci tambien a un amigo de mi t io que es de Argentina y 

con el me pude comunicar muy bien, por suerte. Me contaba 

como era Okinawa hace 30 afios y un poco de historia. . .  muy 

interesante. 

dia: 22 de Julio 2007 

En este dia fui a conocer otros negocios y otros lugares. Por 

ejemplo: MAIN CITY. 

Fui a ver la ropa, los libros y revistas, la secci6n de juegos, m 

usica, y comida. 

Estuve viendo en la secci6n de ropa, habia muchas cosas 

interesantes, como por ejemplo una yukata, un kimono, pero 

para mi estaba muy caro. 

Encuentro con los de Okinawa: 

dia: 23 de Julio 2007 

Hoy fui hacia Naha a encontrarme con el resto de! Junior 

Study Tour. Nos trasladamos al hotel "Kamporekucenter" ,  

la  habitaci6n en  la  que me ha tocado a mi fue con  Kodai 

y con Yoshio .  Con Kodai me podia comunicar ya que 

hablaba espafiol aunque mas hablaba japones y con Yoshio 

al principio mucho no me pude comunicar al no saber como 

hablar j apones, como nunca habia hablado anteriormente, 

pero me fui acostumbrando y el a mi hasta que luego nos 

pudimos comunicar bien, lento pero bien por suerte. En este 

dia almorzamos en el Hotel, un l indo almuerzo, nunca hab 

ia comido asi… aunque las comidas no las conocia comi un 

poco de cada uno. En el hotel, en un lugar donde se hacian las 

reuniones hicimos juegos, idioma japonもs, espafiol, portugu 

es como si estuviesemos jugando. Algunos paises hic ieron 

su presentaci6n artistica por ejemplo Peru y la presentaci6n 

explicativa de algunos paises. 

Conoci chicos y chicas de Okinawa, todos con muy buena 

onda, sociables y amigables. Los primeros que me he llevado 
bien fueron con Yoshio, Kazuya y Daisuke. 
Las chicas de Okinawa son muy lindas, en especial Miyako. 

En Okinawa es todo por horarios, muy bien organizado. La 
hora de dormir es a partir de las 22hs. 
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dia: 24 de Julio 2007 

Hoy fuimos al Acuario, como me dij eron "El segundo ma 

s grande del mundo" ,  estuvo muy bueno e interesante . La 
verdad que me gustaria volver y seguir viendo todo mas 

tranquilo y si es posible con los chicos de Okinawa y seguir 

la 皿istad.

El espectaculo de los delfines fue muy bueno, ver a los 

delfines saltar, pero hacia mucho calor, los dias de Okinawa 

en verano comparandolo con la Argentina es demasiado 

fuerte… 

Dentro del Acuario habia muchas cosas , peces de muy 

chiquitos a muy grande, pero muy grandes. Tiburones, vi una 

ballena, rayas. Tambien peces de la oscuridad, tortugas, y 

todo tipo. 

Luego fuimos a conocer la playa y el mar de Okinawa, el 

agua es calida, la  arena es blanca, en el mar encontramos 

pequefios pececitos . 

La experiencia fue muy buena en este dia, el mar es lo que m 

as me gusto de este dia, me gustaria volver. 

Volvimos al hotel merendamos e hicimos la presentaci6n 

explicativa de Argentina, nuestro pais. 

En este hotel que nos trasladamos se llama "Hotel Tanew", 

mis compafieros de habitaci6n son: Kodai, Yoshio, Daisuke 

y yo .  Nos metimos en el bafio publico (para hombres) el 

agua estaba a 45 ° C aproximadamente, esta muy bueno para 

relajarse. Luego nos pusimos las Yukatas. En este dia la pase 

re bien. 

dia: 25 de Julio 2007 

En este dia fuimos a hacer la caminata en la montafia… nos 

toca Naturaleza. 

En las montafias encontras muchas cosas de la naturaleza, por 

ejemplo animales salvajes, bichos de todo tipo, rios, cascadas. 

Bichos: podemos encontrar de pequefias hormigas a grandes 

arafias. 

Animal e s :  podemos encontrar animal i tos  indefensos  

parecidos a las iguanas a las mas peligrosas, las v恥ras.

rios :  Se encuentra en ella cosas raras, tambien viboras.  Las 

rocas que con algunas de ellas nos dij eron que se hacen las 

temperas. . .  

Cascada: La  cascada se  forman por las lluvias, en  l a  cima de 

las montafias cuando llueve se acumula agua y por lo tanto 

cae en forma de cascada y luego va hacia los rios y por eso se 

forma todo esto, tambien en la naturaleza y en otros lugares. 

Por el calor y la caminata, este dia fue muy cansador. 

dia: 26 de Julio 2007 

Dia esperado para mi, fuimos de visita al Castillo de Shuri, es 

muy interesante, la historia y todas las cosas de valor que hay 

dentro, realmente es muy interesante. 

Luego fuimos a un restaurante a comer, teniamos mesas 

reservadas, donde por una barra podiamos ag狙Tar la comida 

que queramos. 

Fuimos a ver los bailes tradic ionales de Okinawa, vimos 

tocar sanshin y cantar. Los bailes son muy variados y estaban 

buenos… siempre lo original es bueno. 

A la tardecita fuimos a practicar Eisa, y la verdad que el Eisa 

es muy dificil, al menos al principio. Fui con yoshio para 

practicar un poco Eisa con el sensei porque no nos salia hasta 

que algo entendimos. 

Estamos nuevamente en el Hotel Kamporekucenter en la 

habitaci6n con Kodai y Yoshio. 

dia: 27 de Julio 2007 

Fuimos al museo de la Paz, tomも nota sobre la historia de 

Okinawa, ya que es muy interesante saber lo que paso en el 

pasado y que nuestros antepasados vivieron. 

La  h istoria que nos  cont6 un sefior sobre la guerra de 

Okinawa, todo lo que el  vivi6 fue muy tri ste, me quede 

impresionado y me shockeo mucho. 

Luego, fuimos al Peace Memorial Park, donde estan todas 

las piedras negras con los nombres escrito de las personas 

que murieron en la segunda guerra mundial . Ahi busque 

los nombres de los padres de mi abuela, saque fotos y me 

filmaron trazaba con un lapiz y pintaba sobre ella y formaba 

la escritura de los nombres de mis bisabuelos. 

Despues de esto, fuimos al centro de Okinawa a ver los 

negocios .  Nos explicaban cosas en e l  camino sobre por 

ejemplo, los leones protectores de las entradas de los templos, 

etc . Me hubiese gustado poder comprar algunas cosas ya que 

lo que habia estaba muy bueno como recuerdo. 

E n  este d ia  tuvimos  otra pract i c a  de E i s a ,  seguimos 

avanzando cada vez mas y se  pone mas interesante. 

Este dia fue la ultima noche en el hotel con todos los chi cos. . .  

dia: 28  de  Julio 2007 

Tuvimos una charla sobre la inmigraci6n okinawense. Fue 

una charla interesante, lo filme para poder entenderlo mejor 

cuando este en casa y verlo y tomar nota sobre ello. 

Luego de la charla tuvimos nuestra ultima practica de Eisa. 

Despues nos venian a buscar nuestros parientes para el home 

stay. 

Home Stay: 

dia: 29 de Julio 2007 

La fiesta de despedida fue muy linda, la pasamos bien, pero 

es algo triste porque nos separamos de todos nuestros amigos. 

Lo que me gustaria es que esto siga y poder ver a todos mis 

nuevos amigos nuevamente y seguir la amistad sin que se 

pierda. 

- 26 -



dia: 30 de Julio 2007 

En este dia aprovechando que me quede solo en la casa de 

mi tio fui a pasear por Okinawa, fui a comprarme comida y 

algo para tomar, camine y camine . Lo que me sorprende de 

Okinawa es que no haya nadie caminando. . .  
En este dia me llevaron a comer Sushi, estuvo muy rico. 

dia: 31 de Julio 2007 

Fui a conocer a mas parientes. 
Como mi tio estaba ocupado con unas cosas, un amigo de e 

1 que lo habia conocido antes ,  me l levo a JUSCO, MAIN 

CITY y esos lugares para comprar cosas, tambien me llevo a 

comer y la verdad que agradezco todo lo que hizo por mi. 

Una de las cosas que me hubiese gustado es comprar los 

diarios en los que salimos por lo de Junior Study Tour, pero 

mi pariente no me dijo nada y no sabia donde comprarlos y si 
vendian tambien los numeros anteriores. 

dia: 1 de Agosto 2007 

Fui hacia Naha temprano, me despedi de mi tio agradeciendo 
todo lo que el hizo por mi en este viaje, que sin el no podia 

haber hecho nada. 

Los chicos de Okinawa fueron a despedimos… me hubiese 

gustado que esto siga ya que generalmente uno recien tiene 

una buena amistad cuando termina el tour en mi caso, me 

llevo muy bien con los chicos y las chicas, la verdad que en 

este dia dije  "Los voy a extrafiar a todos, espero verlos al邸n

dia y que no sea la ultima vez que nos veamos". 

Fue muy triste l a  despedida,  pero a la vez alegre, por 

haber conocido a personas de un pais que nunca habia ido 

anteriormente y que siempre quise ir, amigos que espero que 

<lure por siempre. 

Conclusion: 

Tuve una muy buena experiencia con el viaje, y la verdad que 
la pase muy bien, conoci e hice muchos amigos de distintos 
paises. Amistades con los chicos de Okinawa, coordinadores 

de! tour, etc . Gracias a todos por haberme invitado y muchi 

simas gracias al gobiemo de Okinawa por habemos brindado 

esta beca. Le estoy muy agradecido. Espero poder viaj ar 
nuevamente y seguir la amistad con los chicos de Okinawa y 

seguir compartiendo cosas con ellos. 

Me gustaria volver y volver a vivir esta experiencia que he 

vivido que fue la mas hermosa de mi vida. Gracias a todos, la 
verdad muchisimas gracias. 
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー 2007

2007年 7 月 16 日 は 私 に と っ て 忘 れ ら れ な い 日 で し
た。 つい にジュ ニアスタディー で沖縄に行 く 事がで き
たから です。 沖縄に 着 く 前 日 は あ まり の嬉 し さ で興奮
し て 眠れ ま せん で し た。 出発の 日 は父、 友達、 琉球舞
踊 の 先 生で あ る 山本先生が空港 ま で見送り に 来て く れ
て と て も う れ しかっ たです。

7 月 18 日 つい に那覇空港 に 到着 し ま し た。 長旅で
疲れて い ま し た がそん な こ と を忘れる ＜ ら い 感激 し ま
し た。 なぜな ら 那覇空港で沖縄県政府関係者、 親戚、
山本先生 の 妹 さ んが私達 を盛大 に 出迎 え て く だ さ っ た
か ら です。

こ の レ ポ ートで は期間 中 に感 じ た事な ど を書 い て い
き ま す。

まず こ のツアー に 携わ っ た方 々 、 一緒 にツアー に 参
加 し た 各 国 の人々 た ち に感謝 し ま す。 こ の よ う なすば
ら し いツアー に 参加す る こ と がで き た こ と を本 当 に 幸
せ に 思 い ま す。

こ のツアー で は い ろ い ろ な場所 に行き ま し た。 そ の
1 つにチュ ラウミ 水族館 に行き ま し た。 あ ん な に 大 き
い 水族館 は 生 ま れて初めて見 ま し た。 エメラルドビー

チも い ま ま で に 見た こ と の な い ほ ど綺麗な海で、 そ こ
でバ レ ーボールを し て遊びま し た。

比地大滝 ま で の 遠足では大 自 然 を 十分堪能 し 、 首里
城は と て も 奥深 い 歴史 を感 じ る こ と がで き ま し た。 そ
し て 平和祈念公園では平和 の 大切 さ を 改 め て考 え さ せ
ら れ、 戦争の 生存者 の 方か ら 貴重な戦争の体験話 を 聞
く こ と がで き ま し た。

沖縄の女子高 生 と 一緒 にデパートヘ買 い 物 に 行 き ま
し た。 彼女達は と て も 親切で いつ も 私 を 暖かく 受け入
れて く れ ま し た。

親戚の人 と 一緒 に今帰仁城へ行 っ たり 、 ボリビアか
ら 来た 女 の子と 一緒 に渡嘉敷島へ行 き 、 海水浴 を し た
り 、 き れ い な風景の 写真を た く さ ん撮り ま し た。 あ ん
な に透 き 通 っ た 水 を 見た の は初め て で し た。

そ し て沖縄の 文化や習慣 を た く さ ん学び ま し た。 ツ
アー 中 に はテンブス館で琉球舞踊 の 手 の 動か し 方や動
作 を 学び、 サンバやパランク と い う 道具 を使 っ て練習
を し て い ま し た。 サンバ を 弾 い た こ と は初め て の 経験

で し た。 長 い 間 沖縄舞踊 を 習 っ て い ま すが今回のツ
アー で沖縄舞踊 の 素晴 ら し さ を 改 め て感 じ る こ と がで
き ま し た。

三線は、 友達が弾 い て い る の を見て私 も いつかや っ
てみた い と 思 っ て い ま し たが、 恥ずかし く て なかなか
実現で き ませんで し た。 今回 こ の よ う に 三線 を 弾 く こ
と がで き 、 そ し て友達が と て も 親切 に 教 え て く れた の
で本当 に 嬉 し く 思 い ま し た。 と て も 充実 し た 時間 を過
ごす こ と がで き ま し た。 そ の 日 の 夕 方は琉球芸術発表
会が あり と て も 素晴 ら し い沖縄舞踊 を見て楽 し み ま し
た。

そ の 他 に エイサー の 練習 も し ま し た。 エイサー を 踊
る の は初め て で は あり ま せんで し た。 今回は 同 じ 年 の
仲間 と 一緒 に 踊 っ た こ と も あ り と て も 楽 し く 練習 で
き ま し た。 みんながサロンに 集 ま り 先生 も 一緒 にエイ
サー の 練習 を し ま し た。 本 当 に 忘れ ら れな い思 い 出 に
なり ま し た。 そ の 夜 は遅 く ま で踊り の 練習 を し た に も
かかわ ら ず、 みんな と 一緒 に た の し く 練習 し た の でそ
んな に 疲れ を 感 じ る 事は あ り ませんで し た。

世 界 の ウチナ ー ンチュ 講座 は 自 分 自 身 の アイデン
ティティー を確認 し 、 世界の人々 と 文化交流 をす る こ
と の 素睛 ら し さ を実感 し ま し た。 沖縄の文化は私が今
ま で思 っ て い た以 上に 深 く 、 素 睛 ら し い も の で し た。

ホー ムステイを含 め て沖縄滞在 2 週間 と い う 短 い期
間 に もかかわ ら ずた く さ ん の こ と を 学んだ こ と は 自 分
自 身 に 本 当 に 驚 い て い ま す。 自 分が住ん で い る 国 の 歴
史や文化だけではな く 、 違 う 言語 を 話す さ ま ざま な 国
の文化 を よ く 勉強 し た と 思 い ま す。

言 葉 の 壁 は 感 じ ま し た が、 ボディランゲ ー ジをつ
かっ てお互い のコ ミ ュ ニケーションを と る こ と で理解
を深め る 事がで き ま し た。 そ の と き私は他の 国 の 言語
を 今 ま で以上に も っ と 勉強 し 、 理解 を 深め た い と 思 い
ま し た。 彼 ら の おかげで多 く の 友達 をつ く る こ と がで
き 、 た く さ ん笑 い 本 当 に 楽 しかっ たです。 同 室 に な っ
た友達 と は い ろ い ろ な話 を し て夜遅 く ま で語り あ っ た
こ と は いつま で も 忘れ ません。

皆 さ ん に は本 当 に感謝 し て い ま す。 充実 し た時 と い
う の は時間が経つの が早 く 感 じ る も の で、 あ っ と い う
問 に 過 ぎて し ま い ま し た。 そ し て最終 日 に はた く さ ん
の人が空港 に見送っ て く れ ま し た。 そ う し て こ の 素晴
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ら し いツア ー は終了 し ま し た。
沖縄 に 行 き 、 人間的 に さ ま ざま な こ と が吸収で き る

こ のツア ー は私 の夢で し た。 こ れ ら の機会を 与 え て く
だ さ っ た方 々 に と て も 感謝 し て い ま す。 そ し て沖縄県
に は こ のツア ー が毎年行われ る 事 を 希望 し ま す。

い ま ま で私 を 支 え て く れた 両親、 山 本 先 生、 友人、
そ し て、 私 を 暖かく 受 け 入れて く だ さ っ た沖縄の親戚
の方 々 に感謝致 し ま す。 い ろ い ろ な場所 に 連れて い っ
て い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た。 一緒 に 素 晴 ら

し い 時間 を共 に 過 ご し たジュ ニ アスタディー の仲間た
ち 、 ツア ー 関係者、 沖縄県政府関係者の 方 々 、 県人会
の皆様 に感謝い た し ま す。

本当 に ど の よ う に 皆 さ ん に ど う お礼 を 言っ た ら よ い
のか 「あり が と う 」 と い う 言葉だけでは言 い 尽 く せな
い気持ち で一杯です。 今回私が経験 し た よ う に こ れか
ら も た く さ ん の人に こ の よ う な 素晴 ら し い機会が与え
ら れ る 事 を期待 し て い ま す。 本 当 に あり が と う ござい
ま し た。

JUNIOR STUDY TOUR 2007 IN OKINAWA 

El dia 1 6  de Julio de 2007 fue un dia inolvidable para mi. 

Desde chica, a partir de que mi pri.J.no participara en el Junior 

Study Tour anhelaba viajar a Okinawa. Ya la noche anterior 

a la partida a Okinawa; no podia dormir por la emoci6n 

que sentia. El dia de la salida, mi papa me acompafi.6 hasta 

el aeropuerto de Ezeiza y ya estaba Yamamoto sensei para 

despedinne. Me emocion6 mucho verla alli. 

El 1 8  de julio, llegue finalmente al aeropuerto de Naha, y el 

cansancio de haber estado viajando tanto tiempo se me fue 

de lo contenta que estaba. En el aeropuerto me fue a recibi.J.· la 
gente del gobierno de Okinawa, ademas de mis parientes y la 

hermana de Yamamoto Sensei. El recibimiento fue tan lindo, 

que parecia una fiesta. 

Y en este reporte, voy a tratar de expresar todo aquello que 

senti durante el tour y lo que s iento hoy en dia, una vez 

finalizado el viaje. 

Antes que nada, quiero agradecerles a todas las personas que 

hicieron posible este viaje.  No es sencillo expresar la gratitud 
que siento hacia todas las personas que colaboraron para 
que este viaje  sea una experiencia unica e inolvidable.  Ni 
tampoco las "gracias" me resultan suficientes para expresar 

lo muy agradecida que estoy hacia todas las personas que me 
dieron la oportunidad de realizar este viaje  tan maravilloso, 

en el que aprendi, vivi y senti muchas cosas. 
En este viaj e  pude recorrer y conocer diferentes lugares .  

Entre ellos, el acuario Chura Umi,  que era la primera vez 
que veia un acuario tan grande; la playa "Emerald beach" en 

donde no solamente nos metimos al agua, sino que tambie 
n pasamos un rato hablando y jugando al voley; la caminata 

hasta la catarata "Hij iootaki", donde aprendimos sobre la 

naturaleza; el castillo de Shuri, donde nos explicaron un 

poco sobre la historia; el museo conrnemorativo de la paz, en 

donde hicimos un recorrido por las lapidas de la paz, adema 

s de escuchar el testimonio de un sobreviviente; el recorrido 

por el mercado, junto con los chicos de koukousei y destacar 

la amabi l idad y la predi sposic i6n con la que todas las 

personas nos recibian; el recorrido por el castillo de Nakij in, 

que hice junto con mis parientes. Y por ultimo, la visita a la 

isla de Tokashiki, que fui junto con los chicos de Bolivia, 

una vez terminado el tour. Alli pasamos la tarde en el agua 

y sacandonos fotos.  Era la primera vez que veia un mar tan 

admirable con su agua cristalina! ! ! 

Ademas, pude conocer y aprender mas sobre la cultura y 

las costumbres okinawenses. Hubo un dia durante el tour, 

en el que fuimos al centro artesanal Tenbusu, en donde 

practicamos la danza ryukyu y aprendimos a bailar tanto con 

movimientos de las manos, como con diferentes elementos 

como el samba y el paranku. Si bien, hace afios que practico 

Okinawa buyo, al l i  pude por primera vez experimentar 
todas aquellas sensaciones de las que mi sensei de odori me 

hablaba. Y tambien, por primera vez, pude tocar el samba. 

Por otro lado, hace muchos afios que quiero aprender a 

tocar el sanshin. Desde que vi por primera vez a un amigo 

hacerlo me gusto mucho, pero nunca me anime a tocar por 

vergilenza. Pero en Okinawa, me anime a hacerlo junto con 

los demas participantes. Y realmente disfrute mucho de ese 

momento ! No solamente por el hecho de estar realizando una 

actividad que siempre quise, sino que tambien porque una 

chica de Okinawa, que ya sabia tocar, me ayudaba bastante 

con las lado, los ensayos de eisa, que si bien no era la primera 

vez que lo hacia, lo disfrute muchisimo . Especialmente 

porque por primera vez lo estaba haciendo con gente de mi 

edad con la que tenia una buena relaci6n. Tanto disfrute de 

esta actividad, que una noche nos j untamos un grupo de 

chicos en un salon para practicar todos juntos y perfeccionar 

junto con el profesor, las partes en las que nos salian mal o 

que mas nos costaban. Esa noche practicamos un mont6n y 

si bien, el baile era cansador, el cansancio casi ni se notaba al 

estar acompafiada de tanta gente disfrutando de lo que haci 

amos. Y no solo la disfiute por el hecho de mi gusto hacia el 

tema, sino que tambien foe gracias al humor y a la paciencia 

que todos tenian durante los ensayos. 

Tambien, en el taller del "sentimiento okinawense en el 

mundo" nos contaron sobre el sent血iento uchinanchu y de 

los intercambios culturales en el mundo. Alli pude reflexionar 

sobre mi identidad, y me di cuenta de que realizaba muchas 

mas costumbres ok:inawense de lo que pensaba. 
Es dificil creer que haya logrado aprender tanto en tan poco 

tiempo.  No solo sobre la cultura y la historia okinawense, 
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sino tambien sobre las culturas de los paises de los demas 

participantes,  con quienes pude relacionarme de una forma 

que nunca me imagine . Nunca pense que pudiera hacer 

amigos que hablen diferentes idiomas en tan poco tiempo. 

Si bien el idioma fue una dificultad, no fue un impedimento 

para que pudiera comunicarme con los chicos que hablaban 

otra lengua. Fue en ese momento en el que me di cuenta de 

lo in1portante que fue haber estudiado los diferentes idiomas 

y ademas, pude poner en practica todo lo que habia estudiado 

hasta el momento. Y gracias a ello, pude compartir con mis 

compafieros, muchos momentos en los que me rei y divert 

i mucho . Tambien recuerdo las noches en las que nos junt 

abamos en una habitaci6n y nos quedabamos hablando y 

jugando hasta tarde. Me encarifie tanto con las personas , 

que despues, el ultimo dia nos cost6 mucho la despedida. El 

tiempo se me habia pasado volando ! Y en un abrir y cerrar de 

ojos, el tour ya se habia terminado. 

En este tour, cumpli mi suefio de viajar a Okinawa. Y es por 

eso que quiero agradecerles a todas las personas que me 

dieron la oportunidad para que el viaj e  fuera posible. A la 

Prefectura de Okinawa que permite que todos los afios se 

realice este proyecto. Iambiもn a mis padres por su esfuerzo 

y sacrificio ;  a mis amigos, que igual que mis padres, me 

apoyaron mucho. No solamente con los preparativos, sino 

tambien con sus consejos y el seguimiento constante para 

que pudiera disfrutar el viaje al maximo. Ademas, le quiero 

dar las gracias a Yamamoto sensei, porque el interes por la 

cultura y por viajar a Okinawa surgi6 gracias a ella cuando 

nos contaba sobre que trataban los bailes . Tambien quiero 

darles las gracias a mis parientes de Okinawa, por el buen 

recibimiento, por llevarme a pasear y conocer diferentes 

lugares. Y ademas, por el tiempo compartido y el carifio con 

el que me recibieron. Y por ultimo, quiero agradecerle a la 

gente del staff, por la paciencia que nos tuvieron y la manera 

en la que nos cuidaron, y el buen humor para que pudie 

ramos disfrutar aun mas de este viaje .  Todos hicieron que 

mi suefio se cumpliera e hicieron crecer a血 mas mi interes 

por Okinawa porque ademas me ensefiaron a valorar mejor 

muchas cosas a las que antes no les daba tanta importancia. 

Sinceramente, no se como agradecerles a todos por esta gran 

experiencia. 

Y ahora que finalizo el tour, me gustaria transmitirles a otros 

sobre lo que aprendi y lo que hice durante mi estadia en 

Okinawa. Y por otra parte, espero que otras personas tambiもn

tengan la oportunidad de disfrutar del Juniors Study Tour tal 

como yo lo hice. 

Muchisimas gracias, nuevamente ! ! 

Hasta pronto, 
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ペルー沖縄県人会

沖縄 私の夢の 島

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る 前 か ら 、 私
の夢は経理 の勉強 を終わ っ てか ら 沖縄へ行 く こ と で し
た。 こ れは 5 年後の 計画だ っ たが、 こ ん な に 早 く 私 の
祖先の地へ行 く チ ャ ン ス が訪れ る も の と は思 い ません
で し た。

こ の研修 に私が選ばれた と き、 と て も 信 じ ら れ ま せ
んで し た。 興奮 の あ ま り 泣 き なが ら お母 さ ん の と こ ろ
まで行 っ て こ の大 き なニ ュ ー ス を伝 え ま し た。 幸せな
ひ と 時で し た。

私はお じ い ち ゃ んや沖縄 に 行 っ た こ と の あ る 友達か
ら の 話 を 聞 い て、 ビデオな どで見て、 歌 踊 り 、 沖縄
料理な ど で し か沖縄 を 知 り ま せんで し た。

い よ い よ そ の 日 がや っ て き ま し た。 い ろ い ろ な準備
や長時間 の 旅の あ と で あ っ と い う 間 に沖縄 に 到着 し て
飛行機か ら 降 り て い ま し た。 初 め て 会 う 親戚 と 出会 っ
て と て も う れ し く 思 い ま し た。 沖縄 に は私 の 知 ら な い
た く さ ん の 親戚がい ま し た。 最初 の 1 週間 目 が早 く 過
ぎて い き ま し た。 最初 の 日 に 親戚の 皆 と 一緒 に 墓参 り
に行き ま し た。 毎 日 な に か と 新 し い 場所 を発見 し て い
ま し た。 そ の 他 に も た く さ ん行 き た か っ た場所が あ っ
たが、 時 間 の 関係で出来ませんで し た。

ツ ア ー の 最初 の 日 、 月 曜 日 がや っ て き た。 こ の と き
初めて他の国 の研修生 と 会 い ま し た。 ウ ェ ル カ ム パ ー

テ ィ ー で 一緒 に 踊 っ て、 歌 っ て、 遊んで少 し ずつ 仲 良
く な っ て い き ま し た。 私 た ち はペルー代表 と し て フ ェ
ス テ ホ を 踊 っ て紹介 し ま し た。

そ の次 の 日 か ら 沖縄の い ろ い ろ な場所 を 見学 し ま し
た。 沖縄美 ら 海水族館へ行 き ま し た。 私は大 き い と は
聞 い て い た が、 自 分の 目 で見てす ごい と 思 い ま し た。
巨大な も の で し た。 海 の 生 き 物 に さ ま ざ ま な種類があ
る こ と に感心 し て し ま い ま し た。 それか ら エ メ ラ ル ド
ビ ー チ に 行 き ま し た。 砂が 白 く て き れ い で静かな海で
し た。 大 き い 波 の音がな か っ た こ と が少 し 寂 し か っ た
が、 泳 ぎなが ら 魚 を見て た の が と て も 楽 し か っ た です。

翌 日 、 比地大滝 に行 き ま し た。 近 く で 自 然 と ふれあ っ
て歩 き なが ら い ろ い ろ な 生物 と 出会 い ま し た。 川 の 中
を 歩 い て い た 時 ヘ ビ が現 れ て か な り び っ く り し た け
ど、 楽 し い 冒 険で し た。 2 時間 ほ ど 歩 い て か ら よ う や

＜ 滝 に 着 き ま し た。 そ こ で水 に 飛び込んで、 洋服 を 着
け た ま ま 全部ぬれなが ら 楽 し く 写真 を た く さ ん撮 り ま
し た。 す ご く 暑か っ た の です ぐ に 洋服が乾 い て、 川 の
近 く でお弁当 を 食べ ま し た。 夜 に は、 自 分た ち で作 っ
たバー ベキ ュ ー を 食べて、 そ の 後た き 火 を 作 っ て、 そ
の ま わ り で輪 に な っ て み ん な で沖縄 の 歌 を 歌 っ た り 、
踊 っ た り 、 ゲー ム を し た り 、 最後 に はサルサ の C D を
流 し て （ペルー で よ く 踊 る ラ テ ン 系 の 音楽） 他の研修
生 た ち に も ダ ン ス を 教 え てみんなで楽 し く 過 ご し ま し
た。

次 の 日 に 首里城 を 見 に行 き ま し た。 城 と そ の 周 り に
あ る 建築物 にす ご く 感心 し ま し た。 それ ら の 建築物が
多分何 回 も 建て直 さ れた と 思 い ま すが、 昔は も っ と き
れ い な建物だっ た に違 い な い です。 そ の 造 り 方 に は 中
国 の影響 も あ っ て と て も 面 白 い も の です。 それか ら 沖
縄芸能 に つ い て勉強 し に行 き ま し た。 沖縄舞踊 に つ い
て習 い ま し た。 ペルー で も 習 っ た こ と が あ る の で、 私
に は簡単 に 出来 ま し た。 ：：：：：板 と い う 楽器 も 習 い ま し た。
と て も 面 白 か っ た の で 自 分の 三板 を 買 い ま し た。 こ れ
か ら も 練習 を続けて、 ほか の 人達 に 教 え て い き た い と
思 い ま す。

そ の 日 に沖縄の踊 り と 音楽の シ ョ ー を 見 に 行 き ま し
た。 一番前でそ の シ ョ ー を み る こ と がで き て と て も う
れ し か っ た です。 演奏は と て も 気持ち が こ も っ て い て
素晴 ら し い も の で し た。 こ んな に気持ち が こ も っ てや
る も の を見て感激 し ま し た。 私 も ペルー に 帰 っ てそん
な ふ う に し てや り た い と 思 っ て い ま す。

次 の 日 、 平和祈念公園 に行き ま し た。 沖縄戦が ど れ
だけ悲惨な も の だ っ たか学ぶ こ と がで き ま し た。 そ の
時 に た く さ ん罪 の な い 人 々 が亡 く な っ た こ と と そ の 場
に 私 の 祖先 も い た こ と に つ い て考 え さ せ ら れ ま し た。
反省 と 悲 し みの 瞬間で し た。

昼食の あ と に 国際通 り へ見学 に 出 か け ま し た。 平和
通 り に 入 っ て、 そ こ で沖縄の 市場で売 っ て い る さ ま ざ
ま な海 の 幸、 野菜や見た こ と がな い果物、 お 土産、 洋
服、 沖縄民芸品な ど を見 る こ と がで き ま し た。 そ こ に
は な ん で も 売 っ て い ま し た。 夜 に はエイ サー の 練習が
待 っ て い ま し た。 暑か っ た の で疲れて い た け ど、 だん
だん も っ と 踊 り た い 気持ち がわ き 上が っ て き て 元気が
出て き ま し た。 こ の エイ サー は ツ ア ー の最後の 日 に踊
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る も の だ っ た の でがんばっ てみんなで出来上が る ま で
練習 し ま し た。 こ れ は私た ち みんなが一緒 に い ら れ る
最後の 夜 だっ た の で、 夜遅 く ま でお し ゃ べり し て、 こ
の ツアー の 最後 ま で 一緒 に 楽 し んで い ま し た。

士曜 日 に講演者の 前原信一 さ んが私た ち にウチナー

ンチュ の移民 につい て の 話 を し ま し た。 前原 さ ん の講
演は と て も 興味深 い も の で し た。 世 界 中 に広が っ て い
る ウチナーンチュ につい て、 彼の視点 を 話 し て、 それ
ぞれ の 国 につい て も 話 し て く れ ま し た。 それから 私た
ち は沖縄文化 につい て習 っ た も の を 発表 し たり 、 ゲー

ム の よ う に し て発表 し ま し た。 と て も 楽 し く い ろ い ろ
な移民 につい て の 勉強がで き ま し た。

修了式の 日 がや っ て き ま し た。 こ の 日 修 了証書 を 受
け取り 、 何 日 か前から 練習 し て き たエイ サー を 踊り ま
し た。 こ の と き は と て も 悲 しかっ た です。 私た ち みん
な抱き合 い な が ら 楽 し い と き を思 い 出 し て泣 い て い ま
し た。 こ れが最後だ と い う こ と を知 っ て い て も 、 それ
で も 帰り た く な い気持ち があり ま し た。 こ こ に み んな
と 一緒 に 残り た い気持ち が心の 中 に あり ま し た。

次 の 日 に は も う 空港 に い て、 こ の 美 し い 島で 出会っ
た親戚や ツアー で仲良 く な っ た新 し い友達 と 一緒 に い
た 日 々 を 思 い 出 し て 寂 し く な り ま し た。 私 は 親 戚 の
方 々 に た く さ ん の沖縄の伝統や習慣 を 教 え て も ら い ま
し た。 こ こ で作っ た た く さ ん の 思 い 出や経験 し た こ と
を 一生忘れ な い で心 の 中 に 留 め て お き た い です。 私 の
祖先の地 を 知 る こ と がで き て と て も う れ し い です。 今
ま で 生 き て き た 中 で心 の 中 に残 る こ れが一番 の思 い 出
に なり ま し た。 短い間だっ た け ど、 親戚の みんなが と
て も 好 き に なり ま し た。 初め て会っ た 時か ら 、 私 に は
昔から 知 っ て い る よ う な感 じ が し ま し た。

こ の研修の 実現 の た め に 関わ っ た た く さ ん の人々 に
心から 感謝 し て い ま す。 ペルー沖縄県人会に も 、 沖縄
文化 を普及 しつづけ る 一心で若者 に こ の機会を 与え て
く れ る こ と に 感謝 し ま す。 こ れは と て も 素晴 ら し い経
験な の で、 私 と し て本 当 に みん な に 経験 し て も ら い た
い です。

Okinawa la isla de mis sueiios 

Antes de formar parte de Junior Study tour, mi suefio 
era viaj ar a Okinawa despues de terminar mi carrera de 

Administraci6n, de aqui a 5 afios pero la verdad, no podi 

a creer que tan pronto iba a tener la oportunidad de conocer 

esta maravillosa tierra de mis antepasados. 

Cuando me eligieron para esta beca, yo no lo podia creer y 

de la emoci6n fui llorando hasta donde estaba mi mama para 
contarle la gran noticia fue un momento de mucha felicidad. 

Yo conocia Okinawa desde el punto de vista de lo que me 
contaban mis oj ichan, mis amigos que ya habian viajado, los 

videos q habia visto, las canciones, los bailes, las comidas ti 

picas, etc . 

Y finalmente el dia l leg6, despues de tantos preparativos y 

horas de vuelo en un abrir y cerrar de ojos ya me en contraba 

bajando de! avion y encontrandome por primera vez con mis 

familiares fue una emoci6n muy grande al ver q tenia un 

monton de parientes en Okinawa y por primera vez en mi 

vida los conocia. 

La primera semana con mis familiares se paso volando, el 

primer dia con ellos, lo primero que hice fue ir a poner flores 

al cementerio y poner osenko a los butsudanes y todos los 

dias habia un nuevo lugar bonito para conocer y muchos 

lugares mas que me quede con las ganas de ir porque el 

tiempo me lo impidi6. 

Y lleg6 el lunes el primer dia de! tour, fue el primer momento 
en donde me encontraba con todos los  becarios de los  

diferentes paises y tuvimos una gran fiesta de bienvenida en 

don de bailamos, cantamos, jugamos, nos fuimos conociendo 

poco a poco todos y en representaci6n al Peru presentamos 

un m血ero artistico bailando Festejo. 

Los siguientes dias nos las pasamos conociendo muchos 

lugares bonitos de Okinawa, fuimos al acuario Chura Umi 

un acuario que me dij eron que era grande pero cuando fui 

realmente me pareci6 impresionantemente enom1e, me quede 

fascinada con la gran variedad de especies marinas que pude 

apreciar durante mi recorrido por todo el acuario, despues del 

ir al acuario fuimos a la playa Emerald beach una playa muy 
bonita pero muy tranquila con arena blanquita yo ya estaba 

extrafiando las olas, pero me diverti muchisimo nadando y 

viendo los pescaditos bajo el mar. 

El dia siguiente fuimos a la catarata Hij iootaki fue toda una 

aventura en la que pudimos tener contacto y estar muy cerca 

de la naturaleza y de los animates que se nos atravesaban y 

apreciabamos en el camino, una serpiente que mientras camin 

abamos por el ri6se nos apareci6. Inos asustamos fuerte ! . . .  

despues de dos horas caminado llegamos a la famosa catarata 

y nos metimos el aqua estaba muy, fresquita, nos tomamos 

muchas fotos,  fue muy divertido moj arnos toda la ropa 

y luego con el sol que hacia nos secamos rapidito, despu 

es almorzamos obento sentados alrededor de las piedras 

junto al ri6 .  Por la noche tuvimos una parri llada en donde 

nosotros mismos tuvimos que cocinar fue muy devertido 

y mas tardecito hicimos una fogata en donde todos juntos 

nos pusimos en circulo y cantamos canciones okinawenses, 

bailamos, hicimos juegos super divertidos y al final pusimos 

un CD de salsa, un ritmo latino que se baila mucho en Peru y 

ensefiamos a bailar a los demas becarios. 

El dia siguiente fuimos a conocer el castillo Shuri, me quede 

fascinada con las grandes construcciones que tiene el castillo 

a sus alrededores aunque ya ha sido reconstruido varias 

veces, seguro que antes de ello ha debido ser mucho mas 
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hermoso apreciarlo y el estilo en qoe esta construido tiene 

una cierta influencia china que lo hace mas interesante su 

arquitectura. Luego fuimos a aprender un poco del arte de 

Okinawa en donde nos ensefiaron bailes okinawenses que 

ya me eran familiares porque en Peru tuve la oportUl1idad de 

bailarlos y pude realizarlos facilmente, fue muy divertido y 

tambien nos ensefiaron a tocar samba, y me gusto tanto que 

me compre una y ahora que aprendi lo que verdaderamente 

signfica tocarla voy a comenzar a practicar mas y a ense証r a

las personas que tambien les guste aprender. 
Ese mismo dia tambien fuimos a ver una presentaci6n arti 

stica en donde un grupo nos deleito con canciones y bailes 

okinawenses, fue maravilloso tener la oportunidad de estar 

en primera fila cerquita de los ai1istas apreciando su musica, 

sus bailes y sobre todo el sentimiento que le ponian a lo que 

hacian que fue lo que hizo mas hermosa sus actuaciones, 
fue la primera vez que veia tan hermosas presentaciones que 

verdaderamente quede encantada y me gustaria poder hacer 

lo mismo en mi pais. 

Al dia siguiente fuimos a conocer el museo de la paz donde 

pude aprender y tener mas conocimientos a cerca de lo tra 

gico que fue la guerra en Okinawa, me hizo ponerme a pensar 
en toda la gente inocente que muri6 y en mis antepasados que 

tambien estuvieron en ella, fue un momento triste y de reflexi 

6n. 

Despues del almuerzo fuimos a hacer un recorrido por 

kokusai douri y entramos como en una calle que se llama 

heiwa douri en donde conocimos como son los mercados 

en Okinawa, la variedad de especies marinas que vendian, 

verduras y frutas que antes no sabia que exisian, souverirs, 

ropa, artesania okinawense, en fin de todo podias encontrar 

ahi. En la noche tuvimos nuestra practica de eisa bastante 
agotadora por el calor que hacia pero las ganas no se nos 

quitaban de bailar ya que cada vez queriamos aprendder ma 
s y mas, hasta terminar el baile que teniamos que presentar 

el ultimo dia del tour. Esta fue nuestra ultima noche en la 

que estuvimos todos juntos reunidos conversando hasta 

tarde, aprovechando a lo maximo los ultimos dias que nos 

quedaban en el tom. 

Ya era sabado y v ino e l  expos i tor  Shin ich i  Maehara 

a exp l i c arnos  y contarnos sobre l a  migrac i6n de los  
uchinanchus a todo  e l  mundo,  su expo sic i6n fue muy 
interesante y enriquecedora ya que dio a conocer sus puntos 

de vista a cerca de los  uchinanchus que han migrado a 
diferentes paises y nos comenz6 a dar una breve explicaci 

6n de cada una. Luego tuvimos talleres, j uegos en los que 
tuvimos,  que demostrar lo que habiamos aprendido de la 

cu l tura okinawense fue muy divertido y pude aprender 

mucho mas acerca de la  migraci6n de los okinawenses a 
los distintos paises que nunca me iba a imaginar que podian 

haber llegado. 

Y llego ek dia, era el ultimo dia que nos quedaba en el tour, 

fue nuestra presentaci6n final en donde recibimos nuestros 

diplomas de haber participado en el tour, fue la presentaci 

6n del eisa que habiamos estado practicando desde hace 

varios dias . Fue el momento mas triste en donde nos encontra 

bamos abrazados todos juntos y llorando por todos los felices 

momentos que habiamos pasado durante el tour y sabiamos 

que todo ya habia llegado a su final y nadie queria regresar a 

sus paises todos queriamos sequir quedandonos en este tan 

maravilloso tour. 

Al  d ia  s iguiente ,  ya estabamos en e l  aeropuerto y me 

daba mucha nostalgia dejar esta hermosa i s la  donde vivi 

momentos muy bonito con mis familiares y con los amigos 

que hice en tour, aprendi un mont6n con mis familiares sobre 

las tradiciones y costumbres okinawenses, tuve un mont6n de 

experiencias bonitas que nunca las voy a olvidar y se van a 

quedar en mi coraz6n. Me siento muy feliz de haber conocido 

la tierra de mis antepasados, me quedo en mi coraz6n con 

los mejores recuerdos que he podido tener hasta ahora en mi 

vida, voy a extrafiar mucho a mis familiares de Okinawa que 

en tan poco tiempo Jes tome muchisimo cariiio ya que desde 

el primer encuentro los senti como si los conociera de toda la 

vida. 

Agradezco de todo coraz6n a las personas que hicieron 

posible esta beca y sobre todo al AOP por seguir difundiendo 

la cultura okinawense y por seguir dando la oportunidad a m 

as j6venes para que puedan formar parte de esta maravillosa 

experiencia que de verdad me gustaria que todos tengan la 

oportunidad de vivirla. 
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伊佐 与儀 幸子 カ ロ リ ー ナ
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ペルー共和国 Republic of Peru - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ペルー沖縄県人会

忘れ難き体験

こ の度、 2007年度の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に参
加す る に 当 た り 、 初 め は非常 に 不安で果た し て研修 出
来 る の か と 心配 し て い ま し た。

と こ ろ が研修が始 ま る と 隣国 ボ リ ビ ア 及びアルゼ ン
チ ン か ら 参加 し た ミ キ さ ん、 ユ カ リ さ ん達 と ス ペイ ン
語で会話が出来る こ と を 知 り 大変安心 し ま し た。 沖縄
ヘ将 く ま で心配 し て い た こ と は全て杞憂で し た。

翌 日 2 日 目 、 沖縄北部観光 し た 際、 最初 はお互 い に
遠慮 し 余 り 会話 も し ませんで し た が、 美 ら 海水族館で
昼 食 の 時、 気持ち が通 じ 合 う よ う に な り 食事 を し なが
ら 語 り 合 い 笑 っ た り し て い ま し た。

夜観光か ら 帰 り 、 皆が私 の 部屋へ集 ま り そ の 日 の 出
来事 を 夜更 け ま で語 り 合 い ま し た。 そ の 時初め てお互
い に心 を 打 ち あ け、 夜が明 け る の も 忘れ る 程お友達 に
な っ て い ま し た。 皆は話 に 花 を 咲かせて い ま し た が私
は 夜 中 に は寝て い ま し た。

次 の 夜 も 私 の 部屋へ大勢の研修生が集 ま り 、 ス ペイ
ン語、 ポル ト ガル語、 英語、 日 本語 と お互 い に 会話が
よ く 通 じ な い なが ら も 意思の疎通 に は 問題 あ り ま せ ん
で し た。 翌 日 も 同様、 私 の 部屋へ集 ま り お互 い に 自 国
の 話 を し ま し た。 不思議な こ と に僅か 1 週間 内 に こ ん
な親 し い お 友達 に な り 、 別れる の も 非常 に 辛か っ た。

キ ャ ン プで皆 と 一緒 に バー ベ キ ュ ー で 肉 を焼き、 遊
びなが ら 食べ、 一層友情が深 ま り ま し た。 又海岸へ遊
び に 行 き バ レ ー ボ ー ルで遊んだ り 、 美 し い海 を 背 景 に
写真 を 撮 り ま し た。

那覇の街へはパ ブ ロ 君、 コ ウ ダイ 君、 カ ズヤ 君 と 一

緒 に見学 し なが ら 市場周辺 の写真 を た く さ ん撮 り ま し
た。 カ ズヤ 君は沖縄でパ リ ス ・ ヒ ル ト ン の看板 を バ ッ
ク に写真 を 撮 り 不思議な光景で し た。

私 の グル ー プ は て ん ぶす広場へ行 き 、 沖縄 の 文化、
踊 り と 楽器 を 1 時 間 半 の 間 に 覚 え る こ と が で き ま し
た。 他 の グルー プは空手の道場へ行 き 練習 を 見学 し た
そ う ですが、 大声で気合 い を いれて い る 場面が と て も
面 白 か っ た と の こ と です。

それか ら 全員会場へ集 ま り 、 先生か ら 三線 の 弾 き 方
の指導があ り 、 習得す る の は と て も 無理 と 思 い ま し た
が、 ア サ ド ヤユ ン タ の 曲 と 歌 を覚 え る こ と が出来 ま し

た。 短 い 曲で し たが皆で合唱す る 楽 し い 時間 を過 ご し
ま し た。

平和祈念公 園 を 見学 し た 時、 沖縄戦の 生存者か ら 直
接 当 時 の 話 を 聞 く 機会があ り ま し た。 と て も 怖 く て苦
し い壕生活 を 強 い ら れた こ と 。 それか ら 祖父母の 故郷
の こ と が も っ と 知 り た く な り ま し た。

国吉 ト シ ヒ ロ 先生か ら 教え て く だ さ っ た エイ サー踊
り は私 に と っ て 一生忘れ る こ と がで き な い 楽 し い ひ と
と き で し た。

い よ い よ 最後の 晩 と な り ま し た。 皆別れ を惜 し んで
夜更 け ま で話 し 合 っ て い ま し た が、 私は寝坊で早 く か
ら 寝て い た の で皆が私 を起 こ そ う と し て 水 を掛け ら れ
ま し た。 で も 楽 し い 最後 の 晩で し た。

修了式の 日 、 皆別れ を 惜 し んで涙 を流 し なが ら お互
い に 記念品 を 交換 し なが ら こ の 日 を忘れな い よ う 誓 い
T シ ャ ツ に記念のサイ ン を し ま し た。 私達の キ ャ ッ チ
フ レ ー ズは “ ピ チ ピ チ お姉 さ ん” で し た。

私達 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 皆様、 又 ど こ か で
再会す る 機会があ る こ と で し ょ う 。 お互 い に 祖父母の
故郷、 沖縄の 発展 の た め に頑張 り ま し ょ う 。

ユカ リ さ ん、 ゆ か さ ん、 み さ き さ ん、 和哉 さ ん、 大
祐 さ ん、 コ ウ ダイ さ ん、 パ プ ロ さ ん、 マサユキ さ ん、
善男 さ ん、 ユ ミ さ ん、 志帆さ ん、 聖乃 さ ん、 そ の他の
皆様、 ではお元気で再会 を 楽 し み に し て い ま す。

最後 に な り ま し た が、 県庁 の 皆様か ら 歓待 さ れ、 又
沖縄文化 を 少 し で も 習得出来た こ と 心か ら 感謝 い た し
てお り ま す。

UNA EXPERIENCIA INOLVIDABLE 

Cuando recien viaj amos estaba con los nervios y muchas 
dudas sobre el  JUNIOR STUDY TOUR 2007 en el  que i 
bamos a participar. 
Cuando comenzamos  e s t e  p ro grama e s taba  con  l a  
impaciencia de c6mo seria. 
Resulto que fue mucho mas de lo que yo me imaginaba. 
Personalmente cuando recien comenzamos me !ogre integrar 
mas con las chicas de Bolivia y argentina, Miki y Yukari ; 
supongo que era por la facilidad de! idioma y como era lo 
mas normal, las chicas por su lado y los chicos por el suyo. 
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Al dfa siguiente cuando fuimos al norte de Okinawa, incref 

biemente nos logramos integrar un poco mas a pesar de ser 

recien el segundo dia, ese dia fuimos al acuario Churaumi,  

fue la primera vez que almorzabamos juntos con los chicos y 

riendo. 
A partir de ese momento fue cuando comenzamos a hacer 

amistades ,  ese  dia en la noche un buen grupo se reuni 

6 en mi habitaci6n y se amanecieron conversando, digo 

se amanecieron porque siempre yo era la que se quedaba 

dormida primero a eso de la medianoche. 

Lo que a mi me pareci6 interesante de esto fue que en esa 

habitaci6n habiamos chicos de habla hispana, portugues, 

ingles y japones; y a  pesar de esto, que uno mismo no entend 

fa todos los idiomas no fue nin邸n impedimento para poder 

comunicarnos con los demas.  De igual manera se realizo 

la noche siguiente y para no extrafiarse tambien me quede 

dormida. 

Fue muy extrafio que en una sola semana habiamos llegado a 

ser muy amigos que practicamente no nos queriamos separer. 

El dia que realizamos la fogata y los juegos, senti que me 

pude integrar mas con mi grupo. A la vez tambien fue muy 

divertido el haber cocinado juntos, aunque todos luego oli 

amos a grasa, aunque eso es lo de menos. 

Cuando estuvimos en la playa nos la pasamos tomandonos 

fotos con la gran parte de! grupo y tambien jugando voley. 

El dia que realizamos el paseo por el mercado y las calles 

justo ahi me toc6 con Pablo, Kodai y Kazuya y creo que todo 

el camino fue sesi6n de fotos, ahi me divertf mucho a pesar 

de! gran calor que hacia, una de las cosas mas graciosas que 

sucedi6 fue cuando pasamos por el mercado y le tomamos 

una foto a Kazuya con un afiche de Paris Hilton. 

Cuando fuimos al Tenbusu a aprender mas sobre la cultura, 

me impacto que en solo 1 : 30 hallamos podido realizar odori 

y a tocar instrumentos ,  no solo hacerlos sino que tambien 

aprenderlos. Ademas me comentaron que en el otro grupo de 

Karate todo fue risas ya que cada gesto y grito que daban Jes 

causaban gracia todo fue muy divertido. 

Luego nos juntaron a todos en un auditorio para aprender a 

tocar el sanshin, como que al principio era complicado y el 
sonido extrafio, pero luego fue mas facil y aprendimos a tocar 

la canci6n ASADOYA YUNTA. 

Compartimos gratos momentos cuando tuvimos un pequefi 

o concierto que a pesar de ser corto lo disfrutamos juntos y 

muy alegres. 
El dia de la visita al museo de la paz, fue triste e impactante 

cuando escuchamos el testimonio en vivo de una persona 

que vivi6 aquellos tiempos de guerra y miedo. Para mi fue 
importante ya que asi conocia mas sobre como fue la vida de 
los Okin awenses y de mis ancestros durante ese tiempo. 

Por supuesto que no olvidare nuestras practicas de eisa 

con el profesor Kuniyoshi Toshihiro con quien tambien 

compartimos muy gratos momentos ,  y es una persona que 

nunca voy a olvidar. 

Llegando ya la ultima noche juntos la gran mayorfa nos 

quedamos despiertos hasta tarde, recuerdo que yo me quede 

dormida y los demas hicieron todo por levantarme tanto asf 

que me estuvieron tirando a掛ia, lamentablemente era nuestra 

ultima noche juntos. 

Despues de haber vivido todo esto estoy feliz, satisfecha y no 

me arrepiento de nada ya que aproveche al maximo todo lo 

que me brindaron, ensefiaron y todas las amistades que logre. 

El dfa de nuestra graduaci6n lo vivimos al maximo y es un 

dfa que nunca olvidaremos, casi todos entre lagrimas nos 

fuimos despidiendo dandoles un obsequio y dejandonos un 

mensaje en el polo del programa. 

Fue una experiencia muy bonita de la cual no me arrepiento y 

que nunca voy a olvidar. 

La frase de nuestro JUNIOR STUDY TOUR 2007 fue "pichi 

pichi oneesann" la cual siempre mencionabamos en todo 

lugar. 

Chicos los extrafio bastante y nunca los voy a olvidar, gracias 

por todos esos hellos momentos que pasamos juntos Tal 

como la promesa que nos hicimos de volvemos a encontrar 

en algun momento, se que la vamos a cumplir sea en corto 

o largo tiempo, pero de todas maneras nos vamos a volver a 

ver. 

Losquiero un mont6n Yukari, Yuka, Misaki, Daisuke, Kodai, 

Pablo, Masayuki, Yoshio, Yumi, Shiho, Shono, y todos los 

demas. 
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北米沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ・ ス タ ディ ー ・ ツ ア ー (J ST) 2007 

僕は正直 い う と JSTの最初の 日 に こ のツアー は退屈
す る だ ろ う と 思 っ て い ま し た。

と こ ろ が違 う 国 々 から き た多 く の人た ち に会い だん
だん と 楽 し く な っ て い き ま し た。 今では J STで知り 合 っ
た人た ち が僕の 親友 と なり ま し た。 一番最初に 声 をか
けて く れた の が沖縄出 身 の よ し お で し た。 お互 い に 自
己紹介 を し ま し た。 僕はよ し お の 屈託 の な い 態度 に 好
感 を覚 え ま し た。 よ し お と の話 し を き っ かけ に 色 々 な
人た ち と 色 々 な場所で話 し を す る よ う に なり ま し た。
こ れが僕の 一番最初の 日 です。 こ の 時 こ のツアー は楽
し い も の に な る と 確信 し ま し た。 楽 し い歓迎会が催 さ
れ ま し た。 そ こ でだいす け と い う 面 白 い 男 の子 と 知り
合 い ま し た。 そ の歓迎会の 日 に 僕はおばさ ん と 出かけ
る こ と に な っ て い た の で、 歓迎会を 早め に ぬ け ま し た
が、 ま た戻 っ て き て僕のルー ムメイトと 一緒 にトラン
プ を し ま し た。

首里城 を 訪ね ま し た。 首里城の 歴史、 琉球王 の 話
は た い へん興味深い も の で し た。 城に は違 う 形 のシー

サー がた く さ ん あ り ま し た。 城のデザインもシーサー

の デザインも 気 に 入り ま し た。 沖縄の と て も 蒸 し 暑 い
中 を 僕た ち は長 い間歩かさ れ ま し た が城の こ と を 教わ
り 有意義 に 過 ご し ま し た。

美 ら 海水族館 に行 き ま し た。 と っ て も 楽 しかっ た で
す。 そ の 日 は最高 に 暑 い 日 で し た が愉快で し た。 イル
カのショー も 観 ま し た。 イルカの 芸の巧みな の に 皆驚
かさ れ ま し た。

ショー の 後、 水族館 に 入 る た め に 入場券 を 買 い 五人
組 の グルー プ に 別れ水族館 を 観て 回り ま し た。 僕た ち
は色々 違 う 種類 の 珍 し い 魚 を 水槽 に 見つけ て は 驚 い て
い ま し た。 そ こ に は棘 の あ る レイ、 鮫、 蟹、 クラゲ、
他 に も た く さ ん の 魚た ち が泳 い で い ま し た。 水族館は
広い の でた く さ ん歩 き ま し た。 分かれた他 の グルー プ
と 出 口 で合流 し み ん な で 食事 を す る こ と に し ま し た。
と っ て も 楽 し い 一 日 で し た。

も う ひ とつ楽 しかっ た こ と は比地大滝 に 行 っ た 日 で
す。 そ こ に は珍 し い昆虫やトカゲがい ま し た。 僕た ち
は裸足 に なり 川 の 中 に 入り ま し た。 そ こ に も た く さ ん
の 見慣れ な い変わ っ た も の が あり ま し た。 それか ら 沖

縄ー大 き い 滝 に も 行 き ま し た。 ツアーガイドさ ん に そ
こ で泳 い で は い け な い と い わ れ ま し たが僕た ち のリー

ダー はそんな こ と お 構 い な し に 水 の 中 に 飛び込んで泳
ぎ始め ま し た。 帰り に 食事処 に 立 ち 寄 っ てから ホテル
に も どり ま し た。

こ の J STのツアー の間僕た ち は三 回 く ら い ビ ーチに
行 く こ と がで き ま し た。 ビ ー チは 最 高 に 楽 し い 所 で
す。 余り に 暑 い ので泳いだ ら 涼 し く な る と 思 い 海の 中
に 入 っ た けれ ど沖縄の海の水は温かい の でそれ ほ ど涼
し く は なり ま せ ん で し た。 僕 た ち は水遊びを し たり 、
バ レーボールを し たり し て遊びま し た。 と て も 楽 し く
みんな も 僕 と 同 じ く ら い 楽 しかっ た と 思 い ま す。 ボリ
ビアから 来た女の子 と 話 を し ま し た。 名 前 は “み さ き

”

だっ た と 思 い ま す。
こ の J STの ツアー で最高 に 楽 しかっ た 日 は ホテルで

の 最後の 日 です。 みんなで集会場 に 集 まり 歌 を 歌 っ た
り 、 ダンスを し たり 、 ゲー ム を し たり 、 お 喋り を し た
り し て過 ご し ま し た。 夜遅 く ま で起 き て パーティー を
楽 し んで い た の で翌 日 はみんな疲れ気味で し た。

僕た ち は平和祈念資料館 に も 行 き ま し た。 戦争体験
者の方がそ の 時 の 様子を多 く の死者 を 出 し た こ と も 含
め 話 し て く れ ま し た。 それはた い へん悲惨な 出来事で
し た。 僕は通訳がなかっ た ほ う が 自 分なり に も っ と 深
く 戦争 を 理解で き た よ う に思 い ま し た。

こ のツアー で僕の祖国沖縄を 多 く 学び ま し た。 沖縄
に来て よかっ た です。 沖縄で過 ご し た 日 々 は僕 の人生
の 中 で た い へん有意義な も の と なり ま し た。 沖縄県人
会そ し て沖縄県の お蔭で僕は新し い友達がで き、 日 本
語 を 習 う こ と がで き 、 ま た祖国 の 文化 を 習 う こ と がで
き ま し た。 有難 う ござい ま す。

Junior Study Tour (JST) 2007 

To tell the truth, on the first day of the JST, I was thinking that 

it was just going to be really boring. Then as the day went 
on, I found that I was meeting a lot of different people from 

different countries and I was having fun. Now, some of my 

best friends are people who I met on the Junior Study Tour. 
The first person to talk to me was Yoshio from Okinawa. 

We introduced ourselves to each other and I l iked how he 
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was not shy about talking to me. After I met Yoshio, I started 

talking to other people from many other different places. It 

was just the first day, but I knew I was going to have fun. 

The welcome party was really fun. I met Daisuke and he was 

really funny. I had to leave right after the welcome party to 

go out with my auntie, but I came back and played cards with 

my roommates. 

I really enjoyed visiting the castle. The history of the castle 

and the kings of the past were very interesting. I l ike the 

design of the castle and there were very many shisa lions of 

different designs . It was very hot and humid and the group 

had to walk for a long time, but I enjoyed learning about the 

castle. 

I really enjoyed going to the Chura-Umi Aquarium. That day 

it was extremely hot, but it was really fun. The dolphin show 

was really enjoyable. Everyone in the audience was amazed 

by the flips and tricks that the dolphins perrormed. Once the 
show ended, we went inside the aquarium to pick up all of 

the tickets for admission. We went inside and made our own 
groups of 5 and explored the aquarium. My group walked 

around amazed by the different kinds of fishes in the tanks. I 

saw stingrays, sharks, crabs, jellyfish, and many other different 
fishes. It was a long walk because of how big the aquarium 

was. The whole group met up at the end of the aquarium tour 

and we walked outside to pick up our food and drinks. It was 

one of my favorite days in the tour. 

The day we went to the rainforest was one of my favorite 

days. I l iked seeing all of the strange looking insects and 

lizards. We took our shoes off and walked through rivers 

and saw many beautiful things .  The whole group went to 

Okinawa's biggest waterrall. The tour guide for the rainforest 

didn ' t  want us to swim, but that did not stop one of our 

study tour leaders . He just jumped in and had a great swim. 

Afterwards, we ate at this place that was like a mall but for 

food and then headed back to the hotel. 
A couple of days into the tour, we all went to the beach. It 

was so much fun ! It was a very hot day, and going in the 
water didn't  really help because it was warm in there too, 

but it was playing water games and volleyball with all of 

my friends that made it all fun. I had a great time and I think 

everyone else did too. I even started talking with one of the 
girls named Misaki or Miki from Bolivia. 

The last day we were staying at a hotel was one of the most 

fun times that I 've had on the tour. A lot of the people from 

the tour got together in the orientation room and played 

music , danced, played games ,  and socialized with each 

other. It was very fun though the next day everyone was tired 
because we were up late. 

We also went to a museum of the Japanese war. A veteran 
of the war also spoke to the whole study group about what 

happened and how many people died. It was very tragic 

though I think it would have been better and I would have 

understood the concept more if I did not have to use the 

translator. 

At the end, I really did learn a lot about my Okinawan roots . 

I loved going to Okinawa. The time I spent there were the 

best times of my life. Thanks to the OAA and the Okinawan 

government, I met new friends, learned some Japanese, and 

learned about my culture. Thank you very much. 
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コ ロ ラ ド州沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー に つ い て の感想

まず初め にジュ ニアスタディーツアー と い う こ の 素
睛 ら し い機会を与え て く ださ っ た事 に 感謝 し ま す。

私が経験 し た 様 にジュ ニアスタディーツアー が世界
の 若 い沖縄のジェ ネ レーションの 人 々 に も っ と も っ と
経験 し て ほ し い と 思 い ま す。 ですか ら 下記の様 に私が
ツアー の間 に学んだ様 々 な事 を記 し た い と 思 い ま す。

まず時間的な余裕が全 く な く きつかっ た の で は な い
かと 思 い ま す。 1 日 に 4 ヵ 所 も の 場所 を 回り そ こ で一

生懸命学べ る ど こ ろ ではなかっ た 様 に 思 い ま す。
多数の 参加者が宿題 を こ な し 床 に就 く 時間が 1 時～

2 時、 そ し て 6 時半 に 起床で朝 食 を 食べ る と い う ハー

ドなスケジュ ールで し た。 ですか ら 、 も う 少 し 時間 的
な ゆ と り が あ れば と 思 い ま し た。

かんぽ レクセンター で寝泊 ま り し た の ですが、 14名
の 人 が 1 つの 部屋で し た。 あ ま り に大き い の で部屋 の
様な雰囲気がなかっ た です。 そ の 上、 お 手洗 い や お風
呂場がなかっ た の で落 ち 着 け ませんで し た。 だけれ ど
も みん な が助 け合 っ てお手洗いへ行っ たり 、 お風呂場
を 使 っ たり と 、 そ う い う 事から 集団生活を学んだ と 思
い ま す。

那覇空港では親戚 の 出迎え よ り も ブラジル、 ペルー 、
アルゼンチン、 ジュ ニアスタディーツアー のスタ ッ フ
の 方、 そ の 他大勢の 方 々 が大き な歓迎のサインで私た
ち に挨拶 し て 出迎 え て 頂 い た事 に は と て も 感動 し ま し
た。

沖縄の方 々 は と て も優 し く 、 そ し て仲間 の 皆 さ ん に
は と て も 恵 ま れ ま し た。 何か私が必要 と し て い る と 、
いつで も 側 に い て く れ ま し た。

沖縄に い る間 は沢山 の こ と を学びま し た。 まず沖縄
に あ る 水族館が世界で 2 番 目 に大き い と い う こ と 。 私
は 動 物 や 海が好 き な の で 美 ら 海水族館 で は と て も 楽
し く 学び ま し た。 し か し アメリカに 住 ん で い る 私 は
ジョージア州アトランタに あ る 世界で 1 番大き な水族
館へは ま だ行 っ た こ と が あり ま せ ん。 そ こ へ行 く 機会
が あ れば美 ら 海水族館 と ど う い う 違 い が あ るか見比べ
る 楽 し みが増え た と 思 い ま す。 アメリカでは見 ら れな
い沖縄の動物が見 ら れた の でアメリカと 沖縄の違 い が
学べた の で は な いかと 思 い ま し た。

エイサー と 三線 も 習 い ま し た。 私 に と っ てエイサー

と 三線は と て も 難 しかっ たです。
比地大滝は沖縄で 1 番大き な滝、 と て も 美 し い光景

で涼 し く て素敵な と こ ろ で し た。 途 中 木 の 上に ハブが
い る の を見 ま し た。 大き いかと 思 い こ わ ごわ で し たが、
小さかっ た の で よかっ た と 胸 を なでお ろ し ま し た。

首里城へ行 っ た と き は、 そ こ が海を見渡せ る 場所で
それは も う 壮大で私 の 目 を引きつけて放 し ま せんで し
た。 沖縄の海のそ の 色は沢山 の 緑 と 青の 色調で彩 ら れ
と て も 美 し い です。 そ の き れ い な沖縄の海の 色 と 首里
城の赤色が と て も 完璧 に 近 い ほ ど あ っ て い て見 と れて
し ま い ま し た。

首里城の 龍は 中 国 の龍の爪が 4 つあ る の に対 し 、 3 
つだ と 教わり ま し た。 や はり 中 国 の と 似て い る と 見 と
れ ま し た。

平和祈念資料館で は職員 の 長 田 さ ん に よ る 戦争 の話
は と て も 詳 し く 、 私 の頭の 中 で、 映像 と し て何が起 こ っ
て い た のか想像出来 る ほ どで し た。 合計 2 万 4 千人以

上の 人 々 が戦死 し た と お っ し ゃ っ て い ま し た。 沖縄
日 本本土、 アメリカ、 そ し てアメリカに 同盟 し た他国
の連合会、 国籍 に 関係な く 、 名 前が平和 の 礎 に彫 ら れ
て い る と い う こ と 。 戦死 し た方 々 皆 さ ん の 名 前 を彫 る
こ と で戦争がいかに 愚かで必要 の な い も のかと い う 強
いメッ セ ージです。 自 国 の 記念碑 に 人種 を 越 え た敵国
の 戦死者 も 共 にす る と い う こ と に 深 く 心 を打たれ ま し
た。

平和通り の 名 前が戦後 に 付 け ら れたマチグ ア ー の 名
前だ と 聞 い た と き、 な ん と 意義深 い の だ ろ う 。 そ し て
そ の 時代 に と て も ふ さ わ し い 名 前 だ と 思 い ま し た。

移 民 の 事 につい て も 教わり ま し た。 人 々 は仕事そ し
て幸福 を求め て移住 し た。 今 日 、 今 も なお世界のウチ
ナーンチュ が一生懸命働 き 幸福 を 求 め て生活 し て い ま
す。

ジュ ニアスタ ディーツアー を 通 し て世界中から 友達
をつ く る こ と が出来 ま し た。 それは私 に と っ て と て も
誇り に 思 う こ と です。 なぜな ら 普段は私は人前で は と
て も 内気な の です。 ジュ ニアスタディーツアー は私の
心 を打ち 広げて く れ ま し た。 こ のジュ ニアスタディー

ツアー 以来、 家 で は も っ と 日 本語で話す よ う に なり 、
そ の 上、 ひ ら がな、 カタカナ、 ロー マ字の 書 き 方 を 習 っ

- 3 8  -



て い ま す。

以前 に も ま し て沖縄や 日 本 に つ い て興味が湧 い て き

て い ま す。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で 沢 山 の 事 を 教

わ り ま し た。 それは私の将来や友 に つ い て沢 山 の機会

を 開 放 し て く れ ま し た。 過去 を 見 る の で は な く 、 今、

そ し て将来 に 目 を 向 け て前進す る こ と を。 以前は、 友
達はすで に い る か ら 他 に つ く ら な く て も い い と 思 っ て

い ま し た。 で も 今は も っ と 新 し い お友達 を 作 り た い と

願 っ て い ま す。 以前は私の友達 に 電話 し て 出掛 け る こ

と も 無か っ た の ですが、 今では学校で友達 と 会話 を す

る 機会が多 く な り 、 出 か け る 様 に な り ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー後、 私は将来 に つ い て 考

えず に は い ら れな く な り ま し た。 例 えば、 沖縄 の 大学

へ行 く 可能性や ど う い っ た 仕事 に 就 き た い の か と か、

卒業後は沖縄で暮 ら し た い な ど と い う 事です。

有意義な ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 さ せて い

た だき 、 な んて私は幸運な んで し ょ う 。

ス タ ッ フ の方 々 、 ボ ラ ン テ ィ ア の方 々 に 行 く 先 々 で
助 け て い た だき 本 当 に 感謝 し て い ま す。 あ り が と う ご

ざ い ま し た。

も し 、 来年 の J S T でお 手伝 い 出来 る 事が あ り ま し

た ら 、 ど う ぞ迷わずに お電話 く だ さ い 。 J S T の ス タ ッ

フ の 方 々 や ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に感謝 し ま す。 な ん で
も 必要 と あ ればお手伝 い し た い の です。 お 知 ら せ く だ
さ い。

What did I think about Junior Study Tour? 

At first ,  I would l ike to say thank you for giving me a 

wonderful opportunity that Junior Study Tour gave me. So I 

would like Junior Study Tour to continue so people like me. 

That are Okinawan generations to experience the experience 

that I had. That is why the things below are going to be good 

and bad things that I experienced dwing the tour. 
I thought the schedule was time crunched. Trying to get to 

four places in one day is harsh. The schedule was so hard 

that you couldn't really enjoy or learn the places you went. 

Most of the people didn't go to bed until one or two o'clock. 

In addition, we have to wake up by 6 : 3 0  to eat breakfast. 
So maybe make the Junior Study Tour longer, to enjoy and 
learn more about Okinawa. Also the big room I stayed in at 

Kampo recreation center. Where 1 4  other people stayed in, 

it was so big that it didn't feel like a room. It was somewhat 

tmcomfortable, because there were no bathrooms or showers. 

However, everybody help each other to go to bathroom or 

use the shower. So, I learned about group life from that. 

At Naha Airport, there was a big welcome sign and there 
were people from Brazil, Peru, Argentina, and other countries 
to greet us. Some of the Junior Study Tour staff came to, so 
that surprised me a lot. Instead of your relatives picking you 

up and go home. Therefore, I thought that was really neat. 

The people were ve1y nice; I enjoyed everyone's company. If 

I needed help with anything, there were people there to help 

me. 

When I was in Okinawa, I learned a lot .  I learned that 

Okinawa has the second largest Aquarium in the world. I 

thought the Churaumi Aquarium was real ly fun too. I like 

animals and water so that fit perfectly. However, I have never 

been to Atlanta, Georgia, USA the largest Aquarium in the 

world. So, when I have a chance to go there I can compare 

what the difference is between them. 

I really think if we went to the Zoo, it would 've been more 

fun. In Okinawa, there are animals that don 't  exist in the 

U .S .A. I could learn about what the difference is  between 

Okinawa and U.S.A. 

In addition, I learned how to Eisa and play the Sanshin. To 

me, Eisa and Sanshin was very difficult to do. 

I learned that the great Hij i  Falls is  the largest waterfall in 

Okinawa. It was a beautiful view, nice, and cool. In addition, 

we saw two habu on the tree. I was expecting it to be bigger 

but it was smaller so, I got lucky. 

When we got the shuri castle, we went to a place where 

you could see to the ocean and the view was spectacular. 

Okinawa's ocean is so beautiful the color has many hues of 

green and blue. The color red of Shuri castle and the ocean fit 

so perfectly together. 

I learned that the dragons there have three claws instead of 

four what the Chinese dragon has. When I looked at shuri 

castle and the dragons, I could see that it looked somewhat of 

a Chinese one. 

When Nagata-san explained what it really was like during the 

war, I also cried. The way he explained was so detailed, that I 

could picture it in my head what was happening. 

I learned that over 240,000 people died total . At the peace 

memorial there is  Okinawan, Japanese and all ied forces 

names on the wall .  By putting everybody's name that died 

during the war on their wall sent a message that war is 

unnecessary. No other country has put other race then there 

own on a memorial. That moved me a lot. 

When I heard that Machigua's name was thought of after the 

war meaning peaceful street. I thought "how meaningful",  

the name was really appropriate at  the time. 

I learned about immigrants and they were going after work 

and the pursuit of happiness. Today, around the world there 

are still many Okinawan people working hard to make a 

living. 

I learned so many things about Okinawa that I didn 't know 
before. I would of like to learn more about Okinawan culture 
and animals. 
At the end of Junior Study Tour, I made friends with people 
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from around the world. I 'm really proud of that because I '  

m really proud of that because I 'm usually.Pretty shy around 

people. Junior Study Tour opened me up more. 
Home stay was the part I was most looking forward to.  I 

haven't seen my relatives in seven years, so that was a BIG 

thumb's up for me. 

Since this trip, I speak more Japanese at home. In addition, I 

am learning how to write Hiragana, Katakana, and Ro-ma ji .  

Now I am more interested about Okinawan and Japanese 

way. 

Junior Study Tour has done so many things for me. It has 

opened me up to more opportunities of my future and to 

make friends. Instead of staying or looking at the past to look 

to the present and future. Now I want to make friends, instead 

of thinking I already have a lot of friends. I 'm more talkative 

at school or j ust hanging out with my friends . Before I 

wouldn' t  call my friends to hang out. I would usually just 

stay home. 

After Junior Study, it really has got me thinking about 

my future . For example, what kind of j ob I want and the 

possibility of going to a University in Okinawa. 

After graduating maybe, make a living in Okinawa. 

Attending Junior Study Tour has made me realize how 

fortunate I am. Junior Study Tour has so many meanings to it. 

I really appreciate the staff and volunteers helping me out 

when I needed it. Thank you very much. 

lf you need help with Junior Study Tour next year, Please 

don't hesitate to contact me. I really would like to help you. 

Thank you to the Junior Study Tour staff and volunteers . 

Remember don 't be afraid to call me I would really like to 

help with anything you guys need. 
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ア ト ラ ンタ沖縄県人会

2007年 ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

私の 名 前 は ミ ケ イ ラ ・ コ ー ルです。 今年 の 夏 に 、 ア
ト ラ ン タ 沖縄県人会代表 と し て ジ ュ ニ ア ス タ デイ ー ツ
ア ー に参加す る 機会が与 え ら れ ま し た。 ア メ リ カ か ら
5 人 の 内 の 1 人 と し て、 一生 に 一度 し か な い体験 に選
ばれ ま し た。

私達 に は毎 日 新 し い何かがあ り ま し た。 新 し い場所
を訪れ、 会 っ た こ と の な い 人 に 出 会 い 、 そ し て新 し い
発見が あ り ま し た。 初 日 は、 い ろ ん な 国 か ら 来た全然
知 ら な い 人 に 会 い、 皆 に 好 ま れ る だ ろ う か と 思 う と 、
正直言っ て非常 に 緊張 し ま し た。 そ れ に 言葉 の 壁が物
凄 く 心配で し た。 母国語の 英語 し か話せな い私は、 少
な く と も 4 カ 国か ら 来た子供達 と い か に コ ミ ュ ニ ケ イ
ト す る か不安で し た。 ス タ デイ ー ツ ア ー の ス タ ッ フ が

私達 を歓迎 し た後 に 各 自 ゆ っ く り 自 己紹介 を し 始 め て
い く う ち に い く ら か落ち つ い て き ま し た。

一週問か けて、 ツ ア ー で私が今 ま で行 っ た こ と な い
場所 に案内 さ れ ま し た。 た く さ ん素晴 ら し い場所 を訪
問 し ま し た が、 平和祈念資料館が私 の お 気 に 入 り で し
た。 そ こ は私 に と っ て も っ と も 意味 の あ る 場所で し た。
なぜな ら 、 私 の 先祖 の 苦痛 と 避け ら れなか っ た体験 を
学ぶ こ と がで き た か ら です。 ア メ リ カ 人 の視点ではな
く 、 ウ チナ ー ン チ ュ と し て見た苦難 を知 る こ と がで き
ま し た。 そ こ で、 私は沖縄 の 家族が戦争 中 に体験 し た
実話 を 見 る 機会が あ り ま し た。 こ の 話 に 私 は感動 し 、
読みなが ら 泣 い て い ま し た。 私 の 家族の事 を 知 る た め
に、 一 日 中、 平和祈念資料館 に い れ る ん じ ゃ な い か と
思 い ま し た。

二番 目 に好き な場所は水族館です。 そ こ は息 を の む
く ら い凄 く て、 い ま ま で観た水族館で最 も 立派な と こ
ろ の 一 つ で す。 こ ん な に 大 き な 水 槽 は 見 た こ と あ り
ま せん し 、 水槽の 中 の 半分以上の魚は見た こ と も 、 聞
い た こ と も あ り ません。 そ し て こ ん な に愉快なイ ルカ
シ ョ ー を 見 る の も 初 め て で し た。 お も し ろ い こ と に、
事実そ こ は世界で一番大 き い水族館で し た が、 現在で
は、 ア ト ラ ン タ の 水族館が最 も 大 き い の です。 私 は ア
ト ラ ン タ 代表 と し て ホ ン ト に誇 り に 思 い ま し た。 水族

館 の後、 エ メ ラ ル ド ビ ー チ に 連れて い っ て も ら い ま し
た。 何 と も い え な い猛暑で し た が、 海の 水は気持ち 良

く て、 友達 と 一緒 に い て凄 く 楽 し か っ た です。
私 の 次 の お 気 に 入 り は首里城で し た。 首里城 は 魅

力 的 で し た。 な ぜ な ら 本 当 に 見 て 回 る こ と が で き た
し 、 完全 に復元 さ れ た 城 を 見て、 昔の首里城の様子が
わ か っ た か ら です。 それか ら 、 本物 の遺物 を 見 る チ ャ
ン ス も あ り ま し た。 首里城 を 出 た後、 金城町の石畳を
散歩 し ま し た。 300年前 に で き た 沖縄で最 も 有 名 な 一

箇所の 旧 跡 を見て歩 け る こ と は と て も 素敵な こ と で し
た。

ツ ア ー は楽 し か っ た が、 で も き つ い 時 も あ り ま し た。
比地大滝へ の ハ イ キ ン グがそ の一例です。 美 し い 風景
で 自 然 に 親 し む の も い い が、 5 時間 も 小川 を越え、 渓
流沿 い の道 を 歩 く の はかな り 困難で し た。 し か し 、 そ
れ は私 の 人 生 の最高 の経験の う ち の 一つ で し た。

他の活動で、 私が楽 し み に し て た の は三線の ク ラ ス
で し た。 三線 を 弾 く の を 長 い 間待ち 焦がれて い た の で、
三線の ク ラ ス を 与 え ら れた 時 ほ ど有頂天 に な っ た事は
あ り ませで し た。 あ ま り 上手 に は弾けな か っ たが素晴
ら し い体験で し た。

実 を 言 う と 、 エイ サー を 習 う チ ャ ン ス が あ る と 知 っ
た時は最 も ぞ く ぞ く し ま し た。

私は長 い 間エイ サ ー の グルー プ と 踊 り た か っ た の で
す。 以前、 私 の 祖母はエイ サー の 練習 を し てて、 私が
い つ も 習 い た が っ て い た太鼓 を 送っ て く れ ま し た。 友
達 と 舞台 に 立 っ た時は本当 の パ フ ォ ー マ ー の よ う な気
が し た し 、 ま た、 家 に 帰 っ た 時 に はや っ と 祖母か ら も
ら っ た太鼓を使 う こ と がで き る だろ う 。

お 別れパ ー テイ ー が多分一番つ ら い 時 間 だ っ た。 な
ぜな ら 一週間ずっ と 一緒 に過 ご し た 人達 に 別れ を告げ
る の は 辛か っ た か ら で す。 旅行 中 の 案 内 や 言 葉 だ け
で はな く 、 生活 の 仕方や い ろ んな事を私 に 教 え て く だ
さ っ た皆 さ ん と 別 れ る の は本 当 に 辛か っ た です。 も ち
ろ ん、 朝 早 く 起 き た り 、 お箸 し か使 え な か っ た り 、 そ
れ に 皆が何 を 言 っ て い る の か 分か ら な い の は き つ か っ
た け ど、 こ の気持ち は変わ り ません。

こ の 旅行 中 に 何 人 か の 仲 良 し の 友達がで き ま し た。
一生忘れ る こ と は な い で し ょ う 。 夢で し か行 く こ と の
で き な い 国 の子供た ち と 会 う こ と がで き て 、 みんなか
ら い ろ ん な 事 を 学び ま し た。 そ し て 少 し の 日 本語 と 少
し の ス ペイ ン語、 少 し の ポル ト ガル語がわ か る よ う に
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なり ま し た。 で も 、 本 当 に 結果的 に私達は各国 の 人 々
と の 近親間 を 少 し だけ築 き ま し た。 世 界 と の架け橋を
創り ま し た。 こ ん な に 素晴 ら し い機会を 与え ら れ、 そ
れ に 参加 で き た こ と に は感 謝 の 表 し よ う が あ り ま せ
ん。 それは今 ま で経験 し た こ と 、 そ し て こ れか ら 経験
す る で あ ろ う こ と の なかで も 最 も 素晴 ら し く 、 記憶 に
残 る 経験で し た。 心から 感謝 し ま す。

JUNIOR STUDY TOUR 2007 

My name is Michaela Cole. This past summer I was given 

the opportunity to join the Junior Study Tour representing the 

Atlanta Okinawa Kenj in Kai . I was one of the five kids from 

America to be chosen for this once in a lifetime experience. 

Everyday we did something new, visited a new place, met 

new people, and discovered new things.  I have to say that 

the first day was most nerve-wrecking, only because I knew 

I would be meeting many different people from different 

countries and wasn't sure if they would like me. I also was 

super nervous about the language barrier. I knew kids would 

be there from at least 4 other different countries and wasn' 

t quite sure how I would be able to communicate with them 

judging by the fact that my first and only language is English. 

After everyone was welcomed by the tour staff we slowly 

started introducing ourselves to one another, breaking the ice. 

Throughout the week, the tour took us to places I have never 

been to.  Although we visited many amazing places, my 

favorite was the Peace Memorial Museum. This was the most 

meaningful place to me because I learned the hardships and 

trials my ancestors had to go through. I saw the tribulations 

through Okinawa's eyes and not America's. I actually had the 

chance to read true stories of Okinawan families and what 

their experiences during the war were like. This touched my 

heart so much I actually started crying while reading. I felt 

like I could have stayed their all day just learning about my 

families past. 

My second favorite place was the Aquarium. I chose this as 

my second favorite place because it was absolutely breath

taking. It's one of the most exquisite places I have ever been! 

I have never seen a fish tank so large ! I also had never seen 

or heard of half the fish there. It was also my first time ever 

seeing a dolphin show as entertaining as that one. A fun fact 

about the aquarium is that it used to be the world's largest, 

but now the Atlanta Aquarium is the largest. I definitely took 

pride from representing the Atlanta Okinawa Kenjin Kai . 

After visiting the aquarium the tour treated us by bringing us 

to Emerald Beach. I can 't even begin to tell you how hot it 

was, but the water was great, and being there with my friends 

was so much fun. 

My next favorite place was Shuri Castle .  Shuri Castle was 

so appealing to me because we actually got to walk through 

it and see the exact replica of how it used to look. We also 

had the oppmtunity to see actual remnants of the castle itself. 

After leaving Shuri Castle we walked on the stone pavement 

in Kanagushuku Town. It was so neat walking through one 

of the most famous places in Okinawa, being able to see 

landmarks that were there hundreds of years ago. 

Now, although this trip was extremely fun, it wasn't always 

easy. Trekking through the Great Hij i  Falls is a perfect 

example of tough. Even though the scenery was beautiful and 

getting to know the nature was great, five hours of walking 

through creeks and up mountain range was pretty difficult. 

But it was one of the best experiences ofmy life. 

Another activity that I was excited to be apart of was the 

Sanshin class. I have longed to play Sanshin for quite a long 

time now, and when we were offered a class to play I couldn' 

t have been more ecstatic .  I may not have been very good, 

but it was a great experience. 

I have to say that I was most thrilled at the fact that we would 

be granted the opportunity to learn Eisa. I have wanted to 

perform with an Eisa group for as long as I can remember. 

My grandmother used to practice Eisa and actually sent me 

a drum that I 've always wanted to learn to play. I felt like I 

was a true Eisa performer up on stage with all my friends, 

and that I could finally put that drum to use when I returned 

home. 

The Farewell party was probably the hardest activity yet, only 

because it was just heart-breaking having to say goodbye to 

the people I have practically lived and been with for the past 

week. The people who have taught me so much and guided 

me through this trip, helping me understand not just their 

language, but their way of life. Sure, getting up early every 

morning, and only being able to use chop sticks, and never 

understanding what anybody was saying was tough, but I 

wouldn 't change a thing . Through the course of this trip I 

made some of the best friends, I will never be able to forget. 

I had the chance to meet kids from many different countries, 

I only dream of visiting. I learned so much from everyone 

there. I learned a little Japanese, a little Spanish, and a little 

Portuguese .  But what it really all comes down to is we 

all have just brought all of our countries a little bit closer 

together. We have created a bridge between different nations. 

I can't begin to state how thankful I am to have been given 

an opportunity such as the one I was presented. It was one 

of the most amazing, memorable, unforgettable experiences I 
have ever had, or will have. I just want to say Thank you for 

everything. 
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イ ンディ アナ沖縄県人会

2007年度 ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

私 の 沖縄へ の 旅行で、 私 た ち は沖縄 の 先祖 の 歴史、
文化、 言語 に つ い て 学 び ま し た。 又、 国 の 歴史、 文
化、 そ し て言語 自 体 に つ い て も 学び ま し た。 旅行 中 で
色 々 発見 し た事は私 の 生涯 に い つ ま で も 残 る 事で し ょ
う 。 私はただ 日 本人であ る だけでな く 、 私 は ウ チナ ー

ンチ ュ です。
最初 の 数 日 は う る ま 市 に住んで い る 家族 と 共 に 過 ご

し ま し た。 今 ま で一度 も 会 っ た事 も な い の で、 本 当 に
素晴 ら し い 経験で し た。 す ぐ に 気持 ち が通 じ 合 い 、 色 々
楽 し い所へ案内 さ れ ま し た。 沖縄の シ ョ ッ ピ ン グモ ー

ル、 沖縄の 世界、 二つ の洞窟を見学 し ま し た。 私は ト
ンカ ツ を始め て食べ、 す ぐに 大好き に な り ま し た。 も
う 一つ、 私が見 る 事が出来た の は結婚披露宴で し た。
私は こ れ ま で い く つ か の 結婚式へ行 き ま し たが、 沖縄
の結婚式へ家族 と 一緒 に 出席 し 、 凄 く 感激 し ま し た。
着物を着て皆 と 一緒 に カ チ ャ ー シ ー も 踊 り ま し た。

その後、 旅行グルー プ と 一緒 に 住み、 良 い友達 も 沢
山 出来 ま し た。 ペルー 、 ブ ラ ジル、 ア ルゼ ン チ ン、 ボ
リ ビア、 そ し て沖縄の十代の 生徒達は私 の 心 に 一生忘
れ る 事 の な い 印 象 を 与 え て い ま す。 ゲー ム 、 研修会、
談話時間 を通 し て、 親 し く な っ た友達 と 末永 く 交流 を
続けた い と 思 い ま す。

グルー プ と 共 に 、 言語、 文化、 各国 の 歴史、 そ し て
沖縄の歴史 を勉強 し ま し た。 新 し い ゲー ム を 習 い 、 古
い ゲー ム を し た り 、 新 し い ダ ン ス や古い踊 り も 習 い ま
し た。 私 た ち は 自 分 の 家族の 国だけでな く 、 他 の 国 の
事 も 忘れず、 永久 に 関 連 を 結ぶ事 を 誓 い ま し た。

旅行 と 活動は私 の 大好 き な分野で し た。 イ ル カ シ ョ
ウ、 水族館、 ヒ ジ の 大滝、 首里城、 平和祈念碑、 町グ ア ー

マ ー ケ ッ ト 、 金城町、 テ ン ブス ホ ー ル を 訪問 し ま し た。
琉舞、 エイ サー 、 沖縄空手、 三味線、 エイ サー を 習 い、
唄舞 い を見学 し 、 移民 に つ い て も 勉強 し 、 途 中 い ろ い
ろ なゲー ム を し ま し た。 沖縄で色 々 学び、 多 く の活動
を し た の で、 ア メ リ カ に 帰 っ てか ら は退屈で大変で し
た。 しば ら く は暇な時は何を し て い い の か分か り ませ
んで し た。 何よ り も 嬉 し か っ た の は敏雄先生か ら エイ
サー を習 っ た事です。 同 じ 言葉 を 話 さ な く て も と て も
楽 し い 先生で し た。

私 の 家族 と 一緒 に 過 ご し た こ と が何よ り も 良 か っ た
と 思 い ま す。 皆は私が気楽 に 過 ごせ る よ う に 気ずか っ
て下さ い ま し た。 沖縄の 人は、 ア メ リ カ の 人達 よ り 礼
儀正 し い と 思 い ま し た。 ニ ュ ー ヨ ー ク で は歩行者が歩
い て い る と 、 車 に ひかれる 可能性 も あ り ま す が、 沖縄
の運転手は歩行者を優先 し 、 自 身の 運転 に も 良 く 気 を
つ けて い ま す。 こ の礼儀正 し い運転手 と 私 の 素晴 ら し
い 家族は い つ ま で も 私 の 心 に 残 る 事で し ょ う 。

私 は沖 縄 に 滞 在 中 、 色 々 言語 に つ い て学 び ま し た。
ま だ、 簡単 に意味の通 る 文章 を 組み立て る 事は 出 来 ま
せんが、 以前よ り は良 く な っ て い ま す。 日 本語 を 話す
時は今ま で話せな か っ た言葉 も でて く る し 、 ま た 少 し
習 っ た方言 も 使 え る よ う に な り ま し た。 私 の 日 本語 の
先生は私が何 を 話 し て い る か解 ら な い と 思 い ま すが、
私 の 母 と 祖母は、 私 の 話は 良 く 解っ て い ま す。 良 い 外
国語の 先 生 に 成 る 為 に も 一生懸命頑張 り 、 言葉の知識
を広げる よ う に努力 し て い ま す。

最終的 に、 私 の 沖縄旅行は私 の 人 生 に 対す る 物の考
え 方 を 変 え た と 思 い ま す。 私 を心か ら 歓迎 し て下 さ っ
た沢 山 の 人 に 会 い 、 最終 日 に は別れが辛 く て泣 い て し
ま い ま し た。 沖縄で あ っ た皆 さ ん、 プ ロ グ ラ ム を 企画
し て下 さ っ た方 々 の事は一生忘れ ま せ ん。 こ れか ら の
私 の 物 の 見方 に深い影響 を 与 え ま し た。 私 は 日 本文化、
特 に 沖縄文化 を 単純 に 学ぼ う と は思 っ て は い ま せ ん。
私が 日 本、 沖縄文化、 言語 を 習 い た い の は、 私 の 家族
が、 沖縄出身で あ り 、 私 の 一部が、 沖縄の 血 の つ な が
り があ る の で そ の 文化、 言葉 を学びた い の です。 私は
そ の 事 を 一 生忘れて はな ら な い の です。

少数の 要求、 提案 し た い事があ り ます。 も し 、 旅行
滞在期 間 を 1 、 2 週間延長出来れば非常 に 良 い と 思 い
ま す。 滞在期間があ ま り に も が短かす ぎ る と 感 じ ま し
た。 プ ロ グ ラ ム の 予算 に制限があ る と 思 い ま すが、 他
に 方法はな い の で し ょ う か ？ ま た、 旅行 を お 盆祭 り
の 期 間 に 変更出来ればい い と 思 い ま す。 お盆祭 り の こ
と は い つ も 叔母が話 し て い ま し た。 私 も 参加 し てみた
か っ た。 ま た、 夕 食 の と き毎晩違 う 国か ら 一品 の 料理
が紹介 さ れ、 各 国 の 食事が試食で き た ら と 思 い ま す。
私 も 実 際 に試食 し て みた い と 思 い ま し た。

最後 に 、 色 々 沢 山学んだ も の ですか ら 、 こ の ペ ー ジ
を 脅 く の に 困惑 し 、 思考が飛び散 っ て し ま い ま し た。
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私が学び発見 し た事が皆 さ ん の 動 力 と な る よ う 望み ま
す。 沖縄の 歴史、 文化、 そ し て言語 を 色 々 学んだの で、
日 本語の 先 生 に 話 し た い気持ち で い っ ぱ い ですが、 残
念な の は私が学んだ事は クラスで は、 必要 と し な い の
で、 クラスの友 人 に 話すだけ に な る で し ょ う 。 私 の 提
案 を 真剣 に 考慮 し て下 さ る よ う お願 い し ま す。 も し こ
の提案が活動良化 に 役立た な い と 思 っ た ら 、 こ の提案
は提出 し なかっ た と 思 い ま す。

私 の 家族 と 初対面す る 機会を 与え て 下 さ っ た 関係者
の 皆 さ ん へ、 心から お礼 を 申 し 上げ ま す。 ま た 来年 の
ジュ ニアスタ デーツアー が、 より 以上 に成功 を満たす
事 を お 祈り 致 し ま す。

JUNIOR STUDY TOUR 2007 

On my trip to Okinawa, we learned about the histmy, culture 

and languages of the descendants of Okinawa. We also 

learned about the country 's history, culture and language 

itself. Over the trip, there were many things that I discovered 

that will stay with me for the rest of my life. I am uchinanchu, 

I am not just Japanese. 

For the first few days, I got to stay with my family in Uruma. 

Having never met them before, it was a great experience. We 

instantly bonded and they took me to see some fun things. 

I went to the Okinawan mall, we saw Okinawa World and 

saw a couple of caves. I also got to try tonkatsu for the first 

time and instantly fell in love with the food. Another thing 

I got to see was a wedding reception. I ' ve only been to a 

couple of weddings in my life and being able to take part in 

an Okinawan wedding was great. I even did a kachiashi with 

them and wore a kimono. 

Then, I went to stay with the tour group. I made many friends 

that I will dearly miss. Teens from Peru, Brazil ,  Argentina, 

Bo livia and Okinawa have made an impress ion on my 

heart for the rest of my days .  We bonded through games,  
workshops and relaxation times. I hope I can stay in contact 

with them for forever. 

While with the group, we studied language, culture, history 

of each country and the history of Okinawa itself. We learned 

new games ,  played old ones, learned new dances and old 

ones. Together, we made a lasting connection to not only our 

family's country, but to those of other countries as well . 

The tours and activities were possibly my favorite part. We 

saw a dolphin show, an aquarium, a Great Hiji Falls, Shuri-jo 

Castle, Kanagusuku, Tenbusu Hall, study Ryu Kyuan dance, 

Okinawa karate, sanshin, saw Utamai, learned eisa, saw the 

Peace Memorial, Machigua Market, studied immigration and 

played multiple games along the way. There were so many 

things that we did, I got back to the US and was bored out of 

my mind. I didn't know what to do with all of my spare time. 

And, by far, my favorite thing that we did was learning eisa 

from Toshio sensei. He was so much fun even though we 

couldn't speak the same language. 

Staying with my family was still my number one favorite 

thing. They made me feel so comfortable .  I also noticed 

that the people in Okinawa are much more courteous than 
back here in the US .  A pedestrian could be walking down 

the street in New York and get hit by a car. But, in Okinawa, 

you are much more likely to see a driver watching out for 

pedestrians and paying attention to what they are doing. That 

is something I will miss as well as my amazing family. 

I learned much more about the language while I was there, as 

well . No, I still can 't put a coherent sentence together, but I '  

m getting there. I 'm also speaking up more when I do  try to 

speak Japanese or use a few Okinawan words that I learned. 

My Japanese teacher has no idea what I 'm saying, but my 

mother and grandmother do. So,  I am trying much harder 

now to further my knowledge of the language as well as 

pushing hai·der to be a foreign language teacher. 

A l l - in -a l l ,  I would  say that my trip to Okinawa was 

l ife changing. I met so many people that made me feel  

comfortable that I cried so hard on the last day. I wi l l  miss 

everyone that I met, including the adults involved in the 

program. Everyone has made an impact on the way I see 

things now. I don 't want to learn more about Japanese or, 

especially, Okinawan culture just so I can learn about it. I 

want to learn about it because it 's where my family came 

from. It's a part of who I am and I never want to forget that. 

I do have few requests or suggestions to make. It would be 

great to make the tour longer. Maybe by a week or so? I ,  

along with many other people, felt  that the trip was much 

too short. I understand that there is a budget, but maybe you 

could move some things around. Or, you should try moving 

the trip so that it's at the beginning, end, or in the middle of 

the Obon F es ti val . That was the one thing my grandmother 

always talks about, so I 've wanted to see it. Also, maybe for 

the dinners there could be a cultural item. You know one food 

item from a different country each night. I really would have 

liked to try the foods from other countries. 
So, there you have it. I learned so much that this paper was 

difficult to write. My thoughts were everywhere. But, I hope 
it gives you some insight as to what I learned and discovered. 

I learned so much about the history, culture and language 

of Okinawa that I 'm bursting with things I want to tell my 

Japanese teacher. Unfortunately, those things are hardly ever 
relevant to the class so they just have to be side comments to 

friends in the class. I also hope that you seriously consider 
my suggestions .  I wouldn't have made them if l didn 't think 

they would make things more enjoyable.  Thank you very 

much for having given me the opportunity to visit my family 
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for the first time at such little cost to me. And, I hope next 

year 's tour goes just as well as ,nine did. 
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2007年度 ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

私 の 高校 の 卒業式は2007年 5 月 18 日 に 開 催 さ れた。
そ の夜、 式場で 自 分が成 し 遂げた業績 に 誇り を 感 じ て
い た。 高校時代は遂 に終了、 こ れか ら 私 の人生 の新し
いページが始 ま る 。 新 し い事への挑戦、 新 し い人 と の
出会い、 そ の 準備はすで に で き て い た。 しかし、 今 こ
こ に ポリエステルのガウンを着、 四 角 帽 をかぶ っ て座
り 、 私 と 同様 にガウンを 身 に ま と っ た級友た ち を 目 前
に し て ど う し てか涙が出て こ な い の が不思議でな ら な
かっ た。

六年間 も 一緒 に 登校 し 学んだ級友達、 こ れか ら 一生
会う 機会がな いかも しれな い 友 に 悲 し み を 感 じ な い は
ずはな い 。 今 ご ろ は あ ふれ 出 る 感情で涙が出て き て も
おかし く な い はずな の に、 そ う 自 分 に 問 いかけな が ら
四 角 帽 を 力 い っ ぱい 空 中 に投げ高校生活 に 終わり を 告
げた。

2007年 7 月 29 日 、 こ の 日 ジュ ニアスタディーツアー

の 閉会式 と 送別会が体育館で催 さ れた。 最初に 参加者
達がツアー で得た貴重な体験談 を 話 し 、 さ ら に 修 了証
を授与さ れ、 そ の あ と 食事や余興 を 楽 し み、 数え切れ
な い ほ ど の写真 を 撮 っ た。

知 ら ぬ間 に、 も う 「島人ぬ宝」 を 歌 う 時が来た。 こ
の 歌の あ と は最後 の 別れが待 っ て い る 。 私 は33人の参
加者 と と も に 冷房設備 の な い 体育 館 のステ ー ジに 上
が っ た。 歓喜 の音楽が始 ま っ た。 私達は肩 を組み合 い 、
心から 沖縄を愛 し 誇り に 思 っ て い る 今の感情 をそ の ま
ま 表現 し て い る 歌 「島人の 宝」 を 歌 っ た。 「大切 な物
が き っ と こ こ に あ る はず さ 」 こ の言葉 を 口 に し た と き、
向かい の新 し い友の顔が 目 に 入 っ た。 と て も 身近 に 感
じ た。 周り の 皆 に も や はり こ れ ま で に感 じ た こ と の な
い 親近感が あ っ た。 そ の と き私は こ の 素晴 ら し い機会
を 与え ら れた幸運 に 深 く 感謝 し た。 そ の 瞬間初め て涙
が あ ふれでて き た。

歌が終わり 、 ステージを 降り て周り を も う 1 度見回
す と みん な も や はり 泣 い て い た。 汗だ く の体育館で の
こ の最後 の 情熱的な別れ を私は決 し て忘れ る こ と はな
い だ ろ う と 思 っ た。 流れ出 る 涙 と 汗 を 拭 き な が ら メー

ルアドレスを交換 し 合 い 、 こ れか ら も 連絡 を 取り 合 う
約束 し 、 強 く 抱 き し め て さ よ な ら を 言 っ た。 ツアー の

1 週間 は あ っ と い う 間 に過 ぎた。 しかし短 い間 と は い
え、 こ のジュ ニアスタディーツアー で育て た友情は一

生続 く 事 に間違 い はな い。
私は高校の卒業式より も こ の プログラム の終わり に

止め ど も な い涙が出て き た事 に 自 分 自 身が信 じ ら れな
かっ た。 そ し て 驚 い た事 にツアー で知り 合 い わずか 1
週間 を 過 ご し た友の方が何年 も 机 を並べて 日 々 を送っ
た友より 親 し さ を感 じ た の だ。

しかし 考 え て み る と 私 た ち は た だの友達で は な い。
た と え違 っ た人種が違 っ た 言葉 を 話 し 、 違 っ た 学校、
違 っ た 国から 来て い て も 私 た ち はウチナーンチュ と い
う 絆で結ばれた家族な の だ。

ジュ ニアスタディーツアー に 参加 を 申 請 し た今年の
初め、 こ の プログラム が私 の人生 を 変え る ほ ど のイ ベ
ントに な る と は全 く 想像 し なかっ た。 も ち ろ ん、 期待
は し て い た が期待 を遥かに 上回 る 体験 と な っ た。

単 に 世 界 各 国か ら 来 た沖縄県系人 の 子 弟 と県内 の
生徒達 と の相互交流 を 深 め た だけでな く 、 私は こ のツ
アー で沖縄の 自 然 に 触れ魅 了 さ れた。 透 き 通 る 海、 息
を の む ほ ど の 滝の流れ、 楽 し いイルカショー 、 世界で
2 番 目 に大き い 海洋博公園 の水族館、 沖縄の歴史は首
里城見学、 移 民 につい て の 講義で得 る こ と が 出来た。
沖縄の文化芸能、 芸術は空手クラスや三味線 レッスン
か ら 体験 し た。 市場な ど を散策 し なが ら 沖縄の 生活 を
把握す る こ と も 出来た。 平和祈念資料館では平和 の概
念 に沈思 し た。

沖縄 と は何かを 学ぶ事で 自 分は誰で あ るかを 見 出す
事が出来た。 こ の プログラム はウチナーンチュ と し て
の 計り きれな い 誇り を私の 中 に根深 く 植え付けて く れ
た。 私は こ のツアー でウチナーンチュ で あ る こ と に カ
強 さ を 感 じ ウチナーネ ッ トワ ー クを広げるリーダー と
し て の知識を持ち 備 え た。

私はジュ ニアスタディーツアー の企画 と そ の実現 に
支援 を 惜 し ま なかっ た 皆 さ ん に 心か ら 感謝 し て い る 。
私 の 一 生 を も 変 え る 体験学習 の 機会を 与え て く れ た
方 々 、 沖縄県庁やスタ ッ フ の 皆様、 ボランティア、 そ
し て私 の い る県人会のリーダー 達 皆様の こ と は一 生
忘れは し な い。 本 当 に あり が と う 。
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Junior Study Tour 2007 

My high school graduation was held on May 1 8 , 2007 . That 

night in the auditorium, I felt a sense of accomplishment and 

pride. High school was finally over, and I was ready to learn 

new things, meet new people, and begin a whole new stage 

of my life. But as I sat there in my polyester cap and gown, 

looking at my identically clad classmates, I couldn't help but 

wonder why I wasn't crying. 

After going to school with these people for six whole years, 

wasn't I supposed to feel sad that we might never see each 

other again? Wasn ' t  I supposed to feel emotional and 

sentimental? Wasn 't  I supposed to shed a tear for all the 

memories we shared together? I continued to ponder these 

things as I threw my cap in the air. 

Fast forward to July 2 9 ,  2007 .  That day, the c lo s ing 

ceremony and farewell party for the Junior Study Tour was 

held. To begin the event, participants spoke of what they 

gained from this experience. The afternoon continued with 

the presentation of our certificates of completion, a meal, 

enjoyable entertainment, and plenty of picture-taking. 

Before I knew it, it was time for the singing of Shimanchu 

nu takara, which was to be followed by the final goodbyes. 

I mounted the stage of the non-air-conditioned gymnasium 

with the 33 other participants. As the evocative music began 

to play, we all put our arms around each other and began 

to sing the song that so perfectly expressed our pride and 

our love for this island. "Taisetsu na mono ga kitto koko ni 

aru hazu sa." When I sang these words, I looked across the 

stage at my new friends. It was then that I recognized how 

close I had become with the people around me. It was then 

that I began to feel a deep appreciation for this wonderful 

opportunity that I was so fortunate to have been given. It was 

then that the tears began to fall from my eyes. 

When the song ended and we stepped off the stage, I looked 

around again to find that almost everyone else was crying 

too . I ' ll never forget those last emotional moments in that 
sweltering gymnasium when we all  said our goodbyes . 

Wiping away our sweat and our tears, we exchanged e-mail 
addresses, hugged each other, and promised each other we'd  

visit soon. The week had gone by too fast, and although our 
time together was limited, I knew that some of the friendships 

I had made on the Junior Study Tour would last forever. 

I couldn 't believe that I cried more at the closing of this 

program than at the ending of my high school career, and it 
was amazing to me that I somehow felt closer to the friends I 
had made that week than to the friends I had known for years 

back at home. 
But when I thought about it, I realized that we were more 
than just friends - We were family. Though we were different 

people speaking different languages, from different schools 

and different countries, we were all connected by that same 

Uchina bond. 

When I applied for the Junior Study Tour early this year, I 

had no idea that this program would be such a life-altering 

event in my life. I had high hopes for the trip, but the realities 

of this experience far exceeded my expectations. 

I not only met and interacted with Okinawan youths from 

across the globe, but I also took in the beauty of Okinawan 

nature by observing and experiencing the crystal clear oceans 

and the breathtaking waterfalls .  I watched an enjoyable 

dolphin show and visited the second largest aquarium in 

the world. I learned about Okinawan history by touring the 

Shuri-jo  Castle and listening to an informative lecture on 

immigration. I experienced arts and culture by taking part in 

karate lesson and a sanshin class. I obtained a sense of daily 

life by strolling the public market place. I walked through the 

Peace Memorial Museum and contemplated the concept of 

peace. 

By learning about what Okinawa is all about, I feel that I 

now have a greater sense of who I ain. This program instilled 

in me an immeasurable Okinawan pride. My identity as 

an Uchinanchu is now strengthened, and I now feel better 

equipped to become a leader in broadening and carrying 

foJWard the Uchina network. 

I am extremely appreciative to everyone who made this year' 

s Junior Study Tour possible. To the government, the staff 

and volunteers, and the leaders my Kenjin-kai at home, I am 

forever grateful. Thank you for allowing me to p叩icipate in 

this ove1whelmingly enjoyable and life-changing program. 
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レ ス ブリ ッ ジ沖縄県人会

2007年度 ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー

私は最初、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加で き る
と は思 っ て い な か っ た の で、 ツ ア ー の 一員 に 選ばれた
と の 報 告 を 聞 い た 時 は、 大変感激 し ま し た。 初 め は、
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で は ど う い う こ と を 学ぶ
の か 予想 も つ き ませんで し た。 し か し 、 実際ツ ア ー に
参加 し てす ぐ に 気づい た こ と は、 沖縄が大好 き に な っ
た こ と です。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は、 私 に と っ
て と て も 良 い 経験 に な り ま し た。 ホ ス ト フ ァ ミ リ ー の
方 々 も 、 私 に と て も 親切 に し て く れた の で、 滞在 中 は
楽 し い 時 間 を 過 ごす こ と がで き ま し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を通 し て、 私 の 先祖が生
まれ育っ た沖縄 に つ い て の知識を深め る こ と がで き ま
し た し 、 友達 も た く さ んで き ま し た。 私は、 ジ ュ ニ ア
ス タ デ ィ ー ツ ア ー は、 目 的地の歴史な ど を学びなが ら
観光す る こ と がで き た の で、 教育的で楽 し い ツ ア ー だ
と 思 い ま し た。 観光だけでは、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ
ア ー で学んだ知識は得 ら れな か っ た と 思 い ま す。

私は、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー で知 り 合 っ た友達
と 、 連絡 を 取 り 続け て い く つ も り です。 カ ナ ダ に 戻 っ
てか ら 、 ツ ア ー で知 り 合 っ た仲間 に は メ ー ル を送 っ て
い ま す。 ツ ア ー の 間 は忙 し く て、 友達 と 話す時間があ
ま り なか っ た の ですが、 イ ン タ ー ネ ッ ト を利用 し て彼
ら と 交流 を 図 っ て い き た い です。 で き れば、 将来彼 ら
に ま た会 え た ら い い な と 思 っ て い ま す。

沖縄 に 滞在 し て い る 際、 日 本語が話せ な く て、 と
て も 悲 し く 思 い ま し た。 以前か ら 日 本語 を 習 い た い と
思 っ て い ま し た が、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に
参加 し た こ と に よ っ て、 そ の気持ち は一層 強 く な り ま
し た。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は、 私 に と っ て 一 生 に
一度 の 経験だ と 思 い ま す。 こ れか ら も 、 ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー が継続す る こ と を 願 っ て い ま す。 私 は、
沖縄県 系 人 は、 沖縄 の 歴史 を 学ぶべ き だ と 思 い ま す。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は、 そ の 歴史 を学ぶ こ と に
最適な ツ ア ー だ と 思 い ま す。 ま た、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー を 経て、 多 く の 人 た ち と 出 会 い 、 友達 を つ く る
こ と も で き ま す。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ーで 一つ だけ不満 に 思 っ た

こ と があ り ま す。 それは、 ツ ア ー の期間が短か っ た こ
と です。 短期間 の ツ ア ー で、 沖縄の こ と を 学ぶ こ と が
で き る と い う の は、 す ごい こ と です。 し か し 、 ツ ア ー

の 期 間 が も う 少 し 長 ければ、 ツ ア ー で 知 り 合 っ た 友
達 と の 交流 を 深め る こ と がで き ま す し 、 沖縄の文化 を
も っ と 学ぶ こ と も で き ま す。 で も 、 ツ ア ー の 期 間 を長
く す る と い う こ と は、 非現実的な こ と か も し れ ません。

私が沖縄 に滞在 し た の は、 二週間 と い う 短い期間で
し たが、 ま た す ぐに で も 沖縄へ戻 っ て、 今度は長期間
滞在 し た い と い う 気持ち に な り ま し た。 多 く の ジ ュ ニ
ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の メ ン バー が私 と 同 じ 気持ち で い
る こ と を 願 い ま す。 沖縄で ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

の友達 と 再会で き た ら い い な と 思 い ま す。
私はカ ナ ダ に 戻 っ てす ぐに、 沖縄が恋 し く な り ま し

た。 実際の と こ ろ 、 沖縄 を離れた く は あ り ませんで し
た。 将来、 日 本 に 一 年 間 ほ ど滞在 で き る 奨学金 を 得
る こ と がで き ればい い な と 思 っ て い ま す。 私は、 ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加 し て い る 間 に、 J E T 
（ ジ ェ ッ ト ） プ ロ グ ラ ム の こ と を 知 り ま し た。 こ の プ
ロ グ ラ ム は、 大学卒業後 に 日 本で英語 を 教 え る と い う
プ ロ グ ラ ム ですが、 私 に こ の プ ロ グ ラ ム が適 し て い る
か ど う か調べ る つ も り です。

沖縄 を 離れて も う 二週間がた っ た な ん て信 じ ら れ ま
せん。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参加す る 機会 を与
え て く だ さ っ て、 ど う も あ り が と う ござ い ま し た。

Junior Study Tour 2007 

I was so excited when I found out that I was going to be part 
of the Tour. I didn't actually think I was going to get into the 

Tour at first so I couldn't believe it when I was told that I was 

going. I didn't really know what to expect from the Tour at 

first, so I wasn't sure how it was going to be. I found out very 

soon that I really liked being in Okinawa, and I loved the 

actual Junior Study Tour. It was a great experience for me. I 

also had a great time during the home-stay periods. Everyone 

was very hospitable to me. 

I learned many things about Okinawa during my time on the 

Tour and also I was able to make many friends. It was very 

interesting for me to learn so much about where my ancestors 
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came from. This Tour is very educational, and also very fun. 

I really enjoyed seeing Okinawa and learning about it at the 

same time. I don 't think it would have been the same if we 

had just gone to the sites, and not known anything about 

them. 

I want to keep in touch with the other students very much. 

In fast I have been sending emails to them since I got back 

from Okinawa. To stay in touch I plan on sending more 

emails to the other students. Also there are various websites 

that we can use to keep in touch. When I was in Okinawa I 

was sad because I cannot speak Japanese. I have wanted to 

learn Japanese for many years now and after this tour I want 
to learn the language even more . Through these emails I am 

able to communicate with the other students much better, so 

we can actually have conversations that we were never able 

to have during the tour. I hope that we can stay friends for 

a very long time and hopefully see each other again in the 

future. 
This Tour is a once in a lifetime opportunity and I hope that 

it continues for many years. I believe that everyone who is of 

Okinawan descent should learn more about their history. This 

Tour is a great way to make that possible. It is also a great 

way to meet new people, and make new friends. I think that 

everyone who can possibly be a part of this tour should be 

able to experience what I was fortunate enough to experience. 

There is only one thing that I found wrong with the Tour. I 

thought it wasn't long enough. It was amazing what we were 

able to do in one short week but it would have been it would 

have been nice to stay longer and get to know the other 

students better, and learn more about Okinawan culture . I 
realize that it is probably unrealistic to hope for a longer tour, 

but after those two weeks in Okinawa it has made me want 
to go back very soon and for much longer. I hope that many 

other people share these feelings with me and I hope that I 
will be able to see the other students from the tour when I go 
back. 

After I got back I realized that I wanted to go back to 

Okinawa very much. In fact I never wanted to leave. I hope 

that I am able to apply and get the scholarship which allows 
me to go to Japan to study for one year. While on the tour I 

found out about the JET program so I will learn more about 

that and see if it would be a good thing for me to try and get 

into. I still can't believe that I have been home for two weeks. 

Thank you very much for this Tour. 
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フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

私の沖縄への初めての旅
( 2  0 0 7 年 ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー）

1 日 目 歓迎パ ー テ ィ ー

私 が那覇 空港 に 着 い た 時、 屋宜 さ ん が迎 え て く だ
さ っ て、 参加者の 為 の歓迎式典が行われ る カンポ レク
センター ヘ 同 伴 し て 下 さ い ま し た。 そ こ で幾人かの参
加者 に会い、 お 互 い 知 ら な い なが ら も 記念 に 写真 を 2
枚撮り 、 そ の後昼食 を 摂 る た め 、 タニ ュ ー ホテルヘ行
き ま し た。 県庁へ戻り 、 多和 田 さ んか ら ツアー の間の
規則や ど の よ う に ふ る ま わ な ければな ら な いかの 説明
を 受 け、 1 週間 のスケジュ ールが告げ ら れ ま し た。 そ
し て、 全参加者が 自 己紹介 を し 、 スケジュ ールを読み
返 し ま し た。

2 日 目 浜辺 を 歩 く
沖縄の 気候は、 フ ィ リピンの気候 と と て も よ く 似て

い ます。 2 日 目 は 「美 ら 海水族館」 （海洋博記念公園）
へ行 き ま し た。 そ こ で私は海の 全て の 生 き 物、 鯨、 鮫、
エビ、 魚、 ひ と で な ど を 見 る 体験 を し ま し た。 「美 ら
海水族館」 は、 世界で の 最 も 大 き い 水族館 の 1 つで、
海の 近 く に あり ま し た。 と て も 面 白 いイルカショー も
見 ま し た。 ま た、 私 た ち はエメラル ド ビーチヘ も 行 き
ま し た。

3 日 目 比地大滝へ行 く
私た ち の次 の予定は、 ジャングルを 歩 く こ と で し た。

そ の 日 、 何人のツアー ガイ ド が い た のか実 の と こ ろ 、
私 は全 く 覚 え て い ま せ ん が、 私 た ち が行 く 場所 に は、
沢山 の蚊、 クモ、 そ の他の 虫が い る の で、 安全の た め、
虫除け剤 を 持参 し な ければな ら な い と 説 明 し て い ま し
た。 森 を 歩 く こ と は、 困難でエキ サイティングな こ と
で、 川 に架かっ た小さ な橋 の 上から の 眺 め の何 と 素晴
ら しかっ た こ と 、 そ し て都会の 空気 と は と て も 違 っ て
新鮮で し た。

4 日 目 首里城
沖縄が琉球王国 と 呼ばれて い た歴史 を 学び ま し た。

私た ち は王が住んでお ら れた所や、 さ ま ざ ま な指導者
達が描かれて い る 絵 も 見 ま し た。 次 に 琉球舞踊や空手

の実演が行われ る 「那覇てんぶすホ ール」 へ行 き ま し
た。 も ち ろ ん、 私は空手の実演 の 方 を選びま し た。 そ
れから 、 彼 ら は私 た ち に 三線 の 弾 き 方 を 教 え て く れ ま
し た。 私 に と っ て三線 を 弾 く の は初め てですが、 と て
も 面 白 く 、 落ち 着 い た気持ち に なり ま し た。 それか ら 、
私 た ち は沖縄の 民族舞踊、 確か 「唄舞 い」 と い う 名 前
の舞台 を 見 ま し た。

5 日 目 平和祈念資料館
今 日 は平和祈念資料館 を訪れ ま し た。 第二次世界大

戦で戦 っ た沖縄の あ る 兵士 の お 話 を 聞 き ま し た。 彼の
実人生 を学びま し た。 彼 の 若 き 日 に何が本 当 に 起 こ っ
た のか、 それは と て も 恐 ろ し く 、 悲 し く そ し て興味深
い お話で し た。 次 に 私 た ち はマチグ ヮ ー マーケ ッ トを
ぶ ら ぶ ら 歩 き ま し た。 私 た ち の ガイ ド さ んは、 そ こ で
売 ら れて い る 色 々 な違 う 種類の沖縄の産物 につい て説
明 し て く れ ま し た。 150から 200 ド ルも す る 高価な伊勢
エビも あり ま し た が、 それは と て も お い し い だろ う と
思 い ま し た。

6 日 目 歴史 と 社会勉強
私 た ち は三線、 エイサー 、 琉球舞踊な ど の伝統芸能

を 学ぶた め の選択権 を 与え ら れ ま し た。 私 はエイサー

踊り を選び練習 し ま し た。 それから 私た ち はホ ー ムス
テイをす る た め、 ホ ー ムステイ 先 の 家へ送 ら れ、 私は
再び屋宜 さ ん宅へ行 き ま し た。 屋宜 さ ん宅は と て も 立
派で心地よ いお宅で し た。 こ の機会をお借り し て屋宜
さ ん の お も て な し の心 とツアー の間 中、 辛抱強 く 私 の
面倒 を 見て下 さ っ た こ と に感謝 申 し 上げ ま す。 寝 る 前
にギター の練習 を い く らかし ま し た。 何故かと い い ま
す と 、 翌 日 、 皆 の 前で舞台で演奏 し な ければな ら な く
て、 決 し て上手ではあり ませんが、 私 自 身 の 思 い 出 の
た め に も 、 何 らかの 芸 を お見せ し な ければな ら なかっ
た の です。

7 日 目 さ よ な ら パ ー テ ィ ー

私 た ち のスタデ ィ ー ツアー 最 後 の 日 は、 他 の 参加
者 た ち と 共 に 静かな 日 で、 スタディー ツアー が延長
さ れた ら い い な ぁ と 私 た ち は願 い ま し た。 今 日 が最後
の 日 だ と い う こ と でエキ サイト し たり 悲 し んだり で し
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た。 参加者やそ の家族、 ツ ア ー の ス タ ッ フ の方々 と 一

緒 に 余興の シ ョ ー を見 ま し た。 そ し て、 私た ち ツ ア ー

参加者 に は修了証書が授与 さ れ ま し た。 さ よ な ら パ ー

テ ィ ー の後、 記念写真 を 撮 り 始め、 さ よ な ら を 言い交

ゎ し 、 直立 し て泣 き ま し た。 参加者 の 誰 に と っ て も 、

と て も 思 い 出 に 残 る 瞬間で あ っ た か ら だ と 思 い ま す。

私は近い将来皆が再び会 え る こ と を願 っ て い ま す。 そ

し て こ の機会 を 与 え て下 さ っ たすべて の 皆様 に感謝申

し 上げ ま す。

My First Trip to Okinawa (Junior Study tour 2007) 

Day 1 - Welco血ng Party 

As I arrived at Naha Kuko Mr. Yagi san accompanied me 

to Kampo Recreation Center, a welcome ceremony for 

all participants was held, I was able to meet some of them 

though we did not know each other we took a couple of 

pictures as remembrance, and after that we went to Tanyuu 

Hotel to grab some lunch. Back to Okinawa Prefectural 

Building Mr. Tawata explained the rules and regulation on 

how to behave during the whole tour and told us the schedule 

for the week.  Al l  part ic ipant was asked to introduced 

ourselves. And went over the schedule. 

Day 2 - Beach Walk 

The  c l imate  here in  Ok inawa i s  very s imi lar  to the 

Philippines . On my 2nd day we went to the ChuraUmi 

Suizokukan ( O c ean Expo  P ark Aquar ium) , where  I 

experienced to see everything from whales and sharks to 

lobsters, fish and starfish. One of the world's largest aquariwn 

which is located near the ocean. We watched the dolphin 

performance show a very interesting show. We also went to 

the beach, the Emerald Beach. 

Day 3 - Trekking in the Great Hiji Falls 

A hike though the Jungle was next in our schedule. I don' 
t really quite remember well how many tour guides we have 

but they explained that we have to use bugs repellent because 

there are so many mosquito, spiders and other bugs there for 

our own safety. Its one hard exciting walk in the forest, what 
a beautiful view at the top of a river in a mini bridge, and the 
air is very different from the city. 

Day 4 - Shuri-jo Castle 

We learned the history of Okinawa which is originally called 

Ryukyu Kingdom. We saw where the king lived, posters of 
different leaders. Next we went to Naha Tenbusu Hall where 

Ryukyuan Dance and Karate exhibition was held. Of course 

I chose the Karate .  And then they taught us how to play 
Sanshin its my first time to play Sanshin and I find it very 

interesting and cool. And then we watched the performance 

of cultural danced of Okinawa I think its called Utamai. 

Day 5 - Peace Memorial Museum 

Today we visited the Peace Memorial Museum. We heard 

a story of an Okinawan soldier who fought during WW . 

His true to life study, what really happen in his younger age. 

It was very scaiy and sad but an interesting one. Next we 

stroll in Machugua market and our tour guide explained the 

different kinds of Okinawan products being sold there. There 

are big lobsters that cost about 1 50 ? 200 dollars which is 

very expensive but I bet it tastes very delicious. 

Day 6 - History and Social Study 

The next day we were given the option to learn an art, 

sanshin, eisa or ryukyu buyo. We did practice eisa dance. We 

were sent again with our homestay, so I went to Mr. Yagi 's 

place again. The place is very nice and comfortable, I would 

like to take this opportunity to thank Mr. Yagi san for his 

hospitality and patience in taking care of my stay during the 

program. Before I went to bed I took my guitar and did some 

practice because tomorrow I have to perform on the stage in 

恥nt of everyone, though not good enough I have to do some 

entertainment for me to be remembered. 

Day 7 - Sayonara Party 

Our last day together with the other participants ,  a very 

quiet day, we wish we could extend it. Both excited and sad 

knowing this was our last day. We watched performances 

together with all the participants, their families and the staff 

and we were given certificate of completion and after the 

farewell party we started taking pictures with everyone for 

souvenirs, and said our goodbyes at the very end we end up 

crying because I think it is a very memorable moment for 

each and everyone of us. I wish we could all see each other 

again in the very near future thank you very much for this 

opportunity to with all of you. 
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ドイ ツ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ー ス タ デイ ツ ア ー

私は2007年 7 月 16 日 にドイツから 沖縄へ旅立ち ま し
た。 初め て 一人で 日 本 に 行 く 旅で し た。 （航空会社 の
助 け も 借 り ま し た けれ ど）

初め は 全然大丈夫だっ た け ど 一人 に な っ た時は少 し
緊張 し ま し た。 飛行機の 中 で も よ く 眠れ ま せ ん で し た。
飛行時間 は、 思 っ た よ り も 長 く 独 り で退屈 し て し ま い
ま し た。 だけ ど 飛行機から の 景色は と て も よ い 眺 め で
し た。 沖縄の 綺麗な青 い 海が見れ ま し た。 私は 7 月 の
17 日 にドイツから 沖縄へつき ホ ッ と し ま し た。 最初に
飛行機か ら 下 り た時の第一印象は、 暑 い 。 それ に 空港
に 着 い た と き 一人だけ来 る と 思 っ て た の に、 思 っ た よ
り 人が多かっ た の でビッ クリし ま し た。

ジュ ニアースタデイツアー は 7 月 の 23 日 から 始 ま り
ま し た。 私 は 9 時 に県庁 に 集 ま ら な ければい け ま せ ん
で し た。 そ の 日 の 朝 は渋滞で全然進 み ま せ ん で し た。
早め に 出た の で遅れ ませんで し た が、 そ の と き にドイ
ツと は交通 の や り 方が違 う 事 に きず き ま し た。

私は大き な県庁 の 建物 を見た と きドイツでは私が今
ま で見た こ と の な い 建物で し たから 驚 き ま し た。 県庁
で最初に会話 を し た人は 国内参加者で し た。 敬語で話
しかけ ら れた と き に はびっ く り し ま し た。 日 本では敬
語 と い う 言葉 の 部類が有 る こ と は知 っ て い た けれ ど今
ま で使 う こ と がなかっ た の で ど う 接 し て よ い のか分か
ら な い の で少 し 困 り ま し た し 緊張 も し ま し た。 少 し会
話 を し た あ と に は時間が来た の で荷物 を バスに運びな
が ら ず っ と 暑 い と 思 っ て ま し た。 そ の後県庁 の 建物 に
戻 り スピーチが行われ 国 々 の紹介 も あ り ま し た。 そ の
あ と に ホテルに 行 き そ こ ではウェルカム パーテイ ー が
用 意 さ れて い ま し た。 そ こ では参加者 と い ろ んなお話
し た の で楽 しかっ た です。

二 日 目 に は海の 自 然学習で海洋博記念公園 に行き ま
し た。 二 日 目 はホテルも 変 え ま し た。 私は海で の 海水
浴が一番気 に 入 り ま し た。 なぜな ら ドイツでは海が近
く に な いか ら です。 二 日 目 の 晩 に は初め てエイ サー の
踊 り を 練習 し ま し た。

三 日 目 に は ま た 自 然学習 を し ま し た。 で も 今回は山
の 中 で し た。 そ の と き に 滝 ま で山登 り し ま し た。 初め
て の山登 り で し た。 思 っ て い た よ り 大変で し た。 晩御

し← ）ヽ ＾ 

飯 に はバー ベキ ュ ー を し ま し た。 みんなで一緒 に 作 っ
た の が 楽 しかっ た です。 夜 はキ ャンプフ ァ イ アーつ
き の交流プログラム があ り ま し た、 皆で面 白 い遊び と
か音楽 に あ わせて踊 っ た り し て仲良 く なれ た の が嬉 し
かっ たです。

四 日 目 がツアー の 中 で一番楽 しかっ た です。 首里城
に行っ て き て建物 を見て綺麗だ と 思 い ま し た。 お昼は
沖縄の文化 を学びま し た。 そ こ で は三線な ど を 習 い ま
し た。 で も 家 に は三味線がな い の で続 け る こ と がで き
な く て残念です。

五 日 目 は沖縄戦争 の こ と を 習 い ま し た。 そ こ では平
和祈念資料館 を 見回 っ た り それ に 関す る ビデオを 見 ま
し た。 歴史は少 し 難 し く て よ く 分から な い と こ も あ り
ま し た け ど、 ドイツの こ と も 記 さ れて い た の で興味深
かっ たです。 違 う 部屋では戦争 を 経験 し た人から お 話
を 聞 き ま し た。 そ の 日 の 昼は沖縄の 国際道 り を散策 し
ま し た。 あ る お店で豚の顔 を みつけ ま し た。 食べ物 と
し て 売 ら れて い た の ですが美味 し そ う に は見え ま せ ん
で し た。

夜は枕投げを し ま し た。 何回か枕投げは し て ま し た
け ど今夜は最後の 一緒の 夜 と い う こ と でずっ と 起 き て
い よ う と お も っ て ま し た。

私 は 早 く 寝 て し ま っ た の が残念で し た。 で も お 話
し た り カードゲー ム を し た り し て と て も 楽 しかっ た で
す。

六 日 目 はホテルで歴史 と 社会に 関する ワ ー クショッ
プをや り ま し た。 そ の 日 も い ろ い ろ と 勉強 に な り ま し
た け ど参加者 と 話 し た り メールやアドレスを 交換 し た
の が印象的で し た。 全部終わ っ て帰 っ た 時はツアー 中
は時間が も っ た い な く て寝れなかっ た 分 も 祖父 の 家で
思 い っ き り 寝 ま し た。

七 日 目 最後の 日 は学習成果発表会で し た。 こ の 日 は
一番緊張 し ま し た。 リハーサルはお 昼か ら だっ た の で
すが早 め の 朝 に行き ま し た。 私は踊 り と 後か ら アメリ
カチー ム と 歌 う 歌 を 練習 し ま し た。 何 も 間違 え な い よ
う に必死で し た。 発表会は最高で し た。 それに 皆がや っ
た踊 り や芸は素睛ら しかっ た です。 た だお別れは と て
も 悲 しかっ た です。
短 い 七 日 間で楽 し い思 い 出が い っ ぱい 出来た し 今 ま で
の 夏で一番の思 い 出 に な る ＜ ら い よかっ た です。 私は
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ま た沖縄 に き た い と 思 い ま す。 それ に今回知 り 合 っ た

人 の住んで る 国 に も 行 っ て みた い と 思 い ま し た。 ま た

ジ ュ ニ ア ス タ デイ ー ツ ア ー 2007で 出 会 っ た 人 と ま た

会 っ て み た い です。

今後 は メ ー ル や 手紙で コ ン タ ク ト を つ づ け た い で
す。 そ れ に 私 は J S T を こ れ か ら も 自 分 の 故郷 を 知

ら な い わ か い 世代 の た め に も つ づけ る 事 を お 勧 め し ま

す。 故郷以外 に も 習 え る 事 も 沢 山有 り ま す。 た と えば

違 う 国 の 言葉。 あ と い ろ ん な 人 に 出 会 え て い い 経験だ

と 思 い ま す。

Junior Study Tour 

Ich bin am 1 6 .07 .07 von Deutschland aus nach Okinawa 

geflogen. 

Das war die erste Reise alleine nach Japan. 

(Aber mit der Hilfe von einer Flugfirma) 

Am Anfang war alles in Ordnung, aber als ich alleine war 

w田de ich leicht nervos. 

Und im Flugzeug konnte ich auch gar nicht schlafen. 

Der  F lug hat sehr lange gedauert und es war a l le ine  

langweilig als ich mir es  vorgestellt hatte. 

Aber die sicht aus dem Flugzeug war sehr schon. 

Man konnte die schonen blauen Meere von Okinawa sehen. 

Es war der 1 7 . 07 .07  als ich von Deutschland in Okinawa 

ankam und war erleichtert. 

Der erste Eindruck, als ich aus dem Flugzeug war, zu warm. 

AuBerdem war ich auch ⑯errascht als ich die vielen Leute 

am Flughafen sah, denn ich dachte es kommt nur einer und 

deswegen 
war das sehr unerwartet. .  

Die Junior Study Tour begann am 23.07.07. 

Ich musste um 9 .00 Uhr am Verwaltungsgebaude der Pra 

fektur sein. 

An diesem Morgen batten wir Stau und deswegen nicht 
voran. 

Zum Gluck waren wir friih losgefahren und batten uns nicht 
verspatet. 

Da babe ich gemerkt, dass der Verkehr anders aufgebaut ist 

als in Deutschland. 
I c h  w a r  a u c h  s e h r  b e g e i s t e r t v o m  g r o B e n  P r a  

fekturverwaltungsgebaude. 
Die erste Person mit der ich am Verwaltungsgebaude der Pra 

fektur sprach war eine Mitgliederin aus Japan. 

lch hatte mich erschrocken, weil  s ie  mich mit dem Ho 

flichkeitsausdruck ansprach. 

lch wusste dass es in Japan eine Hofliche Redeform gab, aber 
ich wusste nicht, wie es richtig angewendet wird und war 
deswegen ein bisschen verwirrt und beunruhigt. 

Nach dem wir uns kurz unterhielten mussten wir unsere 

Sachen zum Bus bringen dabei fand ich das Wetter heiB. 

Und im Veiwaltungsgebaude der Prafektur gab es auch noch 

eine Rede und dort wurden auch die Lander vorgestellt. 

Danach fuhren wir zun1 Hotel wo auch eine Einladungsparty 

vorbereitet wurde dortkonnte ich mit den anderen teilnehmer 

unterhalten und es hat mir sehr gefallen. 

Am zweiten Tag hatten wir das Naturwissen - Meer am 

Kaiyouhakukinenkouen (GroBes Weltmeererinnerungspark). 

Am 邸eiten Tag hatten wir auch einen Hotel gewechselt. 

Mir gefiel das Seebad am Meer sehr gut, weil ich kaum in 

Deutschland am Meer schwimmen kann. 

Und ab diesen Abend haben wir zum ersten Mal den Eissa 

Tanz gelibt 

Am dritten Tag hatten wir noch ma! Naturwissen,  aber 

diesmal in den 

Bergen. 

Wir sind zu einem Wasserfall gegangen. 

lch hatte zum ersten Mal einen Berg bestiegen. 

Es war anstrengender als ich dachte. 

Zum Abendessen haben wir  Gegri l l t  und es hat SpaB 

gemacht, weil 

wir etwas zusammen gemacht hatten. 

Und abends hatten wir ein Programm mit einem Lagerfeuer. 

Wir haben lustige Spiele gespielt und zu Liedem getanzt. 

Ich hab mich gefreut, wir uns dadurch besser kennen lemen 

konnten. 

Der vierte Tag hat mir am meisten gefallen. 

Da sind wir zum Shuri -Schloss gegangen und ich fand das 

Gebaude wunderschon. 

Nachmittags haben wir etwas liber die Kultur von Okinawa 

gelemt. 

Dabei haben wir Sanshin und andere Dinge gelemt. 

Aber !eider habe ich keinen Schamisen zuhause und kann 

deswegen keinen Sanshin weiter lemen. 

Am flinften Tag haben wir liber den krieg in Okinawa 

Gelemt. 

Ich wusste dass es in Japan eine Hofliche Redeform gab, aber 

ich wusste nicht, wie es richtig angewendet wird und war 

deswegen ein bisschen ve畑irrt und beunruhigt. 

Nach dem wir uns kurz unterhielten mussten wir unsere 

Sachen zum Bus bringen dabei fand ich das Wetter heiB. 

Und im Veiwaltungsgebaude der Prafektur gab es auch noch 

eine Rede und dort wurden auch die L血der vorgestellt. 

Danach fuhren wir zum Hotel wo auch eine Einladungsparty 

vorbereitet wurde dortkonnte ich mit den anderen teilnehmer 

unterhalten und es hat mir sehr gefallen. 

Am zweiten Tag hatten wir das Naturwissen - Meer am 

Kaiyouhakukinenkouen (GroBes Weltmeererinnerungspark) . 

Am 碑eiten Tag hatten wir auch einen Hotel gewechselt. 
Mir gefiel das Seebad am Meer sehr gut, weil ich kaum in 
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Deutschland am Meer schwinunen kann. 

Und ab diesen Abend haben wir zum ersten Mal den Eissa 

Tanz geilbt 

Am dritten Tag hatten wir noch ma! Naturwissen, aber 

diesmal in den 

Bergen. 

Wir sind zu einem Wasserfall gegangen. 

lch hatte zum ersten Mal einen Berg bestiegen. 

Es war anstrengender als ich dachte. 

Zum Abendessen haben wir Gegri l l t  und es hat Spa/3 

gemacht, weil 

wir etwas zusammen gemacht hatten. 

Und abends hatten wir ein Programm mit einem Lagerfeuer. 

Wir haben lustige Spiele gespielt und zu Liedem getanzt. 

Ich hab mich gefreut, wir uns dadurch besser kennen lemen 

konnten. 

Der vierte Tag hat mir am meisten gefallen. 

Da sind wir zum Shuri -Schloss gegangen und ich fand das 

Gebaude wunderschon. 

Nachmittags haben wir etwas ilber die Kultur von Okinawa 

gelemt. 

Dabei haben wir Sanshin und andere Dinge gelemt. 

Aber !eider habe ich keinen Schamisen zuhause und kann 

deswegen keinen Sanshin weiter lemen. 

Am filnften Tag haben wir ilber den krieg in Okinawa 

Gelemt. 

Wir hatten uns im Friedenwilnschenden Informationshaus 

umgesehen und uns einen Film dazu angeschaut. 

Die Geschichten waren etwas schwer zu verstehen, aber ich 

fand es 

interessant ,dass es dort auch lnformationen ilber Deutschland 

gab. 

In einem anderen Raum hatten wir uns auch eine Rede von 

einem Mann angehort, der den Krieg selbst erlebt hat. 

Und am diesen Nachmittag sind wir durch den intemationalen 

Weg von Okinawa gelaufen. 

In einem Geschaft hatte ich das Gesicht eines Schweins 

gefunden. 

Es sah nicht so lecker aus, obwohl es als Nahrung verkauft 

W山•de.

An dieser Nacht hatten wir eine Kissenschlacht gemacht. 

Wi r  ha t t en  s c h o n  mehr  M a l  e i n e  K i s s e n s c h l a c h t  

g e s p i e l t ,  a b e r  d i e s e s  m a !  w o l l t e n  w i r  M a d c h e n  

d i e  g a n z e  N a c h t  auf  b l e i b e n ,  w e i l  d a s  d i e  l e tz t e  

N a c h t  w a r ,  d i e  w i r  z u s a m m e n  il b e r n a c h t e t e n .  

Also hatten wir zusammen geredet und Kartenspiele gespielt. 

Es hat r ichtig Spa/3 gemacht ,  aber !e ider  habe ich e s  

nicht geschafft d i e  ganze Nacht auf zu  bleiben und bin 

eingeschlafen. 

Am sechsten Tag blieben wir im Hotel und haben einen 

Workshop tiber Geschichte und Soziologie bearbeitet. 

Am diesen Tag habe ich was ge lernt ,  aber mehr mit 

anderen Mitgliedem gesprochen und E-mails und Adressen 

ausgetauscht. 

Als alles vorbei war und ich nachhause fuhr habe ich bei 

meinen GroBeltem ausgeschlafen. 

Wahrend der Tour hatte ich namlich kein einziges ma! 

Ausgeschlafen. 

Am siebten und am letzten Tag war die Vorfiihrung. 

An diesem Tag war ich am meisten Aufgeregt. 

Die Generalprobe ting erst nachmittags an, aber ich war 

schon morgens da. 

Ich hatte den Tanz geiibt und spater auch das Lied, das ich 

mit der Amerikanischen Gruppe vorfiihrte. 

Ich hatte mich bem曲t nichts falsch zu machen. 

Die Vorstellung war super, vor allem fand ich die Tanze und 

die Speziellen Kunst ausgezeichnet. 

Nur die Verabschiedung fiel mir schwer. 

Es war zwar nur eine kurze Woche, aber mit vielen schonen 

Andenken und das ist der beste Sommer den ich j e  erlebt 

habe. 

Ich wi.irde auch geme noch mal nach Okinawa fliegen und in 

den Lander von Leuten die ich bei der Tour kennen gelemt 

habe. 

Es ware auch schon, wenn ich die Mitglieder von der Junior 

Study Tour 2007 noch einmal treffen konnte. 

In Z血nft werde ich mich mit E-mails und Briefen weiter in 

Kontakt bleiben. 

Und ich wi.irde vorschlagen die JST weiter zufiihren, denn 

es ist sehr anspruchsvoll fur Jugendliche die nichts iiber ihre 

Heimat wissen. 

Man kann auch Dinge erlemen auBer iiber die Heimat zum 

Beispiel die Sprache von anderen L恥dem und noch anderes 

mehr. 

AuBerdem ist  es eine gute Erfahrung um verschiedene 

Menschen kennen zu lemen. 
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。□＼面吋- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 沖 縄 を 知 る 、 地 域 に 学 ぶ

真和志 中 学校 3 年 「 私 は ど れ く ら い 沖 縄 に つ い て 知 っ て い る ん だ ろ
う 。 」 こ れ は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 研 修 の

中 で 、 私 が 何 度 も 考 え た 事 で す 。
ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー と は 、 海 外 に 出 た 県 系 人 の 中 高 生 と 県 内 か ら 参 加 す る 中 高 生 が 交 流 し 、

共 に 沖 縄 や 他 の 国 、 海 外 へ 移 民 し た 沖 縄 人 （ ウ チ ナ ー ン チ ュ ） に つ い て 学ぼ う と い う プ ロ ジ ェ ク ト で
す 。

そ の プ ロ ジ ェ ク ト に 参 加 し た 時 、 私 は 初 め て 三 味 線 を 教 わ り ま し た 。 最 初 は 、 「 ま あ 、 な ん と か な
る よ ね 。 」 と 軽 く 考 え て い ま し た が 、 指 の 動 き が 難 し く 、 速 い ス ピ ー ド で 弦 を 押 さ え な く て は な ら な
い の で 、 苦 戦 し て し ま い ま し た 。 周 り の 人 を 見 れ ば 、 皆 上 手 に 弾 い て い て 、 海 外 参 加 者 の 中 に も と て
も 上 手 に 弾 く 人 が い ま し た 。 私 は び っ く り し 、 「 沖 縄 人 な の に 三 味 線 も 舞 踊 も で き な い し 、 沖 縄 に つ
い て も 深 く し ら な い な ぁ 。 」 と は っ と さ せ ら れ ま し た 。 結 局 、 こ の 時 習 っ た 「 安 里 屋 ユ ン タ 」 は 前 奏
部 分 ま で し か 弾 く こ と が で き ま せ ん で し た 。 こ の よ う に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は 良 く も 悪 く も
私 に と っ て 多 く の 刺 激 を 与 え て く れ ま し た 。

例 え ば 、 ツ ア ー 初 日 の 「 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 」 や 「 さ よ な ら パ ー テ ィ ー 」 で そ れ ぞ れ の 特 技 を 披
露 す る 場 が あ り ま し た 。 そ の 時 、 海 外 参 加 者 が 、 各 国 の 伝 統 的 な 歌 や 踊 り 、 沖 縄 の 三 味 線 や 空 手 を 発
表 し て い ま し た 。 み ん な 堂 々 と し て 自 分 を も っ て や っ て い る よ う で し た 。 そ の 時 、 「 な ん で み ん な あ
ん な に 上 手 な ん だ ろ う 。 」 と 疑 問 に 思 っ た 私 は 、 海 外 参 加 者 の 1 人 に 尋 ね て み ま し た 。

「 ね ぇ ね え 、 ど う し て そ ん な に 三 味 線 が 上 手 な の ？ そ れ に 住 ん で い る 国 の ダ ン ス も 素 晴 ら し か っ た 。
お け い こ で も し て い る の ？ 」

「 そ う よ 。 県 人 会 で 習 っ て い る の 。 平 日 は 学 校 の 後 に 、 地 域 の 活 動 を し た り 三 味 線 や 琉 球 舞 踊 の 練
習 も あ る の 。 毎 日 く た く た よ 。 」

彼 ら が 言 う に は 、 部 活 な ど は な く 、 地 域 で 沖 縄 の 唄 や 踊 り を 習 っ た り 、 県 人 会 の 行 事 に 向 け て の 練
習 を 毎 日 し て い る と い う の で す 。 私 達 は 、 部 活 動 は あ り ま す が 地 域 の 活 動 は あ ま り 盛 ん で は あ り ま せ
ん 。 「 大 変 そ う 。 」 と 思 う 反 面 、 と て も う ら や ま し く 感 じ ま し た 。 彼 ら は 遠 く に 住 も う と も 、 沖 縄 の
心 や 文 化 を 引 き 継 い だ 「 沖 縄 人 」 で あ っ た か ら で す 。

伝 統 芸 能 を 学 ぶ 事 だ け が 、 沖 縄 を 知 る 上 で 大 切 と い う 事 で は あ り ま せ ん が 、 「 沖 縄 の 良 い 所 を ア ピ ー

ル す る 時 に 私 は 何 が で き る ん だ ろ う か 。 」 と 思 い ま し た 。
こ の よ う に 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て 、 自 分 の 中 に あ っ た 「 沖 縄 人 で あ る と い う 意 識 」

が よ り 大 き く な り ま し た 。
今 ま で 私 が 持 っ て い た 東 京 や 外 国 な ど の 外 の 世 界 に 対 す る あ こ が れ や 「 沖 縄 か ら 出 た い 。 」 と い う

考 え よ り 、 今 住 ん で い る 沖 縄 を 色 々 な 方 向 か ら 見 て い き た い 、 学 び た い と い う 考 え に 変 わ り つ つ あ り
ま す 。 私 の 他 に も そ う 感 じ て い る 人 は い る と 思 い ま す 。 そ ん な 人 の 為 に 地 域 や 公 民 館 の 活 動 で 、 沖 縄
に つ い て 学 ぶ 機 会 が あ れ ば 、 若 い 人 達 も 気 軽 に 三 味 線 や 民 謡 に 触 れ る 事 が で き る し 、 お 年 寄 と 若 者 達
が 一 緒 に な っ て 勉 強 で き れ ば 、 違 う 世 代 同 士 の 交 流 に も な り ま す 。 そ れ に は も ち ろ ん 、 私 達 の 「 知 り
た い 、 や っ て み た い 。 」 と い う 意 欲 も 大 切 で す 。

私 は 、 今 は 無 理 で も 必 ず 三 線 を 弾 け る よ う に な ろ う と 思 い ま す 。 そ し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

の メ ン バ ー や こ れ か ら 出 会 う 人 達 に 、 沖 縄 の 良 さ を 伝 え て い き た い で す 。
そ の た め に は 、 三 線 だ け で な く 歴 史 や こ れ か ら の 沖 縄 県 の 課 題 や 問 題 に も 耳 を 傾 け て 、 考 え て い く

事 が 「 沖 縄 を 知 る 、 地 域 に 学 ぶ 」 こ と に 繋 が る と 思 い ま す 。
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金城 華奈子
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k」\NAKO KINJYO 

潮平 中 学校 2 年

J S T の 感 想 と 交 流 の 継 続

私 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ ディー ツ ア ー に 参 加 し て た ＜
さ ん の 事 を 学 び ま し た 。

ま ず 、 沖縄 の 歴 史 に つ い て で す 。 13 年 間 沖縄 に 住 ん で い る の に 、 全 然 知 識 が あ り ま せ ん で し た 。
壺 屋 の ポ ン プ の 井 戸 や 金 城 町 の 石 畳 な ど 、 こ ん な 古 く か ら あ る も の が 沖縄 に あ る こ と を 知 り ま せ ん で
し た 。

そ れか ら 、 戦 争 に つ い て で す 。 私 は 糸 満 に 住 ん で い る の で 、 学 校 の 平 和 学 習 な ど で 平 和 祈 念 公 園 に
行 っ た こ と が あ り ま す 。 で も 、 今 回 の よ う に 実 際 に 戦 争 を 体 験 し た 人 の 話 を 聞 い た 事 が あ り ま せ ん で
し た 。 や っ ぱ り 、 体 験 し た 人 の 話 は 本 で 読 む よ り も リ ア ルで や っ ぱ り 恐 ろ し い も の だ な と 感 じ ま し た 。
今 の 時 代 に 生 ま れ て き た の は 幸 せ な ん だ な と 思 い ま し た 。 こ れか ら も こ の 気 持 ち を 忘 れ ず に い き た い
で す 。

学 習 面 で は 、 沖縄 の 魅 力 や 外国 の 歴 史 も た く さ ん 学 び ま し た 。 で も 、 も っ と 学 ん だ こ と が あ り ま す 。
そ れ は 友 達 の 大切 さ で す 。 い ま ま で は 、 別 に 友 情 と か気 に し て ま せ ん で し た 。 で も 、 ツ ア ー に 参 加 し
て 、 い つ で も 頼 れ る 友 達 が い て 、 い つ で も 一 緒 に 笑 い あ え る 友 達 が い て 、 頼 ら れ る 喜 び も 24 時 間 一

緒 に い る こ と で 知 る こ と が で き ま し た 。 国 際 交 流 を す る こ と で 、 友 達 の 輪 が ひ ろ が り ま し た 。 お 別 れ
の 時 は 仲 よ く な っ た 分つ ら か っ た で す 。

だか ら 、 こ れか ら も そ の 友 情 が 消 え な い よ う に 、 メー ル し あ っ た り 、 国 際 電 話 し た り 、 文 通 し た り
し た い で す 。 今 は 、 機 械 が 発 達 し て る か ら コ ン ピ ュ ー タ ー が 使 え る か ら 、 J S T の ブログ や 掲 示 板 を
つ く れ ば い つ で も す ぐ 、 話 が で き る か ら い い な と 思 い ま す 。

私 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ ディー ツ ア ー に 参 加 で き て 、 と て も う れ し く 思 い ま す 。 き っ と 、 み ん な も 同 じ
気 持 ち だ と 思 い ま す 。 だか ら 、 ず っ と ず っ と ツ ア ー は 永 遠 に 続 い て く れ れ ば い い で す 。 来 年 も ス タ ッ
フ と し て ツ ア ー に 参 加 で き た ら う れ し い で す 。 他 の 人 々 に も 、 自 分 た ち が 体 験 し た 喜 怒 哀 楽 な 1 週 間
を 体 験 し て ほ し い で す 。
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RENA MIYAGI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て

美里 中 学校 2 年 私 は 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 、 い
ろ い ろ な 事 を 学 び ま し た 。 い ろ ん な 国 の ウ チ ナ ー ン

チ ュ と の 交 流 で 、 沖 縄 の 歴 史 を 学 べ た し 、 友 達 も い っ ぱ い で き ま し た 。
1 日 目 、 県 庁 に 海 外 参 加 生 を 迎 え に 行 き ま し た 。 最 初 は 、 ド キ ド キ だ っ た け ど 、 み ん な 優 し く て 話

し や す い 人 ば っ か り で 、 す ぐ 仲 良 く な り ま し た 。 歓 迎 セ レ モ ニ ー が 終 わ り 、 か ん ぽ レ ク セ ン タ ー で 自
己 紹 介 や 、 部 屋 割 り を し ま し た 。 そ の 後 、 ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で 大 は し ゃ ぎ ！ ！ と て も 楽 し か っ た
で す 。 夜 は み ん な で 枕 投 げ や お 話 な ど で 、 深 夜 の 2 時 ま で 起 き て い ま し た 。

2 日 目 、 眠 い 目 を こ す り な が ら 、 海 洋 博 記 念 公 園 へ 行 き 、 イ ル カ シ ョ ー や 美 ら 海 水 族 館 を 見 学 し ま
し た 。 そ の 後 、 エ メ ラ ル ド ビ ー チ に 行 き い っ ぱ い 遊 び ま し た 。 海 に 入 っ た り 、 ビ ー チ ボ ー ル し た り 、
友 達 を 砂 に う め た り し て 、 と て も 楽 し か っ た で す 。 帰 る こ ろ に は 、 み ん な 仲 良 く な っ て い て 、 そ の 日
は ホ テ ル タ ニ ュ ー に 泊 ま っ た の で す が 、 そ の 日 も 、 夜 遅 く ま で 起 き て い ま し た 。

3 日 目 、 比 地 大 滝 へ 行 き ま し た 。 比 地 大 滝 を 見 る に は 、 山 を 登 っ た り 、 川 を 渡 っ た り し な け れ ば
な ら な く て 、 で も 海 外 か ら 来 た 男 の 子 が 、 手 を か し て く れ た り し て 、 日 本 の 男 子 と は 違 う な っ て 思
い ま し た 。 滝 が 近 く な っ て く る と 、 岩 に こ け が つ い て い て 、 歩 き に く く な り ま し た 。 で も 、 滝 に つ い
た ら 疲 れ な ん か ふ っ と ん で 、 同 じ 学 年 の 子 と い っ し ょ に 、 水 遊 び し て い ま し た 。 昼 ご は ん も 滝 の 近 く
で 水 に 足 を つ け な が ら 弁 当 を 食 べ ま し た 。 す る と 、 自 分 た ち が 落 と し た ご 飯 粒 に 、 ち っ ち ゃ な 魚 が 集
ま っ て き て 、 取 り 合 い っ こ し て い ま し た 。 そ し た ら 最 後 の 一 粒 は な ん と ！ ！ か に が 持 っ て 行 っ た の で
す ！ ！ み ん な が 「 か に が も っ て い き よ っ た あ 」 つ て は し ゃ い で い ま し た 。 帰 り は 洋 服 が ぬ れ て い て 重
か っ た で す 。 ホ テ ル に 帰 っ て 、 お 風 呂 に 入 っ て 、 夕 ご は ん は み ん な で バ ー ベ キ ュ ー し ま し た 。 そ の 後 、
キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を し て 、 グ ル ー プ 対 抗 で ゲ ー ム を し 、 夜 中 み ん な で ま た 枕 投 げ を し て 遊 び 、 知 ら
な い 間 に 寝 て い て 、 気 づ く と 朝 に な っ て い ま し た 。

4 日 目 、 首 里 城 に 行 き ま し た 。 そ の 時 、 地 図 に あ っ た ス タ ン プ 集 め に 夢 中 で 、 怒 ら れ た り し ま し た 。
し か し 、 写 真 で し か み た こ と の な か っ た 首 里 城 を 見 て 、 と て も 感 動 し ま し た 。 そ の 後 、 て ん ぶ す 館 に
行 き 、 伝 統 芸 能 を な ら い ま し た 。 私 は 、 空 手 を 選 択 し ま し た 。 空 手 で は 「 元 気 ！ ！ 」 を 連 呼 し て い ま し た 。
三 線 で は 、 「 安 里 屋 ユ ン タ 」 を 習 っ た の で す が 、 あ ん ま り 上 達 し ま せ ん で し た 。 三 線 が 終 わ っ た 後 、 「 唄
舞 ～ い 」 を 見 学 し て 、 か ん ぽ レ ク セ ン タ ー に 戻 り 、 エ イ サ ー 講 習 を し て 、 そ の 日 は 疲 れ て い た の で す
ぐ寝 ま し た 。

5 日 目 、 平 和 学 習 で 平 和 祈 念 資 料 館 に 行 き ま し た 。 そ こ で は 、 平 和 に つ い て 考 え さ せ ら れ ま し た 。
そ の 後 、 マ チ グ ヮ ー 散 策 で 那 覇 の い ろ い ろ な と こ を 歩 き ま し た 。 平 和 通 り や 壺 屋 地 区 、 歴 史 の 深 い と
こ ろ 、 い ろ い ろ で し た 。 そ の 日 は 最 後 の 夜 だ っ た の で 、 み ん な で 寝 よ う ！ と な り 、 男 子 混 合 、 枕 投 げ
を し ま し た 。 そ の 日 は 、 夜 中 の 5 時 ま で 起 き て い て 、 次 の 日 、 み ん な 目 の 下 に く ま が で き て い ま し た 。

6 日 目 、 前 原 信 一 さ ん に よ る 講 習 会 が あ り 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ も あ り ま し た が 、 半 分 寝 て い ま し た 。
そ の 後 、 久 し ぶ り に お う ち に 帰 っ て 、 妹 や お 母 さ ん に い っ ぱ い 話 し て 8 時 に は 寝 て い ま し た 。

7 日 目 、 最 後 の 日 、 さ よ な ら パ ー テ ィ ー が あ り ま し た 。 み ん な で 、 練 習 し て き た み る ＜ む な り を 踊
り 、 歌 を 歌 い 、 み ん な 泣 き な が ら 「 ま た 会 お う ね ！ ！ 」 っ て バ イ バ イ し ま し た 。

こ ん な か ん じ で 、 ツ ア ー は 終 了 し た の で す が 、 ま だ 物 足 り な い か ん じ で 、 ま た こ の メ ン バ ー に 再 会
し た い ！ ！ っ て 思 い ま す 。 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー は と て も 楽 し か っ た し 、 と て も 良 い 体 験 が で き
た な っ て 思 い ま し た 。
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与那原 中 学校 2 年 私 は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 で き
て よ か っ た で す 。

最 初 は 、 受 か る と 思 っ て い な く て 、 受 か っ た と 聞 い た 時 は 、 う れ し さ 半 分 、 不 安 半 分 の ふ く ざ つ な
気 持 ち で し た 。 で も 、 1 日 目 か ら み ん な 仲 良 く な っ て い て 、 そ し て 楽 し い プ ロ グ ラ ム な ど で 、 1 週 間
が 楽 し み に な り ま し た 。 全 部 の プ ロ グ ラ ム で 、 国 内 参 加 者 ・ 海 外 参 加 者 と 仲 良 く な り 、 交 流 が で き て
と っ て も 楽 し く 、 1 日 1 日 が 忘 れ ら れ な い 思 い 出 で す 。 夜 な ど は 、 み ん な で お し ゃ べ り し た り 、 と っ
て も 楽 し か っ た で す 。

私 は 、 こ の ツ ア ー に 参 加 す る ま で は 、 外 国 の こ と に あ ま り 興 味 が あ り ま せ ん で し た 。 で も 、 ジ ュ ニ
ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 募 集 を 見 て 、 こ の ツ ア ー に 参 加 し て 、 た く さ ん の 人 と 交 流 し て 、 み ん な の 国 を
少 し ず つ 知 っ て い っ て 、 今 で は 外 国 に と て も 興 味 が あ り ま す 。 ど ん な 食 べ 物 が あ っ て 、 ど ん な 生 活 を
し て る の だ ろ う と か 、 気 に な る 事 が た く さ ん 増 え て い き ま し た 。 今 ま で の 私 で は 考 え ら れ な い な と 思
い ま す 。 だ か ら 今 で は 、 も っ と 英 語 し か し ゃ べ れ な い 人 達 と 、 た く さ ん 交 流 し て お け ば よ か っ た な と
こ う か い し て い ま す 。 逆 に 、 日 本 語 が 上 手 な 人 と た く さ ん 話 を し て 、 と っ て も 楽 し か っ た し 、 た く さ
ん 仲 良 く な れ て 良 か っ た と も 思 っ て い ま す 。 お 別 れ の 日 も 、 あ ん な に 悲 し く な る と は 思 っ て い ま せ ん
で し た 。

今 後 の 交 流 の 継 続 に つ い て は 、 メ ー ル を し た り 、 手 紙 を お く っ た り し た い と 思 い ま す 。 で も 、 返 事
が こ な か っ た ら 悲 し い ん で す よ ね 。 あ と 、 み ん な が 作 っ て る ホ ー ム ペ ー ジ に い っ て 、 書 き 込 み な ど し
た い と 思 い ま す 。

も し 私 が 外 国 に 行 く き か い が あ れ ば 、 そ こ の 国 に い る み ん な に 連 絡 し て 遊 び た い な と 思 い ま す 。 逆
に 、 ま た み ん な が 沖 縄 に 来 た ら 、 同 じ よ う に 連 絡 し て ほ し い で す 。 そ し て 、 遊 び た い し 、 小 さ く て 、
あ ん ま り 案 内 す る 場 所 が な い 、 私 の 住 ん で る 与 那 原 を 案 内 し た い で す 。

4 年 後 の ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 で は 、 ほ と ん ど の 人 が 来 る と 思 う の で 、 と っ て も 楽 し み で す 。 私 の 夢
で す が 、 そ の こ ろ に は 、 車 の 免 許 を と っ て 、 今 よ り 成 長 し た み ん な と ド ラ イ ブ し た い で す 。 あ と 、 み
ん な で ホ テ ル に で も 泊 ま っ て 、 ま く ら 投 げ と か や り た い で す 。

こ の ツ ア ー に 参 加 で き て 本 当 に 幸 せ で す 。
こ れ か ら も ず ー っ と 続 け て ほ し い で す 。 来 年 は 、 ボ ラ ン テ ィ ア と し て 参 加 出 来 た ら い い な と 思 い ま

す 。
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MIYAKO TAMAKI 
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那覇西高等学校 2 年 「 私 は 純 粋 な う ち な 一 ん ち ゅ で す 。 」
こ れ は 私 が ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 応 墓 作 文 で 書 い た

文 で す 。 し か し 、 ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 、 自 分 は 何 も 、 沖 縄 の こ と を 知 ら な か っ た ん だ な ぁ と
思 い ま し た 。

前 日 に 開 か れ た 、 県 内 参 加 者 事 前 説 明 会 に 、 ド キ ド キ し な が ら 行 き ま し た 。 海 外 か ら 訪 れ る 参 加 者
は 、 私 た ち よ り も 緊 張 し て い る ん だ 、 と 思 う の と 同 時 に 、 快 く 迎 え 、 積 極 的 に 話 し か け た ほ う が い い
ん だ な ぁ と 思 い ま し た 。

翌 日 、 大 き な 荷 物 を 持 っ て 、 県 庁 に 到 培 す る と 、 前 日 友 達 に な っ た 友 恵 さ ん と お し ゃ べ り を し て
い ま し た 。 す る と 次 々 に 日 本 人 の ハ ー フ っ ぽ い 人 や 、 外 人 も や っ て 来 ま し た 。 友 恵 さ ん と 私 は さ っ そ
く 、 「 お は よ う 。 名 前 は 何 で す か ？ 」 と 尋 ね ま し た 。 す る と 、 「 お は よ う 。 ボ リ ビ ア か ら 来 た 美 咲 で す 。
み き と 呼 ん で 下 さ い 。 」 と 笑 顔 で 答 え て く れ ま し た 。 み ん な 、 思 っ て い た よ り 日 本 語 が 上 手 で し た 。

県 庁 を 出 発 し て 、 ホ テ ル で 昼 食 を 食 べ ま し た 。 海 外 か ら の 参 加 者 は 上 手 に お 箸 を 持 っ て い ま し た 。
「 家 で 、 日 本 や 沖 縄 の 料 理 は 食 べ る の ？ 」 と 聞 く と 、 ド イ ツ か ら 来 た 紀 乃 さ ん は 、 「 父 が 寿 司 屋 さ ん
だ か ら 食 べ る よ 。 」 と 言 っ た り 、 ア メ リ カ か ら 来 た 麗 矢 さ ん は 、 「 母 が ウ チ ナ ー ン チ ュ だ か ら 沖 縄 料
理 も 作 っ て く れ る よ 。 」 と 言 っ て い ま し た 。

初 日 は 、 5 泊 7 日 も 楽 し め る か な ぁ ～ と 思 っ た け ど 、 み ん な フ レ ン ド リ ー で ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 主
催 の 交 流 プ ロ グ ラ ム は 大 成 功 で し た 。

一 番 楽 し か っ た の は 2 日 目 で し た 。 そ し て 、 印 象 に 残 っ て い る の は 3 日 目 で す 。 比 地 大 滝 の 滝 や し
ぶ き が ダ イ ナ ミ ッ ク で 、 つ か れ て い た け ど 、 空 気 も い い し 、 癒 さ れ ま し た 。 ま た 、 川 で 食 べ た お 弁 当
は と て も お い し か っ た で す 。 頑 張 っ た の は エ イ サ ー で す 。 県 人 会 で エ イ サ ー を し て い る 人 も い て 、 み
ん な 上 手 で し た 。 6 日 目 の 移 民 に つ い て の 講 話 は 、 と て も 分 か り や す く て 、 興 味 深 い も の で し た 。 偏
見 、 差 別 な ど 、 苦 し い 時 代 を 生 き ぬ い て き た 方 々 の 功 績 を 決 し て 忘 れ て は い け な い と 思 い ま し た 。 さ
よ な ら パ ー テ ィ ー で は 歌 を う た っ た り 、 エ イ サ ー を 披 露 し た り 、 と て も 楽 し か っ た で す 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 、 た く さ ん の 事 を 学 び ま し た 。
ス タ ッ フ の み な さ ん 、 ボ ラ ン テ ィ ア の み な さ ん 、 あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ か ら の 生 活 、 そ し

て 将 来 に 役 立 て ま す 。
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上 間 瑞樹
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
MIZUKI UEMA 世 界 中 の 友 達

開 邦 高 等学校 2 年 I� 「 J u n i o r S t u d y  T o u r の 申 し 込
み 締 め 切 っ て い い よ ね ？ 」

そ の 先 生 の 一 言 が 参 加 の き っ か け で し た 。 J S T の 存 在 す ら 知 ら な か っ た 私 は 、 先 生 の 口 か ら 出
た “

世 界 中 の ウチナ ー ンチ ュ と 交 流 す る … ”
と い う 言 葉 に 、 「 参 加 し た い ！ 」 と 強 く 思 い す ぐ に 申 し

込 み し ま し た 。 第 4 回 世 界 の ウチナ ー ンチ ュ 大会 の フ ィ ナ ー レ に 参 加 し た 私 は 、 私 た ち の ダ ンス や 舞
台 を 見 て 泣 い て 感 動 し て 下 さ っ た 方 々 に 心 を う た れ 、 「 ま た 必 ず 世 界 中 の ウチナ ー ンチ ュ と 交 流 し た
い 。 」 と い う 思 い を ず っ と 持 ち 続 け て い ま し た 。 そ ん な 時 J S T の 存 在 を 知 っ た 私 は 申 し 込 み を 迷 う
な ん て こ と は な く 、 届 い た 結 果 に も 大喜 び で し た 。

J S  T で 実 際 に 各 国 の ウチナ ー ン チ ュ と 接 す る こ と が で き 、 多 く の 事 を 経 験 し 、 学 び 、 感 じ る こ と
が で き ま し た 。 ま ず 英 語 を 話 す こ と の で き な い 私 は 、 日 本 語 を 上手 に 話 す ウチナ ー ンチ ュ に 驚 き 、 母
国 語 よ り 日 本 語 の 方 が 上手 な ウチナ ー ンチ ュ に 驚 き 、 色 々 な 言 葉 の 飛 びか っ て い る こ の ツアー が 毎 日
楽 し く て 仕 方 あ り ま せ ん で し た 。 そ れか ら 、 生 ま れ た 時か ら ず っ と こ の 沖縄 で 育 っ た 私 も 初め て 訪 れ
る 自 然 と 触 れ合 う こ と が で き ま し た 。 こ の ツア ー が 無 け れ ば 一 生 触 れ る こ と が な か っ た で し ょ う 。 沖
縄 に は い く つ も の ス テ キ な 自 然 が あ る こ と を 実 感 し 、 そ こ で 生 活 し て い る 生 き 物 に つ い て も 学 ぶ こ と
が で き ま し た 。 そ し て 何 よ り も 心 に 残 っ た モ ノ 、 そ れ は 私 の ず っ と 抱 い て い た 「 世 界 の ウチナ ー ンチ ュ
に 会 い た い 」 と い う 願 い が 叶 っ た こ と で す 。 正 直 、 言 葉 も 通 じ な い か も し れ な い と い う 不 安 は と て も
あ り ま し た が 、 早 く 仲 良 く な り た く て 、 自 分か ら 声 を かけ る よ う に 努 力 し ま し た 。 そ の 結 果 、 た だ 仲
良 く な る だ け で は な く 、 相 手 の 国 の 事 も 学 ぶ こ と が で き ま し た 。 一 番 衝 撃 だ っ た の は ドイツ に は ゴ キ
ブリが い な い と い う こ と で し た 。 そ し て 一 番 感 じ た こ と は 、 歌 や ダ ンス に 国 境 は な い と い う こ と で す 。
こ れ は ウチナ ー ンチ ュ 大会で も 感 じ た こ と な の で す が 、 今 回 そ れ を ま た 実 感 し ま し た 。 初 日 、 会 っ て
間 も な い 私 た ち の 間 に は 、 ど こ か ぎ こ ち な い 雰 囲 気 が 漂 っ て い ま し た が 、 み ん な で ダ ンス を し た 時か
ら 距 離 が 縮 ま っ て い っ た よ う な 気 が し ま す 。 バ ス の 中 で も 、 キ ャ ンプフ ァ イヤ ー の 時 も み ん な 歌 や ダ
ンス が 盛 り 上が る き っ かけ だ っ た よ う に 感 じ ま し た 。

沢 山 の 仲間 に 出 会 い 、 一 緒 に 笑 っ て 、 過 ご し て 、 感 動 し て 、 言 葉 は 通 じ な く と も 、 心 で 通 じ 合 え る
友 情 が 生 ま れ ま し た 。 今 ま で 知 ら な か っ た 沖縄 の 素 睛 ら し さ も 学 び ま し た 。 こ れか ら は こ の 沖縄 の 素
敵 な 所 を 世 界 中 の 人 へ 伝 え ら れ る よ う な 人 を 目 指 し て 頑 張 り た い と 思 い ま し た 。

J S  T を 通 し て 出会 え た 世 界 一 素 敵 な 世 界 中 の 友 達 の 心 は ま ぎ れ も な く ウチナ ー ンチ ュ で し た 。 そ
の 友 達 と こ れか ら も 連 絡 を 取 り な が ら 、 こ れ ま で の 思 い 出 を 大切 に 、 新 し い 思 い 出 を 作 っ て い き た い
と 思 い ま す 。

J S  T の 素 敵 な 友 達 、 関 係 者 の み な さ ん 、 お 金 で 買 え な い 価 値 の あ る 経 験 、 思 い 出 を 本 当 に あ り が
と う ご ざ い ま し た 。

T h a n k  y o u ! 
G r a c i a s ! 
O b r i g a d o ! 
に ヘ ー で 一 び る ！
こ れか ら も 、 も っ と 多 く の 人 が こ の ツア ー を 経 験 す る こ と が で き ま す よ う に … 。
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与那覇 智都
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
CHISATO YONAHA 国 境 を 越 え た ウ チ ナ ー ン チ ュ の 心

開 邦 高等学校 2 年 私 は 今 回 、 J S  T 7 期 生 と し て こ の ツアー に 参 加
さ せ て 頂 き ま し た 。 こ の ツアー に は 今 ま で 私 が 本 当

に し た か っ た 事 が 全 て 組 ま れ て い て 、 沖縄県 に 本 当 に 感 謝 し て い ま す 。 私 は 沖縄 に 住 ん で い な が ら も 、
地 元 の 事 す ら 説 明 で き ま せ ん 。 こ ん な ん で 、 内 地 や 世 界 へ 行 っ た 時 に 本 当 の 異 文 化 交 流 が で き る の か
心 配 で し た 。 今 回 は 、 沖縄 に つ い て も 詳 し く 知 れ た し 、 世 界 中 に 友 達 の 輪 も 広げ ら れ ま し た 。

初 日 は 、 県系 人 と の 初対 面 で し た 。 皆 ぎ こ ち な く て 、 先 輩 達 の よ う に な れ る か戸 惑 い ま し た 。 夜 は
私 は ミ ケー ラ と 2 人 部屋 で 、 英 語 の み で の会話 で し た 。 日 本 語 を 教 え た り も し ま し た 。 ま た アメ リ カ
の 子 3 人 と 私 で 、 恋 話 と か し ま し た 。 流 行 の 話 や テ レビ、 音 楽 な ど の 情 報 交 換 も し ま し た 。 見 た 目 は
大人 っ ぽ い け ど 、 中 身 は 同 じ 高 校 生 だ っ た の で 何か う れ し か っ た で す 。

2 日 目 は 一 番 楽 し み だ っ た 美 ら 海 で し た 。 オキ ち ゃ ん ショ ー で は 手 を 挙 げ る 気 満 々 だ っ た の で す
が 、 何 も 聞 かれ ずショ ッ ク を 受 け た の を 覚 え て い ま す 。 名 護 の ホ テ ルは 絶 景 で し た 。 夜 は県 系 人 の そ
れ ぞ れ の 国 に つ い て 知 れ 、 良 か っ た で す 。

3 日 目 は 比地大滝 へ 行 き ま し た 。 正 直 、 一 番 嫌 な プ ロ グ ラム だ と 思 っ て い ま し た 。 が し か し 、 こ の
ツアー を 終 え て み る と 、 一 番 楽 し か っ た で す 。 こ の 時か ら 、 よ う や く 全 員 が う ち と け た と 思 い ま す 。
夜 は サ ルサ を 習 い と て も 情 熱 的 で し た 。

こ の ツアー で 、 私 が 一 番 考 え さ せ ら れ た の は 、 5 日 目 の 平 和 学 習 で し た 。 私 は 中 学 校 の 頃か ら 、 外
国 の 人 は 戦 争 に つ い て ど う 考 え て い る の か非 常 に 興 味 が あ り ま し た 。 祈 念 公 園 で は 、 沖縄 の 私 た ち ょ
り も 県系 人 の 方 が 真 剣 な 姿 だ っ た と 感 じ ま し た 。 ま た 、 そ の 後 に は 皆 で 沖縄 戦 や 平 和 に つ い て 意 見 交
換 も で き 、 と て も 実 り あ る も の に な り ま し た 。

最 終 日 の ワ ー クショ ッ プ で は 、 皆 の 夢 に つ い て 聞 く こ と が で き 、 大変 良 か っ た で す 。 国 境 を 越 え た
同 じ ウチナ ー ンチ ュ の 交 流 、 今 の 私 に と て も 大 き な 変 化 を も た ら し て く れ ま し た 。 地 元 に つ い て も 、
知 る だ け で な く 、 考 え な け れ ば な ら な い 事 も あ る こ と を 改 め て 分かり ま し た 。 本 当 は 、 学 ん だ 事 、 ツ
アー 中 の 出 来 事 を 全 て 書 き 残 し た い の で す が 、 う ま く 言 葉 に 出 て き ま せ ん 。 今 回 、 こ の J S T に 参 加
さ せ て 下 さ っ た 県 の 方 々 、 ま た サ ポ ー ト し て く れ た 方 々 に 心か ら 感 謝 し ま す 。 将 来 は 、 沖縄県そ し て
世 界 平 和 に 貢 献 で き る よ う な 人 に な り ま す 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

ま た 、 来 年 は ボランティア の 形 で 参 加 で き た ら な と 思 い ま す 。 J S T に 参 加 で き て 、 よ か っ た で す 。
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瑞慶 山 美咲
MISA-- -Z-UKE-YAMA 

コ ザ高等学校 3 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て

1 週 間 と い う 短 い 期 間 で し た が 、 い ろ ん な 分 野 か
ら た く さ ん の こ と を 学 ぶ こ と が 出 来 ま し た 。 学 ん で

き た 中 に は 、 私 の 知 ら な か っ た 沖 縄 を 知 る こ と が 出 来 た し 、 知 っ て い た こ と で も 違 っ た 発 見 な ど が あ
り ま し た 。 そ の 中 で 、 「 沖 縄 の 移 民 」 に つ い て の 話 は 、 初 め て 聞 い た の で 一 番 印 象 に 残 っ て い ま す 。
沖 縄 が 1 0 0 年 前 貧 し か っ た こ と 、 そ の た め に 海 外 に 出 稼 ぎ に 行 っ た こ と な ど 、 今 ま で 知 ら な か っ た の
で 、 話 が 聞 け て 良 か っ た し 、 と て も い い 勉 強 に な り ま し た 。

ま た 、 戦 争 体 験 談 の 話 も 聞 き ま し た が 、 体 験 者 か ら 聞 く の と 映 像 と で は 伝 わ り 方 が 違 っ て き ま し た 。
体 験 者 か ら の 方 が そ の 時 の 恐 怖 感 や 悲 惨 さ が 伝 わ り 悲 し く な り ま し た 。 こ の よ う な こ と が 二 度 と 起 き
な い よ う に 平 和 を 維 持 し 続 け て 、 こ の 出 来 事 を 忘 れ る こ と な く 伝 え て い け れ ば い い な と 思 い ま し た 。

学 習 以 外 の 時 間 で は 、 ほ と ん ど が お 喋 り で し た 。 各 国 々 で の 様 子 や 文 化 な ど を 聞 い た り 、 普 段 使 い
そ う な 言 葉 を 教 え て も ら っ た り し ま し た 。 話 を 聞 い て い て お も し ろ か っ た の が 、 ス ペ イ ン 語 圏 で も 国
に よ っ て 少 し 言 葉 の 意 味 の 違 い が あ っ た こ と で す 。 日 本 語 は そ う い う こ と が な い の で 少 し び っ く り し
た け ど 、 ほ ん と に 話 し て い て 楽 し か っ た で す 。 ゲ ー ム や ダ ン ス も 盛 り 上 が り ま し た 。 特 に ダ ン ス の 時
は 、 最 高 に 盛 り 上 が っ て い た と 思 い ま す 。 み ん な と 過 ご し た 時 間 は と て も 楽 し く い い 思 い 出 ば か り で
す 。
改 め て 沖 縄 の 文 化 な ど に ふ れ 、 新 し い 発 見 も で き 、 た く さ ん の 人 に 出 逢 え る こ と が 出 来 ま し た 。 そ し
て 、 こ の ツ ア ー で た く さ ん の 友 達 も で き ま し た 。 海 外 に ま で 友 達 の 輪 が ひ ろ が っ た こ と を と て も 嬉 し
く 思 っ て い ま す 。

み ん な と 離 れ る の は 寂 し か っ た け ど 、 こ れ か ら は メ ー ル で や り と り し て い き た い で す 。
最 後 に 、 こ の ツ ア ー が ス ム ー ズ に 、 そ し て 事 故 一 つ な く 、 な に よ り 楽 し く 終 え る こ と が 出 来 た の も

6 期 の 先 輩 方 、 ス タ ッ フ 、 素 睛 ら し い メ ン バ ー の お か げ で す 。 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
こ の ツ ア ー で の 思 い 出 は 一 生 忘 れ ま せ ん 。 そ し て 、 こ こ で 得 た 知 識 や 経 験 を 将 来 に 活 か し て い き た

い で す 。
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宮城 聖乃
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SYONO MIYAGI 

コ ザ高等学校 1 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て

私 に と っ て ジ ュ ニ アス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し た
7 日 間 は 夢 の よ う に あ っ と い う 間 で し た 。

初め て 海外メンバ ー に 会 っ た と き は 、 「 み ん な と 仲 良 く な れ る の かな ？ 」 つ て 思 っ た け ど 、 ツア ー

シャツ に 着 替 え る と き に 色 ん な 国 か ら 来 た 人 に 話 し か け て み る と 日 本 語 が 上 手 な子 が い た り 、 私 と 同
じ 琉 球 舞 踊 を 習 っ て い る 子 が い た り 気 の 合 う 友 達 が で き 、 初 日 泊 ま っ た かん ぽ レ クセ ン タ ー で の ウ ェ
ル カム パー ティ ー も と て も 盛 り 上が っ て 、 夜 寝 る 時 も 私 が 当 て ら れ た 部 屋 が大部 屋 だ っ た こ と も あ
り 、 海外メンバ ー と 県 内 参 加 者 の 女16人 で 枕 投 げ や カ ー ド ゲ ー ム の ウ ノ 、 怖 い 話 、 恋 の 話 で 盛 り 上
が り 4 時 頃 ま で 起 き て い ま し た 。

2 日 目 は 那覇か ら 海洋 博 記 念 公 園 ま で の 移 動 が あ り 、 バス の 中 は 意外 に も 寝 て い る 人 も あ ま り い な
く 、 海 を 見 な が ら 日 本 語 で し り と り し な が ら 海洋 博 へ 向か い 、 イルカショー 、 美 ら 海 水 族 館 と 見 回 っ
た 後 は 、 エメラルドビー チで 泳 い だ り 、 ビ ー チバ レー し た り し て 遊 び ま し た 。 そ し て そ の 日 は や ん ば
る の ホ テ ル タ ニ ュ ー に 泊 ま り ま し た 。

3 日 目 は 比地大滝 に ト レ ッ キ ング に 行 き 、 山 を 登 っ て い る 途 中 に リ ュ ウキ ュ ウアオ ヘ ビ と い う 蛇 を
見つ け た り 、 川 の 上を 渡 る 橋 の 上か ら や ん ば る の 絶 景 を 見 て と て も 感 動 し 、 今 で も そ の 絶 景 が 忘 れ ら
れ ま せ ん 。 そ し て 目 的 地 の 比地大滝 上 流 に 着 き 、 冷 た く て 気 持 ち い い 川 に 足 を 浸 し な が ら み ん な で お
弁 当 を 食 べ ま し た 。 ト レ ッ キ ング を 終 え ホ テ ル に 戻 り す ぐ お 風 呂 に 入 り 、 少 し 部 屋 で 休 憩 し た あ と 去
年 参 加 し た 6 期 生 と 一 緒 に バ ー ベ キ ュ ー を し 、 そ の 日 の 夜 は 交 流 プ ロ グ ラム ～ キ ャ ンプフ ァ イヤ ー ～

で 、 グ ルー プ 対 抗 で 腕 相 撲大会や 飴 玉 探 し 、 腹 筋 競 争 、 パンの 早 食 い な ど で 得 点 を 競 い 合 っ た の で す
が 、 私 達 グ ルー プ は 見 事 に ワ ー スト 1 位 ！ グ ルー プ の み ん な で 「 ドンマイ さ ー ！ 結 構 盛 り 上が っ て 楽
し か っ た し ！ 」 と か話 し 、 最 後 に み ん な で サルサ を 習 い な が ら 踊 り 、 火 を 囲 み な が ら ダンス を し て そ
の 日 の カリキ ュ ラム は 終 了 。 で も 、 部 屋 に 戻 っ た 後 も み ん な テ ンションが 高 く て 、 小 さ い ク ー ラー の
効かな い 部 屋 で 男 女 混 合 で 枕 投 げ を し て 、 お 風 呂 に 入 っ た の に ま た 汗 を か い た の に 、 遊 び 疲 れ て み ん
な そ の ま ん ま 寝 ち ゃ い ま し た 。

4 日 目 は 歴 史 学 習 で 首 里城 と 金 城 町 の 石 畳 に 行 き 、 沖縄 の 歴 史 を 学 び ま し た 。 そ れか ら 国 際 通 り に
行 き 、 テ ンブス館 に て 琉 球 舞 踊 や 空 手 、 三 線 を 習 い 最 後 に 琉 球 芸 能 「 唄 舞 ～ い 」 を 見 て 、 初 日 泊 ま っ
た かん ぽ レ ク セ ン タ ー に 戻 り ま し た 。 そ し て 、 こ の 日 か ら エイサ ー 講 習 が 始 ま り ま し た 。 講 師 は と 一

し 一 先 生 で 、 曲 が 「 ミ ル ク ム ナ リ」 と い う 聞 き 覚 え の あ る 曲 だ っ た の で 、 そ の 日 教 え て く れ た 踊 り を
す ぐ 覚 え ら れ ま し た 。 エイサ ー 練 習 が 終 え る と 、 海外メンバ ー の 連 絡 先 な ど を 各 部 屋 部屋 話 し な が ら
聞 き ま わ っ て 、 眠 く な る と 自 分 の 部 屋 に 戻 り す ぐ 寝 ま し た 。

5 日 目 は 平 和 祈 念 資 料 館 を 見 学 し 、 沖縄 戦 体 験者 の お 話 を 聞 い て 礎 を ま わ り 、 ひ め ゆり の 塔 の 近 く
で お 昼 を 済 ま し て 、 国 際 通 り で ま ち ぐ わ ぁ ー 散 策 を し て ホ テ ル に 戻 り 、 す ぐ エイサ ー 練 習 を し ま し た 。
終 わ る と す ぐ お 風 呂 に 入 り 、 昨 日 連 絡 先 を 聞 い た メンバ ー の 部 屋 に 遊 び に 行 く と 、 そ の 日 が お 泊 ま り
最後 の 日 だ っ た の で 「 オリエンテ ー ション し た 部 屋 で 枕 投 げ し よ う 」 と な り 、 オリエンテ ー ション し
た 部 屋 に 一 番 近か っ た 私 達 の 部 屋か ら 枕 を す べ て 持 っ て 行 き 、 朝 ま で 大騒 ぎ ！ 途 中 で 私 は そ の ま ま そ
こ で 寝 て し ま い 、 朝 、 掃 除 の お ば さ ん に 起 こ さ れ ま し た 。

6 日 目 は 朝 か ら 講 話 が あ っ た の で す が 、 聞 き な が ら 眠 っ て ま し た 。 そ の あ と も ワ ー クショ ッ プ が あ
り 、 発 表 中 立 っ た ま ま 寝 て ま し た 。 ワ ー クショ ッ プ が 終 わ る と 同 時 に 久 し ぶ り に 家 へ 帰 る と 、 一 緒 に
参 加 し て い た 妹 と ツアー 中 の 出 来 事 を お 母 さ ん に 話 し 、 気 づ い た ら 自 分 の ベ ッ トで 寝 て ま し た 。

次 の 日 さ よ な ら パー ティー で と 一 し 一 先 生か ら 習 っ た エイサ ー を 披 露 し た の で す が 、 出 だ し か ら 間
違 え て し ま い 、 み ん な に 「 出 だ し か ら 間 違 っ た し 一 ！ 」 と か話 し て い る 間 に お 別 れ の 時間 が 来 て 、 み
ん な 泣 き な が ら 「 ま た 沖縄 に 来 て 、 ま た い っ ぱ い 遊 ぼ う な ！ 」 っ て 言 っ て 空 港 に 見 送 り に も 行 き 、 涙
を こ ら え な が ら 笑 顔 で み ん な を 送 り ま し た 。

私 に と っ て J S T は と て も 短か っ た け ど 、 い ろ ん な 人 た ち に 出 会 い 、 い ろ ん な 体 験 を し 、 た く さ
ん の こ と を 学 ぶ こ と が で き た 素 晴 ら し い 1 週 間 で し た ！ こ れか ら も ぜ ひ J S T の 活 動 を 続 け て 欲 し い
し 、 世 界 の ウチナ ー ンチ ュ 大会 も 辞 め ず に 活 動 し て ほ し い と 私 だ け で な く 、 J S  T に 参 加 し た 誰 も が
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思 っ て い ま す 。
最 後 に こ の 機会 を 与 え て く れ た す べ て の み な さ ん に 感 謝 の 気 持 ち で い っ ぱ い で す 。 本 当 に あ り が と

う ご ざ い ま し た ！ あ り が と う ！ T h a n k Y o u  ! G r a c i a s  ! O b r i g a cl o  ! 

- 64 -



狩俣 友恵
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
TOMOE KARIMA TA ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

宮古高等学校 3 年 •’� 私 は ジ ュ ニ アスタディー ツアー に 参 加 す る 事 が 決
ま っ た 時 、 喜 び の 反 面 、 違 う 国 や 地 域 に 住 む 人 達 と

仲 良 く な れ る の か と て も 不 安 で し た 。 ま た 、 離 島か ら は 一 人 で の 参 加 な の で 、 私 の 生 ま れ 育 っ た 宮古
島 の こ と を う ま く 伝 え ら れ る の か、 と い う プ レ ッ シャ ー を 感 じ る 部 分 も 少 し あ り ま し た 。

そ ん な 不 安 な 思 い か ら ツア ー 初 日 は と て も 緊 張 し て い ま し た 。 し か し 、 黙 っ て い て は 皆 と 打 ち 解 け
る 事 が 出 来 な い と 思 い 、 出 来 る だ け 自 分か ら 話 し 掛 け る よ う に し ま し た 。 海外参 加 者 と は 文 化 や 言 葉
の 違 い か ら 戸 惑 う 事 が あ る の で は な い か と 心 配 し て い ま し た が 、 日 本 語 を 話 せ る 人 が 多か っ た の で 違
い は あ ま り 感 じ る 事 な く 打 ち 解 け る 事 が 出 来 ま し た 。

学 習 プ ロ グ ラム の 中 で 一 番 心 に 残 っ た 事 は 琉 球 舞 踊 の 体 験 学 習 で す 。 私 は 三 味 線 を 習 っ て い る の で
琉 舞 を 見 る 機会が 多 く 、 私 も や っ て み た い と い う 思 い を 前か ら 持 っ て い た の で 、 体 験 で き て と て も 嬉
し か っ た で す 。 実 際 に 舞 踊 を や っ て み て 、 舞 踊 の 楽 し さ と 難 し さ を 知 り 、 琉 球 舞 踊 の 奥 深 さ に さ ら に
興 味 を 持 ち ま し た 。

様 々 な プロ グ ラム を 皆 と 共 に 体 験 し て い く 中 で 沖縄 を い つ も と 違 う 目 線か ら 見 る 事 が で き 、 分かち
合 う 事 で 沖縄 の 良 さ を 再 確 認 す る 事 が で き ま し た 。 ま た 、 た く さ ん の 海外参 加 者 と 交 流 す る 事 で 世 界
的 な 視 野 が 広 が り 、 も っ と 色 ん な 国 の こ と を 知 り た い 、 訪 れ て み た い と 思 い ま し た 。 私 達 の 住 ん で い
る 国 や 地 域 は 違 う け ど 、 沖縄 と い う 場 所 を 通 し て 皆 繋 が っ て い る と い う 事 に 気 づ く 事 が で き ま し た 。
こ の 繋 が り を 大事 に し て も っ と お 互 い に 絆 を 深 め て い く こ と で 、 今 よ り も さ ら に 世 界 に 視 野 を 広げ て
い き た い と 思 い ま す 。

今 回スタディー ツアー を 通 し て 多 く の 人 と 出会 う こ と が で き ま し た 。 こ の 出会 い を こ の ま ま 思 い 出
と し て 終 わ ら せ る の で は な く 、 今 後 も 交 流 を 続 け て い き た い と 思 い ま す 。 よ り 多 く コ ミ ュ ニ ケ ー ショ
ン を と る た め に ツア ー で も 意 見 が 出 て い ま し た が 、 7 期 生 の ホ ー ム ペー ジ を 作 り 、 そ れ ぞ れ の 近 況 報
告 を 仕合 え た ら 素 敵 だ と 思 い ま し た 。 来 年 8 期 生 の ボランティア を す る 時 や 、 そ の 他 に 県 内 参 加 者 で
集 ま る 機会 な ど に ホ ー ム ペー ジ を 作 る 企 画 が 出 来 た ら い い と 思 い ま す 。

最 後 に スタディー ツアー を 通 し て 本 当 に 多 く の 経 験 を さ せ て 頂 き ま し た 。 ツア ー で 学 ん だ 事 、 そ し
て た く さ ん の 出会 い は 私 に と っ て 一 生 の 宝 物 で す 。 こ の 経 験 を 通 し て 学 ん だ事 を こ れか ら の 毎 日 に 生
か し 、 成 長 し て い き た い と 思 い ま す 。 スタ ッ フ の 皆 さ ん 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

- 65-



上原 善男
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

YOSHIO UEHARA - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

南部工業高等学校 3 年

ま す 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

貴 重 な 体 験 を さ せ て い た だ き あ り が と う ご ざ い ま
し た 。 私 は 、 J S  T で 学 ん だ こ と が 、 た く さ ん あ り

先 ず 、 海 外 に 住 む 人 達 と の 交 流 で す 。 私 に は 、 海 外 の 人 達 も 同 じ 仲 間 だ と 思 い ま し た 。 確 か に 言 葉
の 壁 は 大 き い も の で し た 。 言 葉 が 通 じ 合 わ な い 分 、 的 確 に 情 報 を 伝 え き れ な い し 、 聞 き と れ な か っ た
で す 。 し か し 、 ゼ ス チ ャ ー で カ バ ー す る こ と が で き る と き が あ り ま し た 。 な に よ り も 表 情 は 世 界 共 通
の よ う な 気 が し ま し た 。 楽 し い 顔 、 怒 っ た 顔 、 悲 し い 顔 は 、 英 語 が 分 か ら な く て も 十 分 に 感 じ る こ と
が で き ま し た 。

次 に 、 沖 縄 を 学 ぶ こ と で す 。 私 の 知 っ て い る 沖 縄 は 本 当 に 少 な い で す 。 首 里 城 な ど 、 こ の ツ ア ー を
き っ か け に 行 く こ と が で き ま し た 。 沖 縄 に 興 味 の あ っ た 私 に は 、 最 高 の プ ラ ン で し た 。 そ の 中 で も 、
歴 史 学 習 と 平 和 学 習 に つ い て は 、 大 変 興 味 深 い も の で し た 。 首 里 城 を 巡 回 し た と き は 、 ガ イ ド さ ん が 、
ウ タ キ だ と か い ろ い ろ な 門 の 意 味 な ど を 教 え て く れ ま し た 。 平 和 祈 念 資 料 館 で は 、 戦 争 体 験 者 の 生 の
声 を 聞 く こ と が で き ま し た 。 お じ い の 声 は 、 本 当 に 悲 し そ う で つ ら そ う で し た 。 私 は 聞 く だ け で も つ
ら く な り ま し た 。 戦 争 は 、 莫 大 な お 金 が 動 き 、 経 済 が 豊 か に な る 国 が あ る そ う で す が 、 そ の 代 償 は 計
り き れ な い も の だ と 今 は 感 じ ま す 。 私 は 「 戦 争 ダ メ 」 を ず っ と 心 に 残 し た い で す 。

そ し て 、 私 の 気 持 ち の 変 化 も あ り ま し た 。 私 は 英 語 が 分 か ら な い 、 人 前 に で た り す る こ と が と て も
苦 手 で す 。 し か し 、 J S  T の メ ン バ ー 皆 が 、 私 に は 積 極 的 な 人 達 に 見 え ま し た 。 私 は 班 の リ ー ダ ー を
努 め て い た の で 、 前 に 出 な き ゃ 行 け な い 場 面 が た く さ ん あ り ま し た 。 私 は 逃 げ れ な い と 思 う 気 持 ち と
J S  T 皆 の 協 力 の も と で 、 ど う に か 乗 り 越 え る こ と が で き ま し た 。 リ ー ダ ー な ど 初 め て の 体 験 ば か り
で し た の で 、 す ば ら し い 経 験 を 得 る こ と が で き ま し た 。

今 、 私 は 県 内 の メ ン バ ー と も 、 ま た 海 外 の メ ン バ ー と も 連 絡 を 取 り 合 う こ と が あ り ま す 。
こ の ツ ア ー を 通 し て 、 海 外 に 関 心 を 持 つ こ と が で き ま し た 。 ま た 、 日 本 語 だ け で は な く 、 英 語 な ど

で 話 し が で き る よ う に な り 視 野 を も っ と 広 く も ち た い と も 思 い ま す 。 今 で も 恥 ず か し が り 屋 で す が 、
前 に 比 べ た ら 、 と て も 成 長 す る こ と が で き た と 感 じ ま す 。

私 は こ れ か ら も 、 J S  T の よ う な 交 流 会 が あ っ た ら 良 い と 強 く 願 い ま す 。 学 校 だ け で は 、 と う て い
味 わ う こ と の で き な い 最 高 の 体 験 が あ り ま し た 。 ま た メ ン バ ー で 会 え る よ う な 企 画 が あ る と う れ し い
で す 。
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宮城 和哉
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

KAZUY A i\1IY AGI ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

西原高等学校 3 年 私 は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 応 募 し た
理 由 は 、 海 外 に 住 ん で い る ウ チ ナ ー ン チ ュ の 方 々 と

交 流 出 来 る の と 沖 縄 の 文 化 や 自 然 、 歴 史 の こ と に つ い て 学 べ る か ら で す 。
私 は 幼 い 頃 か ら ア メ リ カ の 音 楽 や 映 画 な ど に 触 れ る 機 会 が 多 く 、 ア メ リ カ と い う 国 と 「 英 語 」 と い

う 言 語 に 憧 れ を 持 つ よ う に な り ま し た 。 今 で は 、 ア メ リ カ だ け で は な く 、 い ろ い ろ な 国 に 行 っ て み た
い と 思 う よ う に な り 、 も っ と 視 野 を 広 げ て 世 界 を 見 て み た い と 思 う よ う に な り ま し た 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 す る こ と に な っ た 初 日 、 ア メ リ カ 、 カ ナ ダ 、 ブ ラ ジ ル 、 ア ル ゼ
ン チ ン 、 ボ リ ビ ア 、 ペ ル ー 、 フ ィ リ ピ ン 、 ド イ ツ か ら の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 方 々 が 来 て い ま し た 。 南 米
か ら 来 た 何 人 か は 日 本 語 が 流 暢 で 話 が 出 来 た の で す が 、 他 は 皆 言 葉 が 通 じ ず 、 ジ ェ ス チ ャ ー を 交 え な
が ら 片 言 の 英 語 で 会 話 を し て い ま し た 。 そ の 上 、 グ ル ー プ の 班 長 に な っ て お り 、 こ の 1 週 間 や っ て い
け る の か 不 安 と 緊 張 で い っ ぱ い で し た 。 し か し 海 外 の 子 は と て も 明 る ＜ 、 言 葉 も 通 じ な い 私 達 に 積 極
的 に 話 し 掛 け て く れ ま し た 。 交 流 プ ロ グ ラ ム や ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー の お か げ で 、 不 安 と 緊 張 も 次 第
に 無 く な り ま し た 。 そ の 夜 、 部 屋 決 め で 、 私 と ア メ リ カ の 子 と フ ィ リ ピ ン の 子 3 人 1 部 屋 に な り ま し
た 。 2 人 は 英 語 で 会 話 し 、 私 は 片 言 の 英 語 と ジ ェ ス チ ャ ー を 交 え 会 話 を し て い ま し た 。 ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て い る 女 の 子 で 誰 が 1 番 か わ い い か な ど の 話 を し て と て も 盛 り 上 が っ た 夜 に な
り ま し た 。

2 日 目 か ら 皆 で バ ス に 乗 り 、 自 然 学 習 や 歴 史 学 習 、 文 化 学 習 、 社 会 学 習 、 平 和 学 習 な ど を 学 び ま し
た 。 私 は 生 ま れ た 時 か ら 沖 縄 に 住 ん で い る の に 、 沖 縄 の こ と に つ い て 全 く 知 識 が 無 く 、 ジ ュ ニ ア ス タ
デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 知 る こ と が た く さ ん あ り ま し た 。

最 初 は 長 い と 思 っ て い た 1 週 間 が 最 終 日 に な っ て し ま い ま し た 。 最 終 日 は 、 学 習 成 果 発 表 会 と さ よ
な ら パ ー テ ィ ー を し 、 と て も 盛 り 上 が り ま し た 。 皆 で 写 真 を 撮 っ た り 、 練 習 を し て い た エ イ サ ー を 披
露 し た り 、 と て も 楽 し か っ た で す 。 で も そ の 一 方 で と て も 悲 し か っ た で す 。

こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 出 来 て 本 当 に 良 か っ た で す 。 海 外 の ウ チ ナ ー ン チ ュ の 子 達 と
友 達 に な る こ と が 出 来 、 海 外 の 文 化 や 歴 史 を 知 る こ と が 出 来 、 ま た 自 分 の 故 郷 に つ い て も 知 る こ と が
出 来 、 と て も い い 経 験 が 出 来 ま し た 。 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 、 少 し 自 分 が 大 人 に
な っ た よ う な 気 が し ま す 。

今 で も 海 外 の 子 と メ ー ル で 連 絡 を 取 り 合 っ て い ま す 。 メ ー ル だ と ジ ェ ス チ ャ ー が 出 来 な い 分 、 自 分
が 伝 え た い こ と が う ま く 表 現 で き ま せ ん が 頑 張 っ て い ま す 。 そ の お か げ で 英 語 を よ り 勉 強 し よ う と 思

＇ い 頑 張 っ て い ま す 。
こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て い ろ い ろ な こ と が 変 わ り ま し た 。 本 当 に 参 加 し て よ か っ

た で す 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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川 満 大祐
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
DAISUKE KAWAMITSU ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

西原高等学校 3 年 1 .� l 私 は 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 す る
前 に と て も 期 待 と 不 安 で い っ ぱ い で し た 。 夢 だ っ た

外 国 の 方 々 と の 交 流 が で き る と 思 う と 夜 も 寝 ら れ な い ほ ど で し た 。 一 方 、 不 安 も あ り ま し た 。 な ぜ な
ら 、 世 界 共 通 語 で あ る 英 語 が 苦 手 だ っ た か ら で す 。 し か し 、 実 際 話 を し て み る と 、 た だ 単 語 を 並 べ る
だ け の 話 を し て も 、 案 外 通 じ ま し た 。 気 持 ち が 通 じ た 時 、 何 か 他 で は 得 ら れ な い 感 動 を 得 ま し た 。 一
生 懸 命 自 分 の 伝 え た い こ と を 伝 え る と い う の は 、 と て も 大 変 で し た 。 し か し 、 通 じ た 時 に 得 る 喜 び に
か わ る も の は あ り ま せ ん 。 み ん な と 話 せ る よ う に な る ま で 4 日 ぐ ら い か か り 、 残 り 3 日 と な る と 、 み
ん な や っ と 慣 れ て き た せ い か 英 語 と 日 本 語 が ペ ラ ペ ラ に な っ て い ま し た 。 最 初 は 、 英 語 を 考 え て い た
の で す が 、 だ ん だ ん と 日 本 語 を 考 え る よ う に な り ま し た 。 自 分 で も び っ く り す る ＜ ら い 英 語 が 頭 に う
か ん で く る の で す 。

日 本 人 メ ン バ ー の 中 に い た 女 性 の 1 人 は 、 留 学 を し て い た た め 、 通 訳 が で き ま し た 。 そ の 人 か ら ジ ュ
ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー の 最 初 に 「 英 語 全 然 し ゃ べ れ な い で し よ 」 と 言 わ れ ま し た 。 し か し 、 最 終 日 近
く に な る と 、 「 相 当 英 語 う ま く な っ た ね 」 と 言 わ れ ま し た 。 自 分 で は 気 づ か な か っ た の で す が 、 そ の
言 葉 を 聞 い て 、 私 は 「 楽 し く 英 語 と 向 き 合 え ば 、 一 週 間 で も ち ょ っ と は 上 達 す る の だ」 と 改 め て 実 感
す る こ と が で き ま し た 。

そ し て 、 な に よ り 感 動 し た の は エ イ サ ー と お 別 れ パ ー テ ィ ー で し た 。 ま ず 、 プ ラ ジ ル 、 ア ル ゼ ン チ
ン 、 ア メ リ カ 、 日 本 、 ボ リ ビ ア 、 ペ ル ー と い っ た 各 国 の 人 達 が 「 沖 縄 」 と い う 1 つ の 小 さ な 島 国 の 伝
統 文 化 で あ る エ イ サ ー を 全 員 で 踊 る と い う こ と が ど ん な に 感 動 的 で ど ん な に 素 晴 ら し か っ た か 、 私 は
涙 が 出 そ う に な り ま し た 。 私 が ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 一 番 変 わ っ た こ と は 、 以 前 よ り
も 少 し だ け 大 人 に な れ た 気 が す る と こ ろ で す 。 こ の ツ ア ー に 参 加 し て い る 人 達 の 中 に は 、 考 え や 行 動 、
発 言 が 「 大 人 だ」 と 感 じ る 人 が い ま し た 。 精 神 的 に 自 立 し て い て 、 改 め て 自 分 と 向 き あ う こ と が で き
た と 思 っ て い ま す 。 最 後 に 、 こ の ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て 見 つ け た こ と は 、 人 と 人 は 言
葉 の 壁 を 乗 り 越 え 心 と 心 を ひ ら き 合 え ば 私 達 が 仲 良 く な れ た よ う に 、 各 国 が 協 力 し 世 界 が 平 和 な 毎 日
を 暮 ら せ る よ う に な る と 、 私 は 思 い ま す 。
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岸本 り い ま
· - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  

RIIMA KISHIMOTO - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - J S T の 感 想 と 今 後 の 交 流 の 継 続 に つ い て

宜野湾高等学校 2 年 J S T が 始 ま る 前 日 は 、 全 然 寝 る こ と が 出 来 な且 く 、 色 々 考 え て い ま し た 。 で も 、 考 え て も 意 味 は あ
る け れ ど 、 明 日 に な ら な い と 分 か ら な い 事 も あ っ た の で 眠 り ま し た 。 そ し て 、 当 日 に な り 緊 張 と ワ ク
ワ ク で 朝 か ら 大 変 で し た が 、 県 庁 に 着 い た ら J S T の 海 外 参 加 者 の 人 が い た の で 、 声 を か け よ う と し
た ら ア メ リ カ 出 身 の マ ケ ラ と ク リ ス テ ィ ー ナ が 先 に 声 を か け て 来 た の で 、 物 凄 く 嬉 し か っ た し 、 話 し
か け ら れ た 時 は 、 ど う 反 応 し て い い の か 分 か ら な く 動 揺 し て た け ど 、 ジ ェ ス チ ャ ー を 使 い 、 少 し 通 じ
た の で 良 か っ た で す 。 そ れ に 、 緊 張 も 解 れ 、 待 っ て い る 時 間 お し ゃ べ り を し て い ま し た 。 そ こ に ド イ
ツ の 紀 乃 や フ ィ リ ピ ン の ク リ ス チ ア ン が 来 て 共 に 話 を し て い た ら 、 マ ケ ラ が ア メ リ カ の 人 達 3 人 を 紹
介 し て く れ ま し た 。 そ の 3 人 は 、 ク ッ キ ー 、 ジ ャ ス テ ィ ン 、 マ ー ロ ウ で し た 。 そ ん な 半 時 間 も 過 ぎ 、
歓 迎 セ レ モ ニ ー や 記 念 撮 影 、 そ し て 県 知 事 表 敬 訪 問 も 行 わ れ ま し た が 、 県 知 事 が 体 調 不 良 の た め 、 副
知 事 が 代 わ り に い ま し た 。 そ こ で は 、 ま ず J S T の オ リ ジ ナ ル T シ ャ ツ に 着 替 え 、 次 が 各 国 の 国 旗 を
持 ち 1 人 1 人 の 名 前 が 呼 ば れ 、 海 外 参 加 者 の 代 表 は 、 ブ ラ ジ ル 出 身 の シ ル ビ ア で し た 。 そ れ が 無 事 に
終 わ っ た ら 、 か ん ぽ レ ク セ ン タ ー に て 開 講 式 が あ り ま し た 。 内 容 は 注 意 事 項 や 自 己 紹 介 、 グ ル ー プ 分
け 、 各 国 の 言 語 の 紹 介 を し ま し た 。 言 語 ・ 文 化 の 違 い に 触 れ 、 難 し い 事 も あ り ま し た が 、 と て も 楽 し
か っ た し 勉 強 に も な り ま し た 。

次 は 、 交 流 プ ロ グ ラ ム で 6 期 生 の 皆 さ ん が 考 え て く だ さ っ た ゲ ー ム や ダ ン ス を し て 盛 り 上 が り ま し
た 。

そ の 次 は 、 い よ い よ ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー で 、 食 事 や 各 国 の 自 慢 芸 能 や 個 人 の 特 技 を 披 露 し 、 そ の
中 で も ペ ル ー の 踊 り は 印 象 的 で し た 。 そ こ に は 、 カ メ ラ マ ン も 居 た の で 驚 き で し た 。 私 は キ ャ ス タ ー

に 声 を 掛 け ら れ 質 問 に 答 え た り 、 こ の 1 週 間 の 要 望 を 話 し 、 意 外 と 良 い 事 も 学 ん だ よ う に 思 い ま す 。
全 部 終 了 し た 後 、 部 屋 に 戻 り 、 夜 中 の 3 時 ま で 起 き て 枕 投 げ や ト ラ ン プ を し て 遊 び ま し た 。

で も ツ ア ー 2 日 目 は 北 部 の 方 に 行 か な け れ ば な ら な い の で 起 床 が 6 時 半 で き つ く 朝 食 に 遅 刻 し 怒 ら
れ る と 思 い ま し た 。 そ れ に 加 え 、 バ ス の 中 で は 爆 睡 し て い ま し た 。 1 1 時 に 海 洋 博 記 念 公 園 に 到 着 し て 、
イ ル カ シ ョ ー 見 学 を し 、 昼 食 を と り 、 美 ら 海 水 族 館 を 見 学 し て い た ら 本 当 に 海 に 浮 か ん で い る か の よ
う な 気 持 ち に な り ま し た 。 そ し て 、 隣 の エ メ ラ ル ド ビ ー チ で 海 水 浴 を し た り 、 ビ ー チ バ レ ー を し た り
し て 楽 し み ま し た 。 1 7 時 に ビ ー チ を 出 発 し 、 バ ス の 中 で 部 屋 割 り の メ ン バ ー の 発 表 を 行 い 、 1 8 時 に
ホ テ ル タ ニ ュ ー に 着 き 、 部 屋 の リ ー ダ ー と 一 緒 に 行 き 、 少 し 休 ん で 夕 食 だ っ た の で 疲 れ て あ ま り 食 べ
ま せ ん で し た 。

そ し て ツ ア ー 3 日 目 は 、 朝 か ら 比 地 大 滝 ト レ ッ キ ン グ に 行 き 、 そ こ で は 4 人 の ガ イ ド が 付 き 「 マ ー

ボ ー 、 サ イ 、 の っ ち 、 ジ ョ リ ー 」 の 皆 さ ん で し た 。 そ し て 3 つ の グ ル ー プ に 分 か れ て 滝 ま で 行 き 、 途
中 変 わ っ た 生 物 に 出 会 い 、 ま た ハ ブ に も 会 っ て 驚 き で し た 。 そ れ に 滝 に 着 い た 時 は 、 岩 か ら 流 れ て
い る 滴 が 魅 力 で し た 。 午 後 は つ り 橋 を 通 っ て 帰 っ た 時 、 さ っ き 歩 い て 来 た 所 は 別 世 界 の よ う な ダ イ
ナ ミ ッ ク で 大 自 然 の 力 は 素 晴 ら し い と 思 い ま し た 。 そ し て 、 こ こ か ら 最 初 の 場 所 に 戻 り 、 又 ホ テ ル タ
ニ ュ ー に 帰 り 、 5 時 半 に B B Q を す る の で 休 息 し て い る と 、 ボ リ ビ ア 、 ペ ル ー 、 ア ル ゼ ン チ ン の ゲ ー

ム や ス ペ イ ン 語 を 教 わ っ た り し ま し た 。 B B Q で は 3 台 も 使 い 、 作 り な が ら 盛 り 上 が っ て 腹 が 痛 か っ
た り も し た け ど 、 食 べ 物 は 旨 か っ た で す 。

B B Q が 終 わ る と 、 1 0 時 ま で キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー を し 、 そ の 中 の 対 抗 リ レ ー ゲ ー ム で は 後 ろ か ら
2 番 だ っ た の で 悔 し か っ た で す 。 で も 、 一 番 笑 っ た の は 飴 探 し で 、 口 の 周 り が 真 っ 白 で し た が 、 そ れ
に 比 ベ 一 番 凄 か っ た の は 、 腕 相 撲 で し た 。 皆 、 力 強 い な と 感 じ ま し た 。 ゲ ー ム が 終 わ り 、 キ ャ ン プ フ ァ
イ ヤ ー で は 、 唄 や ダ ン ス を し て 楽 し み ま し た 。 こ れ は 、 6 期 生 の お 陰 で す 。 そ し て 3 日 目 が 過 ぎ ま し た 。

ツ ア ー 4 日 目 は 、 名 護 か ら 首 里 城 ま で 行 き 、 門 の 前 な ど で 集 合 写 真 を 撮 り 、 い ろ ん な 所 も 回 っ た
し 、 金 城 町 の 石 畳 に も 行 っ た ら 、 そ こ は 蚊 が 沢 山 い た け ど 、 石 畳 の 中 は 涼 し か っ た で す 。 首 里 城 や 石
畳 を 案 内 し て く れ た 人 達 に お 礼 を 言 い 、 1 2 時 か ら 新 都 心 の フ ー ド コ ロ シ ア ム で 昼 食 し ま し た 。 こ こ は 、
世 界 各 国 の 料 理 を 食 べ る お 店 で 凄 く 良 か っ た で す 。 昼 食 を 済 ま せ 、 1 3 時 半 か ら テ ン ブ ス 館 で 琉 舞 や
空 手 の 体 験 に 行 き 、 私 は 琉 舞 で 、 時 間 は 少 な か っ た け ど 三 板 、 パ ー ラ ン ク ー を 使 っ た 踊 り を 習 い ま
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し た が 、 覚 え る だ け で も 大変 だ っ た け ど 、 い い 経 験 に な り ま し た 。 そ し て 15時 か ら は 三 味 線 の 講 習
会、 17 時か ら は ライブ見 学 を し 、 参 加 者 全 員 で カチャ ー シー を し て 盛 り 上が り 、 こ の ライブが 終 わ り 、
か ん ぽ レ ク セ ン タ ー に 戻 り 、 夕 食 を 先 に 食 べ 、 20 時か ら 21 時 ま で エイサ ー の 講 習 を 受 け 、 講 習 が 終
わ る と 、 風 呂 に 入 り 、 巽 と 聖 乃 で 男 子 の 部屋 に 行 き 、 住 所 を 聞 い て 、 ま ー さ ー と サン ち ゃ ん の 部屋 で
色 々 話 し 、 そ れ に マ ッ サ ー ジ も し て く れ て 本 当 に 気 持 ち 良 か っ た し 、 ツ ア ー が 早 い と 感 じ た 。

ツ ア ー 5 日 目 で は 、 平 和 祈 念 公 園 に 行 き 、 12 時 半 ま で 見 学 を し た り 、 話 を 聞 い た り し ま し た 。 見
学 で は 、 資 料 館 で 戦 争 の 出 来 事 を スライドで 見 て 、 心 が は ち 切 れ そ う で し た 。 未 だ に 戦 争 を 続 け て い
る 国 を 不 思 議 に 思 い 、 次 に 戦 争 体 験 の 話 を 聞 い た 時 、 泣 き そ う に な り 、 自 分 達 は 豊かで 幸 せ す ぎ る の
だ と 思 い ま し た 。 ま っ た く 戦 争 は 、 た だ も の じ ゃ な い 事 に 気 づか さ れ ま し た し 、 礎 に 刻 ま れ て い る 数
多 く の 名 前 を 見 て 、 正 直 嫌 に な り ま し た 。 そ し て 昼 食 で は 、 手 作 り ソ バ で 美 味 し か っ た で す 。 次 は 2
時 間 も マチ グ ァ ー 散 策 を し に 国 際 通 り に 行 き 、 壺屋 焼 き を 見 学 し た し 、 シ ェ イ ク も 飲 み 、 又 かん ぽ レ
ク セ ン タ ー に 戻 り 、 エイサ ー 講 習 で 半 分 ま で 習 い 1 日 を 終 え ま し た 。

翌 日 は ツ ア ー 6 日 目 で し た 。 9 時か ら 移 民 の 話 で 講 師 の 前 原 さ ん に 、 沖縄 の 人 が 何 故 世 界 へ 移 民 す
る と 決 め 、 出 稼 ぎ に 行 っ た の か を 聞 き 、 ワ ー クシ ョ ッ プ な ど で 沖縄移 民 の 歴 史 を 学 び 、 双 方 向 性 や 相
互 作 用 を 活か し 、 同 じ 母県 を 持つ こ と を 再 確 認 し ま し た 。 そ れ と 、 N G O 団 体 の 人 達 と 、 勉 強会な ど
を し 終 了 し て 、 16時か ら は 、 エイサ ー 講 習 で 最 後 ま で 通 せ て 本 当 に よ か っ た で す 。

そ し て 、 い よ い よ ツ ア ー 最 後 の 日 は 、 14 時 半 か ら 体 育 館 が会場 で し た 。 ま ず リ ハ ー サル を 行 い 、
本 番 で 8 カ 国 の 人 達 の 成 果 発 表 し た 時 、 と て も 日 本 語 が ペ ラ ペ ラだ っ た の で 驚 き ま し た 。 次 に 県 内 の
5 つ の グ ル ー プ リ ーダー が 発 表 し た 時 、 リ ーダ ー の 言 葉 や 文 章 に 感 動 し ま し た 。 修 了 式 で は 、 賞 状 と
三 味 線 の 楽 譜 を 貰 い ま し た 。 続 い て 乾 杯 セ レモ ニ ー で は 四つ の 言 葉 で 乾 杯 し た ら 、 次 は 、 各 国 の 民 族
踊 り な ど を 披 露 し て く れ た り 、 南 米 の 友 情 の 唄 を 歌 っ て く れ ま し た 。 最 後 は 参 加者 全 員 で エイサ ー を
披 露 し ま し た 。 そ し て 最 後 ま で 終 わ り き る と 6 期 生か ら 7 期 生 に メ ッ セ ー ジ を 頂 き 、 そ の お 返 し に 「 島
ん ち ゅ の 宝 」 を 熱 唱 し て 、 海外参 加 者か ら プ レゼント を 貰 っ た り し ま し た 。

そ れ と 、 皆か ら オ リ ジ ナル T シャ ツ に 、 メ ッ セ ー ジ を 書 い た り 、 ハ グ し た り し て 、 最 後 に 皆 で 、 今
度 は ウチナ ー ンチ ュ 大会で会お う と 約 束 し て 、 こ の ツ ア ー の 一 時 を 過 ご し 、 宇 宙 ー 最 高 の 思 い 出 に な
り ま し た 。

も し 、 言 葉 が 通 じ な く て も ジ ェ スチャ ー を し た ら 打 ち 解 け る し 、 本 当 の 自 分 を 出 せ た の で 良 か っ た
で す 。 こ の ツ ア ー に 参 加 し て 最 高 に う れ し か っ た し 、 感 動 も う ま れ た の で 本 当 に 素 晴 ら し い こ と だ と
思 い ま し た 。

今 後 の 交 流 の 継 続 と し て は 、 も う 少 し ツ ア ー の 期 間 を 長 く し て い っ て 欲 し い し 、 そ れ に 部屋 は 全 員
同 じ が い い 。 ま た 、 自 然 学 習 で は マ リ ンス ポ ー ツ を 取 り 入 れ た ら い い と 思 い ま す 。 最 後 に スタ ッ フ と
6 期 生 の 皆 さ ん 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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許 田 侑加
· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·  

YUKA KYODA 

, 
--

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

興南高等学校 3 年
畠
）
) 私 は 、 沖 縄 で 生 ま れ 育 っ た に も 関 わ ら ず 、 自 分 が

暮 ら し て い る 場 所 に つ い て ほ と ん ど 知 識 が な い 事 に
気 づ き 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し ま し た 。

ツ ア ー を 通 し て 、 沖 縄 県 人 子 弟 の 方 が 、 実 際 自 分 よ り も 彼 ら の 国 で 沖 縄 の 文 化 や 伝 統 を 守 り 続 け て
い る の を 知 り 、 少 し 恥 ず か し く 思 い ま し た 。 し か し 、 彼 ら と 一 緒 に 、 自 然 学 習 、 歴 史 学 習 、 平 和 学 習 、
社 会 学 習 を し 、 本 当 に 多 く の 事 を 体 験 し 、 学 び ま し た 。

自 然 学 習 で は 、 沖 縄 の 美 し い 海 で 泳 い だ り 、 滝 で ト レ ッ キ ン グ し 、 色 々 な 動 植 物 を 発 見 し ま し た 。
歴 史 学 習 で は 、 首 里 城 を 見 学 し 、 実 際 に 、 琉 球 舞 踊 、 三 線 を 体 験 し ま し た 。 私 は 、 踊 っ た り 、 楽 器

を 弾 い た り し た 事 で 、 楽 し さ を 覚 え 、 そ れ を 続 け て い き た い と 思 い ま し た 。
平 和 学 習 で は 、 平 和 の 礎 を 見 学 し 、 平 和 祈 念 資 料 館 で 戦 争 体 験 者 の 講 話 を 聞 き ま し た 。 そ し て 私 は 、

戦 争 の な い 世 界 で 生 ま れ 育 ち 、 そ れ が ど ん な に 幸 せ な こ と な の か 、 そ し て 、 決 し て 同 じ 過 ち を 犯 し て
は な ら な い と 思 い ま し た 。 そ の 他 に 、 前 原 信 一 さ ん か ら 、 沖 縄 の 移 民 の 話 「 世 界 中 に 広 が る ウ チ ナ ー

ン チ ュ の 心 」 を 聞 き ま し た 。 そ こ で 私 は 、 沖 縄 の 心 に つ い て 学 び 、 ワ ー ク シ ョ ッ プ を 通 じ て 、 自 分 の
ア イ デ ン テ イ テ ィ が 何 な の か を 考 え さ せ ら れ ま し た 。 私 は 、 そ の お 陰 で 自 分 の 考 え 方 や 価 値 観 が 広 が
り ま し た 。

こ の 一 週 間 を 振 り 返 っ て み る と 、 あ ま り に も 楽 し す ぎ て 、 時 間 が 経 つ の が と て も 早 く 感 じ ま し た 。
様 々 な 国 の 子 達 と 友 達 に な る こ と が 出 来 ま し た 。 初 め て 彼 ら と 出 会 っ た の は ち ょ う ど 七 日 前 な の に 、
今 で は す っ か り 仲 良 く な り 、 お 互 い を ニ ッ ク ネ ー ム で 呼 び 合 う な ど 、 こ れ こ そ 、 沖 縄 の 方 言 で 言 う 「 い
ち ゃ り ば ち ょ ー で 一 」 の 心 な ん だ な と 思 い ま し た 。 私 は 彼 ら と 過 ご し た 時 間 が 一 生 忘 れ ら れ な い 思
い 出 に な り ま し た 。 皆 と は お 互 い に 連 絡 先 を 教 え 合 っ た の で 、 私 達 の 関 係 は 住 む 場 所 が 違 っ て い て も
ず っ と 友 達 で い る 事 が 出 来 る と 思 い ま す 。 次 会 う 時 は 、 き っ と ウ チ ナ ー ン チ ュ 大 会 に な る と 思 い ま す 。
そ れ ま で に は 、 そ れ ぞ れ が 成 長 し 、 も っ と も っ と 絆 が 深 ま っ て い る と 思 い ま す 。

私 は 、 こ の ツ ア ー に 携 わ っ た ス タ ッ フ の 方 々 に と て も 感 謝 し て い ま す 。 そ し て 、 私 は こ の ツ ア ー

で 言 葉 に な ら な い 程 多 く の こ と を 学 び 、 と て も 充 実 し た 日 々 を 過 ご せ た の で 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー が こ れ か ら も ず っ と 、 こ の 様 な す ば ら し い 機 会 を 他 の 生 徒 に も 与 え て く れ た ら 良 い な と 思 い ま
す 。

私 を 、 ツ ア ー の 参 加 者 と し て 選 ん で 下 さ っ て 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。
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首里高等学校 3 年

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て

私 は 、 沖 縄 で 生 ま れ て 育 っ て 1 7 年 に な り ま す が 、
沖 縄 に つ い て 知 ら な い こ と が た く さ ん あ り ま し た 。

学 校 の 外 国 の 先 生 と 話 を し て い て も 、 沖 縄 の こ と に つ い て 聞 か れ て い る の に 答 え ら れ な い こ と が た ＜
さ ん あ り 、 す ご く 恥 ず か し い 思 い を し ま し た 。 そ れ が 私 が こ の ツ ア ー に 参 加 し た 理 由 で す 。

初 め て 県 内 参 加 者 だ け で オ リ エ ン テ ー シ ョ ン を し た 時 、 「 こ の ツ ア ー で 自 分 を 成 長 さ せ た い ！ 」 と
い う 期 待 と 「 こ れ か ら 1 週 間 大 丈 夫 か な ？ 」 と い う 不 安 で い つ ば い で し た 。 し か も 、 E グ ル ー プ の リ ー

ダ ー に 任 命 さ れ て 、 私 の 心 の 9 0 ％ は 不 安 で い っ ぱ い に な り ま し た 。 け れ ど 、 私 よ り 年 下 の 県 内 参 加
者 も い っ ぱ い い て 、 「 自 分 は 年 上 の 方 な ん だ か ら 、 し つ か り し な き ゃ な 」 と 自 分 自 身 に 言 い 聞 か せ て
い ま し た 。

そ し て い よ い よ 、 県 庁 で 初 め て 県 外 参 加 者 の 子 達 と 会 い ま し た 。 何 て 話 し か け て い い の か も わ か ら
ず 、 と り あ え ず 日 本 語 で 「 こ ん に ち は ！ 」 と 言 う と 、 ボ リ ビ ア の 美 咲 と ア ル ゼ ン チ ン の ゆ か り が 「 こ
ん に ち は ！ 」 と 返 し て く れ 、 と て も う れ し か っ た の を 覚 え て い ま す 。

県 外 参 加 者 の 中 に は 日 本 語 が 上 手 な 子 も い れ ば 、 母 国 語 し か 話 せ な い 子 も て 、 う ま く コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン が と れ る か 不 安 で し た が 、 そ ん な 気 持 ち も ツ ア ー が 進 む に つ れ 、 な く な っ て い き ま し た 。 最 初
の 3 日 間 は 、 正 直 言 っ て 「 早 く 帰 り た い な 一 」 と い う 気 持 ち が あ り ま し た 。 リ ー ダ ー だ け で 話 を し た
り す る 時 も 、 他 の 4 人 の リ ー ダ ー は し っ か り み ん な と な じ ん で い る の に 、 私 だ け 浮 い て い る よ う な 感
じ が し て 、 「 あ あ 、 自 分 っ て ダ メ な ヤ ツ だ な 」 と 本 気 で 落 ち 込 ん で い ま し た 。 け れ ど 、 他 の 参 加 者 の
子 や グ ル ー プ の 子 に 支 え て も ら い 、 「 よ っ し ゃ ！ も う こ こ ま で き た ら や る っ き ゃ な い ！ 」 と 心 を 決 め
て 、 自 分 か ら 積 極 的 に 行 動 す る よ う に し た の で す 。 す る と 、 周 り も ど ん ど ん 私 の 名 前 を 覚 え て く れ 、
話 し か け て く れ る よ う に な っ た の で す 。 寝 食 を 共 に し 、 ゲ ー ム を し た り 、 夜 中 ま で 話 を し た り 、 テ レ
ビ で サ ッ カ ー を 見 た り 、 本 当 に 楽 し く て 、 ど ん ど ん ど ん ど ん 仲 良 く な っ て い き ま し た 。

小 さ な 子 達 が 、 私 を 頼 っ て き て く れ た り 、 甘 え て き た り す る と 、 本 当 の お 姉 ち ゃ ん に な っ た 気 分 で
し た 。 こ の ツ ア ー に 参 加 し た み ん な が ま る で 1 つ の 家 族 に な っ た よ う に 感 じ ま し た 。

こ の ツ ア ー に 参 加 し て 得 た も の は 、 言 葉 で は う ま く 伝 え ら れ ま せ ん 。 た く さ ん の 人 と 出 会 い 、 沖 縄
に つ い て 知 ら な か っ た こ と を 学 び 、 平 和 や 自 然 、 沖 縄 の 未 来 に つ い て 考 え さ せ ら れ ま し た 。 最 終 日 に
沖 縄 移 民 に つ い て 学 び 、 み ん な で 将 来 の 夢 に つ い て 語 っ た こ と は 、 決 し て 忘 れ ま せ ん 。 「 国 が 違 っ て
い て も 、 私 達 は 沖 縄 と い う 地 を 通 し て 繋 が っ て い る ん だ ！ 」 と 実 感 さ せ ら れ た か ら で す 。

私 は 今 高 校 3 年 生 で 、 周 り は も う そ れ ぞ れ の 夢 に 向 け 受 験 モ ー ド に 入 っ て い ま す 。 私 自 身 、 し つ か
り 志 望 を 決 め な く て は な ら な い 時 期 に 入 り な が ら も 、 ま だ は っ き り 自 分 自 身 が 本 当 に や り た い こ と を
見 つ け ら れ ず に い ま し た 。 し か し 、 こ の ツ ア ー に 参 加 し て 、 「 み ん な の 国 に 行 っ て み た い ！ 」 と 強 く 思 っ
た の で す 。 そ し て 語 学 を 勉 強 し 、 そ れ ぞ れ の 国 の 文 化 や 歴 史 に つ い て も 知 り た い と 思 っ た の で す 。

だ か ら 私 は 大 学 へ 行 き 、 勉 強 し ま す 。 い つ か 大 人 に な っ て 、 み ん な の 国 の 言 葉 で 話 が で き る よ う に 、
そ し て 自 信 を 持 っ て い ろ ん な 国 の 人 に 沖 縄 に つ い て 教 え ら れ る よ う に な る た め に 。

最 後 に 、 こ の ツ ア ー を サ ポ ー ト し て く れ た 皆 さ ん 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。 こ れ か ら も こ
の ツ ア ー を 続 け て ほ し い と 思 う の で 、 私 も こ れ か ら 協 力 し て い き た い で す 。 本 当 に あ り が と う 。
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AIKI UZA 

浦添高等学校 1 年 4"
 

忘 れ な い こ の す ば ら し い 1 週 間

「 友 達 で き る か な ぁ 。 ち ょ っ と 心 配 だ け ど 、 お も
い き っ て 楽 し も 一 。 」 と い う 気 持 ち で 迎 え た 、 ジ ュ

ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー が 始 ま る 朝 、 私 は 早 く み ん な と 仲 良 く な っ て 遊 び た い と い う 気 持 ち が い っ ぱ い
で 、 わ く わ く し な が ら 県 庁 に 向 か っ た 事 を 今 で も 覚 え て い ま す 。 今 で は 、 思 い 出 す た ん び に あ の 頃 の
緊 張 が 甦 り 、 お 腹 が 痛 く な り ま す 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー に 参 加 し て み て 、 楽 し く な か っ た 日 や 、 笑 わ な か っ た 日 は 1 日 も あ り
ま せ ん で し た 。 た ま に 、 学 校 よ り も 楽 し く 感 じ ら れ る 日 も あ り ま し た 。 ど の 一 日 も 充 実 し て て 、 素 敵
な 経 験 ば か り で お も し ろ か っ た で す 。 広 い 水 槽 に 感 動 し た ち ゅ ら 海 水 族 館 、 海 藻 が 多 か っ た エ メ ラ ル
ド ビ ー チ 、 ヘ ビ を 2 匹 も 見 れ た 比 地 大 滝 の 山 登 り 、 か な り 笑 っ た し 、 や き そ ば を 上 手 に 作 れ た バ ー ベ
キ ュ ー 、 テ ン シ ョ ン も 高 く な り 、 皆 が 一 致 団 結 し た キ ャ ン プ フ ァ イ ヤ ー 、 ス タ ン プ 集 め に と て も 必 死
だ っ た 首 里 城 見 学 、 今 で も 忘 れ な い テ ン ブ ス で 習 っ た 琉 球 舞 踊 に 三 線 教 室 、 平 和 学 習 で 行 っ た 平 和 の
礎 、 6 期 生 の 先 輩 を 中 心 に や っ た マ チ グ ア ー 散 策 、 夜 遅 く ま で 頑 張 っ た エ イ サ ー 講 習 、 前 原 信 一 さ ん
に よ る 講 話 、 そ し て 一 番 辛 か っ た さ よ な ら パ ー テ ィ ー な ど 、 ど れ も 自 分 の た め に な っ た プ ロ グ ラ ム ば
か り で 、 ウ チ ナ ー ン チ ュ の 私 自 身 、 も っ と 沖 縄 の 事 を 知 っ た し 、 こ の ツ ア ー の お か げ で 、 英 語 だ け で
は な く 、 ド イ ツ 語 、 ポ ル ト ガ ル 語 、 ス ペ イ ン 語 、 タ ガ ロ グ 語 な ど の 語 学 を 学 ぶ 事 が で き ま し た 。 こ れ
を 機 会 に 、 私 は ス ペ イ ン 語 を 勉 強 し て み よ う と 思 い ま し た 。 ま た 、 今 ま で 習 っ て き た 英 語 を 活 用 す る
事 が で き た の で 、 少 し 自 分 に 自 信 を 持 つ 事 が で き ま し た 。

英 語 を 聞 い た り 、 書 い た り す る 事 は で き ま す が 、 ど う し て も 会 話 だ け が 苦 手 だ っ た の で 、 そ れ を 克
服 し よ う と 頑 張 り ま し た 。 意 味 が ち ゃ ん と 通 じ た か ど う か は 分 か り ま せ ん が 、 相 手 も あ る 程 度 、 理 解
し て く れ た の で と て も う れ し か っ た で す 。

ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー を 終 え て 、 ふ り 返 っ て み る と 、 私 は 一 つ 反 省 す る べ き 所 を 見 つ け ま し た 。
そ れ は 、 も っ と 海 外 グ ル ー プ の 人 た ち と 交 流 を 深 め て お け ば お か っ た な と 言 う 事 で す 。 私 は 、 移 動 を
し た り す る 時 ず っ と ウ チ ナ ー ン チ ュ の メ ン バ ー に つ い て い ま し た 。 そ れ に よ り 、 海 外 グ ル ー プ の 人 と
あ ま り 関 わ ら な か っ た と 後 悔 し て い ま す 。 し か し 、 何 人 か と は 仲 良 く な っ た の で 、 そ の 友 情 を 大 切 に
し た い で す 。

さ よ な ら パ ー テ ィ ー で は 、 色 々 な 出 し 物 で 盛 り 上 が り ま し た が 、 最 後 は 、 本 当 に 涙 が 止 ま ら な か っ
た で す 。 私 た ち が 共 に 過 ご し た こ の 1 週 間 は 、 一 生 忘 れ ま せ ん 。 そ し て 、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー

に 参 加 で き た 事 を 心 よ り 感 謝 い た し ま す 。 す ば ら し い 機 会 を 作 っ て い た だ き 、 あ り が と う ご ざ い ま し
た 。 最 後 に 、 1 週 間 で は 短 か っ た の で も う 少 し 長 く し て く だ さ い 。
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城間 呉屋 カ リ ー ナ ジセ ー レ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
KARINA GISSELLE SHIROMA GOY A - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
2 7 歳 3 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ペルー共和国 Republic of Peru - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ペルー沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー 2007 た だ い ま 沖縄 ！ ！ 

まず最初に沖縄県庁 と沖縄県観光商工部交流推進課
に 感謝 し た い です。 そ の努力 と すば ら し いチー ム ワ ー

ク の おかげでジュ ニアスタディー ツアー 2007を 実現
す る こ と がで き て感謝 し て い ま す。

私は引率者 に 選ばれてから 、 2 人の研修生 と 一緒 に
こ の旅 の 準備 を し て き ま し た。 私た ち は 3 ヶ 月 間 の あ
い だ に 、 沖縄に 送 る 書類の 準備、 民族踊り 「ラバンデ
ラス」 の 練習、 沖縄の文化 ・ 音楽 ・ 歴史 について勉強 し 、
「ペルー の 紹介」 の プ レゼンテーションの準備、 ペルー

沖縄県人会につい て の 知識 を 強化 し 、 旅行の た め の い
ろ い ろ な書類 も 準備 し たり し て い ま し た。 それか ら こ
の13 日 間 の 過 ご し 方 を元ジュ ニアスタディーツアー 参
加者か ら の アドバイスも た く さ ん も ら い ま し た。

何 ヶ 月 も の あ い だ準備 し た あ と 、 出発の 日 がや っ て
き ま し た。 緊張 も し なが ら 嬉 し い気持ち と 少 し 悲 し い
気持ち も あ っ た が、 7 月 15 日 日 曜 日 に そ の 素晴 ら し い
島 に 向かっ て 出発 し ま し た。 親戚や昔知り 合 っ た友人
た ち 、 こ れか ら 仲良 く な る 新し い 友人や新し い経験 に
出会う た め に 出発 し ま し た。 それから 31時間 の 旅から 、
あ た たかい那覇空港 に 到着 し ま し た。 私 た ち は疲れて
い た け ど興奮 の気持ち が湧 き 上が っ て き ま し た。 そ こ
で は沖縄県庁 と プログラム 責任者の 方 々 がペルー の旗
と 「ジュ ニアスタディーツアー」 の看板 を 手 に持ち な
が ら 出迎 え て く れ ま し た。 そ の 場 に も 私 た ち の 親戚や
友達、 ペルー沖縄協会の会長がいて、 あ い さつを し な
が ら 写真 を 撮 っ て い る あ い だ に 、 私 た ち を 温かく ウチ
ナーンチュ の 気持 ち で 出迎 え て く れ ま し た。

ホ ー ムステイの 日 々 が親戚や友達 を訪問、 沖縄ワ ー

ルドヘ観光、 恩納ビーチ、 て だ こ 祭り 、 国 際通り 、 新
都心へ行 き な が ら あ っ と い う 間 に過 ぎて い き ま し た。

ジュ ニアスタディーツアー の プログラム が本格的 に
始 ま っ た の は23 日 か ら で し た。 皆 さ ん は県庁 の ホ ール
でそ の と き を わ く わ く し なが ら 待 っ て い ま し た。 こ の
日 各国 の代表団が紹介 さ れ、 副知事の あ い さつを 聞 い
てそ し て記念写真を皆で撮り ま し た。 午後か ら オリエ
ンテーションがあり 、 それぞれ の 自 己紹介 と 国紹介が
終わ っ た あ と で、 研修生た ち が言葉 と 文化の 壁 を こ え
て い ろ い ろ な こ と を 分かち合 い な が ら 仲良 く な っ て い

き ま し た。 私 は こ れ を 見て と て も 嬉 し く 思 い ま し た。
こ の 日 の 最後 にウェ ルカム パーテ ィ ー が開かれ、 研修
生 た ち がそれぞれ の代表団で準備 し て き た 出 し 物が紹
介 さ れ、 そ の 中 に ペルー の 民族踊り 「ラバンデラス」
も 紹介 さ れ ま し た。 最後 に 皆 が喜び を 感 じ な が ら カ
チャーシー を踊 っ て そ の 日 は終 了 し ま し た。

次 の 日 、 沖縄美 ら 海水族館 を見学す る た め 本部へ出
発 し ま し た。 そ こ で研修生た ち が沖縄の海の 美 し さ に
驚 き ま し た。 特 に ガラス張り の と こ ろ で、 海の す ご
さ と 海水 の 美 し いエメラルド色 を 見 る こ と がで き ま し
た。 沖縄の 海 と い う の は と て も 有 名 な の で、 私た ち は
エメラルドビーチに行 く 機会が あり ま し た。 そ こ で 2
時間 く ら い の間だっ た け ど、 海水浴す る こ と がで き て
リラッ クスも で き ま し た。

比地大滝で、 ぬれなが ら 川 の 中 を歩 い て た と き私た
ち 皆が い ろ い ろ な動植物 を 見 る こ と がで き た こ と に 感
動 し ま し た。 こ の 経験は私た ち に と っ て大冒険で し た。
そ の あ と に う れ し い 出来事が あ り ま し た。 元ジュ ニ
アスタディーツアー の 参加者た ち が私た ち 皆 の た め に
バー ベキ ュ ー を 開 い て、 た き 火 を し て い ろ い ろ なゲー

ム も 企画 し て く れ ま し た。 こ の と き研修生 た ち がみん
な 一緒 に な っ て楽 し く 、 歌っ て、 踊 っ て、 遊んで友達
に な っ て い き ま し た。

那覇で首里城を見学 に 行 き ま し た。 研修生 た ち は首
里城の 中 を見学 し 、 首里城の石畳道（石の道）を歩き
なが ら 、 琉球王 国 の 偉大さ を 知り 、 芸術、 建築、 生活、
習慣面で も 中 国やタイの よ う な 国から大き な影響 を受
け た こ と も 知 る こ と がで き ま し た。 踊り 、 空手 と 三線
の クラスを 受 け た こ と が研修生 た ち に と っ て と て も い
い経験 に な っ た と 思 い ま す。 そ の 短 い 時間 の 中 で沖縄
の心 をつかんで感 じ る こ と がで き ま し た。 同様 に 生で
沖縄舞踊 を見 る こ と がで き ま し た。 それに沖縄の音楽
グルー プが私 た ち の た め に さ ま ざま な沖縄の 歌 を 歌っ
て く れ ま し た。 彼 ら と 一緒 に 舞台 の 上でカチャーシー

を 踊 っ て楽 し い ひ と 時 を過 ご し ま し た。
次 の 日 、 平和祈念公園 を見学 に 行 き ま し た。 そ こ で

戦争 に よ っ て沖縄の人々 の 苦 し みやな く し た も の に つ
いて学ぶ こ と がで き ま し た。 個人的 に は こ の訪問 の間
でそ の 中 に 親戚 の 名 前 を 見つけ る こ と が 出 来 ま し た。
私だけ じ ゃ な く 皆 に と っ て も こ の訪問が特別 な も の に
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な っ た と 思 い ま す。 それから 戦争の 生還者長 田 さ んか
ら の お話 を 聞 いて、 戦争は ど ん な も の だっ た のか、 そ
の 経験が全員 に 伝わ っ て き ま し た。 こ の 話 を 聞 い て、
沖縄の人々 の そ の 時 の 生活は ど ん な も の だっ た のか考
え さ せ ら れ ま し た。 こ れ を 聞 い て研修生た ち がなぜ沖
縄の人々 が平和 を 強 く 願 う のか理解 し た と 思 い ま す。
世界平和 を 願 っ て、 戦争な ど を な く し た い そ ん な沖縄
の気持ち を こ れか ら も大切 に し て ほ し い と 思 い ま す。

平和通り 、 那覇 の 市場、 壺屋 を見学に行 っ て、 社会
の勉強 も す る こ と が 出来 ま し た。 そ こ で元ジュ ニアス
タディー ツアー 参加者が こ の 見学 の ポイント を 紹 介
し て も ら い ま し た。 準備万端でサーターアンダギーか
ら 壺屋 に あ る 昔の 焼き物釜の紹介 ま で し て も ら い ま し
た。

私は研修生 た ち に と っ て と て も た め に な っ た話があ
り ま し た。 前原信一 さ んがお話 し し た沖縄の移民 と そ
のアイデンテ イ ティについ て の 話です。 こ の話の 中 で
は ど う や っ て世界 中 に沖縄の移民が い る のか、 そ の子
孫が今 ま で沖縄の習慣 を 持 ち 続 けて い る のか教 え て く
れ ま し た。 こ の 時 に も 、 さ ま ざ ま なイベントを企画 し
て く れた あ る ボランティアグルー プ も 一緒 に な っ て、
移 民 と 移 民 し た 国、 沖縄 と ウチナー ンチュ アイデン
テ イ ティについ て話 し ま し た。

こ の厳 し いスケジュ ールの 中 で、 エイサー の 練習 も
あり ま し た。 研修生た ち が疲れて い て も いつ も 元気 に
楽 し く 遅 く ま で修 了 式で踊 る 「ミ ルクムナリ」 を練習
し て い ま し た。 こ の期間 に研修生た ち の間で仲間意識
が芽ばえ て、 いつ も 遅 く ま で修 了式の 出 し 物 を 準備 し
たり 、 遊んだり 、 歌 っ たり 、 踊 っ たり 最後の 最後 ま で
楽 し く 過 ご し て い ま し た。 そ の間、 私 た ち 引率者 とス
タッ フメンバー はミ ーティングでそ の 日 の 出来事 を 報
告 し たり 、 次 の 日 の プログラム をスム ー ズに行われる
よ う に必要なチェ ッ ク し たり し て い ま し た。

最後 の 日 、 修 了 式 の 日 、 研修生 た ち が こ の 日 が皆
は一緒 に い ら れ る の が最後だ と 思 っ て悲 し い気持ち に
な っ て い た け ど、 皆は涙を こ ら え なが ら 一人ずつ修了
証書 を 受 け取 っ て い ま し た。 スピ ーチの 時 も 笑 い も 涙
も あり ま し た。 エイサー の と き 皆は 3 回 しか練習 で き
なかっ た け ど、 頑張っ て 素晴 ら し い も の を見せ ま し た。
それか ら 、 研修生 た ち が 近 い 将来 に会う 約束 を し て、
皆で抱き あ っ て泣 き なが ら 別れの あ い さつをす る 感動
的な瞬間 で し た。

最後 に 、 私 を信頼 し て く れて こ の プログラム の引率
者に選んで く れたペルー 沖縄県人会に感謝 し ま す。 そ
れか ら 沖縄県庁 と 沖縄県観光商工部交流推進課 に も 、
こ の プログラム は若 いウチナーンチュ に と っ て い い も
の に な る た め に大き な努力 で実現す る こ と が出来て感
謝 し て い ま す。 各国 の 参加者 と 沖縄の 参加者、 ブラジ
ル、 ボリビア、 アメリカの引率者 と 一緒 に 楽 し い ひ と
時 を 過 ごせて感謝 し ま す。 こ の 経験 を 活かし て世界中

の県人会や沖縄の人々 につな い で 「イチャリバチョー

デー」 精神 を 強 く し て い き た い と 願 っ て い ま す。
友人の 又吉パトリシアさ ん に も ホ ー ムステイ期間 に

留 め て も ら っ て感謝 し て い ま す。 そ れ に私 の 親戚や再
会で き た た く さ ん の 友達 と 忘れ ら れな い 楽 し い 時 を 過
ご し た こ と に も 感謝 し て い ま す。

あり が と う 沖縄 私 た ち を受け入れて く れて、 私た
ち と 沖縄の 美 し さ 、 文化、 歴史、 人々 、 自 然、 き れ い
な景色 を 分 け合 っ て、 私たち子孫 と 遠 く 離れて い る け
ど、 私 た ち は いつ も 心 の 中 で ま た会え る 日 を願 っ て い
ま す。 忘れ ら れな い 貴璽な体験 を あり が と う 。

JST 2007: Tadaima Okinawa! !  

En primer lugar, quiero agradecer a l a  Prefectura de Okinawa 

y a la Division de Intercambio y Promoci6n de la Oficina 

Prefectural, por el inmenso esfuerzo y la  excelente labor 

desplegada para la  organizaci6n de este Programa Junior 

Syudy Tour 2007. 

Desde el momento en que se me eligi6 para desempefiar 

la labor de gufa del JST 2007, asumf el  reto, junto con las 

participantes elegidas, de preparamos para este viaje, por lo 

que durante los siguientes 3 meses estuvimos preparando 

documentos para enviarlos  a Okinawa, ensayando e l  

baile folcl6rico peruano "Lavanderas" ,  aprendiendo sobre 

la cultura, musica,  historia de Okinawa, preparando la  

presentaci6n de  Peru, reforzando los conocirnientos acerca de 

la Asociaci6n Okinawense del Peru, preparando tambien los 

documentos para viajar y reuniendonos con participantes del 

JST de afios anteriores, quienes nos guiaron y aconsejaron 

para tener un mejor aprovechamiento y desenvolvimiento 

durante estos 1 3  dfas de programa. 

Y es asi que tras meses de preparaci6n, lleg6 el dia de la  

partida, el domingo 15  de julio; nos embarcamos llenas de 

nervios, alegrias, tristezas, al encuentro con esa maravillosa 

i s l a ,  con  los  fami l i are s ,  con amistades antiguas ,  y al 

encuentro tambin de nuevas amistades y nuevas experiencias. 

Y luego de 3 1  horas de viaje,  cansadas pero emocionadas y 

nerviosas, llegamos al calido aeropuerto de Naha, en donde 

nos recibieron los representantes de la Prefectura de Okinawa 

y Organizadores del programa, con una bandera de Peru y 

un cartel del Junior Study Tour inmenso, tambien estaban 

nuestras familias, amistades y el Presidente de Peru Okinawa 

Kyokai, quienes entre saludos y fotos, nos hicieron sentir 

bienvenidas y sentir tambien el calor uchinanchu tan famoso 

y que extrafiaba. 

Los dias siguientes de Homestay pasaron rapido entre visitas 

a familiares y amigos, visitas turiaticas a Okinawa World, 

Playas de Onna, Tedako Matsuri, Kokusai Dori y Shintoshin. 

El Programa intensivo del Junior Study Tour, comenz6 el 

- 75 -



tunes 23 de Jurio y todos reunidos en el Hall de la Oficina 
Prefectural, esperabamos ansiosos el  inicio de este JST 

2007 .  Y as i  en este primer dia fuimos presentados por 

delegaciones, escuchamos el saludo de la Vice Gobemadora 

de la prefectura y nos tomamos la foto de recuerdo con 

todos los participantes .  En horns de la tarde nos reunimos 

para escuchar la charla de orientacion y luego de nuestras 

presentaciones personales y de nuestros paises, empezamos 

la parte interactiva del programa, con dinamicas entre los 

participantes ,  en donde fue muy grato ver a los j 6venes 

compartiendo y participando, rompiendo las barreras del 

idioma y cultura. F inalmente se  organiz6 una fiesta de 

B ienvenida, en donde se presentaron numeros artisticos 

preparados por los participantes, entre los que estuvo el baile 

folcl6rico de Peru "Lavanderas" ,  y terminamos la  fiesta 

bailando alegremente el tradicional kachashi. 

Al dia s iguiente partimos hacia Motobu para vis itar el  

Churaumi Aquarium, en donde los participantes se quedaron 

at6nitos al ver l a  be l leza marina que Okinawa posee ,  

sobretodo a l  ver e l  inmenso p面o de cristal que nos muestra 

en escala real la vida marina y el hermoso color esmeralda 

que t ienen sus aguas . Como Okinawa es conocida s in  

dudas por  sus hermosas playas, tuvimos la opoetunidad de 

ir a Emerald beach, en donde por un par de horns pudimos 

zambullimos en ese hermoso mar y pasar un momento de 

relax. 

La caminata hacia la catarata de Hijiotaki fue sin duda toda 

una aventura tanto para los chicos como tambiもn para los 

guias ya que pudimos tener contacto derecto con la flora y 

fauna de Okinawa, al caminar y mojamos en el rio, y al ver 

todos los animales que se nos cruzaban. En horas mas tarde 

tuvimos la grata visita y colaboraci6n de los ex participantes 

del JST, quienes organizaron una parrillada, una fogata y 

un sinnumero de j uegos que hicieron que los j 6venes se 

divirtieran y compartieran un hermoso momento todos 

reunidos, cantando, bailando, jugando, interrelacionandose y 

haciendose amigos. 

Al regresar a Naha, la visita al Castillo de Shuri y el reconido 

por los caminos de piedra de la zona de Shuri, demostraron 

a los  j 6venes lo grande que fue el reino de Ryukyu, su  

riqueza artistica y la inmensa influencia que tuvieron los  pa  

ises como China y Taiwan en su arquitectura, estilo de  vida 

y constumbres. Por lo que considero que el hacer que los j6 

venes tomaran parte activa de la cultura y artes de Okinawa, 

al tener clases de danza, karate y sanshin, fue una experiencia 

excelente y unica ya que en pocos minutos pudieron sentir 

por sus  venas ,  el ritmo de la musica  okinawense  y l a  

disciplina del karate. lgualmente tuvimos la  oportunidad 

de apreciar en vivo presentaciones de bailes tradicionales 

okinawenses y tambien la presentaci6n de un grupo musical 

okinawense quienes nos interpretaron los temas mas famosos 
de Okinawa, y con quienes bailamos kachashi en pleno 
escenario y por todo el teatro tornandose en un ambiente de 
mucho festejo y alegria para todos. 

Al dia siguiente visitamos el Museo Conmemorativo de la 

Paz en el cual pudimos aprender lo terrible que es la guerra 
y todo lo que los okinawenses sufrieron y perdieron por ella. 

Personalmente pude encontrar durante el recorrido por las I 

apidas de la paz, la lapida de un familiar, por lo que esta 
visita fue muy especial no solo para mi sino para todos los 

que hallamos los nombres de nuestros familiares fallecidos. 
Otro momento muy emotivo durante esta visita fue la charla 

que recibimos por parte de un sobreviviente de la guerra, el 
Sr. Nagata, quien nos narr6 con mucho sentimiento toda la 

terrible experiencia y el sufrimiento que tuvo que padecer por 

culpa de la guerra. Esta charla nos hizo pensar en todos los 

okinawenses y tambien en nuestras familias, quienes tambie 

n tuvieron que pasar por el mismo sufrimiento y las mismas 

penurias durante esa terrible epoca. Esta visita a mi parecer 

ha sido una de las mas importantes para todos los j6venes 

ya que ahora comprenden mejor el porque los okinawenses 

atesoran mucho la Paz, no quieren mas violencias ni guerras 

en el mundo y la importancia de proteger y promover siempre 
la Paz. 

Tambien pudimos socializar con Okinawa a traves de la visita 

a heiwa dori, el mercado y la zona de Tsuboya, organizada 

por los ex participantes del JST, quienes muy preparados, 

pudieron explicarnos los puntos mas importantes de este 

recorrido, y asi nos mostraron desde lo que era un sata andagi 

hasta los antiguos homos de ceramica en tsuboya. 

Una charla que me pareci6 muy importante para los j 6  

venes no solo extranj eros sino para l o s  mismos j 6venes 

okinawenses fue la que nos dio el Sr. Maehara Shinichi, quien 

nos hab16 acerca de la Emigraci6n okinawense y la ldentidad, 

como es que hay descendientes okinawenses en todo el 

mundo y se han organizado en diferentes Kenj inkai, han 

mantenido las costumbres y han prosperado en t odos estos 

paises. A esta charla se le sum6 un grupo de voluntarios que 

organizaron diferentes dinamicas y talleres, profundizando 

mas los temas de imigraci6n, de conocimientos de todos los 

paises participantes del programa, de Okinawa y de nuestra 

identidad uchinanchu. 
Junto con todas estas arduas j ornadas se le sumaron los 

ensayos de eisa para los participantes,  quienes a pesar del 

cansancio lograban siempre sacar las energias y alegria 

necesarias para ensayar con muchas ganas y hasta muy tarde 

el baile "mirukumunari" que se presentaria en la clausura 
del programa. Tambien cabe resaltar que la amistad, fruto 

de! programa, fue tan grande que hasta muy tarde, los 

participantes se quedaban preparando n血eros artisticos para 

- 76 -



la clausura y entre juegos, cantos y bailes, aprovechaban al m 

aximo el tiempo del programa. Mientras, los miembros de! 

staffy gufas extranjeros nos reunfamos para comentar acerca 

de las actividades realizadas durante el dia y tambien para 

realizar las coordinaciones necesarias para que dia a dia el 

programa se desarrollara a plenirud. 

El ultimo dia del programa, el dfa de la clausura, fue muy 

emotivo ya que los participantes a pesar de estar tristes y 

saber que era el ultimo dfa en el que estarian juntos como 

amigos y hermanos, dieron todo su esfuerzo para recibir sus 

diplomas durante la parte protocolar y sobretodo al momento 

de dar sus discursos entre risas y llantos. Tambien pusieron 

muchas ganas al hacer sus presentaciones artisticas sobre 

todo al momento de bailar el eisa, ya que tras haber tenido 

solo 3 ensayos ,  lograron presentar un excelente numero . 

Luego se presentaron los numeros artisticos preparados entre 

los mismos participantes y entre abrazos, risas y llantos, se 

despedfan y prometian no romper la amistad hecha y volver a 

verse en un fu皿o no muy lejano. 

Para concluir, agradezco a la Asociaci6n Okinawense del Per 

u por la confianza que depositaron en mi para ser guia de las 

participantes; agradezco tambiもn a la Prefecrura de Okinawa 

y a la Division de Intercambio y Promoci6n de la Oficina 

Prefectural, por el esfuerzo para sacar adelante este programa 

que es de tanto provecho para todos los j6venes uchinanchus 

y por el excelente trabajo  de orgnizaci6n de este JST 2007. 

A todos los partic ipantes extranj eros y uchinanchus, y 

tambien a los guias extranjeros de Brasil, Bolivia y EEUU 

con quienes compartimos momentos gratos y de mucha 

satisfacci6n por el desempefio arduo durante el programa. 

A todos les deseo que estos lazos de amistad y hermandad 

que hemos formado durante el programa, nos sirva para 

poder no solo conectamos entre nosotros mismos, sino para 

conectar a todos los kenj inkai y okinawenses en el mundo y 

ponerle mucho esfuerzo para fortalecer asi nuestro espiriru 

uchinanchu de "ICHARIBA CHOODE" .  

Agradezco tambien a mi amiga Patric ia Matayoshi por 

acogerme durante los dias de homestay, a mis familiares y 

amigos con quienes pude reencontrarme y compartir hellos e 

inolvidables momentos. 

Gracias Okinawa por acogemos y compartir con nosotros 

toda ru belleza, tt1 culrura, ru historia, ru gente, ru naruraleza 

y paisajes inolvidables, porque aunque estes lejos de tus 

descandientes ,  nosotros siempre te llevamos en nuestros 

corazones anhelando el dia en que podamos volver a visitarte. 

Gracias por todas estas experiencias que nunca olvidaremos. 
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ボ リ ビア沖縄県 人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー の
感想 と 今後の交流の継続

祖父母そ し て、 両親 の 国沖縄県、 ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー

ツ ア ー に 参加す る こ と に な り 夢の よ う で沖縄県の那覇
空港 に 到着す る ま で は、 信 じ ら れ ま せ ん で し た。 2 回
目 の滞在 6 年 と い う 時 日 が経 っ て い る の で不安は あ り
ま し た が、 と て も 居心地が良か っ た です。 こ れ も 、 こ
の ツ ア ー を 実行 し て く だ さ っ た方 々 と 、 こ の ツ ア ー を
盛 り 上げて く ださ っ た皆様 の お か け だ と 確信 し て い ま
す。

こ の ツ ア ー では環境 に つ いて、 平和 に つ い て そ し て
私 の両親 も体験 し た移民 に つ い て細か く そ し て、 こ れ
ら の テ ー マ に つ い て考 え さ せ ら る こ と が多 か っ た で
す。

環境破壊 に つ いて特に考え さ せ ら れ ま し た。 私 の 国
ボ リ ビ ア で は環境破壊 に つ い て の 情報が発展 し て い る
国 に 比べ と て も 少な い こ と です。 一緒 に こ の ツ ア ー に
参加 し た 生徒た ち も 同 じ こ と を 感 じ た と 聞 き ま し た。
ま た、 沖 縄 の 自 然 と 動植物等 に 触れ 合 い 大 切 さ を 学
ぶ よ う 設け ら れた学習 プ ロ グ ラ ム の 時、 な に げな く 手
に し た 新 聞 「笑 い な が ら 楽 し みな が ら 3 0 秒で世界を
変 え ち ゃ う 新聞」 の 記事 を 読んで今で も 忘れ ら れな い
メ ッ セ ー ジ が 目 に と ま り ま し た。 それは 「 こ の 世 に 存
在す る 一切 の も の に は、 すべて不要な も の は一つ も な
い」 と い う メ ッ セ ー ジです。 ま た 「一緒 に 種 を ま き ま
し ょ う 」 と い う メ ッ セ ー ジ も 心 に 今で も 残 っ て い ま す。
私 の 職業は先生 と い う 職業で、 子供た ち の 人 生 を 良 く
す る の も 、 悪 く す る の も 私 た ち し だ い です。 こ の地球
に は不要な も の が一つ も な い と い う メ ッ セ ー ジ の 種 を
同僚 と 一緒 に ま い て い けた ら ど ん な に 良 い こ と だろ う
と 思 い ま し た。 こ れ を実現す る の も 、 し な い の も 私 自
身 に かか っ て い る の ですね。 と て も 深 く 環境や 自 然 に
つ い て考え さ せ ら れ ま し た。

平和学習で は 「戦争は人 を 鬼 に か え る 」 と 言 う 言葉
が戦争 を 実 際 に 体験 さ れた方の話を 聞 い て ど う し て も
こ の言葉が忘れ ら れ ま せん。 こ の 沖縄県平和祈念資料
館 を 見学す る の は こ れで 3 度 目 の こ と です。 最初は99
年 に 見学 し 、 と て も 悲 し い気持ち を感 じ た こ と を 覚 え
て い ま す。 そ し て 3 回 目 で貴重なそ し て悲 し い戦争の

体験 を 聞 き ま し た。 テ レ ビな どで ど こ ど こ の 国が戦争
で何人が死ん だ と ニ ュ ー ス で 聞 く こ と が今 ま で に も 何
回か あ り ま し た。 で も 、 か わ い そ う だ と は思 っ て も 心
の ど こ か で人事だ と 思 っ て い た の に 今回 こ の ツ ア ー に
参加 し て気づき ま し た。 それは、 戦争は環境問題 と は
関係な い も の だ と 考 え て い た の です。 私 も 普通の社会
人 の よ う に 銀行 口 座が あ り ま す。 あ る 新聞で 「銀行 を
変 え れば、 戦争が終わ る 」 と い う 記事 を 読み ま し た。
そ こ に は現 境 問 題 や 社会 問 題 を 応援す る 機 関 が あ る
と書かれて い ま し た。 そ の 時 自 分の 国 に はそ ん な機関
があ る の だ ろ う か と 考え ま し た。 日 本で読ん だ記事が
こ んな に も 心 に 残っ た の です。 そ う い う め ん では い ろ
んな刺激 を受けて帰 っ て来ま し た。 と て も う れ し く お
も っ て い ま す。

そ し て、 私 の 両親 も 沖縄県 を離れてボ リ ビ ア に移民
し て来 ま し た。 聞 い た こ と の あ る 話な の で、 と て も 身
近 に感 じ ま し た。 ま た、 違 う 国 の 特 に 南米 出 身 の 引 率
の 方 々 と 話 を し て い く う ち に と て も 似 た よ う な環境で
生活 を し て い た こ と も 聞 き ま し た。 ま た、 日 本の 参加
者 と 外 国 の 参加者が 1 つ の テ ー マ を通 し て意見交換が
出来、 自 分た ち と は ち ょ っ と 違 っ た ま た、 同 じ 意見の
人 た ち と 知 り 合 え た 、 世界は こ ん な に も 広 い んだ と い
う こ と が伝わ っ て き ま し た。

そ し て ど ん な 時 で も 出会 い が あ れば、 別 れが あ る 。
で も 、 ず っ と こ の 関 係 を 続 け る こ と が 出 来 る の で、
ち ょ っ と の 間だけ 「 さ よ な ら 」 を 言 っ て あ と は、 ど う
関係を続けて い く の か私た ち し だ い だ と 思 い ま す。 そ
の た め 、 今回一緒 に 参加 し た 生徒た ち と 考 え て い き た
い と 思 い ま す。

お 世話 に な り ま し た。 そ し て、 あ り が と う ござい ま
し た。
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カ ネ シ ロ ジ ョ ゼ マ ツ ォ
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
KANESHIRO JOSE MATSUO · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
5 6 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  
ブ ラ ジル連邦共和国
Federative Republic of Brazil - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ブラ ジル沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー 2007年度

沖縄県観光商工部推進課主催で実施 さ れた 「ジュ ニ
アスタデ ィ ツアー」 に ブラジルの 児童 の 引 率者 と し て
祖国 に 参加 さ せて い た だ く 機会があり 、 う れ し く 幸い
に 思 っ て い ま す。 特 に 私 の 妻 を 例外的 に 参加 さ せて い
ただき、 実行委員会の皆様 に い ろ い ろ と ご迷惑おかけ
し た こ と を 恐縮 に 思 い ま す。 妻 も大変喜んで い ま す。

海外参加者は祖国 で あ る 沖縄県の歴史、 文化、 自 然
を体験学習で き 、 県内 の 高校生や 中学生 と の交流がで
き、 今は遠 く 離れて い る 新 し いフ レンドも 心 の ど こか
に は温かい気持ち を 留 め て い る はずです。 ジュ ニアス
タデ ィ ーツアー の 目 的は達成 さ れた と 存 じ ま す。

こ の プログラム を 通 し て 各 国 の 参加者ウチナ ー ン
チュ の 子孫 が沖縄県 と 強 い 絆 を 結 ん だ こ と と 感 じ ま
す。 こ の 交流 プログラム は 児 童や 生 徒 に 強 く 印 象 に
残 っ た と 思 い ま す。 こ れから 先、 各一人一人が 自 分の
国で沖縄の 自 然や文化や歴史、 ま た は沖縄県の県民 の
温かさ につい て多 く の人に伝え、 普及 し て い く で し ょ
う 。

ブラジルの沖縄県会館で理事 を 勤 め て い る 私た ち に
と っ て、 地球の 真反対側で沖縄に 関す る こ と は何 もか
も 守り 続 け た い と 一 生懸命 が ん ば っ て き た 甲 斐 が あ
り 、 こ れから も ず っ と 続けて いかな ければ と 励 ま さ れ
ま し た。 こ の 先、 新 し い 世代の リ ーダー を 育成 し 、 ずっ
と 私 た ち が先祖から 教え ら れた こ と を守り 後継者 に伝
え て い く べ き だ と 実感 し ま し た。

ホー ムステ ィ で は私た ち の親戚 と のコ ンタクトが よ
り よ い 親善 と なり 、 さ ら に沖縄県民 の 日 常生活 に触れ
る こ と がで き ま し た。

ブラジルに 帰国後、 プラジル沖縄県人会会館で沖縄
ジュ ニアスタデ ィ ーツアー で学ん だ こ と 、 体験 し た こ
と 、 印 象 に 残 っ た こ と を 報告 い た し ま し た。 私 を 初め、
ブラジル の 児童生徒全員 は こ のジュ ニアスタデ ィ ーツ
アー の プログラム が理解で き 、 有意義 に体験で き た こ
と と 思 い ま す。

沖縄県主催の 方 々 、 プログラム の実行委員会の方 々 、
随行スタッ フの 方々 、 親戚の 方 々 、 県内参加者の方々 、
直接あ る い は間接的 に お 世話 に な っ た方 々 全員 に こ の
すば ら し い機会を与えて く だり 誠 に あり が と う ござい

ま す。 妻 も 感謝の気持ち で い っ ぱい です。

JUNIOR STUDY TOUR 2007 

Estou fe l iz  e satisfeito pe la  oportunidade que t ive de 

part ic ipar como responsavel  do grupo de j ovens que 

representaram o Brasil neste programa denominado "Junior 

Study Tour" que aconteceu na terra natal de meus pais ,  

gentilmente patroc inado pelo governo da Provinc ia  de 

Okinawa. Sou muito grato por esta oportunidade, sobretudo 

pela gentileza dos organizadores possibilitando a inclusao da 

minha esposa como participante. Sei que foi uma excec;ao e 

espero que nao tenha causado maiores transtomos. Ela t皿b¢

m esta particulannete, feliz e agradecida. 

Entendo que o programa foi muito bem elaborado e que 

atingiu plenamente os objetivos, pois todos tiveram a chance 

de vivenciar a cultura, a historia e as belezas naturais de 

Okinawa, sempre acompanhado dos seus novos amigos 

okinawanos que hoje ,  embora distantes estao muito pr6 

ximos do corac;ao de cada um dos participantes. 

Creio, ser esta a forma mais eficiente para manter o elo de 

ligac;ao entre a provincia e a nova gerac;ao dos descendentes 

em cada um dos paises participantes. Este encontro deixou 

a marca que nunca  mais  s era esquecida pe los  j ovens ,  

principalmente nesta fase da  adolescencia. Deixou a semente 

para a formac;ao de novos lideres que comandarao a divulga 

c;ao em seus respectivos paises, da cultura , da historia, da 

beleza e da hospitalidade do povo de Okinawa. 

N6s  que batalhamos aqui no Bras i l ,  do outro !ado do 

planeta, para manter a cultura de Okinawa, transmitindo a 

s novas gera⑯es, os usos e costumes daquele pais de onde 

vieram os nossos pais ,  sentimos honrados e fortalecidos 

para continuarmos o nosso projeto, a nossa luta, no sentido 

de formarmos novos l ideres mais bem preparados para 

darmos continuidade a tudo aquilo que herdamos dos nossos 
antepassados. 

0 sistema do home stay foi muito importante, pois alem de 
permitir uma maior aproximac;ao com os nossos parentes ,  

vivenciando o seu dia a dia, possibilitou assim termos uma 

ideia do cotidiano do povo de Okinawa. 
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Retornando ao Brasil relatamos na Assoc iac;ao Okinawa 

Kenj in do Brasil, as nossas impressoes, as nossas experie 

ncias, e o nosso aprendizado. Sinto que os participantes do 
Brasil absorveram bem o espirito e a proposta do programa 

Junior Study Tour, e que valeu a pena para a nossa associac;a 

o e muito para mim, particularmente. 
Deixamos aqui registrado, eu e a minha esposa, os nossos 

melhores agradec imentos ao governo da provinc ia  de 

Okinawa, aos organizadores do programa, aos participantes, 

ao pessoal do staff, aos nossos parentes e a todos aqueles 

que, direta ou indiretamente, nos presentearam com essa 

inesquecivel viagem e estada em Okinawa 
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MA YUMI MARLENE COLE · - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
4 8 歳 2 世- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
ア メ リ カ合衆国
United States of America - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ·  ア トラ ンタ沖縄県人会

ジ ュ ニ ア ス タ ディ ー ツ ア ー 2007

私 の 生 ま れた 島か ら 招待 さ れて、 そ し て も う 何年 も
島 に は帰 っ て い な い の で私の心から 色 あ せ た よ う に思
え る 文化 を 再び学ぶ こ と が で き る な ん て、 何 て 刺激
的な こ と な の で し ょ う 。 も っ と 興奮 し た こ と は、 アメ
リカ合衆国から 参加す る 、 私 の10代の 娘 を含む 6 人の
子供た ち の 「引率者」 と し て選ばれた こ と で し た。 日
本語や文化 の 知識、 個性や成熟度な ど の違 う 子 ど も た
ち が 1 つのチー ム と し て米国か ら 集 まり 、 そ う い っ た
様 々 なバ ッ クグラウンドを もつ子供た ち が、 世界中か
ら 集 ま っ た子供た ち と ま る でずっ と 友達だっ たかの よ
う に 1 つに溶け合 う の を見 る こ と がで き て、 と て も よ
かっ たです。 そ の 絆は さ よ な ら パーテ ィ ー で別れ を 告
げる と き に、 全員が涙 ぐんで い た様子に と て も よ く 表
れて い ま し た。 こ の活動、 ツアー 、 交流 の 結果、 私た
ち の間 に は 明 らかに架け橋が築かれ ま し た。 で も 私た
ち が沖縄に 着 い た 時 に はすで に、 私 た ち は祖先の遺 し
た も のやウチナーンチュ と し て の心で潜在的 に 繋が っ
て い た んだ と 信 じ て い ま す。

私は プログラム を徹底的 に 楽 し み、 こ んな短い期間
で も た く さ ん の こ と を学び ま し た。 あ と 数週間滞在 し
たかっ た く ら い です ！ ま た、 沖縄につい て こ んな に た
く さ ん知 ら な い こ と が あ る の を知 っ て と て も 落 ち 込み
ま し た。 それは悲 し い こ と で、 恥ずかし い こ と で し た。
南米か ら 来 た子供た ち が 日 本語 と 方言 の両方 を 知 っ て
い て、 伝統音楽や伝統芸能がで き る こ と に と て も 感動
し ま し た。 私は彼 ら に 尊敬の 念 を抱 く と と も に、 ど う
し た ら 米国で も 同 じ よ う な こ と がで き る だろ う かと 考
え た。 彼 ら は私た ち よ り は るかにウチナーンチュ で あ
る と 言え ま し た。 で も 飛行機 に 乗 っ て米国 に 戻 る 頃 に
は、 誇り と 喜び、 感謝、 悲 し みや他の 入り 交 じ っ た感
情で満た さ れて い ま し た し 、 フライ ト 中 は胸がい っ ぱ
い で泣 き 出 し そ う で し た。 私たち の 先祖が苦難 に た え、
乗り 越 え て く れ た こ と や沖縄の 美 し く て 素 晴 ら し い
自 然 を の こ し て く れた こ と を 知 っ て誇り で い っ ぱい に
な っ た けれ ど、 遠 く 離れて い る こ と の 障害 に 悲 し く も
なり ま し た。 車で島 に 戻 る なんて こ と はで き な い です
し 、 それは車で ど こ で も 移動す る アメリカと は違 う と
こ ろ です。 で も 自 分が何者で ど こか ら 来た のかを 知 っ

て、 全身が喜びで満た さ れ ま し た。
こ の プログラム は細部 ま で十分 に配慮 さ れた も の で

し た し、 プログラム の 成果で悪かっ た と こ ろ は何 も あ
り ま せ ん。 私 は プログラム を 効 果 的 な も の に し たス
タ ッ フの努力 に拍手喝采 し ま す。 プログラム は私た ち
の求め る も の と合 っ て い た し 、 スタッ フは通訳で あ っ
たり 、 カウンセラー だっ たり 、 お姉 さ ん、 お 兄 さ ん だっ
たり 、 友達だっ たり 、 主催者で あ っ たり 、 そ し て子供
た ち の 意欲 を 高 め て く れ る 役割 を 担 っ て く れ ま し た。
用 意 さ れた資料は と て も 素晴 ら しかっ た ！ よ く ま と め
ら れて い て、 わかり やすかっ た です。 （私 が漢字 を 読
む の に 苦労 し た と い う 事実は 除 き ま すが） 「沖縄へ よ
う こ そ」 のページは と て も 役 に 立つ情報が満載で持ち
歩 く の に便利で し た。 例 えば天気や服装、 ど う い っ た
活動がで き るかと い う 内容で し た。 日 程表は絶対 に必
要な 1 枚で し た。 私は 「 あ な た は 何人」 と い う 活動が
好 き で し た。 私が ど う や っ て 生 ま れた のか理解 し よ う
と 真剣 に考 え ま し た。 私 た ち は こ の活動でた く さ ん笑
い ま し た が、 こ の活動の本 当 の 目 的は も っ と 深 い と こ
ろ に あり ま し た。 私はそれぞれ に 違 っ たリー ダー シ ッ
プ を と ら せ る と い う やり 方は い い と 思 い ま し た。 なぜ
な ら それは子供た ち に 責任感 を も たせ る こ と に な るか
ら です。 （必ず し も 全員が真剣 に 取り 組 ん で い た わ け
ではなかっ た が、 少な く と も そ の 時だけは他人の事 を
考 え な ければな ら な い の ですか ら 。 ）そ し て 前原信一

さ ん と会え た こ と はすば ら しかっ た です。 彼はベテラ
ンの ニ ュ ースキ ャスター で、 ゼロから 作り 上げ ら れた
沖縄県系人社会を た く さ ん見て き た人で、 彼 の 経験 し
た話は と て も た め に なり ま し た。 私は見る こ と で習 う
人な の で、 人の話 を 聞 く こ と は と て も た め に なり ま す。

（で も それ は 話 し 手 に も よ り ま す。 ですか ら 、 話が面
白 い 方 が い い です。 ）グルー プ交流や討論 も お も し ろ
く て、 体験学習 も 役立 ち ま し た。 ま た、 前 の 年 に 参加
し た若者を参加 さ せて、 新 し い 参加者た ち の や る 気 を
高 め たり 、 ゲー ム や そ の 他 の 緊張 を ほ ぐす よ う な活動
を さ せた こ と も 素晴 ら し い考え だ と 思 い ま し た。

こ んな に 素晴 ら し く て、 本 当 に必要な プログラム に
参加 さ せて く だ さ っ て あり が と う ござい ま す。 帰国す
る 時 に は沖縄 につ い て よ り 詳 し く な っ た だ け で は な
く 、 人間 に 対す る 深 い感謝の気持ち を 持つ こ と がで き
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て い た の です。 私は危険な こ と に 直面 し て い る と き で
な い 限 り 、 こ ん な短期 間 に だれか と 絆 を 築 く こ と がで
き る と は思 い ませんで し た。 前 に述べた よ う に、 たぶ
ん架 け橋はすで に そ こ に あ っ た の です。 ただ我々 がそ
の 絆 を感 じ な い 限 り 、 ず っ と そ こ に横たわ っ た ま ま な
の です。

Junior Study Tour 2007 

Wow! What an exciting opportunity that was to have been 

invited back to the island where I was born and to relearn 

about the culture that seemed to have faded from my mind 
after a long absence. Even more exciting was that I was 

selected to be the 'mother hen' to look after six youths from 

the United States, to include my teen-aged daughter. It was 

great to see these kids from various backgrounds in terms 

of knowledge of Japanese language and culture ; different 

personalities and different maturity levels to come together 

as a team from U .S .  and to blend in with the entire group 

of youths from around the world as if they had been friends 

forever ! The unspoken bond was very apparent at the 

farewell party when there was not a dry eye in sight when 

bidding good-byes .  The conscious bridge was built as a 

result of packed activities, trips and social interactions during 

our stay, but I believe each of us arrived to Okinawa with 

subconscious bridge for the sheer reason of our heritage and 

our Okinawan soul . 

I thoroughly enjoyed the program and learned sooooo much 

in just a short time. I would loved have stayed on a few 

more weeks ! It was also a very humbling experience to 

realize how little I knew about Okinawa. That was both 

sad and embarrassing on my part. Youths in general from 

South America were so impressive with their knowledge 

of  both Japanese  and Hogen and their  ab i l i ty to p l ay 

traditional instruments and dance .  I was awed at them 

and wondered how we can in the United States make that 

happen with our generation youths? Those youths were so 

much more Okinawans then I would ever be. By the time 

I was on the plane back to the states I was filled with pride, 

j oy, apprec iation, sadness and other jumbled emotions . I 

must have flown back with a lump in my throat the whole 

flight back ! I came back with greater pride in knowing my 

heritage, appreciate what my ancestors had to endure and 

appreciate the beautiful and wonderful Okinawan nature 

but sad knowing the distance was a challenge. It's not l ike 

I can drive and be back on the is land. Something we ' re 

accustomed to in the states.  But all in all, it brought joy into 

my heart knowing who I am and where I came from. 

This program was obviously put together with great attention 

to detai 1. I c呻ot think of anything negative that came out of 

the program. I applaud to the staff for their efforts ensuring 

positive flow of the program, that our needs were met, 

wearing multiple hats executing various roles such as being 

interpreters, counselors, big sisters/big brothers, friends, party 

organizers, motivators, and more. Packet handouts were 

great! It was organized and easy to follow (other than the fact 

that I had trouble reading kanj i 's) . 'Welcome to Okinawa' 

section was very useful and informative with helpful things 

to bring; weather and recommended clothes;  and type of 

activities we would be doing. Daily schedule was a must 

have sheet. I loved the exercise "anata wa nani j in. Trying 

to figure out what I was made up of made me really think. 

We had a lot of laughs with this particular exercise but the 

core purpose of it was pretty profound. I liked the format 
of assigning different leadership roles because that forced 

them to be responsible and accountable (not that everybody 

took their roles seriously but gave then a taste of having 

to think about someone else for a change) . It was great to 

meet Maehara Shinichi-san. His personal experience as a 

veteran broadcaster visiting so many Okinawan communities 

building from scratch was informative. I am a visual person 

so it helps a great deal to listen to people talk (but that also 

depends on the speaker, too. Make sure to bring in the lively 

ones), group interactions/discussions can be interesting and 

hands-on really help me retain what I learn. Bringing back 

the youth leaders from the previous year was also a great idea 

to help get the new group motivated and help get started with 

games and other ice breaker activities. 

Thank you for allowing me the opportunity to take part in this 

wonderful and much needed program. I came away not only 

smarter about Okinawa but I left with a greater appreciation 

in humanity. I never thought I could build a bond with 

someone in such a short period of time, especially when you' 

re not even facing danger. As I stated earlier, the bridge was 

probably already there but just remained dormant until it got 

woken up through our heartfelt bonding. 
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1 受 入 実 績
―-l 

( 1 ) 海外参加者 ・ 引 率者の 国別 内訳 【 （ ） は そ の う ち 引率者の 人数）

国;~～~~〗閂
H l 3  

（りチナーン和大会）
ボ リ ビ ア 5 ( 1 )  

ブ ラ ジ ル 7 ( 1 ) 

II （カ ン ポ グ ラ ンデ） 3 ( 1 ) 

ア ル ゼ ン チ ン 5 ( 1 ) 

ペ ル 5 ( 1 )  

ベ ネ ズ エ ラ 2 ( 1 )  

メ キ シ コ 3 ( 1 )  

キ ユ バ ゜

フ ラ ン ス 2 ( 1 ) 

イ ギ リ ス 2 ( 1 )  

ド イ ツ 2 ( 1 )  

米 国 （ハ ワ イ ） ゜

＂ （グ ア ム ） 1 

” （本 士） 20 (4) 

力 ナ ダ 6 (2 ) 

フ ィ リ ピ ン 4 ( 1 )  

シ ン ガ ポ ー ル ゜

マ レ ー シ ア ゜

計 67 ( 1 7) 

( 2 ) 海外参加者内訳
世 代 別

国｀
ヽ

~~~〗
H l 3  

（りチナーン和大会）
1 世 ゜

2 世 26  

3 世 2 1 

4 世 3 

5 世 ゜

計 50 

男 女 別

国;~~~、ご度 H 1 3 
（りチナーン和大会）

男 子 3 0  

女子 20  

合計 50  

( 3 ) 県 内 ・ 県外参加者内訳
学 校 別

国;~~～~
ご度 1-1 1 3 

（りチナーン和大会）
小学生 ， 
中学生 24  

高校生 1 7  

計 50  

男 女 別

国;~‘~～〗
H 1 3  

（りチナーンチュ大会）
男子 1 5  

女子 35  

合計 50 

H 1 4  I-1 1 5 H l 6  I-11 7 

2 3 ( 1 )  2 2 

3 ( 1 )  2 3 ( 1 )  3 ( 1 ) 

1 2 ( 1 ) l 1 

3 ( 1 )  2 3 ( 1 )  3 ( 1 )  

3 ( 1 ) 3 ( 1 )  3 ( 1 )  3 ( 1 )  

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

2 ( 1 )  2 ( 1 )  2 ( l ) ゜

゜ ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ 2 ( 1 ) 

゜ ゜ ゜ ゜

2 3 ( 1 ) 1 ゜

゜ 2 ( 1 )  ゜ ゜

6 (2) 5 (2) 5 ( 1 )  6 ( 1 )  

2 ( 1 )  1 1 l 

3 ( 1 )  3 ( 1 ) 1 1 

2 ( 1 )  ゜ ゜ ゜

゜ ゜ ゜ ゜

29  (9 ) 28 (9 ) 2 2  (5 ) 2 2  (5) 

I-1 1 4  H l 5  H 1 6  H l  7 

゜ ゜ 1 2 

5 6 6 3 

8 1 0 8 ， 
7 3 2 3 

゜ ゜ ゜ ゜

20  1 9  1 7  1 7 

H l 4 H l 5  I-11 6 H 1 7  

， 5 7 6 

1 1  1 4 1 0  1 1  

2 0  1 9  1 7  1 7  

l-1 1 4  I-!1 5  H l 6  H l  7 

゜ ゜ ゜ ゜

1 3  7 5 4 

1 1  1 8  1 5 1 5  

24  2 5  20  1 9  

H 1 4 H 1 5  H 1 6  1-1 1 7  

6 4 4 5 

1 8  2 1  1 6  1 4  

24  2 5  2 0  1 9  
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I-1 1 8 H l 9  計（りチナーン和大会）
5 ( 1 )  3 ( 1 )  22  (4) 

5 ( 1 )  3 ( 1 )  2 6  (6) 

2 1 1 1  (2) 

3 2 2 1  (4) 

4 ( 1 ) 3 ( 1 )  24  (7) 

゜ ゜ 2 ( 1 ) 

1 ゜ 4 ( 1 )  

2 ( 1 ) ゜ 8 (4) 

゜ ゜ 2 ( 1 ) 

2 ゜ 6 (2 ) 

゜ 1 3 ( 1 )  

1 ゜ 7 ( 1 )  

゜ ゜ 3 ( 1 )  

1 1  (2 ) 6 ( l ) 5 9 ( 1 3) 

2 1 1 4 (3)  

1 1 1 4 (3) 

゜ ゜ 2 ( 1 )  

1 ゜ 1 (0) 

40 (6) 2 1 (4) 2 2 9  (5 5) 

H l 8  H 1 9 計
（りチナーン和大会）

1 ゜ 4 

1 4  5 6 5  

1 3  8 77  

5 4 2 7  

1 ゜ 1 

34  1 7  1 74 

H 1 8 H l 9  計
（りチナーンチュ大会）

1 5  6 78  

1 9  1 1 9 6  

34  1 7  1 74 

H l 8  H 1 9  計
（りチナーンチュ大会）

゜ ゜ g 

1 1  4 6 8  

2 2  1 3 1 1 1  

33  1 7  1 88 

H 1 8 H 1 9  計（りftーン和大会）
7 3 44 

26 1 4  1 44 

33 1 7  1 88 



県 内 参加者名 簿
氏

1 粟 國 志 帆

2 金 城 華 奈子

3 宮 城 玲 奈

4 安 里 巽

5 玉 城 美耶子

6 上 間 瑞 樹

7 与 那 覇 智 都

8 瑞 慶 山 美 咲

， 宮 城 聖 乃

1 0  狩 俣 友 恵

1 1  上 原 善 男

1 2  宮 城 和 哉

1 3  J I  I 満 大 祐

1 4  岸 本 り い ま

1 5  許 田 侑 加

1 6  源 河 花 乃子

1 7  宇 座 愛 希

平成1 9年度 県 内 参加 者 名 簿 I 

名 年齢 性別 A 子 校 名

AGUNI SHIHO 14  女 真和志中学校

KINJO KANAKO 1 3  女 潮平中学校

MIYAGI RENA 1 3  女 美里中学校

ASA TO TATSUMI 1 4  女 与那原中学校

T AMAKI MIY AKO 1 6  女 那覇西高等学校

UEMA MIZUKI 1 7  女 開 邦高等学校

YON AHA CHISA TO 1 6  女 開 邦高等学校

ZUKEYAMA MISAKI 1 7  女 コ ザ高等学校

MIYAGI SYONO 1 5  女 コ ザ高等学校

KARIMA TA TOMOE 1 7  女 宮古高等学校

UEHARA YOSHIO 2 1  男 南部工業高等学校

MIYAGI KAZUY A 1 8  男 西原高等学校

KA WAMITSU DAISUKE 1 7  男 西原高等学校

KISHIMOTO RIIMA 1 6  女 宜野湾高等学校

KYODA YUKA 1 8  女 興南高等学校

GENKA KANOKO 1 7  女 首里高等学校

UZA AIKI 1 5  女 浦添高等学校
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海外参加 者名簿

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

11 

1 2  

1 3  

14  

1 5  

1 6  

1 7  

名
宮里 賢征

MIY AZATO UETA MAURY MASSA YUKI 
上江洲 小百合 シ ル ビ ア
UESU SIL VIA SA YURI 

ヴ ィ ヴ ィ ア ネ ユ ミ ハ フ サキ
VIVIANA YUMI HARASAKI 

新城 パ ブ ロ ア リ エル
PABLO ARIEL ARAGUSUKU 

仲宗根 ゆ か り
YUKARI NAKASONE 

真栄城 仲宗根 カ リ ナ 初江
KARINA HA TSUE MAESHIRO NAKASONE 

伊佐 与儀 幸子 カ ロ リ ー ナ
SACHIKO CAROLINA ISA YOGUI 

大城 広大
KODAI OSHIRO 

ク ダ カ 美咲
MISAKI KUDAKA 

ジ ャ ス プ イ ン ト ヨ サ ト
JUSTIN TOYOSA TO 

麗矢 マ ー ロ ウ
LAIYA MARLOW 

マ ケ フ レ ネ ー コ ー ル
MICHAELA RENE COLE 
ト モ コ レ ネ ー レ オ ナ ー ド

TOMOKO RENEE LEONARD 
ク リ ス ナ イ ー ナ チハ ル ヘ ン リ ー

CHRISTINA CHIHARU HENRY 
ジ ョ シ ュ ア マ イ ケ ル キ ャ ン ベ ル
JOSHUA MICHAEL CAMPBELL 

ク リ ス チ ア ン サ ン
MACALINT AL CHRISTIAN SANTOS 

比嘉 紀 乃
KOTONO HIGA 

海外引 率者 名 簿
名

1 
カ ネ シ ロ ジ ョ ゼ マ ツ ォ

KANESHIRO JOSE MATSUO 

2 
儀 間 い つ 子

ITSUKO GIMA 

3 
城間 呉屋 カ リ ナ ジセ レ

KARINA GISSELLE SHIROMA GOY A 

4 
マ ユ ミ マ レ イ ン コ ル
MA YUMI MARLENE COLE 

年令 性月LJ 世代 国 名 県 人 会 名

1 7  男 3 世
ブ ラ ジル沖縄県 人 会

1 5  女 4 世 ブ ラ ジル

1 7  女 3 世 カ ン ポ グ ラ ン デ沖縄県 人 会

1 8  男 4 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会

1 7  女 2 世

1 7  女 3 世
ペ ル ー ペル ー 沖縄県 人会

1 6  女 3 世

1 3  男 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人 会

1 5  女 3 世

1 3  男 4 世 北米沖縄県 人 会

14 女 2 世 コ ロ ラ ド 州沖縄県 人 会

1 7  女 3 世 ア メ リ カ ア ト ラ ン タ 沖縄県 人 会

1 7  女 2 世 イ ンデ ィ ア ナ沖縄県 人 会

ス ペイ ス コ ー ス ト 沖縄県人会1 7  女 2 世 ゆ い ま る 会

1 5  男 4 世 カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県 人 会

1 8  男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県 人 会

1 4  女 2 世 ド イ ツ ド イ ツ 沖縄県 人 会

年齢 性別 世代 国 名 県 人 会 名

56 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県 人会

3 0 女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人 会

2 7 女 3 世 ペル ー ペル ー 沖縄県 人会

48 女 2 世 ア メ リ カ ア ト ラ ン タ 沖縄県 人 会
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I 平成1 8年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加 者 名 簿
氏 名 学年 性別

1 国 士 明 奈 KUNIYOSHI MEINA 3 女ロ

2 久 手 堅 憲 稀 KUDEKEN NORIKI 3 男

3 比 嘉 夏 海 HIGA NA TSUMI 3 女

4 冨 名 腰 ＊で；； 乃 FUNAKOSHI A YANO 3 女

5 豊 見 山 佐 妃 TOMIY AMA SAKI 3 女

6 月‘ I’j 里 雅 MAESA TO MIY ABI 3 女

7 中 村 春 葵 NAKAMURA HARUKI 3 女

8 与 坂 勇 姫 YOSAKA YUKI 1 女

， 比 品ー 美 幸 HIGA MISAKI 3 女

1 0  崎 原 佑 介 SAKIHARA YUSUKE 3 男

1 1  島 ィ衣父 正 志 SHIMABUKURO MASASHI 1 男

1 2 諸 見 正 太 MOROMI SHOTA 3 男

1 3 津 波 義 弥 TSUHA YOSHIYA , 3 男

1 4  山 内 祐 奈 YAMAUCHI YUUNA 3 女

1 5  呂一 納 亜 沙 美 KINA ASAMI 3 女

1 6  J I  I A 艮n 奈 那 KAWASETSU NANA 3 女

1 7  屋 比 久 ま り YABIKU MARI 3 女

1 8  運 天 美 由 紀 UNTEN MIYUKI 3 女

1 9  池 原 な な え IKEHARA NANAE 3 女

2 0  上 間 も え み UEMA MOEMI 3 女

2 1 狩 俣 木てク 乃 KARIMA TA A YANO 1 女

2 2  久 貝 博 文 KUGAI HIROFUMI 1 男

2 3  大 城 ひ ろ か OSHIRO HIROKA 2 女

24 岩 田 匹木；； IWATA AYA 1 女

2 5  稲 福 奈実子 INAFUKU NAMIKO 3 女

26 城 田 麻 莉 亜 SHIROTA MARIA 3 女

2 7 謝 敷 ア リ ー ニ JASHIKI ALINI 1 女

邑子 校 名

中城村立中城中学校

西原町立西原東中学校

浦添市立浦添中学校

那覇市立首里中学校

那覇市立松 島中学校

那覇市立松島中学校

豊見城市立長嶺中学校

南城市立玉城中学校

与那原町立与那原中学校

与那原町立与那原中学校

多 良間村立多良間中学校

石川高等学校

北谷高等学校

普天間高等学校

普天間高等学校

西原高等学校

浦添工業高等学校

浦添工業高等学校

那覇国際高等学校

那覇国際高等学校

首里高等学校

小禄高等学校

那覇西高等学校

那覇西高等学校

那覇商業高等学校

那覇商業高等学校

沖 縄 尚学高等学校

28 宮 城 若 名 MIYAGI WAKANA 2 女 沖 縄女子短期大学附属高等学校

29 下 地 由 芙 子 SHIMOJI YUFUKO 2 女 開 邦高等学校

3 0 賠ヽヽ 屋 美 友 貴 TERUY A MIYUKI 2 女 知念高等学校

3 1  糸 数 舞 ITOKAZU MAI 2 女 知念高等学校

32  金 城 将 吾 KINJO SHOGO 3 男 糸満高等学校

3 3  平 良 優 圭 TAIRA YUKA 3 女 久米 島高等学校
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海外参加者名簿
名 性月lj 世代 国 名 県 人 ム 名云

1 
ガ ブ リ エ レ エ リ 比嘉

GABRIELLE ERY HIGA 
女 2 世

2 
カ リ ナ イ ズ ミ 具志堅

KARINA IZUMI GUSHIKEN 
女 3 世

3 
カ レ ン ユ ミ 宮城

ブ ラ ジル沖縄県 人会

KAREN YUMI MIYASHIRO 
女 4 世

レ チ シ ア チ エ ミ 高 良
ブ ラ ジル

4 
LETICIA TIEMI TAKARA 

女 3 世

マ リ オ セ ル ジ オ い さ お 小波津
5 

MARIO SERGIO ISSAO KOHATSU 
男 3 世

6 
レ ナ タ ち え み 城 間

カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県 人 会

RENATA TIEMI SHIROMA 
女 3 世

7 
宮平 レ オ ナ ル ド マ ル 丁 イ ン

LEONARDO MARTIN MIYAHIRA 
男 2 世

8 
新垣 あ かね

AKANE ARAKAKI 
女 1 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会

， 
喜納 パ ウ フ ミ カ エ フ ミ ュ キ

PAULA MICAELA KINA 
女 3 世

1 0  
新坦 金城 ジ ヽ ホルヘ

JIMMY JORGE ARAKAKI KANASHIRO 
男 4 世

1 1  
具志堅 大城 ガ ブ リ エ ラ イ サ ベ ル

GABRIELA ISABEL GUSHIKEN OSHIRO 
女 3 世 ペル ー ペ ル ー 沖縄県人 会

1 2  
渡嘉敷 国頭 ダ — ェ ラ

DANIELA TOKASHIKI KUNIGAMI 
女 4 世

1 3  
比嘉 さ ゆ り

SAYURI HIGA 
女 3 世

14 
箕榮城 弥生

YA YOI MAESHIRO 
女 3 世

安里 健
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人 会

1 5  男 2 世
KEN ASATO 

1 6  
ホ カ マ 木序

SAKAE HOKAMA 
男 3 世

1 7  
イ ダル ゴ カ ネ ド フ フ ン シ ス コ エ イ ジ
FRANCISCO EILL Y HIDALGO CANEDO 

男 4 世 メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県 人会

1 8  
キ ヨ ミ ト レ ス ゴ ンザ レ ス

KIYOMI TORRES GONZALEZ 
女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

19 
尚 田 シ ャ ンァル 真 由 美

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
女 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダーエル マ コ ト バ ン バ ー ド
2 0 

DANIEL MAKOTO BOMBARD 
男 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県 人会

又 吉 ま り こ リ ン
2 1 

MARIKO LYN MA TA YOSHI 
女 2 世 北 カ リ フ ォ ルニ ア 沖縄県人会
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海外参加 者 名 簿

1 9  
高 田 シャンテル 真 由 美

CHANTELLE MA YUMI TAKATA 
女 5 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

ダ― エ ル マ コ ト バ ンバ ー ド
20 男

DANIEL MAKOTO BOMBARD 
2 世 北米沖縄県人会

又吉 ま り こ リ ン
2 1 

MARIKO LYN MA TA YOSHI 
女 2 世 北 カ リ フ ォ ルニ ア 沖縄県 人会

りIッ トt)し ミ ッシェル ケイ］
22 

MICHELLE KEIKO WHETSELL 
女 2 世 ワ シ ン ト ン州沖縄県人 ク ラ ブ

T, ィ3 7レン シュ）しうイン
2 3 

DALE ALLEN SCHLEHLEIN ill 
男 3 世 中 西部沖縄県人会

7シュレイ 紀子 シャンJーズ
ア メ リ カ

24 
ASHLEY KIKO SHANKLES 

女 2 世 ニ ュ ー メ キ シ コ 沖縄県人会

イーアン トーマス ダ ゲ うス
2 5 

IAN THOMAS DOUGLAS 
男 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人会

フ ェ ン グ フ ー 美花
26 

MIKA LEILANI FENGLER 
女 2 世 ア ト ラ ン タ 沖縄県 人会

アーシリー 7
ゞ

ルック シンゲ ルトン
2 7 女

ASHLIE BROOKE SHINGLETON 
3 世 ジ ャ ク ソ ン ビル沖縄県 人会

ク リ ス ト77ー シ
0

171)- I 卜
、

リース
｀

28 男
CHRISTOPHER JEFFREY EDWARDS 

2 世 ミ シガ ン 沖縄県人会

29 
）＼

゜

ターリン アン ド リ 1ー 義輝
男

ANDREW YOSHIKI PATTERSON 
2 世 バ ン ク ー バー沖縄県友愛会

比嘉 史
カ ナ ダ

30 
NICHOLAS CHIKASHI HIGA 

男 2 世 ト ロ ン ト 球陽会

3 1  
7

ゞ

うイアン メ ヒア ヤキテン
男

Y AQUITEN BRYAN MEJIA 
3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会

32 
比嘉 麻耶

MAYA HIGA 
女 2 世 マ レ ー シ ア マ レ ー シ ア 沖縄会

33 
石加 幸夫

SACHIO LUCIAN ISHIGAKI 
男 2 世

34 
石加 優児

イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県人会

YUJI ISHIGAKI 
男 2 世

海外引 率者名 簿
名 性別 世代 国名 県人会名

1 
与儀 上原 昭雄

AKEO UEHARA YOGUI 
男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県 人会

2 
譜久原 アン にオ

FUKUHARA ANTONIO 
男 3 世 ペルー ペル ー沖縄県人会

3 
イ ノ ウ エ 悦子

ETSUKO INOUE 
女 2 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人会

4 
7リエタ 7ォンテ 伊波

女
JULIET A FONTE IHA 

3 世 キ ュ ーバ キ ュ ー バ沖縄県 人会

5 
ジ ャネッ ト 亜希子 山 内

JANET AKIKO YAMAUCHI 
女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県人会

6 
上原 さ や か

SAY AKA UEHARA 
女 1 世 ア メ リ カ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人会
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I 平成1 7年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別 呂子 校 名

1 具 志 堅 上
.L
I 圭目 知 GUSHIKEN YASUTOMO 14  男 沖縄市立 コ ザ中学校

2 城 間 ひ か る SHIROMA HIKARU 14  女 那覇市立石嶺中学校

3 伊 地 侃 海 ICHI TADAMI 14 男 与那原町立与那原中学校

4 又 士 奈 保 子 MAT A YOSHI NAOKO 14  女 石垣市立伊原間中学校ロ

5 金 城 千 尋 KINJO CHIHIRO 1 6  女 北部工業高等学校

6 幸 地 長 治 KOUCHI CHOUJI 1 6  男 名護高等学校

7 金 城 エ リ ナ KINJO ERINA 1 7  女 読谷高等学校

8 大 城 奈 々 OSHIRO NANA 1 7  女 具志川 高等学校

， 玉 城 美 優 TAMAKI MIYU 1 8  女 具志川 高等学校

1 0  山 城 木ロ 奈 YAMASHIRO ANNA 1 6  女 普天間高等学校

1 1 r子ユ 根 あ み 菜 UNE AMINA 1 7  女 浦添高等学校

1 2  大 城 李 理 子 OSHIRO RIRIKO 1 5  女 那覇高等学校

1 3  斉 藤 愛 里 SAITO AIRI 1 6  女 那覇国際高等学校

1 4  又 士 扶 MAT A YOSHI T ASUKU 1 7  男 那覇国際高等学校ロ

1 5  上 原 麻 衣 UEHARA MAI 1 5  女 小禄高等学校

1 6  小 那 覇 祥 子 ONAHA SHOKO 1 6  女 豊見城高等学校

1 7  番 園 亨 BANZONO TORU 1 6  男 糸満高等学校

1 8  翁 長 琴 乃 ONAGA KOTONO 1 7  女 久米島高等学校

1 9 伊 良 部 夏 美 IRABU NA TSUMI 1 8  女 宮古工業高等学校
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|l | 

海外参加者 名 簿
氏 名

1 大城 直 美 マ ヤ フ
MAY ARA NAOMI DE ALCANTARA OSHIRO 

2 宮城 明子 ベ ア ト リ ス
BEATRIZ AKIKO MIYASHIRO 

3 川 波 エ ン リ ッ ケ ケ ン ジ
HENRIQUE KEN J I  KA WAN AMI 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

1 0  

1 1  

1 2  

1 3 

14  

1 5  

1 6  

1 7  

屋宜 官広 ア レ ハ ン ド ロ
ALEJANDRO DANIEL YAGI 

岸本 ユ カ リ
YUKARI KISHIMOTO 

仲里 国頭 エ ミ カ ロ リ ナ
EMY CAROLINA NAKASATO KUNIGAMI 

亀 甲 亀 甲 た か し ア レ ハ ン ド ロ
TAKASHI ALEJANDRO KAMEGO KAMEKO 

親川 千草 カ サ ン ド フ
CHI GUSA CASANDRA OY AKA WA 

ジ ャ ン ブ フ ジル
JANNY BRASIL TAMASHIRO 

ヤ マ シ ロ ミ ッ シ ェ ル
MICHELLE ALEXANDRA YAMASHIRO 

イ タ リ ア ー ノ チ ャ ン ス ケ ン イ チ
CHANCE KENICHI IT ALIANO 

イ ズ リ ー マ ケ ー ナ ヴ ィ カ ー シ ャ
MCKENNA VIKASHAA EASLEY 

フ ッ ク エル 笑美 コ ン ド ン
RAQUEL EMI CONDON 

ク リ ス ト フ ァ ー ジ ョ シ ア ワ ー ル タ ー ズ
CHRISTOPHER JOSHUA WALTERS 

ジ ョ ダ ン カ ミ オ サ ワ ダ
JORDAN KAMIO SAW ADA 

ジ ャ ス ミ ン マ リ ド フ レ ド デ ヘ ス ス
JASMINE MARIE DE JESUS 
ゴ ンザ レ ス 優子 エ リ ザベ ス

YUKO ELIZABETH GONZALES 

海外引 率者名 簿

1 

2 

3 

4 

5 

氏 名
松堂 忠顕

CHUKEN MA TSUDO 
新里 フ ァ ビ ア ナ カ ル メ ン

F ABIANA CARMEN SHINZA TO 
安座間 喜屋武 シ ェ イ フ パ ト リ シ ア
SHEILLAH PA TRICIA AZAMA KIY AN 

牧志 啓和
HIROKAZU MAKISHI 

伊敷 久子
HISAKO ISHIKI 

性け I」 世代 国 名 県 人 会 名

女 2 世
ブ ラ ジル沖縄県 人会

女 3 世 ブ ラ ジル

男 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県 人会

男 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会

女 1 世

女 4 世
ペル ー ペル ー沖縄県人会

男 3 世

女 3 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人会

女 3 世

女 4 世 北米沖縄県人 会

男 1 世 ュ タ 州沖縄県人会

女 2 世 ア メ リ カ ワ シ ン ト ン D C 沖縄県 人会

女 3 世 イ ンデ ィ ア ナ 沖縄県 人会

男 3 世 フ ロ リ ダ沖縄県 人会

男 4 世 カ ナ ダ レ ス プ リ ッ ジ沖縄県 人会

女 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人 会

女 2 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県 人 会

性 別 世代 国 名 県 人 会 名

男 1 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジ ル沖縄県 人会

女 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世 ペル ー ペ ルー 沖縄県 人会

男 1 世 ア メ リ カ ュ タ 州 沖縄県人会

女 1 世 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県 人会
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I 平成1 6年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別

1 棚 原 琴 希 TANAHARA KOTOKI 1 4  女

2 糸 数 禾フLJ 乃 ITOKAZU RINO 1 3  女

3 国 士 美 樹 KUNIYOSHI MIKI 1 4  女ロ

4 高 原 茉 奈 TAKAHARA MANA 14  女

5 前 上 里 李 衣 奈 MAEUEZA TO LIINA 1 3 女

6 幸 地 美 琴 KOUCHI MIKOTO 1 7  女

7 平 良 槙 子 TAIRA MAKIKO 1 7  女

8 小 谷 仁 人 KOT ANI KIMIHITO 1 7  男

， 池 原 春 奈 IKEHARA HARUNA 1 8  女

1 0  又 士 毅 MAT A YOSHI TAKESHI 1 7  男ロ

1 1  上 原 唯 UEHARA YUI 1 8  女

1 2  崎 濱 優 希 SAKIHAMA YUUKI 1 8  女

1 3 沖 士 ハ ン ナ OKIYOSHI HANNA 1 6  女ロ

1 4  運 天 美 里 UNTEN MISA TO 1 6  女

1 5  久 銘 次 美 奈 江 KUMEJI MINAE 1 6  女

1 6  謝 敷 エ ミ リ ー J ASHIKI EMILY 1 6  女

1 7  金 城 の ぞ み KINJOU NOZOMI 1 7  女

1 8  許 田 卓 史 KYODA TAKAFUMI 1 8  男

1 9  金 憲 禎 KIM HUNJUNG 1 6  男

20 細 田 愛 HOSODA MANA 1 5  女

- 9 1  -

} 子 校 名

宜野湾市立宜野湾 中 学校

那覇市立小禄 中 学校

久米 島町立具志川 中 学校

平良市立平 良 中 学校

石垣市立伊原 間 中 学校

名 護高等学校

石川 高等学校

石川 高等学校

読谷高等学校

美里高等学校

球陽高等学校

与勝高等学校

普天間高等学校

首里高等学校

那 覇 国 際高等学校

那覇国際高等学校

那覇西高等学校

興南高等学校

沖縄尚学高等学校

豊見城高等学校



海外参加者 名 簿
氏 名 性月LJ 世代 国 名 県 人 ム 名云

比嘉 理恵 デボ フ
1 

DEBORA LIE HIGA 
女 3 世

2 
知念 ま ゆ み ク リ ス チ ー ナ

ブ ラ ジル沖縄県人会

CRISTINA MA YUMI CHINEN 
女 2 世 プ ラ ジル

3 
城 間 ロ ド リ ー ゴ シゲイ ロ

RODRIGO SHIGUEIRO SIROMA 
男 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県人会

4 
又 吉 ア ン ド レ ス

MA TA YOSHI ANDRES PABLO 
男 3 世

5 米須 ノ ル マ ビル ヒ 一 ァ
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

KOMESU NORMA VIRGINIA 
女 3 世

6 
エ ス コ バル 伊礼 ジ ョ ア ナ ェ ッ コ

ESCOBAR YREY JOHANNA ETSUKO 
女 4 世

比 嘉 シ ン ボ エ リ ッ ク ハ ビ エル
ペ ル ー ペ ルー 沖縄県 人会

7 
HIGA SHIMBO ERIC JAVIER 

男 3 世

8 
中 村 稲嶺 真 由 美

NAKAMURA I N  AMINE MA YUMI 
女 2 世

， 
新垣 サ ト ル

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人 会

ARAKAKI SA TORU 
男 2 世

1 0  
サ ユ リ ゴ ンザ レ ス ナ カ ソ ネ

女
GONZALEZ NAKASONE SAYURI 

3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会

1 1 
ミ ッ シ ェ ル ミ ヨ リ ! '\  ス

PANIS MICHELLE MIYORI 
女 3 世 沖米沖縄県 人会

ウ ィ リ ア ム ウ ォ ル タ ー ス ト レ リ ー
1 2 

STRALEY WILLIAM WALTER 
男 2 世 ペ ン サ コ ー ラ 沖縄県人 会

1 3 
コ フ オ ク リ ス タ ル

CORRAO CRYSTAL MARIE 
女 2 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県人 会

新 城 ア ン ト ― 大陸男1 4  
ARASHIRO ANTHONY MUTSUO 

男 2 世 サ ンデ ィ エ ゴ沖縄県 人会

ジ ェ シー ・ マ イ カ イ ア オ ア カ マ ラ ー ・ ホ リ
1 5  女

HORI JESSIE MAI KAIAO A KAMALANI 
4 世 ハ ワ イ 沖縄連合会

1 6  喜久川 可奈
KIKUKAWA KANA 

女 1 世 カ ナ ダ バ ン ク ー バ ー 沖縄県友愛会

1 7  
レ ン ド ジ ャ ン ボ フ ァ シ ョ
BONIFACIO RHEND JAN 

男 3 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県 人会
＇ 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県 人 会 名

1 与儀 上原 昭雄 男 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジ ル沖縄県人会
2 新垣 ア リ エル 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会
3 松 田 美津江 女 2 世 ペル ー ペ ルー 沖縄県 人会
4 ミ ュキ イ ト カ ズ モ ラ レ ス 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県 人会
5 光江 上原 コ ー チ 女 1 世 ア メ リ カ シ カ ゴ沖縄県 人会
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L 平成1 5年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別

1 宮 本 詩 織 Miyamoto Shiori 1 2  女

2 島 袋 希 Shimabukuro Nozomi 1 5  女

3 山 城 貴 徳 Yamashiro Takanori 14  男

4 比 屋 根 安 尚 Hiyane Yasunao 1 3  男

5 長 嶺 ー 司 Nagamine Kazushi 1 3 男

6 古 波 蔵 直 子 Kohagura Naoko 1 4  女

7 比 嘉 淳 子 Higa Junko 1 8  女

8 吉 村 宛9 1 幸9, Yoshimura Sonoka 1 7  女

， 高 良 南 Takara Minami 1 8  女

1 0  玉 城 幸 Tamaki Miyuki 1 7  女

1 1 安 次 富 紗 綾 香 Ashitomi Sayaka 1 6  女

1 2  比 嘉 こ な み Higa Konami 1 7  女

1 3 安 里 み ち ょ Asato Michiyo 1 7  女

1 4  新 垣 怜 子 Arakaki Reiko 1 7  女

1 5  新 崎 奈 央 Arasaki Nao 1 7  女

1 6  前 田 那 美 子 Maeda Namiko 1 8  女

1 7  大 本 紗 哉 Ohmoto Saya 1 6  女

1 8  金 城 プ羊 ＊ 台 Kinjo Mina 1 7  女

1 9  大 城 桃 香 Oshiro Momoka 1 6  女

20 真 栄 城 智 恵 美 Maesiro Chiemi 1 6  女

2 1 稲 福 陽 香 Inafuku Haruka 1 5  女

22 村 吉 梨 華 子 Murayoshi Rikako 1 5  女

県外 内 参加者名 簿

氏 名 年齢 性別

1 金 城 幸 代 Kinjo Sachiyo 1 5  女

2 上 原 勝 也 Uehara Katsuya 1 7  男

3 小 山 奈 未 Koyama Nami 1 8  女
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序子 校 名

港川 中 学校

首里 中 学校

糸 満 中 学校

南 星 中 学校

南 星 中 学校

南 星 中 学校

八重 山 農林高等学校

読谷高等学校

球陽高等学校

浦添高等学校

浦添商業高等学校

首里高等学校

首里東高等学校

那覇高等学校

那覇高等学校

那覇国 際高等学校

那覇国 際高等学校

那覇商業高等学校

沖縄尚学高等学校

沖縄 尚学高 等学校

興南高等学校

興南 高等学校

A 子 校 名

兵庫県立宝塚私立高 司 中 学校

兵庫県立宝塚高等学校

日 本福祉大学附属高等学校



1 平成1 5年度 海外参加 者 名 簿 I 
海外参加者名 簿

氏 名
新城 真 由 美1 Monica Mayumi Arashiro 

仲村 カ ロ リ ー ナ み ど り2 Carolina Midori Nakamura 
新里 チ エ ミ ア ン ネ3 Anne Thiemy Suzuki Shinzato 

井 口 セ シ リ ア ミ ド リ4 Iguchi Cecilia Midori 
諸喜 田 マ リ ネ5 Shokida Marine 

仲本 山 城 ダー エ フ6 Nakamoto Y amagusuku Daniella 
渡慶次 山 城 マ リ ア ガ ブ リ エ フ7 Tokeshi Y amagusuku Maria Gabriela 

神谷 ナ オ ミ8 Kamiya Pedraza Naomi 
比嘉 茫ロ ー

， Higa Koji 

1 0  ア レ マ ン レ オナル ド ホルヘ エルネ ス ト
Aleman_ Leonard Jorge Ernesto 

キ ャ サ レ ン ア ー ヌ シ ロ マ1 1 Katharine Anne Shiroma 
タ イ ン‘ ノ‘ ／‘ コ バ シガ ワ1 2  Ty Jin Kobashigawa 

玉城 由 美1 3 Tamashiro Yumi 
柳 田 コ リ ン タ ケ シ1 4  Yanagida Colin Takeshi 
ア シ ュ リ ー フ リ ッ ク1 5  Ashley Frick 
仲原 オ リ バ ー 竜 司1 6  Nakahara Oliver Ryoji 

デ ィ ナ マ エ エ ロ イ リ エ ゴ1 7  Llego Dinahmae Erny 

1 パ ト リ シ ア レ ジ ー ナ ノ セ ダ ロ ペ ス8 Lopez Patricia Resyna Noceda 
レ ド ナ ジ ェ フ ァ ー 祐紀1 9  Redona Jennifer Yuki 

海外引 率者名 簿
氏 名

1 屋富祖 正 一

2 安座間 平敷 フ ァ ン 喜勝
3 比嘉 次雄
4 上 間 大兼久 ホ ル ヘ
5 タ ラ ン テ ィ ニ 裕子 伊波
6 曽 野 知雄
7 島袋 カ オル ネ イ デ ィ ー

8 ア セ ルデ ン マ リ ア コ ラ ソ ン エ バ ンヘ リ オ
， 奥濱 レ ド ナ 悦子

性別 世代 国 名 県 人 ム 名云

女 3 世
ブ ラ ジル沖縄県 人会

女 2 世 ブ ラ ジル

女 3 世 カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県 人会

女 3 世
ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県人連合会

女 3 世

女 3 世
ペル ー ペル ー 沖縄県人会

女 3 世

女 2 世
ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人会

男 2 世

男 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県 人 会

女 4 世
ハ ワ イ 沖縄県人会

男 4 世

女 2 世 ア メ リ カ 北米沖縄県 人会

男 2 世 ワ シ ン ト ン 州 沖縄県人会

女 3 世 ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人会

男 2 世 カ ナ ダ カ ルガ リ ー 沖縄県 人会

女 3 世
フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン 沖縄県人会

女 3 世

女 3 世 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県 人会

性別 世代 国 名 県人会名
男 1 世 ブ ラ ジル カ ン ポ グ ラ ンデ沖縄県 人会
男 3 世 ペル ー ペル ー 沖縄県人 会
男 1 世 ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県人 会
男 2 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県人会
女 1 世 北米沖縄県人 会
男 2 世 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県 人会
女 2 世 ハ ワ イ 沖縄県 人会
女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会
女 ア メ リ カ グ ア ム 沖縄県人 会
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i 平成1 4年度 県 内 参加 者 名 簿

県 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別

1 宮 里 ←弱.尿, 哉 Ryoya Miyazato 1 5  男

2 奥 間 友 里 恵 Yurie Okuma 1 4  女

3 輿 那 城 美 姫 乃 Mikino Yonashiro 1 2  女

4 伊 良 波 美 Kazumi Iraha 1 4  女

5 品...L. 数 真 菜 Mana Kakazu 1 3  女

6 比 嘉 麻 臣 Asami Higa 1 3  女

7 平 敷 綾 Aya Heshiki 1 5  女

8 山 城 信 裕 Nobuhiro Yamashiro 1 4  男

， 杉 山 星 河 Seika Sugiyama 1 2  女

1 0  J I  I 平 之 Kazuyuki Kawahira 14  男

1 1  宮 城 聖 里 香 Serika Miyagi 1 7  女

1 2  大 城 奈 津 紀 Natsuki Ohshiro 1 6  女

1 3  山 城 夢 乃 Yumeno Yamashiro 1 5  女

1 4  宮 里 あ す か Asuka Miyazato 1 7  女

1 5  嵩 本 哲 也 Tetsuya Takemoto 1 6  男

1 6  西 筋 理 奈 Rina Irisuji 1 5  女

1 7  玉 城 智 佳 Chika Tamaki 1 8  女

1 8  國 場 雄 作 Yusaku Kokuba 1 6  男

1 9  又 士 香 穂 利 Kahori Matayoshi 1 5  女ロ

20  石 井 雄 大 Takehiro Ishii 1 7  男

県外 内 参加者名簿

氏 名 年齢 性別

1 J I  I 崎 麻 奈 美 Manami Kawasaki 1 3 女

2 金 城 香 奈 Kana Kinjo 1 3 女

3 輿 那 嶺 美 香 Mika Yonamine 1 2  女

4 糸 洲 久 美 子 Kumiko Itosu 1 7  女
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邑子 校 名

名護市立大宮中学校

金武町立金武中学校

沖縄市立安慶 田中学校

沖縄市立 山内中学校

浦添市立浦西中学校

那覇市立松城中学校

那覇市立小禄中学校

与那原町立与那原中学校

豊見城市立伊良波中学校

城辺町立福嶺中学校

辺土名高等学校

石川高等学校

美里高等学校

宜野湾高等学校

西原高等学校

那覇高等学校

沖縄女子短大附属高等学校

豊見城高等学校

糸満高等学校

八重 山高等学校

} 子 校 名

鶴見中学校

鶴見中学校

大阪市立天下茶屋中学校

明浄学院高等学校



1 平成1 4年度 海外参加 者 名 簿
＿ ＿ ＿＿ 

海外参加 者 名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県 人 ム 名云

1 当 間 嗣栄 マ ウ リ シ オ
男 4 世Mauricio Shiei Touma ブ ラ ジル

2 画 良 グ ラ ウ シ ャ ネ ン シ ー
女 3 世 ブ ラ ジル

沖縄県 人会
Glaucia Nency Takara 

3 志 良 堂 ジ ャ ケ リ ネ
女 4 世 カ ン ポ グ ラ ンデ

JacQueline Shirado 沖縄県 人会

4 米須 ト マ ス
男 2 世Tomas Komesu 在亜沖縄県 人

島袋 エ リ ア ー ナ ビル ヒ ー ニ ア
ア ルゼ ン チ ン 連合会5 Eliana Virginia Shimabukuro 女 3 世

6 広 中 山 城 ）レイ ス フ ェ ル ナ ン ド
男 4 世Luis Fernando Hironaka Yamagusuku ペ ルー

ゴ ンザ レ ス 平良 ハ イ メ
ペ ルー

沖縄県 人会7 Jaime Gonzales Taira 男 3 世

8 仲里 秋奈 女 2 世Akina Nakazato ボ リ ビ ア
ロ ニ ー ヴ ェ レ ス 真栄城 ボ リ ビ ア 沖縄県人会

， Rony Velez Maeshiro 男 3 世

1 0  ナ リ マ ン ピ ー ニ ャ フ ォ ン テ
女 4 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ

Narryman Pina Fonte 沖縄県人 会

1 1 清本 ・ 伊舎良 マ ッ シ ュ ー 誠 男 4 世Matthew Makoto Kiyomoto-Isara ハ ワ イ

1 2  伊 良波 ク リ ス ト フ ァ ー マ イ ケ ル
男 4 世 沖縄県人 会

Christopher Michael Iraha 

1 3  比嘉 ク リ ス テ ィ ン ミ ヨ シ
女 4 世 北米

Cristan Miyoshi Higa 沖縄県 人 会
バ ウ チ ャ ー 飛鳥

ア メ リ カ
ワ シ ン ト ン D.C.14  Asuka Christine Boutcher 女 2 世 沖縄会

1 5  ジ ョ ナサ ン サ ン ダー ス
男 3 世 ア ト ラ ン タ

Johnathan David Saunders 沖縄県 人会

1 6  ジ ョ セ フ リ ー バザー ド
男 3 世 北加

Joseph Lee Buzzard 沖縄県 人会

1 7  藤 田 エ リ ザベ ス 由 利子 女 2 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト
Elizabeth Yuriko Fujita 球陽会

1 8  ミ シ ェ ル ア ベ ダニ ア ペ ベ ニ ト
女 3 世Michelle Abedania Pebenito フ ィ リ ピ ン

ジ ョ ネ ロ ベ ス コ メ ロ ス イ グナ シ オ フ ィ リ ピ ン 沖縄県 人会1 9  Jonerobeth Comeros Ignacio 女 3 世

20 照屋 な っ 子
女 2 世 シ ンガポ ー ル 星琉会Natsuko Teruya 

海外引 率者名 簿
氏 名 性別 世代 国 名 県 人 会 名

1 具志堅 ジ ー ナ 美千代 女 2 世 ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県人会
2 新里 ダニ エル エ ス テバ ン 男 2 世 ア ルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会
3 赤嶺 光弘 男 1 世 ペ ル ー ペ ルー 沖縄県 人会
4 エ ス テル タ マ キ ト ー レ ス 女 3 世 キ ュ ー バ キ ュ ー バ沖縄県 人会
5 呉屋 君子 女 1 世 ア メ リ カ 北米沖縄県 人会
6 大城 順市 男 1 世 北加沖縄県 人会
7 藤 田 み ど り 女 1 世 カ ナ ダ ト ロ ン ト 球陽会
8 エ ス テ ー ラ ア レ ホ ア ド ル フ ォ 女 2 世 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県 人会
， 橋本 真理 女 1 世 シ ンガ ポ ー ル 星琉会
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I 平成1 3年度 県 内 参加 者 名 簿 I 
県 内 参加者名 簿

氏 名 学年 性別 } 子 校 名
1 知 名 倫 子 Rinko China 小学 4 年 女 宜 野 座 小 学 校
2 仲 田 尚 仁 N aohi to Nakada 小学 4 年 男 南 風 原 小 学 校
3 又 ． 椎 菜 Shiina Matayoshi 小学 5 年 女 漠 那 小 学 校ロ

4 平 良 久美子 Kuiniko Taira 小学 5 年 女 志 真 志 小 学 校
5 仲 本 達 郎 Tatsuro Nakalnoto 小学 5 年 男 城 西 小 学 校
6 新 垣 史 織 Shiori Arakaki 小学 5 年 女 知 J^  ―C―’ ヽ 小 学 校
7 目 取真 輔 Tasuku Medoruma 小学 5 年 男 北 玉 小 学 校
8 城 間 祥 大 Shoudai Shiroma 小学 6 年 男 若 狭 小 学 校
， 照 屋 寛 佳 Hiroyoshi Teruya 小学 6 年 男 城 南 小 学 校
1 0  玉 城 匠 Takumi Talnaki 中 学 1 年 男 コ ザ 中 学 校
1 1 知 ノ9→ Cヽ 鈴 奈 Suzuna Chinen 中 学 1 年 女 伊 江 中 学 校
1 2 仲 間 良 成 Yoshinari Nakama 中 学 1 年 男 越 来 中 学 校
1 3 牧 山 禾フl j 紗 Risa Makiyama 中 学 1 年 女 沖 縄 尚 学 中 学 校
14 仲 程 祐 介 Yusuke Nakahodo 中 学 1 年 男 古 蔵 中 学 校
1 5 成 底 徹 Toru Narisoko 中 学 1 年 男 港 川 中 学 校
1 6 仲 里 匹木ク 夏 Ayaka Nakazato 中 学 1 年 女 知 ＾ 9―C―’ ヽ 中 学 校
1 7 屋嘉比 梢 Kozue Yakabi 中 学 1 年 女 東 風 平 中 学 校
1 8  玉 城 匹＊ク 衣 Ai Tamaki 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
1 9 松 本 佳 子 Yoshiko Matsuinoto 中 学 1 年 女 那 覇 中 学 校
20 東 江 真理子 Mariko Agarie 中 学 2 年 女 伊 江 中 学 校
2 1 与那嶺 悠 Haruka Yonamine 中 学 2 年 男 伊 良 波 中 学 校
22 古 謝 ち ひ ろ Chihiro Koja 中 学 2 年 女 嘉 手 納 中 学 校
23 比 嘉 紗 苗 Sanae Higa 中 学 2 年 女 鏡 が 丘 養 護 学 校
24 仲 程 若 菜 W akana Nakahodo 中 学 2 年 女 古 蔵 中 学 校
25 平 田 士 郎 Yoshiro Hirata 中 学 2 年 男 佐 敷 中 学 校ロ

26 比 嘉 ＊S ク カ只ロ Ayaka Higa 中 学 2 年 女 松 城 中 学 校
27 比 ． 品 亜 樹 Aki Higa 中 学 2 年 女 興 南 中 学 校
28 古 堅 葵 Aoi Furugen 中 学 3 年 女 安 田 中 学 校
29 佐久川 俊 介 Shunsuke Sakugawa 中 学 3 年 男 沖 縄 尚 学 中 学 校
30  謝 花 千 夏 Chinatsu Jahana 中 学 3 年 女 宮 里 中 学 校
3 1 普天間 樹 Kazuki Futenma 中 学 3 年 男 小 禄 中 学 校
32 玉那覇 優 香 Yuka Tamanaha 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
33 宮 城 鮎 子 Ayuko Mayagi 中 学 3 年 女 西 原 東 中 学 校
34 高 田 真奈美 Manami Takada 高校 1 年 女 小 禄 高 等 学 校
35  翁 長 里 美 Satomi Onaga 高校 1 年 女 小 禄 尚 等 学 校
36 上 原 恵理佳 Erika Uehara 商校 1 年 女 昭和薬科大学附属 尚等学校
3 7  与那覇 恵 禾木l j Eri Yonaha 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
38 徳 里 麗 華H Reika Tokuzato 高校 1 年 女 石 川 高 等 学 校
39 中 村 晴 枝 Harue Nakamura 尚校 1 年 女 那 覇 国 際 尚 等 学 校
40 伊 計 美 希 Miki Ikei 尚校 2 年 女 宮 古 高 等 学 校
41 仲宗根 智 世 Tomoyo Nakasone 尚校 2 年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校
42 佐久田 智 世 Tomoyo Sakuda 高校 2 年 女 宮 古 農 林 高 等 学 校
43 J I  I 口 真 未 Marni Kawaguchi 高校 2 年 女 首 里 東 高 等 学 校
44 池 原 理 Riichi Ikehara 尚校 2 年 男 普 天 間 尚 等 学 校
45 宝蔵寺 祐 司 Yuji Hozoji 尚校 2 年 男 普 天 間 高 等 学 校
46 仲 間 明 奈 Akina Nakama 高校 3 年 女 宮 古 画 等 学 校
47 ノホ9 , 畑 美 加 Mika Chabata 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校
48 新 崎 舞 Mai Arasaki 高校 3 年 女 小 禄 高 等 学 校
49 比屋根 恵 美 Megumi Hiyane 高校 3 年 女 南 風 原 高 等 学 校
50 真 謝 絵 美 Emi Maja 尚校 3 年 女 名 護 高 等 学 校
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-•一•===
海外参加者名 簿

氏 名 性別 国 名 県 人 会 名 弓 I 率 者
与儀 エ リ カ

女1 ERIKA YOGI 

2 太 田 ヂオ ゴ
男DIOGO TAKAKE OTA 

知花 ム リ ロ
男3 MURILLO CHIBANA 

ブ ラ ジル ブ ラ ジル沖縄県 人 会 松堂 ひ ろ み
4 諸見里 春美 女KARINEHARUMI MOROMIZA TO 

崎間 ビ ク ト ル 達 由 鯉
男5 VICTORT A TSUYURI SAKIMA 

6 宮里 昌 宏
男MARCELO MASAHIRO MIY AZA TO UET A 

7 宮城 ガ ス ト ン
男GASTON MIYASHIRO 

比嘉 フ ェ ル ナル ド
男8 FERNANDO EZEQUIEL HIGA 

アルゼ ン チ ン 在亜沖縄県 人連合会 安里エス テ ラ ア レハ ン ド ラ
玉那覇 ノ ルベ ル ト

男， NORBERTO TAMANAHA 
大城 ノ エ リ ア

女1 0  NOELIA OSHIRO 
伊芸 ヘ フ ル ド

男1 1  GERALDO IGEI KOHATSU 
亀 甲 マサル

男1 2 MASARU ARTURO KAMEGO ペ ルー沖縄県 人会 仲宗根 吉修ペルー
1 3 山 城 イ サ ベ ル

女ISABEL YAMASHIRO NAKACHI 

1 4  比嘉 盛繁
男HECIOR ALEXANDER HIGA SHIROMA 

1 5  比嘉 恵理子 女ERIKO CAROLINA HIGA YAMASHIRO 

1 6  大城 ー カ リ
女NIKARI OSHIRO MURARA 

ボ リ ビ ア ボ リ ビ ア 沖縄県 人会 安谷屋 敬中 田 弘喜 男1 7  FERNANDO HlROKI NAKATA 

1 8  仲村 美恵子 女MIEKO NAKAMURA SOKEI 

1 9  仲村 ミ ツ ォ
男JOSE MITSUO NAKAMURA OROZCO 

メ キ シ コ メ キ シ コ 沖縄県 人 会 中村 イ ルマ ヌ ネ ス
20 仲村 ヤ ス ヒ ロ

゜ 男YASUHIRO NAKAMURA OROZC 

2 島 田 バ グ ネ ル 和 良
A 男1 WAGNER KAZUYOSHI SHIMAD 

ブ ラ ジル カ ンポ グ ラ ンデ沖縄県人会 具志堅 弘
2 具志堅 ノ ブユ キ

N 男2 ANDERSON NOBUYUKI GUSHIKE 
古謝 景士

男 ベ ネ ズエ ラ ベ ネ ズエ ラ 沖縄県人会 古謝 い そ え2 3  RAUL KEISHI KOJA 
宜保 亜 由 美 カ レ ン

女24 A YUMI KAREN GIBO 
カ ナ ダ バ ン ク ーバー沖縄友愛会 仲宗根 功

2 5  嶺丼 真実 女MELISSA MAMI MINEI 
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— II 

Il ニニ-—
海外参加 者名簿

2 6  金城 茜
MARGARET AKANE KINJO 女

2 7 目 取真 ジ ャ ネ ル ミ ホ コ カ ナ ダ レ ス ブ リ ッ ジ沖縄県人会 浦崎 ジ ョ ー ジ

JANELLE MIHOKO MEDORUMA 女

28 玉栄 チ ャ ルズ
CHARLES MASA TOMO T AMAE 男 北米沖縄県人会

29 ジ ョ セ フ ジ ョ ー ン ズ 立 、

JOSEPH FREDRIC JONES 男 サ ／
、

T
一，，

イ エ ゴ 沖縄県人会 即 田 洋子

30 プ フ イ ア ン デイ ビ ス
（北米沖縄県 人会）

BRYAN KIYOSHI DA VIS 男 ユ タ 州 沖縄県 人会

3 1 デイ ビ ッ ト レ イ モ ン ド
DAVID RICHARD RAYMOND 男 ワ ン ン ト ン沖縄県人会ク フ フ ト シ コ バ ー ト リ ー

32  ア リ シ ア 恵子 ブ レ ン ズ
ALICIA KEIKO BERENZ 女 ン カ ゴ沖縄県 人会

3 3  丁 イ ル リ チ ャ ー ズ
DALE KAORU RICHARDS 男 遊友会

34 ナ イ フ ァ ー フ ィ ド フ ー

TIFF ANY FIEDLER 女 オハ イ オ 沖縄友 の 会

3 比嘉 龍児
洋子 サ ン ダ リ ン

5 
RYUJI HIGA 男 米国東海岸沖縄県人会 （ シ カ ゴ沖縄県 人会）

36 落合 北斗
HOKUTO CREIG OCHIAI 男 ア メ リ カ ニ ュ ー ヨ ー ク 沖縄県人会

3 7 ロ バ ー ト フ ァ ン チ ェ ス
ROBERT JAMES FUNCHES 男 ワ ／ ノ ト ) D C 沖縄県人会

38 ケ イ フ ケ ン プ
KAYLA RENEE CAMP 女 ア ト ラ ン タ 沖縄県人会

3 9 
ア ンデ ィ ー フ イ ダー

ANDY KIYOSHI RIDER 男 D FW 沖縄県人会

40 キム ビセ ッ ト
KIM BISSETTE 女 ジヤ ク ソ ン ビル沖縄県人会

マ イ ケ ル ハ ー カ ー
ルイ ス 高江洲 佳代子

41 MICHAEL ALAN HARKA 男 フ ェ イ エ ッ ト ビル沖縄県人会
（ア ト ラ ン タ 沖縄県人会）

42 ク リ ス タ ル ス ワ ン ソ ン
CRYSTAL LYNN SWANSON 女 ヘ。 ノ、 サ コ ー ラ 沖縄県人会

43 丁 レ サ マ リ コ モ ー ト ン
TERESA MARIKO MORTON 女 フ ロ リ ダ沖縄算友会 （がじ ま る△叫、

44 ク リ ス ト フ ァ ー ポ ー テ ィ ン
CRISTOPHER PORTIN 男 グ ア ム 沖縄県 人 会 引 率者無 し

45 マ リ ア ジ ェ イ リ ン デ ィ キ ア ッ コ
MA JA YL YNC. DIQUIA TCO 女

46 チ ヨ ミ サ ン タ ロ ー サ ラ ンセ ス
CHIYOMI ST A ROSA RANCES 女 フ ィ リ ピ ン フ ィ リ ピ ン沖縄県人会 ト ヨ コ 照屋エ リ セ オ

47 嶋崎 妙恵美
T AEMI SHIMAZAKI 女

48 知念 賢吾
KENGO CHINEN 男 フ フ ン ス フ ラ ン ス 沖縄県 人会 知念 睦子

49 石珀 イ真友ノl 日し

YUJI JOE ISHIGAKI 男 イ ギ リ ス イ ギ リ ス 沖縄県 人会 石垣 栄康

50 松川 ル カ
LUCA TOM MUSASHI MA TSUKA WA 男 ド イ ッ ド イ ツ 沖縄県 人 会 松川 カ
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知 事 表 敬 式 次 第 I 

1 1 : 0 0 写真撮影（中庭）

1 1 : 1 0 開 ム
云

1 1 : 1 2 参加者紹介

1 1 : 1 5 歓迎の挨拶

1 1 : 2 5 参加者代表挨拶

1 1 : 3 0 閉 会

司会

司会

日時：平成1 9 年7月23日（月）

場所：県庁1階 県民ホ ール

司会：大城 箕幸（交流推進課長）

沖 縄県副知事 安里 カツ子

海外参加者代表

上江洲 シルビア 小百合

（ブラジル沖 縄県人会）

県内参加者代表

川満 大祐

（西原高等学校）

司会
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1 
ウ ェ ル カ ム パ ー テ ィ ー 式 次 第 I 

日時：平成1 9 年7月23日（月） 18 : 30 ,......, 20 : 00 

場所：か んぽ レ クセ ンタ ー 3 F 研修室

1 8 : 3 0 

1 8 : 3 2 

1 8 : 3 7 

1 8 : 4 0 

1 9 : 3 0 

0

5

 

3

3

 

．．
．．

 

9

9

 

1

1

 

5

0

 

4

5

 

．．
．．

 

9

9

 

l

l

 
2 0 : 0 0 

開 会

歓迎の挨拶 沖縄県観光商工部参事監兼観光交流統括監

金城 秀雄

宣 誓 アトランタ沖縄県人会

トモ コ ・ レ ネー ・ レ オナー ド

乾杯の音頭 沖縄ブラジル協会

会長 西原 篤 ー

食事 ・ 懇談

余 興

琉球舞踊

司会：ジ ュ ニ アス タ ディーツ アー 6 期生

津波 義弥、 池原 ななえ

宮城 聖 乃（ コ ザ高校）

宮里 賢征（ブラジル）

ヴィヴィアネ ユ ミ ハ ラザキ（ブラジル）

大城 広大（ボリビア）

空手 ジ ョ シワ マイ ケル キ ャ ンベル（カナダ）

伝統舞踊 「ラバンデラス 」 真栄城 仲宗根 カリーナ 初江（ペルー）

三味線

伊佐 与儀 幸子 カロリーナ（ペルー）

終 了
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I さ よ な ら パ ー テ ィ ー 式 次 第 I 

日時：平成 1 9 年7 月 2 9 日（日）

場所：か んぽ レ クセ ン タ ー体育館

司会：金城将吾 池原ななえ
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開会

乾杯の音頭

エイサ ー演舞

「神 々 の詩」 「五穀豊穣」

ボリビア民族舞踊

「タ キ ラリ」

アルゼンチン民族舞踊

「 フ ォル クロー レ」

サンバ 「ア ク ア レー ラ ド ブラ ジル」

三線 「豊年の歌」

三線 「て い んさ ぐの花」

空手演舞

ギ タ ー演奏 「ア コ エ ソ ヨ 」

歌 「ア ミ ー ゴ ス 」

歌 「島唄」

エイサ ー 「 ミ ル クム ナリ」

合唱 「島ん ち ゅ の宝」

カチャ ー シ ー 「唐船 ド ーイ」
～終 了～

司会

沖縄パンアメリ カ 連合会

会長 大山 盛稔

食事・懇談

琉球国祭り太鼓

大城広大（ボリビア） クダカ

美咲（ボリビア）

儀間 いつ子（ボリビア）

新城 パ ブロ アリエル

仲宗根み ゆ き

上江洲 小百合 シルビア（ブラジル）

狩俣 友恵

真栄城 仲宗根 カ リーナ 初江（ペルー ）

宮城 玲奈（美里中）

ク リ ス チ ア ン サ ン ト ス マ カ リ ン タ ル（ フィリピン）

南米参加者

アメリカ カ ナダ フィリピン ドイツの参加者

参加者全員

参加者全員

参加者全員
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ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表 7 

A グルー プ B グルー プ C グルー プ

1 上原 善男 （男） 宮城 和哉 （男） 川満 大祐 （男）

Yoshio Uehara Kazuya Miyagi Daisuke Kawamitsu 

日 本 日 本 日 本

2 狩俣 友恵 （女） 与那覇 智都 （女） 宮城 玲奈 （女）

Tomoe Karimata Chisato Yinaha Rena Miyagi 

日 本 日 本 日 本

3 粟 国 志帆 （女） 岸本 り い ま （女） 瑞慶 山 美咲 （女）

Shiho Aguni Riima Kishimoto Misaki Zukeyama 

日 本 日 本 日 本

4 上 間 瑞樹 （女） ク リ ス テ ィ ーナ チハル ヘ ン リ ー （女：） 宇座 愛希 （ 女）

Mizuki Uema Christina Chiharu Henry Aiki Uza 

日 本 ア メ リ カ 日 本

5 比嘉 紀乃 （女） ジ ョ シア マイ ケル キ ャ ンベル （男） マ ケ ラ レ ネ ー コ ー ル （女）

Kotono Higa Joshua Michael Campbell Michaela Rene Cole 

ド イ ツ カ ナ ダ ア メ リ カ

6 ト モ コ レネー レ オナー ド （女） 伊佐 与儀 幸子 カ ロ リ ーナ （女） 仲宗根 ゆ か り （女）

Tomoko Renee Leonard Isa Y ogui Sachiko Carolina Yukari Nakasone 

ア メ リ カ ペル ー ア ルゼ ン チ ン

7 宮里 賢征 （男） 上江洲 小百合 シル ビ ア （女） ヴィ ヴィ ア ネ ユ ミ ハ ラザキ （女）

Miyazato Ueta Maury Massayuki Uezu Silvia Sayuri Viviana Yumi Harasaki 

ブ ラ ジル ブ ラ ジル ブ ラ ジル

カ ネ シ ロ ジ ョ ゼ マ ツ オ （男） 儀間 い つ子 （女） 城間 呉屋 カ リ ーナ ジゼー レ （女）
弓 I

Kaneshiro Jose Matsuo Itsuko Gima Shiroma Goya Karina Gisselle 

ブ ラ ジル ボ リ ビ ア ペルー
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I ジ ュ ニ ア ス タ デ ィ ー ツ ア ー グル ー プ表 I 

D グルー プ E グル ー プ

1 許 田 侑加 （女） 源河 花乃子 （ 女）

Yuka Kyoda Kanoko Genka 

日 本 日 本

2 金城 華奈子 （ 女） 宮城 聖 乃 （女）

Kanako Kinjyou Shono Miyagi 

日 本 日 本

3 安里 巽 （女） 玉城 美耶子 （女）

Tatsumi Asato Miyako Tamaki 

日 本 日 本

4 ク リ スチ ア ン サン ト ス マカ リ ンタル （男） ジ ャ ス テ ィ ン ト ヨ サ ト （男）

Christian Santos Macalintal Justin Toyosato 

フ ィ リ ピ ン ア メ リ カ

5 マ ー ロ ウ 麗矢 （女） 新城 パ ブ ロ ア リ エル （男）

Marlow Laiya Aragusuku Pablo Ariel 

ア メ リ カ ア ルゼ ン チ ン

6 真栄城 仲宗根 カ リ ーナ 初江 （女：） ク ダカ 美咲 （女）

Maeshiro Nakasone Karina Hatsue Misaki Kudaka 

ペル ー ボ リ ビ ア

7 大城 広大 （男）

Kodai Oshiro 

ボ リ ビ ア

マユ ミ マ ー レ イ ン コ ー ル （女）

弓 I
率

Mayumi Marlene Cole 

ア メ リ カ
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